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１−２　SX０６堰状遺構　カゴとトチノキ種子の出土状況（西から）

１−１　山居遺跡全景（南から）



２−２　SX０１②南側遺物包含層調査状況（北から）

２−１　SX０１②南側遺物包含層C４西ベルト包含層２b①層上面検出状況（西から）



序
　

　宮城県北東部を縦貫する三陸縦貫自動車道は、現在桃生津山インターチェンジま

での区間が開通し、さらに北に向かって工事が進められています。

　この三陸縦貫自動車道建設用地内には、先人が残した貴重な文化財が埋蔵されて

いる遺跡があります。埋蔵文化財は、わたしたちの郷土の歴史と文化を根底から支

える歴史遺産のひとつであると同時に、将来における文化向上の礎の一部をなすも

のです。宮城県教育委員会では、これらの遺跡を保護するために、関係機関と協議

を積み重ねた結果、路線の一部変更も含め、万全を期してまいりました。

　本報告書は、国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所との保存協議に基づ

き、三陸縦貫自動車道の建設に先立って実施した石巻市山居遺跡・登米市小山遺跡

に関する発掘調査報告書です。遺跡の調査を通して、この地域の歴史を解明してい

く上でも貴重な成果を得ることができました。今後、この報告書を多くの方々に活

用していただければ幸いに存じます。

　最後に、遺跡の保存に理解を示され、発掘調査に際しては多大なる御協力をいた

だいた関係機関の方々、さらに実際の調査にあたられた皆様に対し、厚く御礼申し

上げる次第です。

平成１９年１２月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城県教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　佐々木　義昭



例　言

１．本書は、国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所との協議に基づき実施した、三陸縦貫自

動車道建設に伴う山居遺跡（縄文時代編）と小山遺跡の発掘調査報告書である。なお、山居遺跡

の古代編は宮城県文化財調査報告書第２０６集として報告済である。

２．調査は宮城県教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文化財保護課が担当した。

３．発掘調査および資料整理・報告書の作成に際しては、以下の方々および機関から御指導・御助言、

御協力を賜った（所属機関名は当時の名称・敬称略）。

安達尊伸（田野畑村教育委員会）新井達哉（飯野町教育委員会）石井　寛（財団法人横浜市ふる

さと歴史財団埋蔵文化財センター）稲村晃嗣（川崎市立橘高等学校）大場亜弥（栗原市教育委員

会）小野岩男（郷土史家）加納由美（宮古市教育委員会）北田　勲（岩手県文化振興事業団）小

井川和夫（多賀城跡調査研究所）後藤勝彦（日本考古学協会）小林圭一（山形県埋蔵文化財調査

センター）小林正史（北陸学院短期大学）菅原哲文（山形県埋蔵文化財調査センター）菅原弘樹

（奥松島縄文村）須藤　隆（東北大学）関根達人（弘前大学）中村　直（田野畑村教育委員会）名

久井文明（物質文化研究所）成田滋彦（青森県埋蔵文化財調査センター）丹羽　茂（東北歴史博

物館）藤沼邦彦（弘前大学）本間　宏（福島県文化センター）栁田裕三（宮崎県埋蔵文化財セン

ター）渡辺　誠（名古屋大学）石巻市桃生町公民館　十貫東部部落会　東北歴史博物館

４．本書の第２図（３頁）は国土地理院発行の「登米」「飯野川」（１/２５，０００）の地形図を複製して使

用した。

５．測量原点の座標値は、日本測地系に基づく平面直角座標第X系による。

６．本書で使用した遺構略号は以下のとおりである。遺構番号は、遺構の種別に関わらず、調査の際

に付した通し番号を用いている。

　　　ＳＸ：遺物包含層・堰状遺構・杭跡・旧河道

７．平面図にはそれぞれスケールを付しているが、縮尺は原則として以下のとおりである。

　　　全体図　１：２００　部分図　１：１２０

８．土色の記載にあたっては、『新版　標準土色帖　１９９４年度版』（小山・竹原　１９９４）を使用した。

９．遺物図版にはそれぞれスケールを付しているが、縮尺は原則として以下のとおりである。

　　　土器・土製品・礫石器：１／３　剥片石器：１／２

１０．本書の執筆は、調査担当者との協議の後に山居遺跡を相原淳一、小山遺跡を柳澤和明が行い、全

体を相原が編集した。なお、山居遺跡の動物遺存体については西村力、剥片石器については村上

裕次、礫石器については柳澤和明からの協力を得た。植物遺体については古代の森研究舎の同

定・分析結果を基礎に、相原と共同執筆とした。

１１．本遺跡の調査成果については、その内容の一部を公表しているが、これらと本書の内容が異なる

場合は、本書がこれらに優先する。

１２．発掘調査の記録や出土遺物は、宮城県教育委員会が保管している。
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はじめに

　仙台市から岩手県宮古市に至る自動車専用道路が、三陸縦貫自動車道として計画され、そのうち「矢

本石巻道路」については平成８年度から工事に着手する事業計画が決定された。この「矢本石巻道路」

は、石巻河南ICを起点に旧北上川を渡り、桃生豊里ICに至るものである。さらに北に接続する「桃生

登米道路」についても、平成１７年度に工事に着手する事業計画が決定され、計画では幅２３．５mの４車

線を整備するにあたり、地形の起伏に沿って大規模な切土や盛土を行うものであった。そのため、宮

城県教育委員会と国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所は遺跡保存のための協議を重ね、分

布調査を実施して新たな遺跡の有無を確認するとともに、周知の遺跡については確認調査を行い、遺

跡の保存と道路整備事業との調整を図ってきた。

　こうした中で、平成１２年度から予定路線内の遺跡の発掘調査に順次着手した。平成１７年度には、角

山遺跡・太田窯跡・山居遺跡の調査を実施した。ここに報告する山居遺跡は自動車道の函渠工事の際

に多量の土器が出土しているとの地域住民からの知らせを受け、急遽国土交通省ほか関係機関との協

議の上、事前調査を行ったものである。なお、この山居沢に関わる調査区（Ⅰ区）とともに、事前調

査が行われた山居遺跡の丘陵部（Ⅱ区）に関しては、山居遺跡古代編として宮城県文化財調査報告書

第２０６集としてすでに報告書が刊行されている。平成１８・１９年には登米市布目遺跡・小山遺跡の調査

を行った。

　三陸縦貫自動車道建設計画に伴う発掘調査

　　　　宮城県教育委員会 ２００２『沢田山西遺跡－三陸縦貫自動車道建設関連遺跡調査報告書Ⅰ－』宮城県文化財調査報告書第１８９集
 ２００３『新田東遺跡－三陸縦貫自動車道建設関連遺跡調査報告書Ⅱ－』宮城県文化財調査報告書第１９１集
 ２００４『沢田山西遺跡ほか－三陸縦貫自動車道建設関連遺跡調査報告書Ⅲ－』宮城県文化財調査報告書第１９６集
 ２００５『角山遺跡－三陸縦貫自動車道建設関連遺跡調査報告書Ⅳ－』宮城県文化財調査報告書第２００集
 ２００６ａ『桃生城跡　細谷Ｂ遺跡－三陸縦貫自動車道関連遺跡調査報告書Ⅴ－』宮城県文化財調査報告書第２０５集
 ２００６ｂ『角山遺跡　山居遺跡－三陸縦貫自動車道関連遺跡調査報告書Ⅵ－』宮城県文化財調査報告書第２０６集
 ２００７ａ『太田窯跡－三陸縦貫自動車道関連遺跡調査報告書Ⅶ－』宮城県文化財調査報告書第２１０集
 ２００７ｂ「布目遺跡－三陸縦貫自動車道関連遺跡調査報告書Ⅷ－」宮城県文化財調査報告書第２１１集所収

報告書調査期間調査面積(㎡）所在地遺跡名調査年度
宮城県教育委員会　20024.09～4.20　10.01～10.132,080河北町沢田山西遺跡平成１３（２００１）　 宮城県教育委員会　20034.23～12.108,500河北町新田東遺跡
宮城県教育委員会　20054.08～6.17　10.15～12.102,900桃生町角山遺跡

平成１４（２００２） 宮城県教育委員会　20046.03～7.236,000河北町崎山Ｂ遺跡
宮城県教育委員会　20046.03～10.221,000河北町沢田山西遺跡
宮城県教育委員会　20044.07～5.16700河北町万歳山Ｃ遺跡

平成１５（２００３）

宮城県教育委員会　2006a4.30～6.061,500河北町桃生城跡
宮城県教育委員会　20045.18～7.181,200河北町沢田山西遺跡
宮城県教育委員会　2007a6.17～8.012,000桃生町太田窯跡
宮城県教育委員会　20057.02～12.027,400桃生町角山遺跡
宮城県教育委員会　20047.17～8.07　9.01～10.082,540桃生町八幡遺跡
宮城県教育委員会　2006a11.12～12.11900桃生町細谷Ｂ遺跡
宮城県教育委員会　20058.02～8.0395桃生町角山遺跡平成１６（２００４）
宮城県教育委員会　2006b4.23～5.111,400石巻市角山遺跡

平成１７（２００５） 宮城県教育委員会　2007a5.09～6.13　10.12～11.302,900石巻市太田窯跡
（本報告書）6.07～8.05200石巻市山居遺跡（Ⅰ区）
宮城県教育委員会　2006b7.11～10.201,300石巻市山居遺跡（Ⅱ区）
宮城県教育委員会　2007b4.24～6.16　11.6～11.172,500登米市布目遺跡平成１８（２００６）
（本報告書）4.23～4.253,260登米市小山遺跡平成１９（２００７）



山 居 遺 跡
（縄文時代編）

調　　査　　要　　項

遺 跡 名：山居遺跡（さんきょいせき）（宮城県遺跡地名表登載番号７００３３）

遺跡記号：ＲＦ

所 在 地：宮城県石巻市桃生町倉埣字山居

調査要因：三陸縦貫自動車道桃生登米道路建設

調査主体：宮城県教育委員会

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

調査期間：Ⅰ区　事前調査　平成１７年６月７日～８月５日

　　　　　Ⅱ区　確認調査　平成１７年６月１６日～６月２０日

　　　　　　　　事前調査　平成１７年７月１１日～１０月２０日

調査対象面積：２，０００㎡

調査面積：１，５００㎡（Ⅰ区：２００㎡　Ⅱ区１，３００㎡）

調査員　Ⅰ区　真山悟　　後藤秀一　相原淳一　保原恒雄　田中政幸

　　　　Ⅱ区　後藤秀一　相原淳一　保原恒雄　豊村幸宏　佐藤憲幸　田中政幸
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A．土器　 　１７

（１）工事回収土器　 　１７

（２）遺構確認時出土土器　 　１７

（３）SX０１①北東側遺物包含層A７区包含層出土土器　 　２０

（４）SX０１①北東側遺物包含層A６北ベルト包含層出土土器　 　２０

（５）SX０１①北東側遺物包含層A６区出土土器　 　２２

（６）B６区出土土器　 　２６

（７）A５～B５北ベルト出土土器　 　３２

（８）A５区出土土器　 　３４
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（１０）SX０１②南側遺物包含層B５区出土土器　 　３９

（１１）SX０１②南側遺物包含層C５西ベルト出土土器　 　４５
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（１８）B３～５包含層１層（上部砂礫層）中出土土器　 　７６



（１９）SX０１②南側遺物包含層B４区出土土器　 　７８

（２０）SX０１②南側遺物包含層C４西ベルト出土土器　 　９１

（２１）SX０１②南側遺物包含層C４区出土土器　 　１１０
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（２４）SX０１②南側遺物包含層C３北ベルト出土土器　 　１３３

（２５）SX０１③北西側遺物包含層A３区出土土器　 　１３６

（２６）B３西ベルト出土土器　 　１３７

（２７）SX０１②南側遺物包含層B３区出土土器　 　１３９

（２８）SX０１②南側遺物包含層C３西ベルト出土土器　 　１４６

（２９）SX０１②南側遺物包含層C３区出土土器　 　１６０

（３０）SX０１②南側遺物包含層A２～C２北ベルト出土土器　 　１７０

（３１）SX０１③北西側遺物包含層A２区出土土器　 　１８０

（３２）SX０１③北西側遺物包含層B２西ベルト出土土器　 　１８７

（３３）SX０１②南側遺物包含層B２区・C２西ベルト出土土器　 　１８９

（３４）SX０１③北西側遺物包含層Z１北ベルト出土土器　 　１９２

（３５）SX０１③北西側遺物包含層Z１区出土土器　 　１９８
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第Ⅰ章　遺跡の概要
　

１．　遺跡の位置と地理的環境（第１図）

　山居遺跡は宮城県石巻市桃生町倉埣字山居

に所在する。石巻市は宮城県の北東部に位置

し、地形的には北上川下流域の石巻平野に属す

る沖積地と北上山地の南端にあたる丘陵地帯

からなっている。

　遺跡は旧北上川沿いにある石巻市桃生町総

合支所の北東約４娃に位置している。遺跡の立

地する丘陵は、茶臼山（標高１５４ｍ）から西南

に延びる低平な丘陵の一部である。遺跡の周

辺では、丘陵部と沖積層が厚く堆積した平野部

が直に接しており、河岸段丘面はほとんど発達

していない。遺跡の西側の沖積地には、昆布沼

があり、遺跡を西に流れる山居沢が注いでいる。

２．　周辺の遺跡（第２図）

　今回、調査した山居遺跡の周辺には、多くの遺跡が分布している。最も古い時代の遺跡は、縄文海

進期にあたる縄文時代早期後葉の樫崎貝塚（２０）・ 十所 貝塚（１５）・長根浦貝塚（４５）などである。特
とどころ

に、１９５１年・１９５３年に発掘調査が行われた樫崎貝塚では、縄文早期でシジミ（主）・カキ・ハマグリ、

前期でハマグリ･カキ、中期でカキ・ハマグリ層が確認されるとともに、土器や石器、骨角器などの人

工遺物、屈葬人骨が発見されている（植田　１９５４）。山居遺跡の昆布沼を挟んで反対側の独立丘陵上

には、 深山 貝塚がある。戦後まもなく、宮城県登米高等学校によって調査され、土器や土偶、石器、
しんざん

石製品、骨角器などが多数発掘されている。１９９５年には桃生町教育委員会が調査主体となって貝塚

全体の分布調査（桃生町史編纂委員会　１９９６）も行われている。こうした調査所見によれば、深山貝

塚の存続時期は縄文時代中期後半から晩期で、今回調査した山居遺跡の存続期間とほぼ重複している。

また、三陸縦貫自動車道関連の細谷Ｂ遺跡（４）においても、山居遺跡の存続期間と一部重複する縄

文時代前期前葉から後期前葉に及ぶ遺物が発掘調査によって得られている。

　このほか、遺跡の周辺には埴輪を伴う中期古墳の袖沢古墳群（９）や古代の城柵として著名な桃生

城跡（３）など多くの遺跡が分布することが知られている。
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第１図　遺跡の位置
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時代遺跡名番号時代遺跡名番号時代遺跡名番号
中世太田館跡31中世沢山城跡16縄文中～晩・弥生・古代山居遺跡1
古代万歳山Ｂ遺跡32中世壇ノ森館跡17縄文早・弥生・古墳・古代・中世･近世角山遺跡2
縄文万歳山Ａ遺跡33中世黄竜渕館跡18縄文・弥生・古墳・古代・近世以降桃生城跡3
古代問答山遺跡34中世陣ヶ峰館跡19縄文前～後・古代・中近世以降細谷Ｂ遺跡4
中世赤間館跡35縄文早・前･中樫崎貝塚20古代太田窯跡5
中世神取山館跡36中世樫崎館跡21縄文・弥生・古墳・古代・近世以降新田東遺跡6
近世神取御殿山窯跡37古代･中世山田館跡22古代･近世八幡遺跡7
古代高屋敷遺跡38古墳山田囲古墳23縄文中･後･古代万歳山Ｃ遺跡8
古代・中世飯野館跡39中世･近世中津山城跡24古墳袖沢古墳群9
古代外吉野遺跡40古墳白鳥古墳25縄文中～晩深山貝塚10
中世山崎館跡41中世安倍館跡26縄文晩･古代倉埣遺跡11
中世館ヶ森館跡42縄文・古代日高見神社遺跡27古代茶臼山附近遺跡12
古代・中世茶臼山館跡43古代･近世十貫壱番遺跡28中世如来山館跡13
古代･中世柳津館山館跡44縄文晩・古代細谷遺跡29中世永井館跡14
縄文早･古代長根浦貝塚45縄文・古代宗全山遺跡30縄文早･中･古代十所貝塚15

第２図　遺跡の位置と周辺の遺跡



第Ⅱ章　調査経過と方法
１．調査に至る経過

　今回報告する山居遺跡は三陸自動車道建設に伴う平成１２年２月の分布調査の結果、新規に登録され

た縄文時代の遺跡である。当初、遺跡として登録されたのは、昆布沼の東側の旧永井分校周辺の南か

ら西にかけての緩斜面部分のみの範囲であった。平成１４年５月２３日には、遺跡と昆布沼の間の県道拡

幅工事に関連して、遺跡の西側の確認調査を実施したが、遺構・遺物ともに発見することはできなかっ

た。平成１４年１０月３日から１１日にかけて、三陸縦貫自動車道に関わる壇ノ森館跡・八幡遺跡・山居遺

跡の試掘調査を実施した。山居遺跡の調査は、同月８日に８本の試掘トレンチにより行った。試掘トレ

ンチは丘陵部から沖積地までを含む遺跡の南東側路線地内に配した。調査の結果、摩滅した縄文土器

１片を確認したのみで、遺構を検出することはできなかった。また、大規模な地形改変を受けているこ

とも明らかとなり、山居遺跡は慎重工事により対応することになった。

　平成１７年４月には、角山遺跡及び太田窯跡の残余地の事前調査に着手した。太田窯跡の調査中の６

月２日に、山居遺跡の北側の山居沢の函渠建設工事現場から大量の縄文土器が出土しているとの知ら

せを受け、当日、調査員が現地に赴き、縄文時代中期から後期の遺物が大量出土していること、出土

層は泥炭質でトチの実や木質を含んでいることを確認した。直ちに、工事を中止させ、翌３日に当課

は国土交通省・石巻市教育委員会・施工業者とともに現地で協議し、事前調査を行うこととした。ま

た、山居沢南の丘陵西側斜面地の工事用仮設道路の法面においても遺構の断面や灰白色火山灰が確認

され、これらについても確認調査を実施することになった。これらの遺跡の取り扱いについては、従

来知られていた山居遺跡の範囲を北側に大きく拡大し、山居沢部分を発掘調査のⅠ区、丘陵部分をⅡ

区とすることを決めた（第３・４図）。

２．　調査の経過

　Ⅰ区の発掘調査は６月７日から８月５日まで行った。Ⅰ区の調査と平行して、Ⅱ区の確認調査を６月１６

日から２０日まで、事前調査を７月１１日から１０月２０日まで行った。調査期間中の７月２７日には、台風７

号による大雨のために調査区すべてが水没し、終日排水作業を行った。梅雨季の調査となったために、

野外調査は中止せざるを得ない日も多く、そうした日は遺物の水洗作業に切り替えた。平成１７年度の

野外調査がすべて終了する１１月３０日までには、人工遺物に関してはすべて現場にて水洗作業を終えた。

遺物は土器を主とする人工遺物で平箱１００箱であり、自然遺物を含むサンプリング土壌が２０箱である。

３．調査の方法

　①調査区の設定

　Ⅰ区の調査区は山居沢の谷底であるために、現状の流路の方向を勘案した任意の方向に、３×３ｍの

グリッドを設定して行った（第５図）。谷頭に向かって３ｍおきに１，２，３･･･、その直交方向を３ｍおき

にＺ，Ａ，Ｂ･･･とし、グリッド名とした。調査区全体の位置は、日本測地系の国家座標第Ｘ系の任意の

点Ｘ３（Ｘ=－１５６，７８２．０００、Ｙ=３９，０８８．０００）及びＸ４（Ｘ=－１５６，７８２．０００、Ｙ=３９，０７３．０００）を調

査区内に落とし、任意で設定したグリッド交点Ａ２及びＢ７との距離を実測して、国家座標第Ｘ系の中

での調査区の位置関係を決めた。

４



第３図　山居遺跡調査区の位置（1/2,000）
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　②調査の記録

　層単位で調査を進めるにあたり、下

位の層の上面を検出した時点で、写真

撮影によって記録するようにした。検

出した遺構については、グリッドを基

準に、縮尺１／２０の平面図、断面図の

作成と写真撮影を行った。全体図は平

板測量によって１／２００平面図を作成

した。写真撮影には８００万画素のデジ

タルカメラを用いた。

　③発掘及び遺物の取り上げ

　現状でも流路がある埋没谷の調査と

なるために、最初に約２００㎡ある調査

区全体の水対策として、幅約２５尺の排

水路を確保した。また、グリッド間の

ベルトは崩壊の可能性とともに土層観

察用になるべく大きく残すこととし、

通常よりも幅の広い上幅８０唖（基底部

で１ｍ弱）とした。最初にベルト部分を

除く２．２×２．２ｍのグリッド区にさら

に下層を観察するための任意のサブト
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第４図　山居遺跡Ⅰ区要図

A7

A6

A5

A4

A3

Z2
X4

A2

（排　水　路）

Z1 A1

B2

B7
X3

B6

B5

B4

B3

B3 北ベルト

C5

C4

C3

D4 （
工
事
に
よ
る
削
平
）

N

7

6

Y=39088.000

8

3

2

1

X=－156776.000

Y=39073.000X=－156788.000

B C D

0 3m

Z

Ｂ
３
西
ベ
ル
ト

（
排　
　

水　
　

路
） ４

SP.3

SP.1

SP.2

5

B3 区

（縮尺 1：200）

SP.4

A

第５図　山居遺跡Ⅰ区グリッド配置図



レンチを設けながら、慎重に１層ずつ調査を進めた。現場の調査員が３名だったので、３グリッド区ご

とに調査を進め、作業員（１日あたり１０～１４人）だけが掘り進めることがないようにした。遺物に関

しても、基本的には調査員が出土状況を確かめながら取り上げるようにした。

　層の枚数や堆積状況は各グリッド区において違っており、各層には堆積順序に即した任意の名称を

各グリッド区ごとにつけた。グリッド区の調査は無遺物層まで到達した時点で終了とし、「北ベルト」

（実際の方位は東北東）と「西ベルト」（実際の方位は北北西）の断面図を作成し、ベルト部分の調査

を進めた。ベルト部分の調査では各グリッド区の層序の対応関係の確認と、直接層位を観察しながら

調査を進めることができる利点を生かし、より精度の高い分層発掘となるようにした。

　④遺物整理の方法

　遺物整理は平成１８年４月から開始した。地区・層位ごとに接合作業を進め、資料化する土器の抽出作

業を行った。拓本は口縁部資料を中心に選別した。自然遺物を含む平箱２０箱分の土壌は、最も良好な

部分を分析に委託し、残りの全量を微小遺物の採取を目的に２勺メッシュによって洗浄した。土製品・

石器は全点図示した。土器・石器の実測及び観察表の作成はすべて調査員が行い、拓本とトレースの

一部、遺物の登録作業、写真図版の作成に関しては作業員が行った。

４．報告に際して

　報告にあたり、遺物の図示は次の基準に則って行った。

①　グリッド区とベルト部分、さらには先行するサブトレンチ部分において層の名称や精度におい

て一致するものではない。ベルト部分の精査において、大別層位においては齟齬が生じないよ

うにその対応関係を把握したが、あるグリッド区においてのみ認められる層やベルト部分の精

査においてのみ認識された層あるいは不整合面も多数確認され、細別層位のすべてにわたって

堆積順位を明らかにすることはできなかった。そのために、ここでは、発掘調査を進めた手順

に即して、グリッド区とベルト部分を取り上げ層位の順に図示していく。

②　グリッド区とベルト部分において層が異なる場合があり、原則として層の堆積を直接確認しな

がら取り上げたベルト部分の方がより精度の高い調査を行っており、ベルト部分の層を優先層

位として図示した。

③　異地点接合や異層位接合についても、観察表には出土地区・層位のデータをすべて書き出すよ

うにした。異層位接合の場合、原則として下位の層を帰属層位として図示している。ただし、

一括遺物として取り上げている場合は、一括遺物として現場で認定した層（上面）を最優先層

位として図示した。

④　報告書掲載にあたっては本遺跡の場合、土器組成が重要な意味を持つ可能性が考えられ、全体

の傾向を損なわない形で抽出作業を行った。

７



第Ⅲ章　発掘調査の成果
　

　山居遺跡Ⅰ区の調査において、人為的な廃棄層からなる３ヶ所の遺物包含層と堰状遺構３ヶ所・杭跡

１ヶ所、土壙１基・ピット１個および旧河道の堆積層群が検出された（第６図）。

　なお、Ⅰ区で検出された３ヶ所の遺物包含層は混同を避けるために、次のようにローマ数字・アラ

ビア数字を用いて区別する。

・ＳＸ０１①北東側遺物包含層＝包含層ⅰ層、ⅱ層、…

・ＳＸ０１②南側遺物包含層＝包含層１層、２層、…

・ＳＸ０１③北西側遺物包含層＝包含層Ⅰ層、Ⅱ層、…

その基本層序および各地点における土層断面柱状模式図は、第７図に示したとおりである。

１．山居遺跡Ⅰ区の遺物包含層・遺構・旧河道堆積層の新旧関係について

　山居遺跡Ⅰ区全体における遺物包含層・遺構・旧河道堆積層各層の新旧関係は１１頁のように捉えら

れる。

　以下に、上層から順に層の概要と新旧関係を示す。

（１）灰白色火山灰層

　ＳＰ．１・３～ＳＰ．２・４間の基本層序（第７図①）において、表土下約１．２ｍで灰白色火山灰の２次堆積

層が認められた。この灰白色火山灰層はＡＤ１０世紀前葉に降下した十和田ａ火山灰層〈Ｔｏ－ａ〉に相当

するものと考えられる。山居遺跡Ⅱ区ではこの火山灰層の前後の時期の遺構が検出されている。

　この灰白色火山灰層は谷の出口側ほど厚く堆積しており、工事によって削り出された法面では約

５尺の１次堆積層が確認された（写真図版１－２）。灰白色火山灰層はいずれもラミナ状をなす水成堆積

層上に、ほぼ水平に堆積しており、灰白色火山灰（Ｔｏ－ａ）が降下した１０世紀前葉ころには山居沢の

本流部分はほぼ現在の流路（第６図）の位置となり、調査区付近は谷底の旧河道跡に残された沼沢地

ないしは湿地となっていたものと考えられる。その沼沢地ないしは湿地も灰白色火山灰及びその２次

堆積層によってほぼ埋め尽くされ、以後、丘陵上部の表土を供給源とする陸成のシルト層が形成され、

現在の地形となっているものと考えられた。

（２）上部旧河道層群

　灰白色火山灰降下以前の砂礫層からなる旧河道堆積層群である。調査では基本的にこの層までを、

重機で取り除いた。Ⅰ区の中でも主体となるＳＸ０１②南側遺物包含層を覆う旧河道ＳＸ０２・０３・０４まで

がこの上部旧河道層群に相当する。上部旧河道層群の砂礫層中の遺物は包含層１層として取り上げた

が、いずれも断片的でまとまるものではない。一方、SX０１①北東側遺物包含層では、旧河道ＳＸ０３・

０４堆積層と新旧関係を持ちながら、遺物包含層が形成されていた。

　ＳＸ０６堰状遺構（巻頭写真１－２）・ＳＸ０５堰状遺構は旧河道ＳＸ０３・ＳＸ０４の底面において検出された。

（３）ＳＸ０１①北東側遺物包含層

　沢筋の上部旧河道層群と関係しながら、沢べりの山側斜面には主に黒色粘土層からなるＳＸ０１①北

８
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１０

備考土性土色

新しい客土・水田耕作土1～3
地山小礫を含むシルト褐色（7.5YR4/3)4
グライ化した小礫を含むシルト黒褐色(2.5Y3/2)5
グライ化した小礫を含む砂質シルト黒色(10YR2/1)6
灰白色火山灰（To-a)の2次堆積層砂質シルト暗褐色（10YR3/3)7
細砂～粗砂。ラミナ状をなす水成堆積砂礫オリーブ黒色(7.5Y3/1)8
上層から漸移敵に変化砂質シルト黒褐色(10YR3/2)9
未分解有機質を多く含むシルト黒褐色(10YR2/2)10
グライ化した小礫を多く含む砂礫黒褐色(10YR3/1)11
5～10cmの礫を含む砂礫暗褐色（10YR3/3)12
未分解有機質に富むシルト質砂礫黒褐色(10YR3/2)13
円礫を含む砂礫黄褐色(10YR5/6)14
未分解有機質に富むシルト質砂礫黒褐色(10YR3/2)15
円礫を含む砂礫黄褐色(10YR5/6)16
未分解有機質を多く含む多く含む砂質シルト黒褐色(10YR2/3)17
円礫を含む砂礫黄褐色(10YR5/6)18
グライ化した砂礫層。南側遺物包含層1層（旧河道SX03堆積層）砂礫オリーブ黒色(7.5Y3/2)19
炭化物を多く含む。南側遺物包含層2層シルト黒色(10YR1.7/1)20
上部に炭化物を含む。上部＝南側遺物包含層3層シルト質粘土オリーブ黒色(7.5Y3/1)21

SP.G番号SP.F番号SP.E番号SP.D番号SP.C番号SP.B番号SP.A番号
包含層Ⅰa層1包含層1層1包含層1層1包含層2a層1SX03旧河道堆積層1SX03旧河道堆積層1包含層ⅰa①層1
包含層Ⅰｂ層2（SX０３旧河道堆積層）（SX０３旧河道堆積層）包含層2b層2SX04A旧河道堆積層2SX24 旧河道堆積層2包含層ⅰa②層2
包含層Ⅰｃ層3火山灰層2包含層2a層2包含層2b́ 層3SX04B旧河道堆積層3粘土層（無遺物）3包含層ⅰb層3
包含層Ⅱ①層4包含層2a①層3包含層2b①層3包含層2c層4SX23旧河道堆積層4岩盤4包含層ⅰc層4
包含層Ⅱ②層5包含層2a②層4包含層2b②層4包含層2d層5SX24旧河道堆積層5包含層ⅰd層5
包含層Ⅱ③層6包含層2a③層5包含層2c層5包含層3a層6SX25旧河道堆積層6包含層ⅱ層6
包含層Ⅱa層7包含層2b①層6包含層2d層6３b層（無遺物）7（無遺物層）7砂礫層（無遺物）7
包含層Ⅱa層下部①層8包含層2b②層7包含層3a層7（８＝火山灰層）8
包含層Ⅱa層下部②層9包含層2b③層8３b層（無遺物）8砂礫層（無遺物）9
包含層Ⅱb①層10包含層3a層9
Ⅱb②層（無遺物）11３b層（無遺物）10

①　基本層序（第６図のＳＰ．１・３～ＳＰ．２・４）

　第７図　基本層序と土層断面柱状模式図
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②　土層断面柱状模式図（第６図のＳＰ．Ａ～Ｇ）
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１１

灰白色火山灰層

上部旧河道層群

旧河道SX02堆積層
SX01①北東側遺物包含層

SX01③北西側遺物包含層

包含層ⅰa①層

包含層ⅰa②層

包含層ⅰb層

包含層ⅰｃ層 　　　　　　　SX01②南側遺物包含層

包含層ⅰd層 旧河道SX03堆積層

包含層ⅰe層 SX03A底面 SX06堰状遺構堆積層

SX03B堆積層 SX06堰状遺構底面
旧河道SX04堆積層

包含層ⅱa層 SX03C堆積層

旧河道SX04底面 SX05堰状遺構堆積層
包含層ⅱb層

 SX05堰状遺構底面

  SX04B堆積層

　　　　　　旧河道SX20堆積層 火山灰層

包含層2a層 包含層2a①層

SX21杭跡・旧河道SX07堆積層 上面 土壙・ピット
（SK4・Pit3）

旧河道SX26堆積層 包含層2a②層

包含層2b①層

旧河道SX23堆積層

包含層2b②層

包含層2b③層

旧河道SX24堆積層

旧河道SX24底面
旧河道SX08堆積層（包含層Ⅰ層） 旧河道SX29

SX22堰状遺構底面

　包含層Ⅱ①～③層
旧河道SX30

        包含層Ⅱa層

　包含層Ⅱa層下部①層

　包含層Ⅱa層下部②層

包含層Ⅱb①層

包含層Ⅱb②層
包含層2b´層

包含層2c層

包含層2d層
旧河道SX27堆積層

包含層3a層

　　　3b層

旧河道SX25堆積層
火山灰層

SX03A堆積層 旧河道SX03堆積層（包含層1層）

SX22堰状遺構堆積層

山居遺跡Ⅰ区の新旧関係



東側遺物包含層が形成されていた。遺物包含層は炭化物や動物の骨片を含む廃棄層で、下部旧河道の

SX２０堆積層上面に、SX０１①包含層ⅱa・b層→（旧河道SX０４堆積層）→SX０１①包含層ⅰd・e層→

（旧河道SX０３堆積層）→SX０１①包含層ⅰa①～ⅰc層の順に堆積していた。

（４）SX０１②南側遺物包含層２a層～２b①層上面

　上部旧河道層群の旧河道SX０３堆積層に覆われた黒色土層である。夥しい炭化物等を含む廃棄層で、

包含層２a①～②層に細別された。包含層２a層は旧河道SX０３の堆積作用ばかりではなく、浸食作用も

受けているために、包含層２a層上面の状態は必ずしも安定的ではない。下流側の包含層２a層上面では

斑状に分布する火山灰（写真図版１－３）が検出された。包含層２a②層上面－２b①層上面に安定面が

確認され、土壙１基・ピット１個が検出され、土器は安定面に押しつぶされたような状態（巻頭写真２－

１）で出土している。

（５）SX０１②南側遺物包含層２b層

　包含層２b層は２b①～２b③層に細別された。２b①層は砂質シルトの包含層で、２b②・③層は水成堆

積の砂礫層である。

（６）下部旧河道層群

　上部旧河道群の下で確認された下部旧河道群にはSX０７・０８・２３・２４・２６・２７・２９・３０がある。

個々の新旧関係は１１頁のとおりである。いずれもより上位の河道による浸食を受けており、流路の全

体は必ずしも明らかではない。同一河道で地点の離れている場合は、別名を付している可能性もある。

　SX２２堰状遺構は旧河道SX２４の底面において検出されている。

（７）SX０１③北西側遺物包含層

　旧河道SX０８堆積層（包含層Ⅰ層）の下で確認された。間層に薄い砂礫層・砂質シルト層がはいる

黒褐色～黒色土層である。多くの炭化物等を含む廃棄層で、包含層Ⅱ①～Ⅱb②層まで細別された。

（８）SX０１②南側遺物包含層２b́ ～３a層上面

　SX０１②南側遺物包含層２b層の砂礫層下の黒褐色～黒色土層である（巻頭写真２－２）。夥しい炭化物

等を含む廃棄層で、包含層２b́ 層・２c層・２d層に細別された。このうち、包含層２b́ 層はこぶし大

の角礫を多く含む黒褐色土層で沢筋より山側のやや高い位置に広がり、包含層２c層は礫をあまり含ま

ない黒色土層で沢寄りのやや低い位置を中心に広がっている。層相の違いはあるものの、包含層２b́

層と包含層２c層は本来同一の層である可能性が強い。これらの層の下位に、より黒色でやや粘土質を

帯びる包含層２d層が広がっている。

（９）SX０１②南側遺物包含層３a層～３b層上面

　SX０１②南側遺物包含層３a層は２d層下のややグライ化した灰黄褐色粘土層である。土器片とともに

炭化物や焼骨が混じっており、水の影響を受けた遺物包含層と考えられた。無遺物層の３b層上面には

炭化物の広がる箇所が認められた。

（１０）旧河道SX２５堆積層

　やや砂質の火山灰層（写真図版１９－３）の堆積が認められた。遺物は出土していない。SX０１②南側

遺物包含層３b層と直接、新旧関係を確かめることのできる箇所はなかった。

１２



２．山居遺跡Ⅰ区の遺物包含層について

　３ヶ所の遺物包含層は多くの土器とともに、トチノキ炭化種皮砕片などの多量の炭化物や、焼けた

獣骨・鳥骨片を含む黒色土層である。遺物包含層の花粉分析を行った地点においても、ほとんどの花

粉がすでに分解されて残っておらず、陸成堆積によるものと考えられた。

（１）SX０１①北東側遺物包含層

　SX０１①北東側遺物包含層は南西側の斜面に形成され、調査面積は約１５㎡である。包含層ⅰa①～ⅱ

層まで、最大６層に分層された。沢筋側は旧河道によって浸食されていた。出土遺物の分析により、

SX０１①北東側遺物包含層は縄文時代晩期中葉に形成されたものであることが明らかとなった。

（２）SX０１②南側遺物包含層

　SX０１②南側遺物包含層は調査区の中では最大の遺物包含層で、調査面積は約５０㎡ である。遺物包

含層全体は水成堆積の砂礫層（上部旧河道群SX０２～０４堆積層）で覆われている。主たる遺物包含層

となる黒色土層は大きく上下２枚認められ、間層に砂質シルト・砂礫層が入っている。包含層２a②層上

面－２b①層上面に安定した層理面があり、土壙１基・ピット１個が確認された。出土遺物の分析により、

SX０１②南側遺物包含層の継続時期は縄文時代中期後葉から晩期中葉であることが明らかとなった。

（３）SX０１③北東側遺物包含層

　SX０１③北東側遺物包含層は面積約３０㎡ で、南側は工事によって大きく削平されている。主体とな

る下部の遺物包含層の時期は縄文時代後期初頭から後期前葉である。

　

３．山居遺跡Ⅰ区の遺構について

　旧河道部分の調査では、堰状遺構３ヶ所と川べりの杭跡１ヶ所が確認された。SX０１②南側遺物包含

層では、土壙１基・ピット１個が検出された。出土遺物の詳細に関しては後述する。

（１）SX０６堰状遺構（第８図①）

［位置］B６区～B６西ベルト［確認面］旧河道SX０３A底面

［重複］同位置でSX０６A・SX０６B堰状遺構が重複している。SX０６B堰状遺構が作り直されて、SX０６A

堰状遺構が作られたと考えられる。

［平面形・規模］　旧河道の上流側、流路と直交方向に裁断面のある材３本と、下流側には被熱による

赤変のある礫２点を含む拳大の礫がややまとまって認められた（第８図①－a）。材の長さは約９０cm、

材と礫群の距離は約１００cmである。材と礫の間の粗砂層（第８図①右断面図）を除くと、直径約９０cm

の有機質に富む黒褐色土が検出され、深さ約２０cmの浅い皿状をなすピットが確認（第８図①－b）さ

れた。SX０６A堰状遺構は、これらの上流側の材と皿状のピット、下流側の本来は堰状をなしていたと

見られる礫群から成り立つ。

［堆積土］水成堆積の黒褐色～黒色の砂礫～砂質シルトが３層認められた。

［下部遺構］SX０６Aの下部には、長軸１３０尺・短軸１１０尺・深さ３０尺ほどのSX０６Aのピットよりも一

回り大きな皿状をなすピットが検出された。旧河道SX０３Aの下流側には、流路を堰止めるような形

で長軸６０尺ほどの大きな礫や擦石（第２４０図３）、被熱の痕跡ある礫が検出（第８図①－c）された。ピッ
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備考遺物取上げ層位土性土色番号

水成堆積。旧河道SX03A堆積層。粗砂灰オリーブ色（7.5Y4/2) 1

完形を含めトチノキ種子をやや密に含む。有機質に富む。（分析用サンプル）砂礫黒褐色（2.5Y3/1)2

水成堆積。細砂黒色（2.5Y2/1)3

完形のトチノキ種子を含む。有機質に富む。（分析用サンプル）砂質シルト黒褐色（2.5Y3/1)4

トチノキ破片・有機質に富む。SX06B堆積層。粘土黒褐色（2.5Y3/1)5

盛土（堰）砂礫黒褐色（2.5Y3/2)6

備考遺物取上げ層位土性土色番号

礫を多く含む。旧河道SX03堆積層包含層1層砂礫褐色(10YR4/6)1

自然堆積土壙4堆積層シルト黒褐色(10YR2/2)2

自然堆積土壙4堆積層シルト質粘土黒色(10YR1.7/1)3

礫・炭化物を含む包含層2a層シルト黒色(10YR1.7/1)4

炭化物を含む包含層2b①層砂質シルト暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)5

炭化物を含む。水成堆積包含層2ｂ②層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/3)6

水成堆積包含層2ｂ③層砂礫暗灰黄色(2.5Y5/2)7

こぶし大の礫を多く含む包含層2c層シルト黒色(10YR2/1)8

ややグライ化包含層3a層粘土灰黄褐色(10YR4/2)9

備　考

直径24cm、深さ20cm、堆積土：黒褐色土Pit3

長軸80尺以上、短軸74尺、深さ36尺、堆積土：下表参照土壙4

⑤C３西ベルト断面　　SX０１②南側遺物包含層・Pit３・土壙４

土性土色番号

シルト黒色(2.5Ｙ2/1)1

未分解植物質に富む。トチノキ・クルミを含む備考

砂礫暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)2

未分解植物質を含む備考

①　旧河道SX０３A・SX０６堰状遺構平面図・断面図

②SX05堰状遺構平面図・断面図
④SX21杭跡平面図・断面図遺物取上げ層位土性土色番号

堆積層粘土質シルト黒色（10YR1.7/1）1

完形のトチノキ種子を含む。有機質に富む。備考

③SX22堰状遺構断面図

0 1m



トの堆積土は黒褐色の粘土で、SX０６Aとは異なっていた。SX０６Bが旧河道SX０３Aの流路上で半ば自

然に埋没した時点で、作り直されたものと考えられた。

［出土遺物］　堆積層中からはトチノキの種子（２４２頁参照）及びカゴの断片（２３３頁参照）が出土（巻

頭写真１－２・第２２図①）した。土器は堆積層中・底面から出土（３０頁第２３図参照）している。

（２）　SX０５堰状遺構（第８図②）

［位置］A４区［確認面］旧河道SX０４堆積層中（写真図版１５－１）［重複］旧河道SX０３Bが東側を浸食する。

［平面形・規模］長軸約７５尺、短軸約５０尺・深さ約２０尺の浅い皿状のピットと下流側には、深鉢形土

器の大破片や礫が堰状に並んで検出（写真図版１５－３）された。被熱による赤変のある礫も１点認められた。

［堆積土］水成堆積の未分解植物質に富む黒色シルト層と暗オリーブ褐色砂礫層が認められた。上部堆

積層上面には浮遊物と見られる木の枝等に混じって、トチノキやクルミが確認（写真図版１５－２）された。

［出土遺物］植物遺体のほかに、堆積層中・底面から土器（６１頁第６５図）が出土している。

（３）　SX２２堰状遺構（第８図③）

［位置］A５区［確認面］旧河道SX２４堆積層中［重複］なし。

［平面形・規模］　長軸約１２０尺・短軸約８０尺・深さ約１５尺の浅い皿状をなす楕円形状のピットと下流

側には被熱による赤変のある礫２点を含む拳大の礫がややまとまって認められた。東側にはほぼ平坦

な７０×４５尺の自然石が見られた。旧河道の上流側には流路と直交方向の材１本が認められた。材は全

体に腐朽が進んでおり、裁断面の有無は確認できなかった。材の長さは約１２０尺、材と礫群の距離は

約１００尺である。礫群は全体的に崩落が進んでいる。

［堆積土］水成堆積の有機質に富む黒色粘土質シルトが認められた。崩落したと見られる拳大の礫も若

干認められる。

［出土遺物］　堆積層中からトチノキ種子とともに深鉢形土器小片が出土している。トチノキ種子は散

漫ながら有機質に富む黒色粘土質シルトに包含されていたために、多くが完形のものであった。幼果

や果実片などをほとんど含まないことから、人為的に集積されたものと判断された。

（４）　SX２１杭跡（第８図④）

［位置］B４西ベルト［確認面］旧河道SX０４堆積層中

［重複］旧河道SX０４の砂礫層で杭の頭の部分が確認され、砂礫層を掘り下げていったところ旧河道

SX０７の川べり位置していることが判明し、旧河道SX０７に伴う施設の可能性が考えられた。また、残

痕も含め、杭列をなすかどうか確認したが、１本しか確認することはできなかった。

［出土遺物］SX２１杭跡の断面図作成の折に、旧河道SX０７から土器が出土している。木杭の詳細は木製

品の項（２３３頁第２４１図１）参照。

（５）　土壙SK４（第８図⑤）

［位置］C３西ベルト［確認面］包含層２b①層上面［重複］ピット３と重複。新旧関係は不明。

［平面形・規模］　長軸８０尺以上、短軸７４尺の楕円形状を呈している。深さ３６尺。

［堆積土］　堆積土は黒褐色・黒色土で、自然堆積である。

［出土遺物］　堆積層中から土器（１５１頁第１５７図）が出土している。
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（６）　ピットPit３（第８図⑤）

［位置］C３西ベルト［確認面］包含層２b①層上面［重複］土壙SK４と重複。新旧関係は不明。

［平面形・規模］　直径２４尺、深さ２０尺［堆積土］黒褐色土［出土遺物］なし。

４．山居遺跡Ⅰ区の旧河道堆積層について

　旧河道堆積層群は、概ね短期間のうちに堆積したと見られる小角礫を主体とする砂礫層と、緩慢な

堆積によると見られる多量の大型植物遺体や花粉、有機質に富む黒色土（粘土）層の互層となってい

る。遺物の出土状況はいずれも散漫で、土器はほとんど接合せず、割れ口まで摩滅するものも見られ

た。調査区の確認面においてはSX０４旧河道→SX０３旧河道→SX０２旧河道の３つの上部旧河道群が検

出され、これらの旧河道は堆積層の違いによってさらに細別された。これらの旧河道群の下位にはさ

らに、SX０７・０８・２０・２３・２４・２５・２６・２７・２９・３０の下部旧河道群が検出された。下部旧河道

群は、より上位の旧河道によって浸食されており、流路の全体を明らかにすることはできなかった。

５．出土遺物

　出土遺物は土器を中心とする人工遺物が平箱で１００箱ある。調査期間中に、剥片石器が極端に少な

いことを認識し、微小遺物採取を目的に土嚢袋約２００袋分の２mmメッシュによる土壌洗浄も合わせて

行っている。最終的には微小剥片も含めて１２点の剥片石器類が出土したのみであった。木製品には

カゴ、木杭、截断面のある材がある。SX０６堰状遺構から出土したカゴの断片は東北歴史博物館と協

議の上、取り上げた。

　自然遺物は植物遺体と動物遺存体がある。自然遺物においても、自然堆積の旧河道堆積層と人為的

な廃棄層からなる遺物包含層とでは、出土の態様に違いが認められた。花粉を含む植物遺体について

は、古代の森研究舎に分析を依頼した。

　

　以下に、出土遺物を土器・土製品・石器・木製品・自然遺物の順に記述していく。

１６



Ａ．土器

　最初に、工事排土から回収した土器、重機による砂礫層除去後の遺構確認時に出土した土器につい

て述べ、次に発掘調査手順により、細別層位の上位から順に記述していく。調査の全体を通して、調

査区ごとの大別層位の対応関係は明らかとなったものの、細別層位については各グリッド区・ベルト

において多様な堆積状況を示しており、部分的にしか認められない層も多数確認された。こうした層

の堆積状況となっているために、ここでは各グリッド区・ベルトの細別層位に基づいて、谷奥部側

（Ａ７区）から谷の出口側（Ａ１区）へと、記述を進めていく。

（１）工事排土回収土器（第９図）

　調査区の南西側に接する工事箇所約２５０㎡ の排土から、平箱で２箱分の土器を回収した。調査区の

土器と接合したものもあり、それらは調査区の土器の中に示す。

　１・２が古代の須恵器・土師器である。３～２９が縄文時代晩期中葉から後期初頭の土器である。調査

区のSX０１②南側遺物包含層の最下層で検出された縄文中期後葉の土器は発見されなかった。また、

調査区では発見されなかった丸棒状の工具による太描沈線文を特色とする土器（１１～１７）が比較的目

に付き、調査区とはやや異なる様相を呈している。

（２）遺構確認時出土土器（第１０図）

　古代の灰白色火山灰層下に広がる水成堆積の砂礫層は、重機を使って可能な限り除去した。その後、

調査グリッドを設けて、グリッド区から調査を開始した。第１０図に示した土器は、重機によって砂礫

層の大半を除去した後の遺構の確認作業時に出土した土器である。平箱で１箱分ほどの土器が出土し

た。

　１・２が縄文時代晩期、３～３０が後期～中期の土器である。中期土器を包含するSX０１②南側遺物包含

層の南隅の一部（約１０㎡）を、重機の出入口としたために傷付けてしまった（第６図）。このため、確

認段階から下層部の土器の一部が散見される。
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写真図版特徴器形・分類出土地区番号写真図版特徴器形・分類出土地区番号

20-1-16縄文（LR)、沈線文深鉢・工事排土1620-1-1外面：タタキ須恵器・甕工事排土1

20-1-17縄文（LR)、沈線文深鉢・工事排土1720-1-2外面：ロクロナデ→手持ちヘラケズリ、内面：黒色処理土師器・坏工事排土2

20-1-18口唇部：斜位短沈線文深鉢・Ⅴb1工事排土1820-1-3 縄文（RL)、平行沈線文、刻目文、海綿状骨針深鉢・Ⅰa工事排土3

20-1-19撚糸文（R)→懸垂文/沈線文→円形刺突文（先端の尖った工具）深鉢・Ⅴｂ1工事排土1920-1-4縄文（LR)、沈線文、外面：炭化物付着、海綿状骨針深鉢・Ⅰb工事排土4

20-1-20撚糸文（R＋結縛部)深鉢・Ⅴc1工事排土2020-1-5縄文（LR)→瘤付、沈線文、内面：炭化物吸着深鉢・Ⅱa工事排土5

20-1-21撚糸文（R)→懸垂文/沈線文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅴｂ1工事排土2120-1-6羽状縄文（RL/LR-0段多条)、沈線文、補修孔深鉢・Ⅱd工事排土6

20-1-22粗いケズリ→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴｂ工事排土2220-1-7羽状縄文（RL/LR)、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅱd工事排土7

20-1-24撚糸文（L)深鉢・Ⅴc1工事排土2320-1-8羽状縄文（RL/LR－0段多条)、沈線文、内面：炭化物吸着深鉢・Ⅲｂ工事排土8a,b

20-1-25縄文（RL)深鉢・Ⅴc1工事排土2420-1-9弧状文/沈線文、縄文（LR）深鉢・Ⅲb工事排土9

20-1-23懸垂隆線文・縄文（LR-0段多条）深鉢・Ⅶb工事排土2520-1-10横位平行沈線文・縦位短沈線文/縄文（LR)深鉢・Ⅲa工事排土10

20-1-26木葉底、内面：環状に炭化物付着深鉢・Ⅲ～Ⅶ工事排土2620-1-11縄文（LR）・円形竹管文、沈線文深鉢・工事排土11

20-1-27木葉（カシワ）底、外面：煤状炭化物付着深鉢・Ⅲ～Ⅶ工事排土2720-1-12縄文（LR)・円形竹管文、沈線文深鉢・工事排土12

20-1-28木葉底深鉢・Ⅲ～Ⅶ工事排土2820-1-13縄文（LR)、沈線文深鉢・工事排土13

20-1-29網代（1本越2本潜）底深鉢・Ⅲ～Ⅶ工事排土2920-1-14縄文（LR)、沈線文深鉢・工事排土14

20-1-15縄文（LR)、沈線文深鉢・工事排土15

第９図　工事排土回収土器
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写真図版特徴器形・分類出土地区番号写真図版特徴器形・分類出土地区番号

20-2-16懸垂隆線文、縄文（RL)、沈線文深鉢・ⅦⅠ区遺構確認1620-2-1縄文（RL)、平行沈線文、刻目文、海綿状骨針深鉢・ⅠaⅠ区遺構確認1

20-2-17懸垂隆線文、縄文（RL)、沈線文深鉢・ⅦⅠ区遺構確認1720-2-2沈線文、海綿状骨針深鉢・ⅠbⅠ区遺構確認2

20-2-18縄文（LRｒ）、沈線文深鉢・ⅦbⅠ区遺構確認1820-2-3羽状縄文（RL/LR)深鉢・ⅡdⅠ区遺構確認3

20-2-19縄文（RL)深鉢・Ⅶc1Ⅰ区遺構確認1920-2-4縄文（RL)、外面：炭化物付着（煮こぼれ状）深鉢・ⅢcⅠ区遺構確認4a,b

20-2-20縄文（LRｒ)深鉢・Ⅶc2Ⅰ区遺構確認2020-2-5撚糸文（R）→多条沈線文、外面：煤状炭化物付着深鉢・Ⅳd1Ⅰ区遺構確認5

20-2-21撚糸文（R)深鉢・Ⅶc1Ⅰ区遺構確認2120-2-6櫛描文→横位平行沈線文深鉢・Ⅳd1Ⅰ区遺構確認6

撚糸文（R)、底面：網代（1本越1本潜）底深鉢・Ⅶ？Ⅰ区遺構確認2220-2-7縄文（LR)→同心円状文/多条沈線文深鉢・ⅣⅠ区遺構確認7

20-2-22撚糸文（R）深鉢・Ⅶc1Ⅰ区遺構確認2320-2-8撚糸文（R）、沈線文深鉢・Ⅴb1Ⅰ区遺構確認8a,b

20-2-23環状把手②類深鉢・ⅧaⅠ区遺構確認2420-2-9撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂⅠ区遺構確認9

20-2-24縄文（LR)、沈線文深鉢・Ⅷe1Ⅰ区遺構確認2520-2-10撚糸文（R）、沈線文深鉢・ⅤｂⅠ区遺構確認10

20-2-25縦位沈線文深鉢・Ⅷｂ？Ⅰ区遺構確認2620-2-11撚糸文（R)→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂⅠ区遺構確認11

20-2-26縄文（RLR)、沈線文深鉢・ⅧⅠ区遺構確認2720-2-12縄文（RL)、渦巻文/沈線文、刺突文、外面：炭化物付着深鉢・ⅤｂⅠ区遺構確認12

20-2-27縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧⅠ区遺構確認2820-2-13波状縁、縦位刻目文（2個1対？）、縄文（LR)、沈線文深鉢・ⅦaⅠ区遺構確認13

20-2-28縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧⅠ区遺構確認2920-2-14隆線文深鉢・ⅦⅠ区遺構確認14

20-2-29縄文（RL)、隆線文深鉢・Ⅸa1Ⅰ区遺構確認3020-2-15隆線文深鉢・ⅦⅠ区遺構確認15

第１０図　遺構確認時出土土器
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（３）SX０１①北東側遺物包含層A７区包含層出土土器（第１２図）

　A７区では、包含層ⅰｂ層中からⅰd層上面において、土器が出土した。包含層ⅰｂ層中では接合す

る個体（３）が検出された。いずれも深鉢形土器で器形は口頸部が短く外反するものと、内湾するも

のとがある。また、口頸部に数条の平行沈線文や刻目文をめぐらすものがある。口縁部が内湾するも

のでは沈線文・刻目文を施すもの（２・３・６）と地文のみのもの（４・７・８）とがある。胴部は幅の

広い羽状縄文と斜行縄文とがある。土器胎土中に海綿状骨針を含むものが目立つ。

（４）SX０１①北東側遺物包含層A６北ベルト包含層出土土器（第１３図）

　A６北ベルトの堆積状況は第１１図に示したとおりである。１～５が包含層１a①層～ⅰd層である。概

ね黒色のシルト～粘土層で、下部のⅰc～ⅰd層中には被熱の痕跡を残す動物の骨片が含まれていた。

包含層ⅰd層下には、SX０４旧河道堆積層（砂礫層）と７・８の包含層ⅱa・ⅱb層が検出された。SX０４

旧河道が包含層ⅱa層を浸食している。包含層ⅱb層下の最下層では砂礫層が確認された。A５北ベル

トの旧河道SX２０堆積層に相当するものと考えられる。A６北ベルトでは、図化できる遺物は出土しな

かった。

　第１３図１～１１が包含層ⅰa①層中～ⅰd層中の出土土器である。深鉢形土器のほかに、皿形土器

（４・１１）が出土している。深鉢形土器は口頸部が短く外反するものと、内湾するものとがある。口頸部

に数条の平行沈線文・刻目文をめぐらすものや地文のみのもの（７）とがある。胴部はいずれも幅の

広い羽状縄文や斜行縄文である。土器胎土中に海綿状骨針を含むものが目立つ。１２～１５が包含層ⅱa

層　～ⅱb層中出土土器である。いずれも深鉢形土器で入組帯状文、幅の狭い羽状縄文、節の粗い縄

文を施したものが出土している。

備考遺物取上げ層位土性土色番号
グライ化した小礫と角礫を多く含む。包含層ⅰa①層シルト灰色（7.5YR4/1)1

グライ化した小礫を多く含む。包含層ⅰa②層シルト黒色（7.5YR２/1)2

粘性弱い。包含層ⅰｂ層粘土黒色（7.5YR1.7/1)3

動物の骨片を多く含む。包含層ⅰc層粘土黒色（10YR2/1)4

動物の骨片を含む（少ない）。包含層ⅰd層粘土黒褐色(10YR3/1)5

旧河道SX04堆積層砂礫オリーブ黒色（５Y3/2）6

土器はほとんど出土しない。包含層ⅱa層礫褐色(10YR4/4)7

礫を含む。炭化物をわずかに含む。包含層ⅱｂ層粘質シルト褐灰色(10YR4/1)8

旧河道SX20堆積層砂礫灰黄褐色（10YR4/2)9

旧河道SX20堆積層砂礫暗灰黄色（2.5Y4/2)10

旧河道SX20堆積層砂礫褐灰色(10YR5/1)11

1

234
5

6

7

8
9

10

11

岩盤 SX04
旧河道層群

＜A6北ベルト＞

A7 B7
9.40m

第１１図　SX０１①北東側遺物包含層A６区北ベルト断面
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第１２図　SX０１①北東側遺物包含層・A７区・包含層ⅰｂ層中～ⅰd層上面出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

21-2-9
縄文（RL)、平行沈線文、刻目文、
内面：炭化物付着、海綿状骨針

深鉢・ⅠaSX01①・A6北ベルト・包含層ⅰc層中921-2-1
縄文（RL)、平行沈線文、外面：炭
化物付着

深鉢・ⅠdSX01①・A6北ベルト・包含層ⅰa①層中1

21-2-10平行沈線文、刻目文深鉢・ⅠaSX01①・A6北ベルト・包含層ⅰc層中10
21-2-2

縄文（LR)、平行沈線文、海綿
状骨針

深鉢・ⅠaSX01①・A6北ベルト・包含層ⅰa②層中2

21-2-11
雲形文/彫去状沈線文、小突起、粗
いミガキ

皿・ⅠSX01①・A6北ベルト・包含層ⅰｄ層中11
21-2-3内面：炭化物付着深鉢・ⅠbSX01①・A6北ベルト・包含層ⅰa②層中3

21-2-12入組帯状文/沈線文、縄文（LR)深鉢
SX01①・A6北ベルト・包含層ⅱa層中、
A7区・包含層ⅰa層

12a,b
21-2-4雲形文/沈線文、縄文（LR)、彫去皿・ⅠaSX01①・A6北ベルト・包含層ⅰa層上面4

21-2-5縄文（LR)、平行沈線文、やや摩滅深鉢・ⅠdSX01①・A6北ベルト・包含層ⅰa層中5

21-2-13
羽状縄文（LR/RL)、胎土に炭末
多数

深鉢・ⅡdSX01①・A6北ベルト・包含層ⅱb層中13a,b
21-2-6平行沈線文、刻目文深鉢・ⅠaSX01①・A6北ベルト・包含層ⅰa層中6

21-2-7
羽状縄文（LR/RL)、外面：炭化
物付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰe
SX01①・A6北ベルト・包含層ⅰa～ｄ
層中

7
21-2-14縄文（RLl)深鉢・Ⅳd2SX01①・A6北ベルト・包含層ⅱb層中14

21-2-15多条沈線文/縄文（LR)深鉢・Ⅳc1SX01①・A6北ベルト・包含層ⅱb層中15
21-2-8平行沈線文、刻目文、海綿状骨針深鉢・Ⅰa

SX01①・A6北ベルト・包含層ⅰa～ｄ
層中

8

第１３図　SX０１①北東側遺物包含層・A６北ベルト・包含層ⅰa層中～ⅱb層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

21-1-6縄文（RL)、平行沈線文深鉢・ⅠdSX01①・A7区・包含層ⅰc層中6
21-1-1

縄文（LR)、平行沈線文、刻目文、海綿
状骨針を含む

深鉢・ⅠaSX01①・A7区・包含層ⅰb層中
1

21-1-7縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01①・A7区・包含層ⅰc層中7

21-1-8縄文（RL)、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01①・A7区・包含層ⅰc層中821-1-2縄文（RL)、沈線文、内面：炭化物付着深鉢・ⅠdSX01①・A7区・包含層ⅰb層中2

21-1-9
羽状縄文（RL/LR）、平行沈線文、
刻目文、外面：炭化物付着

深鉢・ⅠaSX01①・A7区・包含層ⅰｄ層上面9
21-1-3縄文（LR)、平行沈線文、海綿状骨針深鉢・ⅠdSX01①・A7区・包含層ⅰb層中3

21-1-4羽状縄文（RL/LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01①・A7区・包含層ⅰb層中4

21-1-10底面：ミガキ、海綿状骨針深鉢・ⅠSX01①・A7区・包含層ⅰｄ層上面1021-1-5平行沈線文、刻目文深鉢・ⅠaSX01①・A7区・包含層ⅰc層中5
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（５）SX０１①北東側遺物包含層A６区出土土器（第１４～１８図）

　A６区では、SX０１①北東側遺物包含層は包含層ⅰa層～ⅰe層が認められた。下部の包含層ⅰd～ⅰe

層は旧河道SX０３によって東側の沢筋部分が浸食されていた。これらの下に旧河道SX０４堆積層が認

められ、以下は無遺物層となっている。

①包含層ⅰa②層上面～ⅰb層中出土土器（第１４図）

　包含層ⅰb層中（５～１３）から比較的接合する土器が出土している。いずれも深鉢形土器で、口頸部

が短く外反するものと、内湾するものとがある。また、口頸部に数条の平行沈線文や刻目文をめぐら

すものと地文のみのもの（２・４・１０）とがある。胴部は幅の広い羽状縄文と斜行縄文（４）とがある。

土器胎土中に海綿状骨針を含むものがやや目立つ。

②包含層ⅰc層上面出土土器（第１５図）

　包含層ⅰc層上面出土の土器である。包含層ⅰc層上面はA６区の中では最も出土状態が良好（写真図

版２－２）であった。深鉢形土器と皿形土器が１点（１２）出土している。深鉢形土器は口頸部が短く外

反するものと、内湾するものとがある。また、口頸部に数条の平行沈線文や刻目文をめぐらすものと

地文のみのものとがある。胴部は幅の広い羽状縄文と斜行縄文（１０）とがある。土器胎土中に海綿状

骨針を含むものがやや目立つ。１１は底面近くを沈線文が１条めぐっている。皿形土器の内外面には黒

漆が塗られている。

③包含層ⅰc層中出土土器（第１６図）

　包含層ⅰc層中からも比較的接合する土器が出土した。いずれも深鉢形土器で、口頸部が短く外反

するものと、内湾するものとがある。また、口頸部に数条の平行沈線文や刻目文をめぐらすものと地

文のみのものとがある。胴部には幅の広い羽状縄文と斜行縄文がある。土器胎土中に海綿状骨針を含

むものがやや目立つ。１の底面の縁部分はごく低い台状となっている。

④包含層ⅰc層下旧河道堆積層～ⅰe層中出土土器（第１７図）

　包含層ⅰc層から下は包含層ⅰd層～ⅰe層中と、それを浸食する旧河道SX０３堆積層とに分けられる。

１・２が旧河道SX０３堆積層中から出土した深鉢形土器である。口頸部が短く外反し、平行沈線文と刻目

文が施されている。３～８が包含層ⅰd層～ⅰe層中から出土した深鉢形土器である。口頸部が短く外

反するものと、内湾するものとがある。また、口頸部に数条の平行沈線文や刻目文をめぐらすものと

地文のみのものとがある。胴部は幅の広い羽状縄文と斜行縄文とがある。底面及び底面近くの胴部は

ミガキ調整が施されている。土器胎土中に海綿状骨針を含むものがやや目立つ。

⑤旧河道SX０４堆積層中出土土器（第１８図）

　１～１０が旧河道SX０４堆積層中から出土した土器である。いずれも破片資料である。このうち、１～

８は深鉢形土器で、口頸部が短く外反するものと、内湾するものとがある。また、口頸部に１ないしは

２条の沈線文をめぐらすものとめぐらさないものとがある。胴部は幅の広い羽状縄文と斜行縄文とが

ある。土器胎土中に海綿状骨針を含むものがある。

２２



第１４図　SX０１①北東側遺物包含層・A６区・包含層確認～包含層ⅰb層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

21-3-7縄文（RL)、平行沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅠdSX01①・A6区・包含層ⅰb層中7
21-3-1

縄文（LR)、平行沈線文、内面：炭化
物付着、海綿状骨針

深鉢・ⅠdSX01①・A6区・包含層確認1
21-3-8沈線文深鉢・ⅠbSX01①・A6区・包含層ⅰb層中8

21-3-9
縄文（LR)、平行沈線文、刻目文、外面：
炭化物付着、海綿状骨針

深鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰb層中9
21-3-2羽状縄文（RL/LR)、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01①・A6区・包含層確認2

21-3-3
入組帯状文/沈線文、刺突刻目文、縄文
（LR)、内面：炭化物付着

深鉢SX01①・A6区・包含層確認3
21-3-10縄文（RL)、海綿状骨針深鉢・ⅠeSX01①・A6区・包含層ⅰb層中10

21-3-11羽状縄文（RL/LR)、平行沈線文深鉢・ⅠcSX01①・A6区・包含層ⅰb層中11a,b
21-3-4縄文（LR)、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe

SX01②・A6区・包含層ⅰa②層
上面・同層中

4

21-3-12
底面：網代（1本越2本潜）底→粘土貼
付（片側が厚い）→ミガキ

深鉢・ⅠSX01①・A6区・包含層ⅰb層中12
21-3-5縄文（RL)、平行沈線文深鉢・ⅠbSX01①・A6区・包含層ⅰb層中5

21-3-13底面：ミガキ、内面：炭化物沈着深鉢・ⅠSX01①・A6区・包含層ⅰb層中1321-3-6縄文（LR)、沈線文深鉢・ⅠbSX01①・A6区・包含層ⅰb層中6
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

縄文（RL＋Lr附加条）、平行沈線文、
刻目文、海綿状骨針

深鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面
722-1-1

突起+沈線文、平行沈線文、縄文（LR)、
内面：炭化物付着

鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面1
SX01①・A5北ベルト・Sec.9層中

22-1-8縄文（RL)、海綿状骨針深鉢・ⅠeSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面822-1-2縄文（RL)、平行沈線文、刻目文、海綿状骨針深鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面2

22-1-9羽状縄文（RL/LR)、内外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面9
22-1-3

縄文（RL+Lr附加条)、平行沈線文、刻
目文、内面：炭化物付着

深鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面3

22-1-10
縄文（LR)、平行沈線文、内外面：炭
化物付着

深鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面10
22-1-4縄文（LR)、沈線文、内外面：炭化物付着深鉢・ⅠbSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面4

22-1-11縄文（LR)、沈線文、底面：ミガキ深鉢・ⅠSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面11
22-1-5

羽状縄文（RL/LR)、沈線文、内外面：炭
化物付着

深鉢・ⅠdSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面5

22-1-12
雲形文/沈線文、縄文（LR)、彫去、
内外面：黒漆、海綿状骨針

皿・Ⅰa
SX01①・A6区・包含層ⅰc層上面

12a,b
 A6北ベルト・包含層ⅰc層中

22-1-6
縄文（RL)、平行沈線文、内外面：炭
化物付着

深鉢・ⅠdSX01①・A6区・包含層ⅰc層上面6

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

22-2-5
縄文（LR）、平行沈線文、刻目
文、内面：炭化物沈着

深鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰc層中522-2-1
羽状縄文（LR/RL)、平行沈線文、刻目
文、内面：炭化物付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰa
SX01①・A6区・包含層ⅰc層中
A6区・包含層ⅰa②層上面・同層中

1a,b

22-2-6
羽状縄文（LR/RL)、外面：炭化
物付着、海綿状骨針

深鉢・ⅠeSX01①・A6区・包含層ⅰc層中6a～f22-2-2
縄文（RL）、平行沈線文、刻目文、内
外面：炭化物付着

深鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰc層中2

22-2-7縄文（LR)、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01①・A6区・包含層ⅰc層中7
22-2-3

平行沈線文、刻目文、内面：炭化物沈
着、海綿状骨針

深鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰc層中3
22-2-8縄文（RL)深鉢・ⅠeSX01①・A6区・包含層ⅰc層中8

22-2-4平行沈線文、刻目文深鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰc層中4

第１５図　SX０１①北東側遺物包含層・A６区・包含層ⅰc層上面出土土器

第１６図　SX０１①北東側遺物包含層・A６区・包含層ⅰc層中出土土器
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22-3-5縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe
SX01①・A6区・包含層ⅰe層中・
SX04堆積層

522-3-2
縄文（RL)、平行沈線文、刻目文、
外面：炭化物付着

深鉢・Ⅰa
SX01①・A6区・包含層ⅰc層下旧河
道SX03堆積層

1

22-3-6
縄文（LR)、沈線文、外面：炭化物
付着

深鉢・ⅠaSX01①・A6区・包含層ⅰe層中622-3-3縄文（LR)、平行沈線文、刻目文深鉢・Ⅰa
SX01①・A6区・包含層ⅰc層下旧河
道SX03堆積層

2

22-3-7
縄文（LR)、内面：炭化物付着、海
綿状骨針

深鉢・ⅠSX01①・A6区・包含層ⅰe層中7
22-3-4縄文（LR)深鉢・ⅠeSX01①・A6区・包含層ⅰd層中3

22-3-1
羽状縄文（RL/LR)、平行沈線文、
刻目文、内面：炭化物付着

深鉢・Ⅰa
SX01①・A6区・包含層1e層中・同
ⅰd層上面同Ⅰc層中・同Ⅰc層上面

4
22-3-8底面：ミガキ、海綿状骨針深鉢・ⅠSX01①・A6区・包含層ⅰe層中8

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

23-1-7羽状縄文（LR/RL)、内面：炭化物付着深鉢・ⅠSX01①・A6区・旧河道SX04堆積層中723-1-1縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅠbSX01①・A6区・旧河道SX04堆積層中1

23-1-8羽状縄文（RL/LR）、内面：炭化物付着深鉢・ⅠSX01①・A6区・旧河道SX04堆積層中823-1-2縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅠbSX01①・A6区・旧河道SX04堆積層中2

23-1-9縄文（LR)＋結節文深鉢・Ⅱ？SX01①・A6区・旧河道SX04堆積層中923-1-3縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅠbSX01①・A6区・旧河道SX04堆積層中3

23-1-10
縄文（RL)、内面：炭化物付着、網代（4
本越4本潜）底

深鉢・ⅦSX01①・A6区・旧河道SX04堆積層中10
23-1-4縄文（RL)、平行沈線文、海綿状骨針深鉢・ⅠdSX01①・A6区・旧河道SX04堆積層中4a,b

23-1-5縄文（RL)、海綿状骨針深鉢・ⅠeSX01①・A6区・旧河道SX04堆積層中5

23-1-6羽状縄文（LR/RL)深鉢・ⅠSX01①・A6区・旧河道SX04堆積層中6

第１７図　SX０１①北東側遺物包含層・A６区・包含層ⅰc層下旧河道～包含層ⅰe層中出土土器

第１８図　SX０１①北東側遺物包含層・A６区・包含層下旧河道SX０４堆積層中出土土器
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（６）B６区出土土器（第１９～２５図）

　B６区では、旧河道SX０３・SX２４が検出された。SX０１①北東側遺物包含層の延びは認められなかっ

た。旧河道SX０３の調査では、SX０３Aの底面においてSX０６堰状遺構が検出された。最下層の旧河道

SX２４堆積層中からも若干の土器が出土している。A６区とB６区間のベルト（B６西ベルト）部分は、「A

－B６区」として遺物を取り上げており、ここで扱う。

①旧河道堆積層中出土土器（第１９図）

　排水路を掘削した時に出土した土器である。細かな分層は行っていない。いずれも砂礫層中からの

出土であり、旧河道堆積層に比定される。すべて深鉢形土器で、口頸部が短く外反するものがある。

口頸部に数条の平行沈線文や刻目文がめぐる。胴部は幅の広い羽状縄文と斜行縄文とがある。土器胎

土中に海綿状骨針を含むものがやや目立つ。

②旧河道SX０３A堆積層中出土土器（第２０図）

　１～１４は旧河道SX０３Aの堆積層中から出土した土器である。すべて破片資料でほとんど接合もしな

い。深鉢形土器のほかに、鉢形土器（１）、皿形土器（１１）がある。鉢形土器の内外面上部には炭化物

が付着しており、煮沸に用いられたものである。平行線化した雲形文が胴部には施されている。深鉢

形土器は炭化物の付着が著しいものがある。口頸部は短く外反し、沈線文をめぐらすものがある。胴

部は幅の広い斜行縄文となっている。縄文は通常の２本撚りの単節斜行縄文のほかに、附加条の施さ

れた縄文（７）も見られる。土器胎土中に海綿状骨針を含むものがある。底面はミガキによって平滑

に整えられている。ごくわずかながら台状を呈するもの（１４）がある。

③旧河道SX０３A底面出土土器（第２１図）

　旧河道SX０３A底面から出土した土器（１～１４）である。すべて破片資料でほとんど接合もしない。深

鉢形土器のほかに、皿形土器（１４）がある。皿形土器の内外面には黒漆が塗られており、A６区のSX０１

①北東側遺物包含層ⅰc層上面から出土した個体（第１５図１２）と同一個体の可能性も考えられるが、

旧河道SX０３A底面出土の破片は全体に摩滅している。深鉢形土器には口頸部は短く外反し、口頸部

に沈線文をめぐらすものがある。胴部は幅の広い羽状縄文ないしは斜行縄文となっている。縄文は通

常の２本撚りの単節斜行縄文のほかに、附加条の施された縄文（８）も見られる。土器胎土中に海綿状

骨針を含むものや炭化物の付着が著しいものがある。

④SX０６堰状遺構出土土器（第２３図）

　１～４はトチノキ種子を多く含むSX０６堰状遺構（第２２図）の上部堆積層から出土した土器である。い

ずれも深鉢形土器の小片である。

　SX０６Aのピット底面に張り付くような形でPo．１、Po．２の土器の大破片が出土（第２２図b）した。第

２３図５・６がPo．１・Po．２である。ともに、深鉢形土器で、Po．２の内面には厚く炭化物が付着しており、

年代測定の資料（ISK－５）とした。口頸部が短く外反し、平行沈線文・刻目文が施されている。

　第２３図７～１３がSX０６B堰状遺構底面から出土した土器である。深鉢形土器のほかに、鉢形土器が１

点ある。胴部には平行線化した雲形文が施されている。

　いずれも炭化物の付着が著しい。
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⑤旧河道SX０３B堆積層中出土土器（第２４図）

　１～１４は旧河道SX０３Bの堆積層上層中から出土した土器である。このうち１～８が上部の粗砂層中か

ら出土したもので、すべて破片資料で接合しない。深鉢形土器のほかに、壷形土器（３）、鉢形土器

（４・５）がある。鉢形土器には平行沈線文が施されている。鉢形土器の外面には炭化物が付着してお

り、煮沸に用いられたものである。深鉢形土器の口頸部は短く外反するものである。底面はミガキに

よって平滑に整えられている。ごくわずかながら台状を呈するもの（８）がある。

９～１０が旧河道SX０３Bの堆積層下層の有機質層から出土したものである。比較的接合した深鉢形土器

（９）が出土している。口頸部はすべて短く外反するもので１～３条の沈線文がめぐっている。底面はミ

ガキ調整が施されている。このほかに、やや細かな縄文が施文される鉢形土器（１３）、幅の狭い羽状

縄文土器（１４）が出土している。鉢形土器の胴部には雲形文が施されている。

⑥旧河道SX２４堆積層中出土土器（第２５図）

　B６区の最下層の旧河道堆積層出土の土器である。この旧河道はA５－B５北ベルト（第２６図）の最下

層で確認されたSX２４旧河道に相当する。すべて深鉢形土器の小片である。１は口縁部がやや幅のあ

る横位斜行縄文、２は縦位斜行縄文、３・４は撚糸文、５・６は縄文に沈線文の施されたものがある。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

23-2-5
羽状縄文（LR/RL)、沈線文、内外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道・B6区・堆積層（排水路掘
削時出土）中

523-2-1
平行沈線文、刻目文、外面：炭化物
付着

鉢・Ⅰ
旧河道・B6区・堆積層（排水路掘
削時出土）中

1

23-2-6縄文（RL)、沈線文、海綿状骨針深鉢・Ⅰa
旧河道・B6区・堆積層（排水路掘
削時出土）中

623-2-2
縄文（RL)、平行沈線文、刻目文、
外面：炭化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道・B6区・堆積層（排水路掘
削時出土）中

2

23-2-7
縄文（RL)、外面下部に炭化物付着、
内面に最大厚5㎜の炭化物（発泡状）
付着、SX06B実測No.1９と同一個体。

深鉢・Ⅰ
旧河道・B6区・堆積層（排水路掘
削時出土）中723-2-3

縄文（LR)、沈線文、内面：炭化物
付着、海綿状骨針、摩滅深鉢・Ⅰb

旧河道・B6区・堆積層（排水路掘
削時出土）中3

23-2-8
縄文（RL)、内面下部に最大厚5㎜の
炭化物付着

深鉢・Ⅰ
旧河道・B6区・堆積層（排水路掘
削時出土）中

823-2-4
縄文（RL)、沈線文、外面：炭化物
付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰa
旧河道・B6区・堆積層（排水路掘
削時出土）中

4

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

23-3-6
縄文（LR＋Rl附加条)、沈線文、外
面：炭化物付着

深鉢・Ⅰb旧河道SX03A・B6区・堆積層中723-3-1
雲形文/沈線文、縄文（LR）、内外面
上部：炭化物付着

鉢・Ⅰ旧河道SX03A・B6区・堆積層中1

23-3-8無文深鉢・Ⅰ？旧河道SX03A・B6区・堆積層中8
23-3-2

縄文（RL)、沈線文、外面：炭化物付
着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰb旧河道SX03A・B6区・堆積層中2
23-3-9縄文（LR)、底面：ミガキ深鉢・Ⅰ旧河道SX03A・B6区・堆積層中9

23-3-10
縄文（LR)、底面：ミガキ・環状に
炭化物付着

深鉢・Ⅰ旧河道SX03A・B6区・堆積層中10
23-3-3縄文（RL)、沈線文深鉢・Ⅰb旧河道SX03A・B6区・堆積層中3

23-3-4
縄文（RL)、沈線文、外面：炭化物
付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰb旧河道SX03A・B6区・堆積層中4
23-3-11沈線文皿？・Ⅰ旧河道SX03A・B6区・堆積層中11

23-3-12平行沈線文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰa旧河道SX03A・B6区・堆積層中1223-3-5縄文（LR)、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰb旧河道SX03A・B6区・堆積層中5

23-3-13縄文（RL)、平行沈線文深鉢・Ⅰa？旧河道SX03A・B6区・堆積層中1323-3-7縄文（RL)、沈線文、海綿状骨針深鉢・Ⅰb旧河道SX03A・B6区・堆積層中6

23-3-14無文、底面：ミガキ深鉢・Ⅰ旧河道SX03A・B6区・堆積層中14

第１９図　旧河道・B６区・堆積層中出土土器

第２０図　旧河道SX０３A・B６区・堆積層中出土土器
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第２１図　旧河道SX０３A・A－B６区・底面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

23-4-7
羽状縄文（LR/RL)、内外面：炭化物付
着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰ旧河道SX03A・A-B6区・底面723-4-1
羽状縄文（LR/RL)、沈線文、外面：炭
化物付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰb旧河道SX03A・A-B6区・底面1

23-4-8
縄文（RL＋Lr附加条/RL)、外面：炭化物
付着

深鉢・Ⅰ旧河道SX03A・A-B6区・底面823-4-2
縄文（LR)、沈線文、外面：炭化物付
着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰb旧河道SX03A・A-B6区・底面2

23-4-9羽状縄文（LR/RL)、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ旧河道SX03A・A-B6区・底面923-4-3縄文（LR)、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰb旧河道SX03A・A-B6区・底面3

23-4-10
羽状縄文（LR/RL)、外面：炭化物付着、
海綿状骨針

深鉢・Ⅰ旧河道SX03A・A-B6区・底面1023-4-4
縄文（LR)、沈線文、外面：炭化物付着、
海綿状骨針

深鉢・Ⅰb旧河道SX03A・A-B6区・底面4

23-4-11羽状縄文（RL/LR)、内面：炭化物付着深鉢・Ⅰ旧河道SX03A・A-B6区・底面11
23-4-5

縄文（LR)、平行沈線文、内外面：炭化
物付着

深鉢・Ⅰa旧河道SX03A・A-B6区・底面5

23-4-12
縄文（LR)・外面：炭化物付着、海綿
状骨針

深鉢・Ⅰ旧河道SX03A・A-B6区・底面12

23-4-6
縄文（RL)、平行沈線文、外面：炭化物
付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰa旧河道SX03A・A-B6区・底面6
23-4-13羽状縄文（LR/RL)・外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ旧河道SX03A・A-B6区・底面13

23-4-14無文、内外面：黒漆、底面：スレ皿・Ⅰ旧河道SX03A・A-B6区・底面14

備考遺物取上げ層位土性土色番号

水成堆積。旧河道SX03A堆積層。粗砂灰オリーブ色（7.5Y4/2) 1

完形を含めトチノキ種子をやや密に含む。有機質に富む。（分析用サンプル）砂礫黒褐色（2.5Y3/1)2

水成堆積。細砂黒色（2.5Y2/1)3

完形のトチノキ種子を含む。有機質に富む。（分析用サンプル）砂質シルト黒褐色（2.5Y3/1)4

トチノキ破片・有機質に富む。SX06B堆積層。粘土黒褐色（2.5Y3/1)5

盛土（堰）砂礫黒褐色（2.5Y3/2)6

第２２図　旧河道SX０３A・SX０６堰状遺構平面図・断面図
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

24-1-7
縄文（LR）、沈線文、外面：炭
化物付着、海綿状骨針、摩滅

深鉢・ⅠbSX06B堰状遺構・AーB6区・底面824-1-2
縄文（RL)、平行沈線文、内外面：炭化
物付着、摩滅

深鉢・ⅠcSX06A堰状遺構・B6区・堆積層中1

24-1-8
雲形文/沈線文･縄文（LR）、内外
面：炭化物付着

鉢・ⅠSX06B堰状遺構・AーB6区・底面9
24-1-3縄文（LR)、平行沈線文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰa?SX06A堰状遺構・B6区・堆積層中2

24-1-4羽状縄文（RL/LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠSX06A堰状遺構・B6区・堆積層中3

24-1-9
羽状縄文（RL/LR)、沈線文、外
面：炭化物付着

深鉢・Ⅰa?SX06B堰状遺構・AーB6区・底面10
24-1-5口頸部：無文壷・ⅠaSX06A堰状遺構・B6区・堆積層中4

24-1-1
縄文（RL/LR）、平行沈線文、刻目文、外
面：炭化物付着

深鉢・ⅠaSX06A堰状遺構・B6区・底面Po.15

24-1-10
羽状縄文（LR/RL）、沈線文、外
面：炭化物付着

深鉢・Ⅰa?SX06B堰状遺構・AーB6区・底面11

24-1-13
縄文（RL/LR）、外面下部・底面に炭化物
付着、内面に最大厚3勺の炭化物（発泡
状）付着、底面：ミガキ。（ISK-5）。

深鉢・ⅠSX06A堰状遺構・B6区・底面Po.26

24-1-11
縄文（RL）、沈線文、内外面：
炭化物付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰa?SX06B堰状遺構・AーB6区・底面12

24-1-6
縄文（RL）、沈線文、外面：炭化物付着、
海綿状骨針、摩滅

深鉢・ⅠbSX06B堰状遺構・AーB6区・底面7

24-1-12
羽状縄文（RL/LR）、外面：炭化
物付着

深鉢・ⅠSX06B堰状遺構・AーB6区・底面13

第２３図　SX０６堰状遺構・B６区・堆積層中～底面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

24-2-8底面：摩滅深鉢・Ⅱ?
旧河道SX03B・B6区・堆積層上層
（粗砂）中

824-2-1
縄文（RL）、沈線文、外面：炭化
物付着

深鉢・Ⅰb
旧河道SX03B・B6区・堆積層上層
（粗砂）中

1

24-2-9
羽状縄文（RL/LR）、沈線文、内外
面：炭化物付着

深鉢・Ⅰc
旧河道SX03B・B6区・堆積層下層
（有機質層）中

924-2-2
縄文（RL)、沈線文、内外面：炭
化物付着

深鉢・Ⅰc
旧河道SX03B・B6区・堆積層上層
（粗砂）中

2

24-2-10縄文（LR)、ミガキ深鉢・Ⅰ
旧河道SX03B・B6区・堆積層下層
（有機質層）中

1024-2-3沈線文壷・Ⅰa
旧河道SX03B・B6区・堆積層上層
（粗砂）中

3

24-2-11縄文（RL）、沈線文、海面状骨針深鉢・Ⅰc
旧河道SX03B・B6区・堆積層下層
（有機質層）中

1124-2-4
縄文（LR）、沈線文、外面：炭化
物付着、海綿状骨針

鉢・Ⅰ
旧河道SX03B・B6区・堆積層上層
（粗砂）中

4

24-2-12沈線文、刻目文、摩滅深鉢・Ⅰa
旧河道SX03B・B6区・堆積層下層
（有機質層）中

1224-2-5
縄文（LR）、沈線文、外面：炭化
物付着

鉢・Ⅰ
旧河道SX03B・B6区・堆積層上層
（粗砂）中

5

24-2-13雲形文/沈線文・縄文（LR）鉢・Ⅰ
旧河道SX03B・B6区・堆積層下層
（有機質層）中

1324-2-6縄文（LR)、底面：ミガキ深鉢・Ⅰ
旧河道SX03B・B6区・堆積層上層
（粗砂）中

6

24-2-14羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱd
旧河道SX03B・B6区・堆積層下層
（有機質層）中

1424-2-7底面：ミガキ深鉢・Ⅰ
旧河道SX03B・B6区・堆積層上層
（粗砂）中

7

第２４図　旧河道SX０３B・B６区・堆積層中出土土器

第25図　旧河道SX24・B6区・堆積層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

24-3-4撚糸文(LR）、沈線文深鉢・Ⅶ?旧河道SX24・B6区・堆積層中424-3-1縄文（RL）深鉢・Ⅲc？旧河道SX24・B6区・堆積層中1

24-3-5縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶ旧河道SX24・B6区・堆積層中524-3-2縄文（RL）深鉢・Ⅳd2旧河道SX24・B6区・堆積層中2

24-3-6縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶ?旧河道SX24・B6区・堆積層中624-3-3撚糸文(R）、沈線文深鉢・Ⅶ？旧河道SX24・B6区・堆積層中3
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（７）A５～B５北ベルト出土土器（第２７～２８図）

　A５～B５北ベルト（第２６図）は、旧河道SX０２・０３・０４・２１・２３堆積層からなり、SX０１①北東側

遺物包含層の延びは認められなかった。いずれの旧河道も小角礫や粗砂に富む砂礫層と木質や有機質

に富む黒色～黒褐色の粘土層との互層状となっている。若干の土器が出土しているが、いずれも断片

的な資料でほとんど接合しない。

　①A５北ベルト旧河道SX０２・０３・０４・２０堆積層中出土土器（第２７図）

　１は旧河道SX０２堆積層中から出土した深鉢形土器である。口頸部が短く外反するもので、３条の平

行沈線文が施されている。胴部は横位斜行縄文となっている。

　２～５は旧河道SX０３堆積層中から出土した深鉢形土器である。胎土に海綿状骨針を含むものが目

立っている。このうち、２は旧河道SX０３A堆積層上層から出土したもので、口縁部が緩やかに内湾す

るものである。口縁部には３条の平行沈線文が施され、胴部には横位斜行縄文が施されている。３は旧

河道SX０３堆積層下層から出土したもので、口頸部が短く外反し、口唇部には小突起が付されている。

　４～５は旧河道SX０３B堆積層下層から出土したものである。口頸部が短く外反するものとわずかに

内湾するものとがある。口頸部が短く外反するものには平行沈線文、刻目文が施されている。

　６～９は旧河道SX０４堆積層中から出土した深鉢形土器である。Sec．１３～１９層としてまとめて取り

上げている。６～８がやや内湾する器形となっている。６は幅の広い羽状縄文が施され、胎土に海綿状

骨針が含まれている。７・８は斜行縄文が施され、８はさらに平行沈線文・刻目文が施されている。９は

口縁部がわずかに肥厚し、幅の狭い羽状縄文が施されている。

　１０～１３が旧河道SX２０堆積層中から出土した深鉢形土器である。このうち、１０～１３が幅の狭い羽状

縄文が横位に施されている。１３がSX２０堆積層下層から出土した深鉢形土器である。入組帯状文と貼

瘤によって器面が装飾されている。

　②B５北ベルト旧河道SX０３B堆積層中出土土器（第２８図）

　１～８が旧河道SX０３B堆積層中から出土した深鉢形土器である。このうち、１～４が堆積層上層、５～

８が堆積層下層から出土したものである。口頸部が短く外反するものがある。１の口唇部には突起が

付されている。口頸部には１ないしは２条の平行沈線文が施され、胴部は幅の広い斜行縄文となってい

る。堆積層下層にはごく細かい斜行縄文（７）や幅の狭い横位羽状縄文（８）がある。
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第２６図　A５～B５北ベルト断面図
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備考遺物取上げ層位土性土色番号備考遺物取上げ層位土性土色番号

木質・有機質に富む旧河道SX04砂質シルト黒色（２．５Y2/1) 17小角礫を含む旧河道SX02A砂礫黒色（５Y2/1)1

礫・木質を含む旧河道SX04細砂暗オリーブ褐色（2.5Y3/3) 18水成の川砂層旧河道SX02A細砂灰オリーブ色（５Y6/2）2

木質・未分解有機質を多く含む旧河道SX04砂質シルト黒色（2.5Y2/1)19角礫を多く含む。河床旧河道SX02A砂質シルトオリーブ黒色（５Y3/2）3

川砂層旧河道SX04細砂黒色（7.5Y2/1)205～10cmの角礫含む。酸化鉄付着旧河道SX02B砂礫にぶい黄褐色（10YR4/3)4

15～20cmの角礫を含む旧河道SX20小角礫オリーブ黒色（5Y3/1)21オリーブ色を帯びる角礫層旧河道SX02B砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)5

木質・有機質を多く含む旧河道SX20粘土質シルト黒色（5Y2/1)22木質・有機質に富む旧河道SX03A上層粘土質シルト黒色（10YR2/1)6

木質・有機質を多く含む旧河道SX24粘土質シルト黒褐色（10YR2/1)235～10cmの角礫含む。酸化鉄付着旧河道SX03A下層砂礫にぶい黄褐色（10YR4/3)7

15～20cmの角礫を含む。木質含む旧河道SX24砂礫オリーブ黒色（5Y3/1)24木質・有機質に富む旧河道SX03B上層粘土質シルト黒色（10YR2/1)8

（無遺物）粘土　暗オリーブ褐色（2.5Y3/3) 255～10cmの角礫含む。酸化鉄付着旧河道SX03B下層砂礫にぶい黄褐色（10YR4/3)9

黒色帯相当（無遺物）粘土灰色（7.5Y4/1)26木質・有機質に富む旧河道SX03C上層粘土質シルト黒色（10YR1.7/1)10

崩落層（無遺物）砂礫灰オリーブ色(7.5Y4/2)275～10cmの亜角礫含む。酸化鉄付着旧河道SX03C下層砂礫にぶい黄褐色（10YR4/3)11

黒色帯相当（無遺物）粘土灰色（7.5Y4/1)28小角礫を含む旧河道SX04砂礫オリーブ黒色（５Y3/2）12

角礫に富む水成層（無遺物）砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3) 29木質・有機質に富む旧河道SX04砂質シルト黒色（５Y2/1)13

木質に富む腐食土層（無遺物）砂質シルト黒色（10YR1.7/1)30小角礫を含む旧河道SX04砂礫オリーブ黒色（５Y2/2）14

20～30cmの礫を含む。木質を含む（無遺物）砂礫オリーブ黒色（5Y3/1)31木質・有機質に富む旧河道SX04砂質シルト黒色（５Y2/1)15

小角礫を含む旧河道SX04砂礫オリーブ黒色（５Y2/2）16

第２６図付表　A５～B５北ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

25-1-8縄文（LR)、平行沈線文深鉢・Ⅰd
旧河道SX04・A5北ベルト・堆積
層（Sec.13～19層）中

825-1-1
縄文（LR)、平行沈線文、外面：炭
化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道SX02・A5北ベルト・堆積
層（Sec.5層）中

1

25-1-9羽状縄文（LR/RL)深鉢・Ⅱd
旧河道SX04・A5北ベルト・堆積
層（Sec.13～19層）中

925-1-2
縄文（LR)、平行沈線文、海綿状骨
針、摩滅

深鉢・Ⅰd
旧河道SX03A・A5北ベルト・堆
積層上層（Sec.6層）中

2

25-1-10羽状縄文（RL/LR)深鉢・Ⅱd
旧河道SX20・A5北ベルト・堆積
層上層（Sec.21層）中

1025-1-3沈線文、海綿状骨針深鉢・Ⅰb
旧河道SX03A・A5北ベルト・堆
積層下層（Sec.7層）中

3

25-1-11
羽状縄文（LR/RL)、外面：炭化物付
着

深鉢・Ⅱd
旧河道SX20・A5北ベルト・堆積
層上層（Sec.21層）中

1125-1-4
縄文（RL)、平行沈線文、刻目文、
海綿状骨針

深鉢・Ⅰa
旧河道SX03B・A5北ベルト・堆
積層下層（Sec.9層）中

4

25-1-12羽状縄文（RL/LR)深鉢・Ⅱd
旧河道SX20・A5北ベルト・堆積
層上層（Sec.21層）中

1225-1-5縄文（LR)、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe
旧河道SX03B・A5北ベルト・堆
積層下層（Sec.9層）中

5

25-1-13
入組帯状文/沈線文・羽状縄文
（LR/RL)、瘤付

深鉢・Ⅱa
旧河道SX20・A5北ベルト・堆積
層上層（Sec.21層）中

1325-1-6
縄文（LR)、外面：炭化物付着、海
綿状骨針

深鉢・Ⅰe
旧河道SX04・A5北ベルト・堆積
層（Sec.13～19層）中

6a,b

25-1-7縄文（LR)深鉢・Ⅰe
旧河道SX04・A5北ベルト・堆積
層（Sec.13～19層）中

7

第２７図　旧河道SX０２・０３・０４・２０・A５北ベルト・堆積層中出土土器

第２８図　旧河道SX０３B・B５北ベルト・堆積層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

25-2-6縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰb
旧河道SX03B・B5北ベルト・堆
積層下層（Sec.10層）中

525-2-1
縄文（LR）、内面：炭化物付着、海
綿状骨針

深鉢・Ⅰb
旧河道SX03B・B5北ベルト・堆
積層上層（Sec.9層）中

1

25-2-3
縄文（LR)、平行沈線文、外面：炭
化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道SX03B・B5北ベルト・堆
積層下層（Sec.11層）中

625-2-2縄文（LR）、沈線文、摩滅深鉢・Ⅰb
旧河道SX03B・B5北ベルト・堆
積層上層（Sec.9層）中

2

25-2-7縄文（細かいLR）、横位平行沈線文深鉢・Ⅰ？
旧河道SX03B・B5北ベルト・堆
積層下層（Sec.12層）中

725-2-4
縄文（RL）、沈線文、外面：炭化物
付着

深鉢・Ⅰb
旧河道SX03B・B5北ベルト・堆
積層上層（Sec.9層）中

3

25-2-8羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱd
旧河道SX03B・B5北ベルト・堆
積層下層（Sec.13層）中

825-2-5縄文（RL）、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ
旧河道SX03B・B5北ベルト・堆
積層上層（Sec.9層）中

4

３３

0 10cm

0 10cm



（８）A５区出土土器（第２９～３０図）

　A５区では、旧河道SX０２・０３・２３・２４が検出された。旧河道SX２４中からはSX２２堰状遺構が検出

された。

　①旧河道SX０２・０３・２３・２４堆積層中～底面出土土器（第２９図）

　１～６が旧河道SX０２堆積層中から出土した深鉢形土器である。このうち、１～４が堆積層上層、５・６

が堆積層下層上面の確認時に出土したものである。１・２は口頸部が短く外反するもので、３・４が緩や

かに内湾するものである。２の口唇部には叉状の小突起が付されている。口頸部には平行沈線文・刻

目文が施されるものがある。胴部には幅広の羽状縄文（４）や斜行縄文が施されている。５は口縁部が

やや肥厚し、幅の狭い羽状縄文が施されている。６は短い沈線文が弧状沈線文間に充填されている。

口縁部の土器胎土中に海綿状骨針を含むものがやや目立つ。

　７～１２が旧河道SX０３堆積層中から出土した深鉢形土器と鉢形土器（９）である。上部のSX０３A・B

と下部のSX０３Cで細別して遺物を取り上げている箇所もあるが、ここではまとめて扱う。鉢形土器に

は平行沈線文が施されている。地文には節の細かい縄文が施されている。深鉢形土器では口頸部が短

く外反するもの（８・１０・１１）と緩やかに内湾するもの（７）とがある。口頸部に平行沈線文・刻目文

が施されるものがある。胴部には幅の広い斜行縄文が施されている。

　１２～１４が旧河道SX２３堆積層中から出土した深鉢形土器である。いずれもやや厚手で、１２・１３は幅

の狭い羽状縄文が施されている。１２の底面は低いながら台状に作られている。

　１５・１６がB５区では最下層の旧河道SX２４の底面（岩盤上面）から出土した深鉢形土器である。とも

に単節縄文の異方向施文が見られ、１５は縦位羽状に整えられている。１５の同一個体はB３区のSX０１②

南側遺物包含層１d層中からも得られている。

②SX２２堰状遺構出土土器（第３０図）

　SX２２堰状遺構堆積層中からトチノキ種子とともに深鉢形土器小片（第３０図１）が出土している。器

面のケズリ地に多条沈線文が施された土器である。

３４
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

25-3-9
縄文（細かいLR)、沈線文、内外面：
炭化物付着

鉢・Ⅰ？
旧河道SX03･A5区･堆積層（黄色砂
礫層）中

925-3-1
縄文（LR）、平行沈線文、刻目文、
海綿状骨針

深鉢・Ⅰa旧河道SX02･A5区･堆積層上層中1

25-3-10
縄文（LR)、平行沈線文、刻目文、
外面：炭化物付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰa旧河道SX03A,B･A5区･堆積層中10
25-3-2叉状突起、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅰb旧河道SX02･A5区･堆積層上層中2

25-3-3縄文（RL)、平行沈線文深鉢・Ⅰd旧河道SX02･A5区･堆積層上層中3

25-3-11縄文（RL）、平行沈線文、刻目文深鉢・Ⅰa旧河道SX03C・A5区・堆積層上層中1125-3-4羽状縄文（RL/LR)、海綿状骨針深鉢・Ⅰe旧河道SX02･A5区･堆積層上層中4

25-3-13縄文（LR)、底面：台付・ナデ深鉢・Ⅱ旧河道SX03A,B･A5区･堆積層中12
25-3-5羽状縄文（RL/LR)深鉢・Ⅱd

旧河道SX02･A5区･堆積層下層上面
イカク

5
25-3-12羽状縄文（LR/RL)深鉢・Ⅱd旧河道SX23・A5区・堆積層中13

25-3-14底面：ケズリ深鉢・Ⅱ？旧河道SX23・A5区・堆積層中14
25-3-6沈線文深鉢・Ⅱ？

旧河道SX02･A5区･堆積層下層上面
イカク

6

25-3-15
弧状文/沈線文・羽状縄文（RL-0段
多条‐縦･横回転)、彫去状のミガキ、
外面：炭化物付着

深鉢・Ⅲｂ
旧河道SX24･A5区･底面（岩盤上面）、
旧河道SX03A,B・A5区･堆積層中、
B3区・包含層1ｄ層中

15a～

d25-3-7縄文（RL)、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe
旧河道SX03･A5区･堆積層（黄色砂
礫層）中

7

25-3-16
縄文（LR-異方向回転)、外面：炭化
物付着

深鉢・Ⅲ旧河道SX24･A5区・底面（岩盤上面）1625-3-8平行沈線文深鉢・Ⅰb
旧河道SX03･A5区･堆積層（黄色砂
礫層）中

8

第２９図　旧河道SX０２・０３・２３・２４・A５区・堆積層～底面出土土器
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遺物取上げ層位土性土色番号

堆積層粘土質シルト黒色（10YR1.7/1）1

完形のトチノキ種子を含む。有機質に富む。備考

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

25-3-17ケズリ→多条沈線文、やや摩滅深鉢・Ⅳc1SX22堆積層中1

３５

SX２２堰状遺構断面図

第３０図　SX２２堰状遺構平面図・断面図、出土土器
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0 5cm



（９）B５西ベルト出土土器（第３２～３３図）

　B５西ベルトでは、旧河道SX０２・０３・０４・０７・２３・２４が検出され、SX０１①北東側遺物包含層及び

SX０１②南側遺物包含層の延びは認められなかった。いずれの旧河道も小角礫や粗砂に富む砂礫層と

木質や有機質に富む黒色土層との互層状となっている。若干の土器が出土しているが、いずれも断片

的な資料でほとんど接合しない。

　①旧河道SX０２・０３B堆積層中出土土器（第３２図）

　１～３は旧河道SX０２堆積層中から出土した深鉢形土器である。１は頸部に２条の平行沈線文が施され

ている。胴部は横位斜行縄文となっている。２・３はやや摩滅している。

　４～１２はSX０３Bから出土した深鉢形土器と皿形土器（１１）である。皿形土器の内外面には赤漆が残

されている。深鉢形土器は口頸部が短く外反し、口頸部に平行沈線文や刻目文が施されるものである。

胴部には幅の広い斜行縄文が施されている。概して炭化物が付着しているものが多い。また、胎土に

は海綿状骨針が含まれるものがある。１２は摩滅しており、再堆積によるものと見られる。

　②旧河道SX０４A・０７・２３堆積層中出土土器（第３３図）

　１～１０が旧河道SX０４A堆積層中から出土した深鉢形土器・皿形土器（６）である。１～２は口頸部が

短く外反するもので、頸部には沈線文、口唇部には刻目文を施している。３～５は口縁部が緩く内湾し、

地文のみが施されている。地文は幅の広い羽状縄文と斜行縄文である。６は雲形文の施された皿形土

器で、内外面に黒漆が塗られている。７・８は幅の狭い羽状縄文が施されている。９は刻目文を伴う貼

瘤が付されている。１０は摩滅している。

　１１～１８が旧河道SX０７堆積層中から出土した深鉢形土器である。１２はSX２１杭跡の土層断面作成時

に出土した破片と接合している。１１・１２は口縁部がやや肥厚するもので、幅の狭い羽状縄文が施され

ている。１３・１４は磨消縄文によって幾何学的な意匠が構成されている。１５は多条沈線による懸垂文が

描かれている。１６は口縁部をめぐる沈線文が配されている。１７は地文の横走縄文に懸垂文が描かれ、

磨消しが施されている。１８は摩滅している。

　１９・２０は旧河道SX２３堆積層中から出土した土器である。１９は１５と同一個体である。２０は隆線文・

沈線文によって区画が作られている。

３６
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＜Ｂ５西ベルト＞

9.00m

備考遺物取上げ層位土性土色番号

旧河道SX02堆積層Sec.①層砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/6）1

木質・有機質を多く含む。旧河道SX03B堆積層Sec.④層粘土質シルト黒褐色（10YR2/2）2

5～30ｃｍの礫を多く含む。旧河道SX03B堆積層Sec.⑤層砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/4）3

木質・有機質を多く含む。旧河道SX04A堆積層Sec.⑥層粘土質シルト黒褐色（10YR3/1）4

グライ化した小礫を多く含む。旧河道SX0７堆積層Sec.15①層砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)5

灰オリーブ色の砂を含む。旧河道SX0７堆積層Sec.15②層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)6

グライ化した小礫を含む。旧河道SX23堆積層Sec.16層粘土質シルト暗褐色（10YR3/3)7

グライ化した小礫を含む。旧河道SX24堆積層砂礫オリーブ黒色（7.5Y3/1)8

5～20cmの角礫を多く含む。旧河道堆積層砂礫灰オリーブ色（7.5Y4/2)9

1
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第３１図　B５西ベルト断面

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

25-4-7
縄文（RL）、平行沈線文、内外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道SX03B･B5西ベルト･堆積
層（Sec.⑤層）中

725-4-1
縄文（LR）、平行沈線文、内外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道SX02･B5西ベルト･堆積層
（Sec.①層）中

1

25-4-8
縄文（LR）、平行沈線文、外面：炭
化物付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰa
旧河道SX03B･B5西ベルト･堆積
層（Sec.⑤層）中

825-4-2縄文（LR）、摩滅深鉢・Ⅱd
旧河道SX02･B5西ベルト･堆積層
（Sec.①層）中

2

25-4-9
縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物
付着

深鉢・Ⅰa
旧河道SX03B･B5西ベルト･堆積
層（Sec.⑤層）中

925-4-3羽状縄文（LR/RL)、沈線文、摩滅深鉢・Ⅱ
旧河道SX02･B5西ベルト･堆積層
（Sec.①層）中

3

25-4-10
縄文（LR）、外面：炭化物付着、底
面：ケズリ→粗いミガキ

深鉢・Ⅰ
旧河道SX03B･B5西ベルト･堆積
層（Sec.⑤層）中

1025-4-4
縄文（RL）、平行沈線文、刻目文、
内外面：炭化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道SX03B･B5西ベルト･堆積
層（Sec.⑤層）中

4

25-4-11内外面：赤漆皿・Ⅰ
旧河道SX03B･B5西ベルト･堆積
層（Sec.⑤層）中

1125-4-5
縄文（LR）、平行沈線文、外面：炭
化物付着

深鉢・Ⅰb
旧河道SX03B･B5西ベルト･堆積
層（Sec.⑤層）中

5

25-4-12縄文（RL）、沈線文、摩滅深鉢・Ⅷ
旧河道SX03B･B5西ベルト･堆積
層（Sec.⑤層）中

1225-4-6外面：炭化物付着深鉢・Ⅰb
旧河道SX03B･B5西ベルト･堆積
層（Sec.⑤層）中

6

第32図　旧河道SX02・03B・B5西ベルト・堆積層中出土土器
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26-1-12
羽状縄文（RL/LR）、内外面：炭化物付
着

深鉢・Ⅱd

旧河道SX07･B4～5西ベルト･
堆積層（Sec.15②層）中、旧河
道SX07・B5西ベルト・堆積層
(SX21断面イカク）

12

26-1-1
羽状縄文（RL/LR)、平行沈線文、内外
面：炭化物付着

深鉢・Ⅰc
旧河道SX04A･B5西ベルト･堆
積層（Sec.⑥層）中

1

26-1-2
縄文（RL)、沈線文、内外面：炭化物
付着

深鉢・Ⅰc
旧河道SX04A･B5西ベルト･堆
積層（Sec.⑥層）中

2

26-1-13縄文（RL-同一原体により一部羽状)深鉢・Ⅲｂ
旧河道SX07･B4～5西ベルト･
堆積層（Sec.15②層）中

1326-1-3縄文（LR）、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe
旧河道SX04A･B5西ベルト･堆
積層（Sec.⑥層）中

3

26-1-14
方形文/沈線文・縄文（RL)、外面：炭
化物付着

深鉢・Ⅲb
旧河道SX07･B4～5西ベルト･
堆積層（Sec.15②層）中

1426-1-4縄文（RL)、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe
旧河道SX04A･B5西ベルト･堆
積層（Sec.⑥層）中

4

26-1-17
縄文（LR）→懸垂文/多条沈線文、
No.19と同一個体

深鉢・Ⅳc1
旧河道SX07･B4～5西ベルト･
堆積層（Sec.15②層）中

1526-1-5羽状縄文（RL/LR)、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe
旧河道SX04A･B5西ベルト･堆
積層（Sec.⑥層）中

5

26-1-16沈線文深鉢・Ⅴb2
旧河道SX07･B4～5西ベルト･
堆積層（Sec.15②層）中

1626-1-6縄文（LR）、沈線文、内外面：黒漆皿・Ⅰ
旧河道SX04A･B5西ベルト･堆
積層（Sec.⑥層）中

6

26-1-15縄文（LR）→懸垂文深鉢・Ⅴｂ
旧河道SX07･B5西ベルト･堆積
層（Sec.15②層）中

1726-1-7羽状縄文（LR/RL)深鉢・Ⅱd
旧河道SX04A･B5西ベルト･堆
積層（Sec.⑥層）中

7

26-1-18縄文(RLR)、沈線文深鉢・Ⅶa
旧河道SX07･B5西ベルト･堆積
層（Sec.15②層）中

1826-1-8
羽状縄文（RL/LR)、外面：炭化物付着、
補修孔

深鉢・Ⅱｄ
旧河道SX04A･B5西ベルト･堆
積層（Sec.⑥層）中

8

26-1-19
縄文（LR）→懸垂文/多条沈線文、外
面：炭化物付着、No.15と同一個体

深鉢・Ⅳc1
旧河道SX23･B4～5西ベルト･
堆積層（Sec.16層）中

1926-1-9平行沈線文、縄文（LR）、瘤付深鉢・Ⅱa
旧河道SX04A･B5西ベルト･堆
積層（Sec.⑥層）中

9

26-1-20
縄文（LR）、隆線文＋刻目文（2個1
対？）、沈線文

深鉢・Ⅶa
旧河道SX23･B4～5西ベルト･
堆積層（Sec.16層）中

2026-1-10沈線文、摩滅深鉢・Ⅴb1？
旧河道SX04A･B5西ベルト･堆
積層（Sec.⑥層）中

10

26-1-11羽状縄文（LR/RL)、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅱd
旧河道SX07･B5西ベルト･堆積
層（Sec.15②層）中

11

第３３図　旧河道SX０４A・０７・２３・B５西ベルト・堆積層中出土土器
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（１０）SX０１②南側遺物包含層B５区出土土器（第３４～４１図）

　B５区では、主たる遺物包含層であるSX０１②南側遺物包含層が検出された。最初に調査したグリッ

ド区であり、遺物包含層を覆う砂礫層は包含層１層として調査している。サブトレンチでは包含層２層

を「包含層２層中」と「包含層２層下部」に分けて調査しており、他とは一部異なる分層を行っている。

包含層２c層上面ではグライ化した小角礫を含む旧河道SX２６堆積層が検出された。

　①包含層１層中・２層上面出土土器（第３４図）

　１～６が包含層１層、７～１０が包含層１a層、１１～１３が包含層１b層から出土した深鉢形土器である。包

含層１層は砂礫層で旧河道SX０３堆積層に相当する。包含層１a層・１b層の土器に違いが認められない

ので、ここではまとめて記す。１は口頸部がわずかに外反し、平行沈線文と列点文が施されている。

２・７・８・１０・１１は口頸部が短く外反する深鉢形土器で、口頸部には平行沈線文や刻目文が施され

ている。胴部地文は幅の広い羽状縄文や斜行縄文である。３・９・１２は口縁部が緩やかに内湾するも

ので地文のみとなっている。概して炭化物の付着が著しく、胎土に海綿状骨針を含むものがある。

４・５・１３は厚手の土器で、太い撚糸文が縦走している。６も厚手の底部破片である。

　１４は包含層２層上面から出土した深鉢形土器である。口縁部が緩やかに内湾し、幅の広い羽状縄

文が施されている。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

26-2-8
沈線文、外面：炭化物付着、海面状
骨針

深鉢・Ⅰc
SX01②・B5区・包含層1a層（旧
河道SX03）中

826-2-1平行沈線文、列点文、縄文（LR）深鉢・Ⅰ？
SX01②・B5区・包含層1層（旧
河道SX03）中

1

26-2-9縄文（LR）深鉢・Ⅰe
SX01②・B5区・包含層1a層（旧
河道SX03）中

926-2-2
平行沈線文、縄文（LR）、外面：炭
化物付着

深鉢・Ⅰa
SX01②・B5区・包含層1層（旧
河道SX03）中

2

26-2-10
沈線文、縄文（LR）、外面：炭化物
付着

深鉢・Ⅰa
SX01②・B5区・包含層1a層（旧
河道SX03）中

1026-2-3縄文（RL）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe
SX01②・B5区・包含層1層（旧
河道SX03）中

3

26-2-11
平行沈線文、刻目文、羽状縄文
（LR/RL）、外面：炭化物付着

深鉢・Ⅰa
SX01②・B5区・包含層1b層（旧
河道SX03）中

1126-2-4撚糸文(LR)、外面：炭化物付着
深 鉢・Ⅶ
c2?

SX01②・B5区・包含層1層（旧
河道SX03）中

4

26-2-12縄文（RL）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe
SX01②・B5区・包含層1b層（旧
河道SX03）中

1226-2-5撚糸文、外面：炭化物付着
深 鉢・Ⅶ
c2?

SX01②・B5区・包含層1層（旧
河道SX03）中

5

26-2-13撚糸文(LR）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅴ?
SX01②・B5区・包含層1b層（旧
河道SX03）中

1326-2-6縄文（LR）深鉢・Ⅶ？
SX01②・B5区・包含層1層（旧
河道SX03）中

6

26-2-14
羽状縄文（RL/LR）、内外面：炭化物
付着

深鉢・ⅠeSX01②・B5区・包含層2層上面1426-2-7
平行沈線文、刻目文、縄文（LR）、
外面：炭化物付着

深鉢・Ⅰa
SX01②・B5区・包含層1a層（旧
河道SX03）中

7

第３４図　SX０１②南側遺物包含層・B５区・包含層１層中・２層上面出土土器
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　②包含層２層中出土土器（第３５図）

　１～１１が包含層２層中から出土した深鉢形土器である。１はボタン状貼付文が施され、円形竹管文

が付されている。２は隆線による区画文と口縁部に沿う刺突文、３は懸垂隆線文が施されている。

４・５は山形状の波状口縁、６・７は平縁で、いずれも口縁部にやや幅のある無文帯が設けられている。

８～１１は底部破片で、１１は木葉底となっている。

　③包含層２層下部出土土器（第３６～３８図）

　包含層２層下部は概ね包含層２c～２d層の下部黒色土層に相当する。押しつぶされた状態で出土し

た土器もある。すべて深鉢形土器である。

　第３６図１・２は多条沈線による懸垂文の施される土器である。３は縄文が施された後に渦巻文、４～

６はごく細い撚糸文が施された後に懸垂状の沈線文が描かれ、磨消の加えられたものである。７は隆

線による方形区画文に２個１対の横位刻目文が施されている。８は大型の環状把手の一部である。９

～１２は隆線と沈線によって区画文が構成されている。１３～１６は地文のみのものである。結節のあ

る縄文やごく細い撚糸文がある。

　第３７図１～３は山形状をなす波状口縁である。１はやや渦巻状を呈する波濤文、２は楕円形区画文

が配されている。４～１２は平縁である。４はヒレ状隆線文と刺突文、５は波濤文、６・７は楕円形区画

文、８～１２は口縁部にやや幅広の無文帯が設けられている。１３～１７は縄文・撚糸文を地としてヒレ

状隆線・沈線文によって文様意匠が構成されるものである。１８は胴下部、１９・２０は底部である。２０

の底面には網代の圧痕が残されている。

　第３８図１・４は真上から押しつぶされたような状態（写真図版９－１）で出土した土器である。包含

層２d層上面に相当するものと考えられる。底面はともにミガキが施されている。２は縦長の楕円形

区画文が施されている。３は口縁部に幅の広い無文帯が設けられている。

　④包含層２③層上面～２④層上面（旧河道SX２６堆積層）出土土器（第３９図）

　包含層２c層を攪乱する旧河道SX２６堆積層から出土した土器である。いずれも出土状況は断片的

である。包含層２①～２②層には図化できる資料はない。１・２は包含層２③層上面から出土したもの

である。１は懸垂文、２は方形区画文が施されている。３～７は包含層２③層中から出土したもので、

５は口縁下に沈線文、６は隆線文に２個１対の刻目文、７は楕円形区画文が配されている。８～１１は包

含層２④層上面から出土したものである。８は懸垂文、９は口縁下に沈線文、１０は横位鎖状隆線文が

施されている。

　⑤包含層２c層上面・木の根攪乱ピット堆積層出土土器（第４０図）

　１～３は包含層２c層上面から出土した土器である。包含層２c層は前述のように、旧河道SX２６に

よって攪乱を受けており、散漫な出土状況である。１は１本越２本潜の網代の圧痕が残された底部で

ある。２・３は縄文のみである。３の底面には木葉の圧痕が残されている。

　B５区では２個のピットが検出されたが、うち１個には先細になる木の根が入り込んでいた。とも

に木の根による攪乱と見られ、堆積土中には４～６の土器小片が流れ込んでいた。

４０
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27-1-10縄文（LR)、隆線文深鉢・ⅦaSX01②・B5区・包含層2層下部1027-1-1縄文（LR)→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01②・B5区・包含層2層下部1

27-1-11縄文（RL）深鉢・ⅦbSX01②・B5区・包含層2層下部1127-1-2撚糸文（R)→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01②・B5区・包含層2層下部2

27-1-12縄文（RL）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・B5区・包含層2層下部1227-1-3縄文（LR)→渦巻文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B5区・包含層2層下部3

27-1-15撚糸文（R）深鉢・Ⅶc2SX01②・B5区・包含層2層下部1327-1-4撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴｂ1SX01②・B5区・包含層2層下部4

27-1-16縄文（RLR)、深鉢・Ⅶc1SX01②・B5区・包含層2層下部1427-1-5撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B5区・包含層2層下部5

27-1-7縄文（LR)＋結節文深鉢・Ⅶc2SX01②・B5区・包含層2層下部15a,b27-1-6撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B5区・包含層2層下部6

27-1-14撚糸文（R）、外面：炭化物付着深鉢・ⅦSX01②・B5区・包含層2層下部1627-1-13
方形区画文/縄文（RL）、沈線文、隆線文
＋2個1対の刻目文、外面：炭化物付着

深鉢・ⅦbSX01②・B5区・包含層2層下部7

27-1-17縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・B5区・包含層2層下部17a,b
27-1-8環状把手、隆線文深鉢・ⅦaSX01②・B5区・包含層2層下部8

27-1-9方形区画文？/縄文（LR)、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・B5区・包含層2層下部9

第36図　SX01②南側遺物包含層・B5区・包含層2層下部出土土器（１）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

26-3-6縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B5区・包含層2層中6
26-3-1

ボタン状貼付文、円形竹管文、外面：
炭化物付着

深鉢・ⅦSX01②・B5区・包含層2層中1
26-3-7縄文（RLR)、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B5区・包含層2層中7

26-3-8縄文（LR）、底面：ミガキ深鉢・Ⅶ～ⅧSX01②・B5区・包含層2層中826-3-2隆線文、刺突文、縄文（RLR)、沈線文深鉢・Ⅶa？SX01②・B5区・包含層2層中2

26-3-9縄文（LR)、底面：ミガキ深鉢・Ⅶ～ⅧSX01②・B5区・包含層2層中926-3-3縄文(LRL）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・B5区・包含層2層中3

26-3-10底面：ミガキ深鉢・ⅦSX01②・B5区・包含層2層中1026-3-4楕円形区画文？/縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B5区・包含層2層中4

26-3-11底面：木葉底深鉢・Ⅶ～ⅧSX01②・B5区・包含層2層中1126-3-5無文深鉢・ⅧｂSX01②・B5区・包含層2層中5

第３５図　SX０１②南側遺物包含層・B５区・包含層２層中出土土器
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　⑥包含層３層上面出土土器（第４１図）

　B５区では包含層３a層上面と３a層中の土器を一括して、「３層上面」として取り上げている。４・５

は器面の状態が良好で、土器の色調も暗黒褐色～黄褐色をしている。これに対し、１～３・６～７は器

面が荒れ、全体的に土器の色調は退色して白っぽくなっている。これらは本来、下部の３a層（灰オ

リーブ色粘土層）中に含まれていた土器と見られる。１は山形状の波状縁で波頂部にはヒレ状隆線文

が配されている。２～３は平縁である。３は隆線によって文様意匠が構成されている。４はやや歪ん

だ形状をしており、注口部か環状把手の基部に相当する。連続して刺突文が施されている。５は楕

円形区画文が施される波状縁の土器である。６・７は胴部片である。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

27-1-28縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B5区・包含層2層下部1127-1-18波濤文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｄSX01②・B5区・包含層2層下部1

27-1-29縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B5区・包含層2層下部1227-1-19楕円形区画文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B5区・包含層2層下部2

27-1-30縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B5区・包含層2層下部1327-1-20外面：炭化物付着深鉢・ⅧSX01②・B5区・包含層2層下部3

27-1-31縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅧｃSX01②・B5区・包含層2層下部1427-1-21ヒレ状隆線文、刺突文深鉢・ⅧSX01②・B5区・包含層2層下部4

27-1-32ヒレ状隆線文、縄文（LR）、隆線文深鉢・ⅧｃSX01②・B5区・包含層2層下部1527-1-22波濤文/縄文（LRL）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・B5区・包含層2層下部5

27-1-33縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B5区・包含層2層下部1627-1-23楕円形区画文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B5区・包含層2層下部6

27-1-34撚糸文（R）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B5区・包含層2層下部1727-1-24
楕円形区画文/縄文（LRL）、沈線文、
外面：炭化物付着

深鉢・ⅧｂSX01②・B5区・包含層2層下部7

27-1-35縄文（RLR）深鉢・ⅧSX01②・B5区・包含層2層下部18a,b27-1-25縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B5区・包含層2層下部8

27-1-36底面：ミガキ深鉢・Ⅷ?SX01②・B5区・包含層2層下部1927-1-26縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B5区・包含層2層下部9

27-1-37底面：網代底深鉢・Ⅷ?SX01②・B5区・包含層2層下部2027-1-27縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B5区・包含層2層下部10

第３７図　SX０１②南側遺物包含層・B５区・包含層２層下部出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

27-1-40縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B5区・包含層2層下部3a,b27-1-38
縄文（LR）、内外面：炭化物付着、
底面：ミガキ

深鉢・ⅧSX01②・B5区・包含層2層下部1

28-1-1
縄文（RLR）、外面：炭化物付着、内
面に黒斑、底面：網代底→ミガキ

深鉢・ⅧSX01②・B5区・包含層2層下部427-1-39楕円形区画文/縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B5区・包含層2層下部
2a～

ｃ

第３８図　SX０１②南側遺物包含層・B５区・包含層２層下部出土土器（３）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

28-2-7楕円形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢･Ⅷｂ
SX01②・B5区・包含層2③層(旧河
道SX26堆積層）中

728-2-1撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢･Ⅴｂ
SX01②・B5区・包含層2③層(旧河
道SX26堆積層）上面

1

28-2-8懸垂文/沈線文、撚糸文（R）深鉢･Ⅴｂ
SX01②･B5区･包含層2④層(旧河道
SX26堆積層）上面

828-2-2方形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb
SX01②・B5区・包含層2③層(旧河
道SX26堆積層）上面

2a,b

28-2-9縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅵ?
SX01②･B5区･包含層2④層(旧河道
SX26堆積層）上面

928-2-3撚糸文（R）深鉢・Ⅴc2
SX01②・B5区・包含層2③層(旧河
道SX26堆積層）中

3

28-2-10縄文（LR？）、鎖状隆線文、沈線文深鉢･Ⅵa
SX01②･B5区･包含層2④層(旧河道
SX26堆積層）上面

1028-2-4注口部：縄文（RLR）深鉢･Ⅶa
SX01②・B5区・包含層2③層(旧河
道SX26堆積層）中

4

28-2-11底面：ミガキ深鉢･Ⅶ
SX01②･B5区･包含層2④層(旧河道
SX26堆積層）上面

1128-2-5縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?
SX01②・B5区・包含層2③層(旧河
道SX26堆積層）中

5

28-2-6縄文（LRｒ）、隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・Ⅶa
SX01②・B5区・包含層2③層(旧河
道SX26堆積層）中

6

第３９図　SX０１②南側遺物包含層・B５区・包含層２③層上面～２④層上面（旧河道SX２６堆積層）出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

28-3-4縄文（LR）、沈線文深鉢･Ⅶ
SX01②・B5区・木の根攪乱ピット
堆積層

428-3-1
底面：網代（1本越2本潜）底、縁辺環
状に炭化物付着

深鉢･ⅦSX01②・B5区・包含層2c層上面1

28-3-5縄文（RL）深鉢･Ⅶ
SX01②・B5区・木の根攪乱ピット
堆積層

528-3-2縄文（RL）深鉢･Ⅶc1SX01②・B5区・包含層2c層上面2

28-3-6撚糸文（R）、内面：炭化物付着深鉢･Ⅶ
SX01②・B5区・木の根攪乱ピット
堆積層

628-3-3縄文（LR）、底面：木葉底深鉢･ⅦSX01②・B5区・包含層2c層上面3

第40図　SX01②南側遺物包含層・B5区・包含層2ｃ層上面・木の根攪乱ピット堆積層出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

29-1-5楕円形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B5区・包含層3層上面529-1-1ヒレ状隆線文、縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅸ？SX01②・B5区・包含層3層上面1

29-1-6隆線文、縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅸ④?SX01②・B5区・包含層3層上面629-1-2沈線文深鉢・Ⅸb4?SX01②・B5区・包含層3層上面2

29-1-7縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅸ④?SX01②・B5区・包含層3層上面729-1-3隆線文、縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅸ？SX01②・B5区・包含層3層上面3

29-1-4刺突文深鉢・ⅧSX01②・B5区・包含層3層上面4

第４１図　SX０１②南側遺物包含層・B５区・包含層３層上面出土土器
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（１１）SX０１②南側遺物包含層C５西ベルト出土土器（第４３～５３図）

　C５西ベルトはSX０１②南側遺物包含層の中でも比較的高い位置にあり、層の枚数こそ少ないながら

も水の影響を余り受けない安定した堆積状況（第４２図）であった。包含層は２a・２b́ ・２c・２d・３a

層に分層された。最下の包含層３a層は灰黄褐色粘土層で水の影響を受けている。出土土器はすべて

深鉢形土器である。

　①包含層２a層中出土土器（第４３図）

　１は口縁部が緩やかに内湾する。幅の狭い羽状縄文が施されている。２～４は入組帯状文の一部と

見られる文様が施され、幅の狭い羽状縄文が充填されている。４には貼瘤も付されている。５は櫛描

による入組帯状文である。６は撚糸文地に多条沈線文が施されている。７・９～１１は隆線文や沈線文

によって文様が構成されている。８は縦走縄文が施されている。１２・１３は口縁部に無文帯が設けら

れ、１２には刺突文が施されている。

　②包含層２b́ 層中出土土器（第４４図）

　１～１１は隆線文や沈線文によって文様が構成されるやや厚手の土器である。１は把手の基部にあた

る。３は口縁部に無文帯が設けられている。６・９は方形区画文の一部である。８・１０も断片的なが

ら方形区画文の一部と見られる。４・５は地文のみで構成され、縄文が施されている。１１は口縁付近

の破片である。

　③包含層２c層上面出土土器（第４５図）

　１～８は隆線文や沈線文によって文様が構成されるやや厚手の土器である。１は口縁が緩やかに外

反し、口唇には６単位の山形状突起が付されている。隆線によって方形区画文が配され、隆線上に

は２個１対の横位刻目文が施されている。胴上部の方形区画文内は縄文地と無文地の面積比が概ね

１：１になるように文様が描かれ、単節縄文の縦回転・横回転により、一部羽状となるように縄文が

充填されている。２・３・５は胴上部が内湾し、口縁部が短く外傾するものである。５は大型の把手の

基部に相当する。５の隆線上には２個１対の縦位刻目文が施されている。４は平縁で、口縁部にはや

や幅の狭い無文帯が設けられている。６・７は胴部破片である。８は隆線文によって方形状の文様が

構成され、隆線に沿って刺突文が連続して施されている。

　④包含層２c層中出土土器（第４６～４７図）

　第４６図１・２ともに口縁部が緩やかに外反する器形である。１は隆線によって４単位の方形区画文が

構成され、隆線上には２個１対の横位刻目文が配されている。区画内には方形状の文様が描かれ、縄

文（LRr）が施されている。底面は片側に粘土が積み増され、２種の網代の痕跡を残している。内面

には著しい炭化物の付着が認められ、年代測定の資料（ISK－４）とした。２はやや粗い撚糸文が器

面全体に施されている。

　第４７図１～２１が包含層２c層中出土の破片資料である。１～５は隆線・沈線によって文様意匠が構成

されている。１は方形区画文内に単節縄文の異方向施文によって一部羽状をなす縄文が施文されて

いる。６～９が沈線によって方形状の文様意匠が施されるものである。９は横走～斜行縄文が施され

ている。１０は網代の痕跡を残す底部である。１１は波状縁で楕円形区画文が施されている。１２～１４

４５



は口縁下に連続して刺突文が施されるもの、１５～１８は口縁部にやや幅のある無文帯が設けられるも

のである。１９・２０は隆線に沿って刺突文が施されるもの、２１はヒレ状隆線文の付されるものである。

　⑤包含層２c～d層（黒色土層）中出土土器（第４８図）

　１～１３は包含層２c～d層に相当する下部黒色土層から出土した土器である。１～４は隆線と沈線に

よって文様意匠が構成されるものである。５は撚糸文の縦回転・横回転が施されている。６～１３が口

縁部に無文帯が設けられる沈線によって文様意匠が構成される土器である。

　⑥包含層２d層上面出土土器（第４９図）

　１は口縁部に幅の広い無文帯が設けられる土器である。２・３は口縁部に隆線文の用いられるもの

である。３はヒレ状隆線文となっている。４～７は波濤文の一部と見られる。８～１０は胴下部～底部

にかけての土器である。８・９は木葉の圧痕を残している。

　⑦包含層２d層中出土土器（第５０図）

　１は口縁部が緩やかに外反する器形である。口縁下に沈線文が１条施されている。２・３は口縁部に

連続して刺突文が施されるものである。４は環状把手が付されている。５は波頂部下に楕円形区画

文が配されている。６～８は口縁部に無文帯が設けられるもの、９は地文のみのもの、１０～１４は沈線

によって文様意匠の描かれるものである。１３は波濤文の一部と見られる。

　⑧包含層３a層上面出土土器（第５１・５２図）

　第５１図１・２は口縁部が緩やかに外反する器形で、口縁部に幅の広い無文帯が設けられるものであ

る。３は山形状をなす波状口縁で、波底部に楕円形区画文が配されている。４～１３はいずれも口縁

部に無文帯が設けられている。１４～２１は沈線によって文様意匠が描かれている。無文帯が入組む

ように展開し、ヒレ状突起（１４）の施されるものもある。

　第５２図１は無文部が渦巻状に展開する。２は胴中位に横位沈線文が配されている。

　⑨包含層３a層中出土土器（第５３図）

　１は環状把手で刺突文が環状部をめぐる。沈線によって文様意匠が構成されている。２は波頂部

に環状把手の配された小型の土器で、波頂部下には楕円形区画文が配されている。３は把手の基部

にあたる土器である。横位の沈線文が施されている。４は波濤文の一部と見られる。

C5C4
9.20m

1
2

3
4

5
6ベルト

＜C5 西ベルト＞＜C4西ベルト＞

備考遺物取上げ層位土性土色番号

礫を含む包含層2a層シルト黒色（10YR1.7/1)1

多くの炭化物・角礫を含む包含層2ｂ´層シルト黒褐色（10YR3/2)2

多くの炭化物を含む包含層2c層シルト黒色（10YR2/1)3

多くの炭化物を含む包含層2d層シルト質粘土黒色（10YR1.7/1)4

炭化物、若干の遺物を含む包含層3a層粘土灰黄褐色（10YR4/2)5

角礫を多く含む(無遺物層）粘土灰オリーブ色（7.5Y4/2)6

第４２図　SX０１②南側遺物包含層C５西ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

29-2-8縄文（RLR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C5西ベルト・包含層2a層中829-2-1羽状縄文（RL/LR)深鉢・ⅡdSX01②・C5西ベルト・包含層2a層中1a～e

29-2-9集合沈線文深鉢・Ⅶa?SX01②・C5西ベルト・包含層2a層中929-2-2入組帯状文/羽状縄文（RL/LR)、沈線文深鉢・Ⅱa?SX01②・C5西ベルト・包含層2a層中2

29-2-10縄文（RL）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5西ベルト・包含層2a層中1029-2-3入組帯状文/羽状縄文（RL/LR)、沈線文深鉢・Ⅱa?SX01②・C5西ベルト・包含層2a層中3

29-2-11
隆線文＋刻目文（2個1対）、縄文（摩
滅）、沈線文、摩滅

深鉢・ⅦSX01②・C5西ベルト・包含層2a層中1129-2-4
入組帯状文/羽状縄文（RL/LR)、沈
線文→瘤付

深鉢・ⅡaSX01②・C5西ベルト・包含層2a層中4

29-2-12隆線文、刺突文深鉢・ⅧSX01②・C5西ベルト・包含層2a層中1229-2-7入組帯状文/櫛描文深鉢・ⅡbSX01②・C5西ベルト・包含層2a層中5

29-2-13
縄文（RL）、沈線文、外面：炭化物
付着

深鉢・Ⅷe1SX01②・C5西ベルト・包含層2a層中13
29-2-6撚糸文（R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01②・C5西ベルト・包含層2a層中6

29-2-5隆線文深鉢・Ⅶ?SX01②・C5西ベルト・包含層2a層中7

第４３図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層２a層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

29-3-7縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中729-3-1 環状把手の基部深鉢･ⅦaSX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中1

29-3-8縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中829-3-2縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中2

29-3-9
方形区画文/縄文（LRL-0段多条）、隆
線文＋2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中929-3-3縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中3

29-3-10縄文(LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中1029-3-4縄文（RL）深鉢･Ⅶc2SX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中4

29-3-11沈線文深鉢･ⅧSX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中1129-3-5縄文（LRｒ）深鉢･Ⅶc2SX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中5

29-3-6
方形区画文/縄文（LR）、沈線文、外
面：炭化物付着

深鉢・ⅦbSX01②・C5西ベルト・包含層2b́ 層中6

第４４図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層２b́ 層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

29-4-4
環状把手、渦巻文/縄文(LR）、隆
線文＋2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②･C5西ベルト･包含層2c層上面5

30-1-1
6単位山形状小突起、方形区画文/
縄文（RL-一部羽状）、隆線文＋2
個1対の刻目文、沈線文

深鉢・Ⅶb

SX01②･C5西ベルト･包含層2c層上面、
C5西ベルト・包含層2b́ 層中、B4北ベ
ルト・包含層2b́ 層中、C5区・包含層
2b層中、B5区・包含層2層下部、C4区・
包含層2b́ 層上面、C4北ベルト・包含層
2b①層上部、C5西ベルト・包含層2a層
中

1 29-4-5
方形区画文/縄文(RLR）、沈線文、
内外面：炭化物による喫水線

深鉢・ⅦbSX01②･C5西ベルト･包含層2c層上面6

29-4-6
方形区画文/縄文(LR）、隆線文、
沈線文

深鉢・ⅦbSX01②･C5西ベルト･包含層2c層上面7

29-4-7
縄文(RLR-多条）、隆線文、刺突文、
沈線文

深鉢・Ⅷc1?
SX01②･C5西ベルト･包含層2c層上面、
C5区・包含層2b́ 層中・包含層2b～2c
層上面

8a～e

29-4-1
環状把手基部、縄文(LR）、隆線文、
沈線文

深鉢・ⅦaSX01②･C5西ベルト･包含層2c層上面2

29-4-2縄文(RLR)、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶa?SX01②･C5西ベルト･包含層2c層上面3

29-4-3縄文(RL）、沈線文深鉢・ⅦSX01②･C5西ベルト･包含層2c層上面4

第４５図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層２c層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

30-2-1撚糸文（LR）、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅶc2
SX01②･C5西ベルト･包含層2c層中・
包含層2c層上面

2a～e30-3-1

方形区画文/縄文(LRｒ)、隆線文＋2
個1対の刻目文、沈線文、内面：炭
化物付着、外面：環状に炭化物付着、
網代（1本越2本潜、2本越2本潜）底。
（ISK-4）

深鉢・Ⅶb

SX01②･C５西ベルト・包含層2c層中・
包含層2b́ 層中、C4西ベルト･包含層
2b②層中、C4北ベルト･包含層2b́
層中・包含層2b②層中・包含層2b①層
上面、B4北ベルト包含層2b́ 層中・包
含層2b́ 層中～2b②層中、C5区･包
含層2b́ 層中

1

第４６図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層２c層中出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

31-1-12
縄文（LRL）、沈線文、内外面：炭化物
吸着

深鉢・ⅧｂSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中1131-1-1
方形区画文/縄文（RL－一部羽状）、隆
線文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中1

31-1-8刺突文深鉢・ⅧSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中1231-1-2縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶa?SX01②･C5西ベルト･包含層2c層中2

31-1-13刺突文、縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中13
31-1-3

方形区画文？/縄文（RL）、隆線文、沈
線文

深鉢・ⅦbSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中3
31-1-14刺突文、縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅷｂ？SX01②･C5西ベルト･包含層2c層中14

31-1-15沈線文深鉢・ⅧSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中1531-1-6渦巻文/撚糸文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中4

31-1-17無文深鉢・Ⅷ？SX01②･C5西ベルト･包含層2c層中1631-1-7縄文(LR）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中5

31-1-18無文深鉢・Ⅷ？SX01②･C5西ベルト･包含層2c層中1731-1-4方形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中6

31-1-16無文深鉢・Ⅷ？SX01②･C5西ベルト･包含層2c層中1831-1-5方形区画文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中7

31-1-19刺突文、縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中1931-1-9縄文（RL）→懸垂文深鉢・ⅦSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中8

31-1-20刺突文、縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中20
31-1-10

縄文（LR-0段多条）、内外面：炭化物
吸着

深鉢・ⅦSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中9
31-1-21撚糸文(LR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中21

31-1-11底面：網代底深鉢・ⅦSX01②･C5西ベルト･包含層2c層中10

第４７図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層２c層中出土土器（２）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

31-2-8無文深鉢・Ⅷe1
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

831-2-1
縄文（LR)、隆線文、沈線文、外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅶa
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

1

31-2-9縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷ
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

931-2-2縄文(LR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶb?
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

2

31-2-10撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷ
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

1031-2-3縄文(RL-0段4条）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・Ⅶb
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

3

31-2-11縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷ
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

1131-2-4縄文（LR）、隆線文、沈線文、刺突文深鉢・Ⅶa
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

4

31-2-12楕円形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｂ
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

1231-2-5撚糸文（LR）横回転・縦回転深鉢・Ⅶc2
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

5

31-2-13撚糸文（L?）、沈線文深鉢・Ⅷ
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

1331-2-6縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷe1
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

6

31-2-7縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷe1
SX01②･C5～6西ベルト･包含層2c
～ｄ層（黒色土層）中

7

第４８図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層２c～d層（黒色土層）中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

31-3-9底面：木葉底→ミガキ深鉢・ⅧSX01②・C5西ベルト･包含層2d層上面831-3-2縄文(LR）→沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5西ベルト･包含層2d層上面1a～d

31-3-1
縄文(RL）、内面：炭化物吸着、底面：
木葉底→ケズリ

深鉢・ⅧSX01②・C5西ベルト･包含層2d層上面9

31-3-3隆線文深鉢・ⅧSX01②・C5西ベルト･包含層2d層上面2

31-3-4
楕円形区画文/縄文(LR）、沈線文、
ヒレ状隆線文

深鉢・ⅧｂSX01②・C5西ベルト･包含層2d層上面3

31-3-5縄文(LRL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5西ベルト･包含層2d層上面4

31-3-10
縄文(LR）、外面：炭化物吸着、底面：
ミガキ

深鉢・Ⅷ
SX01②・C5西ベルト･包含層2d層上面、
B5区･包含層3層上面（1片）･包含層2層下
部、C5～C6区･包含層2c層中

10

31-3-6縄文(RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5西ベルト･包含層2d層上面5

31-3-7縄文(RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5西ベルト･包含層2d層上面6

31-3-8縄文(RLR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・C5西ベルト･包含層2d層上面7a,b

第４９図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層２d層上面出土土器
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32-1-8無文深鉢・ⅧeSX01②･C5西ベルト･包含層2d層中832-1-1沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②･C5西ベルト･包含層2d層中1a～ｃ

32-1-9縄文(RLR）深鉢・Ⅷe３SX01②･C5西ベルト･包含層2d層中932-1-2沈線文、刺突文、縄文(RL）深鉢・Ⅷa？SX01②･C5西ベルト･包含層2d層中2a,b

32-1-10縄文(LRL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･C5西ベルト･包含層2d層中1032-1-3沈線文、刺突文深鉢・Ⅷa？SX01②･C5西ベルト･包含層2d層中3

32-1-11縄文(LRL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･C5西ベルト･包含層2d層中1132-1-4環状把手②類、隆線文深鉢・Ⅷa？SX01②･C5西ベルト･包含層2d層中4

32-1-12縄文(RLR）、沈線文、内外面：炭化物付着深鉢・ⅧｃSX01②･C5西ベルト･包含層2d層中1232-1-5楕円形区画文、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②･C5西ベルト･包含層2d層中5

32-1-14縄文(RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･C5西ベルト･包含層2d層中1332-1-6縄文(LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ？SX01②･C5西ベルト･包含層2d層中6

32-1-13縄文(LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･C5西ベルト･包含層2d層中1432-1-7縄文(LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②･C5西ベルト･包含層2d層中7

第５０図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層２d層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

32-2-12縄文(RLR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面1232-2-1縄文（LRL）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面1

32-2-13縄文(RLR）、沈線文深鉢・Ⅷc?SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面1332-2-2縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面2

32-2-14
方形区画文/縄文（LR）、沈線文、ヒ
レ状隆線文

深鉢・Ⅷｃ1SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面14a,b
32-2-3楕円形区画文、刺突文、縄文(RLR）深鉢・ⅧbSX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面3a～ｃ

32-2-4沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面4

32-2-15縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面1532-2-5無文深鉢・ⅧeSX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面5

32-2-16縄文（RL-0段多条）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面1632-2-6無文深鉢・ⅧeSX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面6

32-2-17縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面1732-2-7縄文(RL）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面7

32-2-18縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面1832-2-8縄文(RLR）、沈線文深鉢・Ⅷa?SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面8

32-2-19縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面1932-2-9縄文、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面9

32-2-20縄文(RL）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅧｃSX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面2032-2-10波濤文？/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2？SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面10

32-2-21縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面2132-2-11沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上面11

第５１図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層３a層上面出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

32-2-23
縄文（LR-0段多条）、沈線文、内面：
炭化物付着

深鉢・Ⅷｃ
SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上
面、B4区･包含層3層上面、B4北ベル
ト･包含層2ｄ層中

2a,b32-2-22
渦巻状沈線文、縄文（LR）、内面：
炭化物付着

深鉢・Ⅷｄ
SX01②・C5西ベルト･包含層3a層上
面･包含層2ｄ層中

1

第５２図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層３a層上面（２）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

32-2-26縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅸb1SX01②・C5西ベルト･包含層3a層中332-2-24
環状把手③類、刺突文、沈線文、縄
文（RL）

深鉢・Ⅸb2SX01②・C5西ベルト･包含層3a層中1

32-2-27縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅸa2SX01②・C5西ベルト･包含層3a層中432-2-25
環状把手①類、ヒレ状隆線文、楕円
形区画文/縄文（LR）、沈線文

深鉢・Ⅸb1
SX01②・C5西ベルト･包含層3a層中・
包含層2d層中・包含層2d層上面

2a～d

第５３図　SX０１②南側遺物包含層・C５西ベルト・包含層３a層中出土土器
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（１２）SX０１②南側遺物包含層C５区出土土器（第５４～６１図）

　C５区は調査区の関係で、他のグリッド区の半分ほどの面積しか調査していない。包含層は２a・２b・

２b́ ・２c～d・３a層に分層された。このうち、２b層と３a層は水の影響を受けている。２b層は２b́ 層・

２c層の不整合面上に堆積している。出土土器には壷形土器が１点（包含層２b～２c層上面）あるほかは

すべて深鉢形土器である。

　①包含層２a層中出土土器（第５４図）

　１～４は口縁部がやや肥厚し、幅の狭い羽状縄文が施されている。

　②包含層２b層上面出土土器（第５５図１～１９）

　１～１９が包含層２b層上面出土の土器である。沈線・隆線によって文様が施されている。

　③包含層２b層中出土土器（第５５図２０～２９）

　２０～２９が包含層２b層中出土の土器である。水の影響を受けおり、出土状況は散漫である。

　④包含層２b～c層上面出土土器（第５６図）

　包含層２b層中から２c層上面にかけての土器である。水の影響を受けており、余り接合しない。

　⑤包含層２b́ 層中・２b́ 層下部出土土器（第５７・５８・５９図）

　第５７・５８図は包含層２b́ 層中から出土した土器である。第５７図１は口縁部が緩やかに外反し、平

縁に小突起が付されている。方形区画文が構成され、隆線・沈線によって文様が構成され、隆線上

には２個１対の斜位刻目文・ボタン状貼付文が付されている。２は底面に木葉の痕跡を残す土器であ

る。３は胴上部が緩やかに内湾する４単位の大波状口縁土器で、波頂部には大形の環状把手が作られ

ている。環状把手にはさらに橋状部が設けられている。文様は全体に大きな渦巻文と懸垂文が隆線

と沈線によって構成され、隆線上には２個１対の刻目文が配され、ボタン状貼付文が付されている。

第５８図１は山形状をなす波頂部が環状把手に整えられている。口縁部をめぐる隆線上には縦位２個１

対の刻目文が付されている。２は大型の環状把手破片である。橋状部を持ち、全体を隆線によって

装飾され、２個１対の刻目文が付されている。３は横走～斜行縄文が施される土器である。

　第５９図は包含層２b́ 層下部から出土した土器である。１は口縁部が緩やかに内湾し、縄文が施文

されている。２は方形区画文の胴部破片で隆線上には２個１対の刻目文が付されている。３は横走～

斜行縄文が施されている。４は横位沈線文以下に斜行縄文、５は縄文・沈線文が施されている。

　⑥包含層２c～d層（黒色土層）中出土土器（第６０図）

　１・２は半円状の区画内に刺突文を充填したものである。３～１７は隆線や沈線によって文様が構成

されている。底面に１８は網代、１９は木葉の圧痕を残している。

　⑦包含層３a層上面出土土器（第６１図１～３）

　１～３が包含層３a層上面出土土器である。１は楕円形区画文が施されている。３の底面には網代の

痕跡が残されている。

　⑧包含層３a層中出土土器（第６１図４～９）

　４～９が包含層３a層中出土土器である。４～９の口縁部には無文帯が設けられ、隆線や沈線によっ

て文様が構成されている。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

32-3-3羽状縄文（RL/LR）深鉢･ⅡdSX01②・C5区・包含層2a層中332-3-1羽状縄文（LR/RL）深鉢･ⅡdSX01②・C5区・包含層2a層中1

32-3-4羽状縄文（RL/LR）深鉢･ⅡdSX01②・C5区・包含層2a層中432-3-2羽状縄文（LR/RL）、外面：炭化物付着深鉢･ⅡdSX01②・C5区・包含層2a層中2

第５４図　SX０１②南側遺物包含層・C５区・包含層２a層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

32-3-19
方形区画文/縄文（RLR）、隆線文＋2個
1対の刻目文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b層上面15
32-3-5撚糸文（R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01②・C5区・包含層2b層上面1

32-3-6縄文（RLR）、小渦巻文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C5区・包含層2b層上面2

32-3-20縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C5区・包含層2b層上面1632-3-7環状把手、隆線文深鉢・ⅦaSX01②・C5区・包含層2b層上面3

32-3-21縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C5区・包含層2b層上面1732-3-8縄文（RL?)、隆線文外面：炭化物付着深鉢・ⅦaSX01②・C5区・包含層2b層上面4

32-3-22ヒレ状隆線文深鉢・ⅧSX01②・C5区・包含層2b層上面18
32-3-9縄文（RL)深鉢・Ⅶc2

SX01②・C5区・包含層2b層上面・
包含層2b́ 層下部

5
32-3-23底面：網代（1本越2本潜?）底、種実痕深鉢・ⅦSX01②・C5区・包含層2b層上面19

32-3-24無文深鉢・ⅦSX01②・C5区・包含層2b層中2032-3-10縄文（RL)深鉢・Ⅶc2SX01②・C5区・包含層2b層上面6

32-3-25方形区画文/縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b層中2132-3-11縄文（RLR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C5区・包含層2b層上面7

32-3-26方形区画文/縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b層中2232-3-12縄文（RLR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C5区・包含層2b層上面8

32-3-27
方形区画文/縄文（RLR）、隆線文、沈
線文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b層中2332-3-13
方形区画文/縄文（LR-0段多条）、隆線
文＋2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b層上面9

32-3-28隆線文＋連続する刻目文深鉢・ⅦSX01②・C5区・包含層2b層中24
32-3-14

方形区画文/縄文（RLR－0段多条）、沈
線文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b層上面10
32-3-29縄文、沈線文深鉢・ⅧcSX01②・C5区・包含層2b層中25

32-3-30縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｄSX01②・C5区・包含層2b層中2632-3-15縄文（LR)、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C5区・包含層2b層上面11

32-3-31縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧbSX01②・C5区・包含層2b層中2732-3-16方形区画文/隆線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b層上面12

32-3-32沈線文深鉢・Ⅷ?SX01②・C5区・包含層2b層中2832-3-17方形区画文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b層上面13a,b

32-3-33縄文（RL?）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5区・包含層2b層中2932-3-18方形区画文/隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b層上面14

第５５図　SX０１②南側遺物包含層・C５区・包含層２b層上面・２b層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

33-1-19
方形区画文/縄文（LR）、隆線文＋2
個1対の刻目文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面1933-1-1入組帯状文/櫛描文深鉢・Ⅱb
SX01②・C5区・包含層2b～c層上面、B5
区・包含層2層下部・包含層2層イカク

1a～d

33-1-20
方形区画文/縄文（RL）、隆線文＋2
個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面20
33-1-2縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②・C5区・包含層2b～c層上面2

33-1-3
縄文（LRL-直前段多条）、沈線文、
外面：炭化物付着

壷・Ⅳ?SX01②・C5区・包含層2b～c層上面3
33-1-21渦巻文/縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C5区・包含層2b～c層上面21

33-1-22方形区画文/縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面2233-1-4縦レンズ状文/沈線文深鉢・Ⅴｂ1SX01②・C5区・包含層2b～c層上面4

33-1-23縄文（LRL）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C5区・包含層2b～c層上面2333-1-5方形区画文/縄文（RLR）、隆線文＋刺突文深鉢・Ⅵ？SX01②・C5区・包含層2b～c層上面5a～e

33-1-24
方形区画文/縄文（RL）、隆線文＋2
個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面24a,b
33-1-6方形区画文/縄文（RLR）、隆線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面6

33-1-7縦走縄文（RL）→刺突文深鉢・Ⅵ？SX01②・C5区・包含層2b～c層上面7

33-1-25
縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・Ⅶa？SX01②・C5区・包含層2b～c層上面25
33-1-8縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面8

33-1-9縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面9

33-1-26撚糸文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②・C5区・包含層2b～c層上面26
33-1-10

方形区画文/縄文（LR）、隆線文＋刺
突文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面10

33-1-27
方形区画文/縄文（LR）、沈線文、外
面：炭化物付着

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面27
33-1-11無文深鉢・Ⅶa？SX01②・C5区・包含層2b～c層上面11

33-1-28
方形区画文/縄文（RLR）、隆線文＋
2個1対の刻目文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面28
33-1-12縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C5区・包含層2b～c層上面12

33-1-13縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C5区・包含層2b～c層上面13

33-1-29縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶa？SX01②・C5区・包含層2b～c層上面2933-1-14縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C5区・包含層2b～c層上面14

33-1-30方形区画文/縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面30
33-1-15

縄文（RLR）、隆線文＋2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・Ⅶa SX01②・C5区・包含層2b～c層上面15
33-1-31方形区画文/縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面31

33-1-32縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5区・包含層2b～c層上面3233-1-16方形区画文/縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面16

33-1-33底面：木葉底→ミガキ深鉢・ⅦSX01②・C5区・包含層2b～c層上面33
33-1-17

方形区画文/隆線文＋2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面17
33-1-34底面：木葉底深鉢・ⅦSX01②・C5区・包含層2b～c層上面34

33-1-18
方形区画文/縄文（RLR）、隆線文＋
2個1対の刻目文

深鉢・ⅦbSX01②・C5区・包含層2b～c層上面18a～c

第５６図　SX０１②南側遺物包含層・C５区・包含層２b～c層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

33-2-3
環状把手、渦巻文/縄文（RL）、ボタ
ン状貼付文、隆線文+2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・Ⅶa

SX01②・C5区･包含層2b́ 層中、C4
区･包含層2b́ 層上面･包含層2a層中
～2b́ 層上面・包含層2b②層中、B4区
･包含層2層イカク

3a,b

33-2-1
方形区画文/縄文（LR）、ボタン状貼
付文、隆線文2個1対の刻目文、沈線
文

深鉢・Ⅶb

SX01②･C5区･包含層2b́ 層中・包含層
2b́ 層上面・包含層2b́ 層下部、C4西
ベルト・包含層2b́ 層、C4区・包含層2
層中、C4北ベルト・2b①層中

1a～h

33-2-2
縄文（RL）、内外面：炭化物付着、
底面：木葉底

深鉢･Ⅶ　
SX01②･C5区・包含層2b́ 層中・2b́
層上面

2

第５７図　SX０１②南側遺物包含層・C５区・包含層２b́ 層中出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

34-1-3縄文（LR-0段多条)深鉢・Ⅶc2
SX01②･C5西ベルト･包含層2b́ 層中、
C5区･包含層2b́ 層中・包含層2a層中

3a～d

34-1-1
環状把手、隆線文＋2個1対の刻
目文、沈線文

深鉢・Ⅶa
SX01②･C5区･包含層2b́ 層上面・包含
層2b́ 層中

1a～d

34-1-2
環状把手、ボタン状貼付文、隆線
文＋2個1対の刻目文、

深鉢・Ⅶa
SX01②･C5区･包含層2b́ 層中、C4区・
包含層2b́ 層上面～2b́ 層上部

2

第５８図　SX０１②南側遺物包含層・C５区・包含層２b́ 層中出土土器（２）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

34-2-4
横位沈線文、縄文（RL）、外面:炭化
物付着

深鉢・ⅦSX01②･C5区･包含層2b́ 層下部434-2-1縄文（LR）深鉢・Ⅶc1
SX01②･C5区･包含層2b́ 層下部・2b́ 層
中、C4北ベルト・包含層2b①層中

1a～d

34-2-5縄文（RL）、沈線文、外面:炭化物付着深鉢・Ⅷ？SX01②･C5区･包含層2b́ 層下部534-2-2
方形区画文/縄文（RLR）、隆線文＋
2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②･C5区･包含層2b́ 層下部2a～d

34-2-3縄文（LR）深鉢・Ⅶ?
SX01②･C5区･包含層2b́ 層下部･包
含層2b́ 上面

3a,b

第５９図　SX０１②南側遺物包含層・C５区・包含層２b́ 層下部出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

34-3-9縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧcSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中1034-3-1弧状隆線文、刺突文深鉢・ⅧｃSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中1

34-3-10ヒレ状隆線文、縄文（LR）深鉢・ⅧｃSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中11
34-3-2

弧状沈線文、刺突文、縄文（RLR）、ヒ
レ状隆線文（内面）

深鉢・ⅧｂSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中2
34-3-15縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中12

34-3-16撚糸文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中1334-3-3隆線文深鉢・Ⅷｃ？SX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中3

34-3-11縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中1434-3-4刺突文　深鉢・ⅧaSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中4

34-3-13隆線文、刺突文、沈線文、縄文（RL）深鉢・ⅧｃSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中1534-3-5縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶｂ？SX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中5

34-3-14沈線文深鉢・ⅧSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中1634-3-6縄文（LRL）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中6

34-3-17縄文（RL)、沈線文深鉢・ⅧSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中1734-3-8縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中7a,b

34-3-18底面：網代（1本越1本潜）底→一部ケズリ深鉢・Ⅷ?SX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中1834-3-7沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中8a,b

34-3-19木葉底深鉢・Ⅷ?SX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中1934-3-12無文深鉢・ⅧeSX01②・C5区・包含層2c～ｄ層中9

第６０図　SX０１②南側遺物包含層・C５区・包含層２c～d層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

34-4-4隆線文、縄文（LR）深鉢・Ⅸa1SX01②･C5区･包含層3a層中5a～ｃ34-4-2

34-2-2
楕円形区画文/縄文（RL）、弧状隆線文、
刺突文、沈線文

深鉢・ⅧｂSX01②･C5区･包含層3a層上面1
34-4-5縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅸ④SX01②･C5区･包含層3a層中6a,b

34-4-6縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅸb3SX01②･C5区･包含層3a層中734-4-1縄文（RLR）深鉢・ⅧSX01②･C5区･包含層3a層上面2

34-4-7無文深鉢・Ⅸb5 SX01②･C5区･包含層3a層中834-4-9底面：網代（1本越1本潜）底深鉢・ⅧSX01②･C5区･包含層3a層上面3

34-4-8隆線文、縄文（RL）深鉢・Ⅸa1SX01②･C5区･包含層3a層中934-4-3無文深鉢・Ⅸb5SX01②･C5区･包含層3a層中4

第６１図　SX０１②南側遺物包含層・C５区・包含層３a層上面・３a層中出土土器
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（１３）A４北ベルト出土土器（第６３図）

　A４北ベルトでは旧河道SX０３B・０４が検出された。ともに砂礫層を主とし、旧河道SX０４堆積層は砂

礫層と未分解植物質を含む黒褐色土層とが互層状となっている。若干の土器が出土している。

　①旧河道SX０３B堆積層中出土土器（第６３図１～３）

　すべて深鉢形土器である。１は斜行縄文、２は細かで幅の狭い羽状縄文が施されている。３は摩滅

している。

　②旧河道SX０４堆積層中出土土器（第６３図４～６）

　すべて深鉢形土器である。４・５は斜行縄文・羽状縄文が施されている。６は幅の狭い羽状縄文が

施されている。

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

（１４）A４区出土土器（第６４・６５図）

　A４区では旧河道SX０３B・０４が検出された。旧河道SX０４中からはSX０５堰状遺構が検出された。

　①旧河道SX０３B堆積層中出土土器（第６４図１～６）

　深鉢形土器のほかに皿形土器（５）がある。１・２は口頸部が短く外反するもので頸部に沈線文が

施されている。３は口縁部が緩やかに内湾する。１・３は斜行縄文・羽状縄文、４はやや細かい斜行縄

文が施されている。４は平行沈線化した雲形文が施されている。６は内面に炭化物が付着している。

　②旧河道SX０４堆積層中出土土器（第６４図７・８）

　すべて深鉢形土器である。７は口縁部が内湾するもの、８は口頸部が短く外反するものである。

　③SX０５堰状遺構出土土器（第６５図）

　第６５図１～４が堆積層中、５が底面（Po．１・２）から出土した深鉢形土器である。１・２は口頸部が

短く外反するもので、頸部には沈線文や刻目文がめぐっている。３は沈線文・刻目文が施されている。

４は底部で、底面にはミガキが施されている。

　５は口頸部が短く外反する深鉢形土器で、胴部には幅の広い斜行縄文が施されている。胴上部に

は厚さ約３勺の炭化物が付着しており、年代測定の資料（ISK－６）とした。

1

6
2 3 54

A5 B5
9.00m

SX03B
SX03C

SX04＜A4 北ベルト＞

備考遺物取上げ層位土性土色番号

礫を含む。旧河道SX03B堆積層Sec.1層砂礫褐色（10YR4/6)1

細砂層。旧河道SX０４堆積層Sec.2層砂暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)2

有機質に富む。旧河道SX04堆積層Sec.3層砂質粘土黒褐色（10YR2/2)3

細砂層。旧河道SX０４堆積層Sec.4層砂暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)4

有機質に富む。旧河道SX04堆積層Sec.5層砂質粘土黒褐色（10YR2/2)5

角礫を多く含む。旧河道SX０４堆積層Sec.6層砂暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)6

第62図　A4北ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

35-1-4縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰa
旧河道SX04・A4北ベルト・堆積層
（Sec.2～6層）中

435-1-1縄文（RL）、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ
旧河道SX03B・A4北ベルト・堆積
層（Sec.1層）中

1

35-1-5羽状縄文（RL/LR）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ
旧河道SX04・A4北ベルト・堆積層
（Sec.2～6層）中

535-1-2羽状縄文（RL/LR）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅱ
旧河道SX03B・A4北ベルト・堆積
層（Sec.1層）中

2

35-1-6入組帯状文？/羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅱa
旧河道SX04・A4北ベルト・堆積層
（Sec.2～6層）中

635-1-3
ボタン状貼付文、円形竹管文、撚糸文
（R）、懸垂文/沈線文

深鉢・Ⅴｂ
2

旧河道SX03B・A4北ベルト・堆積
層（Sec.1層）中

3

第６３図旧河道SX０３B・０４・　A４北ベルト・堆積層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

35-2-6雲形文/沈線文・縄文（LR）、刻目文皿・Ⅰ旧河道SX03B・A4区・堆積層中535-2-2縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰc旧河道SX03B・A4区・堆積層中1

35-2-7内外面：炭化物付着、底面：ケズリ→ミガキ深鉢・Ⅰ？旧河道SX03B・A4区・堆積層中635-2-3沈線文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰb旧河道SX03B・A4区・堆積層中2

35-2-8縄文（RL）深鉢・Ⅰe旧河道SX04・A4区・堆積層中735-2-4羽状縄文（RL/LR）、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe旧河道SX03B・A4区・堆積層中3

35-2-9縄文（RL）、沈線文、刻目文、11と同一個体深鉢・Ⅰa旧河道SX04・A4区・堆積層中835-2-5縄文（LR）深鉢・Ⅱ？旧河道SX03B・A4区・堆積層中4

第６４図　旧河道SX０３B・０４・A４区・堆積層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

35-2-13縄文（RL）：外面：炭化物付着深鉢・ⅠSX05堰状遺構・A4区・堆積層中435-2-11
縄文（LR＋Rl附加条）、沈線文、外面：
炭化物付着

深鉢・ⅠbSX05堰状遺構・A4区・堆積層中1

35-2-1
縄文（LR）、内面：ケズリ、ミガキ、外
面：炭化物付着。（ISK-6）

深鉢・ⅠbSX05堰状遺構・A4区・底面(Po.1、2）5
35-2-12縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅠbSX05堰状遺構・A4区・堆積層中2

35-2-10
縄文（LR）、平行沈線文、刻目文、8と同
一個体

深鉢・ⅠaSX05堰状遺構・A4区・堆積層中3

第６５図　SX０５堰状遺構・A４区・堆積層中・底面出土土器

土性土色番号

シルト黒色(2.5Ｙ2/1)1

未分解植物質に富む。トチノキ・クルミを含む備考

砂礫暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)2

未分解植物質を含む備考

SX05堰状遺構平面図・断面図

６１
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0 1m



（１５）B４北ベルト出土土器（第６７～７０図）

　B４北ベルトでは概ね西側が旧河道SX０３・２６・２７堆積層、東側がSX０１②南側遺物包含層からなる

（第６６図）。旧河道堆積層は砂礫層を主とする。若干の土器が出土しているが、いずれも断片的な資料

である。SX０１②南側遺物包含層は包含層１層・２a層・２b①層・２b②層・２b́ 層・２c層・２d層に分層

された。このうち、包含層１層は旧河道SX０３堆積層と同じである。２b①層と２b②層は水の影響を受

けた層で、特に２b②層の水成堆積の砂礫層である。２b́ 層から２d層にかけては安定した陸成の遺物

包含層で、多くの土器や炭化物を含んでいる。土器はすべて深鉢形土器である。

　①旧河道SX０３C堆積層中出土土器（第６７図１～４）

　　１は横位の磨消縄文、３は２個１対の刻目文が施された隆線文が付されている。

　②旧河道SX２６堆積層中出土土器（第６７図５～２１）

　すべて断片的な資料であるが、１１はC４西ベルト包含層２b②層上面に同一個体が認められた。５は

幅の短い羽状縄文やや斜め向きに施されている。７は単節と複節縄文が縦位羽状に施文されている。

６・８～１０は縄文が施されている。１１は山形状の突起の下に隅丸長方形を基調とする文様意匠が隆線

文によって構成され、ボタン状貼付文、縦位の２個１対の刻目文が施されている。縄文の種類はLRr

である。他の土器は隆線や沈線によって、文様が構成されている。

　③旧河道SX２７堆積層中出土土器（第６７図２２～２３）

　２点出土している。２２は口縁部に幅の広い無文帯を設けたものである。２３は波濤文の一部と見

られる。ともに深鉢形土器である。

　④包含層１層（旧河道SX０３堆積層）中出土土器（第６８図１～４）

　１～３は幅の広い羽状縄文土器が施されている。４は口縁部に幅の狭い無文帯が設けられている。

　⑤包含層２a層中出土土器（第６８図５）

　やや幅の狭い羽状縄文が施されている。

　⑥包含層２b層中出土土器（第６８図６～８）

　６～８は隆線や沈線によって文様意匠が構成されている。６の地文にはごく細い撚糸文が用いられ

ている。７の隆線上には２個１対の刻目文が施されている。

　⑦包含層２b́ 層中出土土器（第６８図９～２２）

　９～１８は隆線や沈線によって文様意匠が構成されている。９～１１の隆線上には２個１対の刻目文が

施されている。１９・２０の口縁部には幅の広い無文帯が設けられている。２１・２２の底面には網代の

痕跡が残されている。

　⑧包含層２c層上面出土土器（第６９図１・２）

　１は異地区異層位間で接合している。胴部に縦位の櫛描文が施されている。底面は粘土が積み増

されており、二重に網代の痕跡を残している。２は口縁部が横回転、胴部が縦回転による縄文が施

文されている。

　⑨包含層２c層中出土土器（第６９図３～６）

　３～６は隆線や沈線によって文様意匠が構成されている。３は山形状の突起である。

６２



　⑩包含層２d層上面出土土器（第６９図７～１０）

　７～１０は隆線や沈線によって文様意匠が構成されている。９は口縁部の無文帯に刺突文が施され

ている。

　⑪包含層２d層中出土土器（第６９図１１～２７）

　１１～２７は隆線や沈線によって文様意匠が構成されている。１１は４単位の大波状口縁部を持つ小型

の深鉢形土器である。波頂部には器内外にヒレ状隆線文が付され、口縁下には刺突文がめぐってい

る。内湾する口縁部にはヒレ状隆線文と組む大きな渦巻文が配されている。このほか、１９・２０にヒ

レ状隆線文が施されている。２３は橋状把手の一部である。２６・２７の底面は丁寧にミガキが施され

ている。

　⑫包含層３a層上面出土土器（第７０図１～７）

　１は口縁部が緩やかに外反する深鉢形土器である。口縁部には幅の広い無文帯が設けられている。

２単位の半円形文が配されている。下描沈線文の痕跡を残しており、下描沈線文→充填縄文→沈線

文の引き直しとミガキ調整の手順となっている。縄文は細いものと太いものが２種使われている。

器内外に顕著な炭化物の付着は認められないものの、器内面口縁下２２cmに土器の色変わりの箇所

があり、使用時の「喫水線」（小林　２００３）に相当するものと考えられる。

　２は無文帯が緩い曲線状に展開し、縄文帯は口縁部では横位波濤状となっている。３・４も無文帯

が緩い曲線状に展開し、縄文帯は横位波濤文の一部となっている。５も同様の文様を隆線と沈線に

よって作り出している。６は０段多条の複節縄文が施された胴部、７は丁寧なミガキの施された底部

である。器形はいずれも口縁部が緩やかに外反するものと考えられる。
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備考遺物取上げ層位土性土色番号

細砂～微砂を含む。旧河道SX03B堆積層Sec.1層砂質シルト黒色(5Y2/1)1

砂～礫を含む。旧河道SX03B堆積層Sec.2層砂礫暗オリーブ色（5Y4/4)2

砂～礫を含む。旧河道SX03B堆積層Sec.3層砂質シルト黒色(5Y2/1)3

砂～礫を含む。旧河道SX03B堆積層Sec.4層砂礫暗オリーブ色（5Y4/3)4

小角礫を含む。旧河道SX03C堆積層Sec.5層砂礫オリーブ黒色(5Y3/2)5

グライ化した小礫を含む。旧河道SX26堆積層Sec.6層砂質粘土黒色(5Y2/1)6

黄褐色礫を含む。旧河道SX26堆積層Sec.7層砂質シルトオリーブ黒色(5Y3/2)7

角礫を含む。旧河道SX27堆積層Sec.8層砂礫灰オリーブ色(5Y4/2)8

角礫を含む。旧河道SX27堆積層Sec.9層砂礫オリーブ黒色(5Y3/2)9

炭化物・骨片を含む包含層2a層シルト黒色（10YR1.7/1)10

炭化物を含む包含層2ｂ①層砂質シルト暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)11

炭化物を含む包含層2ｂ②層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/3)12

炭化物・こぶし大角礫を含む包含層2b́ 層シルト黒褐色（10YR3/2)13

炭化物を多く含む包含層2c層シルト黒色（10YR2/1)14

炭化物を多く含む包含層2d層シルト質粘土黒色（10YR1.7/1)15

炭化物を含む。ややグライ化包含層3a層粘土灰黄褐色(10YR4/2)16

無遺物層3b層粘土暗灰黄色(2.5Y4/2)17

角礫を多く含む。無遺物層粘土灰オリーブ色(7.5Y4/2)18

第６６図　B４～C４北ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

35-3-12縄文（LR）、隆線文深鉢・Ⅸa1
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層）中

1235-3-1縄文（LR）、沈線文壷・Ⅳ?
旧河道SX03C・B4北ベルト・堆積
層（Sec.5層）中

1

35-3-13縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層）中

1335-3-2縄文（LR）深鉢・Ⅶ?
旧河道SX03C・B4北ベルト・堆積
層（Sec.5層）中

2

35-3-14縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷ
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層）中

1435-3-3縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・Ⅶ
旧河道SX03C・B4北ベルト・堆積
層（Sec.5層）中

3

35-3-15縄文（RL）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・Ⅷｃ
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層）中

1535-3-4縄文（LR-0段多条）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶb？
旧河道SX03C・B4北ベルト・堆積
層（Sec.5層）中

4

35-3-18波濤文/沈線文深鉢・Ⅷｃ2
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層）中

1635-3-5羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱd
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.6層）イカク

5

35-3-17縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層）中

1735-3-6縄文（LR）深鉢・Ⅶc1？
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.6層）イカク

6

35-3-16縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層）中

1835-3-7羽状縄文（LR-0段多条/RLR）深鉢・Ⅲ
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.6層）中

7

35-3-19縄文（LR-0段多条）、沈線文深鉢・Ⅷｃ?
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層）中

1935-3-8縄文（LR）深鉢・Ⅶc2
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.6層）中

8

35-3-20縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層）中

2035-3-9縄文（RLR）深鉢・Ⅶc2
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.6層）中

9

35-3-21縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷ
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層）中

2135-3-10縄文（RL）深鉢・Ⅶ?
旧河道SX26･B4北ベルト・堆積層
（Sec.6層）中

10

35-3-22沈線文深鉢・Ⅷe1
旧河道SX27･B4北ベルト・堆積層
（Sec.8層）中

22

35-3-11
縄文（LRr）,ボタン状貼付文、隆線文
＋2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・Ⅵa
旧河道SX26・B4北ベルト・堆積層
（Sec.7層・Sec.6層）中、C4西ベル
ト・包含層2b②層上面

11a～

ｃ
35-3-23波濤文？/隆線文、櫛描文深鉢・Ⅸ②？

旧河道SX27･B4北ベルト・堆積層
（Sec.8層）中

23

第６７図　旧河道SX０３C・２６・２７・B４北ベルト・堆積層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

35-4-10
縄文（RLR）、隆線文+2個1対の刻目文、
沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中10a　
　～c35-4-2羽状縄文（LR/RL）、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ

SX01②・B4北ベルト・包含層1層
（旧河道SX03堆積層）中

1

35-4-11
縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻目文、
沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中1135-4-3羽状縄文（LR/RL）、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ
SX01②・B4北ベルト・包含層1層
（旧河道SX03堆積層）中

2

35-4-14縄文（RLR）、内面：炭化物付着深鉢・Ⅶc1SX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中12
35-4-1羽状縄文（RL/LR）、内外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ

SX01②・B4北ベルト・包含層1層
（旧河道SX03堆積層）中

3
35-4-12縄文（RL）深鉢・Ⅶc2SX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中13

35-4-13撚糸文、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中14
35-4-4撚糸文（R）、沈線文深鉢・Ⅶb?

SX01②・B4北ベルト・包含層1層
（旧河道SX03堆積層）中

4
35-4-15縄文（LR-0段多条）、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中15

35-4-16縄文（LR）、隆線文深鉢・Ⅶ？SX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中16
35-4-5羽状縄文（RL/LR）、内面：炭化物付着深鉢・Ⅱｄ？

SX01②・B4～C4北ベルト・包含層
2a層中

5a,b
35-4-18縄文（RLR）、刺突文、隆線文、沈線文深鉢･Ⅷa?SX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中17

35-4-17縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢･Ⅷa?SX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中1835-4-6撚糸文（R）→懸垂文深鉢・ⅤｂSX01②・B4北ベルト・包含層2b②層中6

35-4-20縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中19
35-4-7縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・Ⅶb

SX01②・B4～C4北ベルト・包含層
2b層中

7
35-4-21縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中20

35-4-22底面：網代底→ミガキ深鉢・Ⅶ～ⅧSX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中2135-4-8撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②・B4北ベルト・包含層2b②層中8

35-4-19底面：網代（1本越2本潜）底深鉢・Ⅶ～ⅧSX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中22
35-4-9

縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻目文、
沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・B4北ベルト・包含層2b́ 層中9

第６８図　SX０１②南側遺物包含層・B４北ベルト・包含層１層～２b́ 層中出土土器
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第６９図　SX０１②南側遺物包含層・B４北ベルト・包含層２c層上面～２d層中出土土器
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36-1-12楕円形区画文、縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B4北ベルト・包含層2d層中12

36-1-1
櫛歯状工具（11本）による縦位櫛描
文、底面：網代底→粘土貼付→ミガ
キ、

深鉢･Ⅶc2
SX01②・B4北ベルト・包含層2c層上
面・包含層2c層中、C3北ベルト・包
含層2d層中、C3区･包含層2a層中

1 36-1-13楕円形区画文/縄文(LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B4北ベルト・包含層2d層中13

36-1-15縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ？SX01②・B4北ベルト・包含層2d層中14

36-1-14楕円形区画文？/縄文(RL）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B4北ベルト・包含層2d層中15
36-1-2縄文（LR－横回転・縦回転）深鉢･Ⅶc1

SX01②・B4～C4北ベルト・包含層2c
層上面

2
36-1-16縄文(LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B4北ベルト・包含層2d層中16

36-1-17縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷe2SX01②・B4北ベルト・包含層2d層中1736-1-3山形状突起深鉢・ⅧｂSX01②・B4北ベルト・包含層2c層中3

36-1-18縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B4北ベルト・包含層2d層中1836-1-4縄文（RL）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅦbSX01②・B4北ベルト・包含層2c層中4

36-1-19ヒレ状隆線文深鉢・Ⅷｃ?SX01②・B4北ベルト・包含層2d層中1936-1-5縄文（RLR）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅶ?SX01②・B4北ベルト・包含層2c層中5

36-1-20楕円形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B4北ベルト・包含層2d層中2036-1-6縄文(LR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧSX01②・B4北ベルト・包含層2c層中6

36-1-21
楕円形区画文/縄文（LR）、沈線文、
刺突文

深鉢・ⅧｂSX01②・B4北ベルト・包含層2d層中21a～c
36-1-7外面：炭化物付着深鉢・ⅧSX01②・B4北ベルト・包含層2d層上面7

36-1-8縄文(RL）、沈線文深鉢・ⅧSX01②・B4北ベルト・包含層2d層上面8

36-1-22沈線文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅷe1SX01②・B4北ベルト・包含層2d層中22
36-1-9

縄文(RLR）、刺突文、内面：炭化物
付着

深鉢・Ⅷｃ？
SX01②・B4～C4北ベルト・包含層2d
層上面

9
36-1-23橋状把手深鉢・ⅧSX01②・B4北ベルト・包含層2d層中23

36-1-24楕円形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｂ?SX01②・B4北ベルト・包含層2d層中2436-1-10楕円形区画文/縄文、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B4北ベルト・包含層2d層上面10

36-1-25縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧｄSX01②・B4北ベルト・包含層2d層中25

36-1-11
緩い渦巻文/縄文（LR-0段多条）、刺
突文、ヒレ状隆線文、沈線文

深鉢･Ⅷa
SX01②・B4北ベルト・包含層2d層中・
包含層2d層上面、C5西ベルト・包含層
2d層中

11 36-1-26縄文（LR）、ミガキ、底面：ミガキ深鉢・ⅧSX01②・B4北ベルト・包含層2d層中26

36-1-27外面：炭化物付着、ミガキ深鉢・ⅧSX01②・B4北ベルト・包含層2d層中27
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36-2-2縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B4北ベルト・包含層3a層上面3

37-1-1
半円形文/縄文(LR-太細2種）、
沈線文、内面口縁下22ｃｍに
喫水線

深鉢・Ⅷe1

SX01②・B4北ベルト・包含層3a層上面、C4
区・包含層3層上面、C5西ベルト・包含層
3a層上面、B4北ベルト・包含層2d層中、C5
西ベルト･包含層2d層中、B5区・包含層2層
下部･包含層2④層上面・包含層2③層中、B4
区・包含層2③層中・包含層1c～e層中

1

36-2-3波濤文/縄文（LRL-0段多条)、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・B4北ベルト・包含層3a層上面4

36-2-4
波濤文/縄文（LR-0段多条）、隆線文、
沈線文

深鉢・Ⅷc2
SX01②・B4北ベルト・包含層3a層上
面･包含層2d層中・Sec.7層中

5a～c

36-2-5縄文（LRL-0段多条)深鉢・ⅧSX01②・BC4北ベルト・包含層3層上面6

36-2-6底面：ミガキ深鉢･Ⅷ
SX01②・B4～C4北ベルト･包含層3層
上面

736-2-1
波濤文/縄文（RLR）、沈線文、
内面：炭化物付着

深鉢・Ⅷｄ
SX01②･B4北ベルト・包含層3a層上面・2d
層中

2a～d

第７０図　SX０１②南側遺物包含層・B４北ベルト・包含層３a層上面出土土器

６７

0 10cm



（１６）SX０１②南側遺物包含層C４北ベルト出土土器（第７１～７７図）

　C４北ベルトはSX０１②南側遺物包含層からなる（第６６図）。SX０１②南側遺物包含層は包含層２a層・

２b①層・２b②層・２b́ 層・２c層・２d層に分層された。このうち、２b①層は水の影響を受けた砂質シ

ルト層で、２b②層は水成堆積の砂礫層である。２b②層は以下の層と不整合となっており、２b́ 層・２c

層を浸食して堆積している。２b́ 層から２d層にかけては安定した陸成の遺物包含層である。土器は

壷１点（第７２図１）のほかは、すべて深鉢形土器である。

　①包含層２a層中出土土器（第７１図１～４）

　１は口縁部が内湾し、地文に細かい縄文が施され、平行沈線文が配されている。２は幅の狭い羽状

縄文、３は貼瘤が付されている。４は摩滅している。

　②包含層２b①層上面出土土器（第７１図５～８）

　５・６の口縁部はわずかながら肥厚する。ともに幅の狭い羽状縄文が施されている。８は胴部に縦

位斜行縄文が施されている。７は摩滅している。

　③包含層２b①層中出土土器（第７１図９～２７）

　水の影響を受けた砂質シルト層出土土器で、あまり接合しない。９は横走縄文地に多条沈線文が

弧状に施されている。１０・１１は口縁部に隆線文がめぐっている。２１～２３は隆線上に２個１対の刻目文

が施されたものである。

　④包含層２b②層中出土土器（第７１図２８～３１）

　包含層２b②層は水成堆積の砂礫層で、いずれも断片的な出土状況である。隆線や沈線の施される

土器が出土している。

　⑤包含層２b層中出土土器（第７１図３２～４２）

　最初にサブトレンチにおいて、２b①・②層の分層を行わないで、取り上げた土器である。いずれ

も断片的な出土状況である。隆線や沈線の施される土器が出土している。

　⑥包含層２b́ 層中出土土器（第７２図１～７）

　１は胴上部に渦巻文が描かれる壷形土器である。２は口縁部が緩やかに内湾する波状口縁の深鉢

形土器で、方形区画文が配されている。隆線上には縦位２個１対の刻目文が施されている。方形区画

内は縄文部と無文部の面積比が１：１になるように文様が構成されている。３の口縁部には幅の広い

無文帯が設けられている。４は方形区画内に縄文が施されている。５・６は地文のみの土器である。７

の底面には木葉の圧痕が残されている。

　⑦包含層２b②層上面～２c層上面出土土器（第７２図８～１９）

　包含層２b②層によって攪乱された包含層２c層上面の土器である。いずれも断片的な出土状況で

あるが、隆線上に刺突を施したものがやや目立っている。

　⑧包含層２c層中出土土器（第７３・７４図）

　すべて深鉢形土器で隆線や沈線によって文様が施されている。１２～１３の隆線上には２個１対の刻

目文が加えられている。１４～１６は隆線に沿って刺突文が施されている。底面には網代と木葉の痕

跡を残すものの双方が認められる。第７４図４は胴下部の粘土剥落下に縄文が認められるもので、縄

６８



1

6

7

2 3

5

8
9 10

11

12 13 14 15
16

17
18

19

4

20

21
22

23

24 25

26a 26b
27a

27b

28

29

30
31

32

33
34

35

36

37 38 39 40 41 42

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

38-1-23
ボタン状貼付文、縄文（LR）、隆線
文＋2個1対の刻目文

深鉢・ⅥaSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中23
38-1-1縄文（LR）、平行沈線文深鉢・Ⅱ?SX01②・C4北ベルト・包含層2a層中1

38-1-2羽状縄文(RL/LR）深鉢・ⅡdSX01②・C4北ベルト・包含層2a層中2

38-1-24
縄文（LR）、懸垂隆線文、内面：炭
化物付着

深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中24
38-1-3平行沈線文、瘤付深鉢・ⅡaSX01②・C4北ベルト・包含層2a層中3

38-1-4縄文（RL？）、懸垂隆線文、摩滅深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2a層中4

38-1-25縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中2538-1-5羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層上面5

38-1-26縄文（LR）、内面：炭化物付着、同一個体深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中26a,b38-1-6羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層上面6

38-1-27
縄文（RL）、内外面：炭化物付着、
同一個体

深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中27a,b
38-1-8縄文（LR）、懸垂隆線文＋刻目文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層上面7

38-1-7縄文（RL）、内面：炭化物付着深鉢・Ⅶ？SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層上面8

38-1-28隆線文深鉢・Ⅶ？SX01②・C4北ベルト・包含層2b②層中2838-1-9縄文(LR）→多条沈線による渦巻文深鉢・Ⅳc1SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中9

38-1-29隆線文+刺突文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2b②層中2938-1-10縄文（RL）、隆線文、内面：炭化物付着深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中10

38-1-30撚糸文（LR）、沈線文、内面：炭化物付着深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2b②層中30
38-1-11

縄文（RL）、隆線文＋2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中11
38-1-31方形区画文/撚糸文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2b②層中31

38-1-32環状把手（ひねり）深鉢・Ⅶa?SX01②・C4北ベルト・包含層2b層中3238-1-12無文深鉢・Ⅶ？SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中12

38-1-33
縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C4北ベルト・包含層2b層中33
38-1-13縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中13

38-1-14縄文（L）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中14

38-1-34環状把手①類深鉢・ⅧaSX01②・C4北ベルト・包含層2b層中3438-1-15撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中15

38-1-35無文深鉢・Ⅶ？SX01②・C4北ベルト・包含層2b層中3538-1-16縄文（RL）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中16

38-1-36無文深鉢・Ⅷ？SX01②・C4北ベルト・包含層2b層中3638-1-17縄文（LR-0段4条）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中17

38-1-37縄文（RLR）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2b層中3738-1-18縄文（RLR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中18

38-1-38縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2b層中3838-1-19縄文（L）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中19

38-1-39縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2b層中3938-1-20縄文（RL）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中20

38-1-40縄文（RLR）沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2b層中40
38-1-21

縄文（LRr）、隆線文＋2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中21
38-1-41縄文（LR）、沈線文、内面：炭化物付着深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2b層中41

38-1-42縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2b層中4238-1-22隆線文＋2個1対の刻目文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2b①層中22

第７１図　SX０１②南側遺物包含層・C４北ベルト・包含層２a層中～２b層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

38-2-11撚糸文（LR）横回転・縦回転深鉢・Ⅶc2
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

1138-2-1縄文（LR）、渦巻文壷・Ⅴ？
SX01②・C4北ベルト・包含層2b́
層中

1

38-2-12縄文（LR）深鉢・Ⅶc2
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

1238-2-2
方形区画文/縄文（LRｒ）、隆線文＋2
個1対の刻目文、沈線文

深鉢・Ⅶb
SX01②・C4北ベルト・包含層2b́
層中・包含層2c層上面

2a,b

38-2-13縄文（?)、沈線文深鉢・Ⅶc2？
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

1338-2-3縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶb？
SX01②・C4北ベルト・包含層2b́
層中・包含層2b①層上部

3a,b

38-2-14縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb？
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

1438-2-5方形区画文/縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶb
SX01②・C4北ベルト・包含層2b́
層中

4

38-2-15縄文（RL）、沈線文、内面：炭化物付着深鉢・Ⅶb？
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

1538-2-4撚糸文（LR）深鉢・Ⅶc2
SX01②・C4北ベルト・包含層2b́
層中

5

38-2-16
縄文（LR-0段多条）、隆線文+2個1対の
刻目文、沈線文

深鉢・Ⅶb
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

1638-2-6縄文（RL-0段多条）深鉢・Ⅶc2
SX01②・C4北ベルト・包含層2b́
層中

6

38-2-17縄文（RL）、隆線文＋刺突文、沈線文深鉢・Ⅶ？
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

1738-2-7縄文（LR)、底面：木葉底→ミガキ深鉢・Ⅶ？
SX01②・C4北ベルト・包含層2b́
層中

7

38-2-18
方形区画文/縄文（LRｒ）、隆線文＋2
個1対の刻目文、沈線文

深鉢・Ⅶb
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

1838-2-8円形の盲孔深鉢・Ⅴ？
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

8

38-2-19縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶb?
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

1938-2-9
細い撚糸文（R）→幅の狭い斜行平行
沈線文→ミガキ

深鉢・Ⅵ？
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

9

38-2-10隆線文＋斜位の刻目文深鉢・Ⅶb
SX01②・C4北ベルト・包含層2b②
層～包含層2c層上面

10

第７２図　SX０１②南側遺物包含層・C４北ベルト・包含層２b́ 層中～２c層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

39-1-16撚糸文（LR）、隆線文、刺突文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中1639-1-1縄文（RLR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中1

39-1-17ヒレ状隆線文、隆線文深鉢・ⅧSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中1739-1-2縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中2

39-1-18隆線文深鉢・ⅧSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中1839-1-3縄文（RL）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中3

39-1-19縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中1939-1-4方形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中4

39-1-20縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中2039-1-5縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中5

39-1-21縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｄ?SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中21a,b39-1-6縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中6

39-1-22縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中2239-1-7縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中7

39-1-23縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中2339-1-8縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中8

39-1-24縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中2439-1-9縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中9

39-1-26縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中2539-1-10無文深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中10

39-1-25縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｂ？SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中2639-1-11縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中11

39-1-27縄文（LR）深鉢・Ⅶ～ⅧSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中2739-1-12隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中12

39-1-28撚糸文（LR）深鉢・Ⅶ？
SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中・
2b②層中

2839-1-13
縄文（LR）、隆線文+2個1対の刻目文、
沈線文、内面：炭化物付着

深鉢・Ⅶb
SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中、
C4西ベルト・包含層2b②層上面

13a～

d

39-1-29撚糸文（LR）深鉢・Ⅶ？SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中2939-1-14
楕円形区画文/縄文（RL)、隆線文、
沈線文、刺突文

深鉢・ⅧｂSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中
14a～

ｃ

39-1-30撚糸文（LR）深鉢・Ⅷ？SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中3039-1-15隆線文＋刺突文深鉢・ⅧｂSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中15

第７３図　SX０１②南側遺物包含層・C４北ベルト・包含層２c層中出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

39-1-33底面：網代底→ミガキ深鉢・Ⅶ
SX01②・C4北ベルト・包含層2c層中・
2b層中

339-1-31底面：網代底（3本越3本潜）深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中1

39-1-34
胴下部：粘土剥落下に縄文（LR）、
底面：ミガキ

深鉢・Ⅶ～ⅧSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中439-1-32
底面：木葉底→ミガキ、底部内側を
かさ上げ

深鉢・ⅦSX01②・C4北ベルト・包含層2c層中2

第７４図　SX０１②南側遺物包含層・C４北ベルト・包含層２c層中出土土器（２）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

39-2-3縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2c～d層中339-2-1縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4北ベルト・包含層2c～d層中1

39-2-4縄文（RL-0段多条）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層2c～d層中439-2-2無文深鉢・ⅧSX01②・C4北ベルト・包含層2c～d層中2

第７５図　SX０１②南側遺物包含層・C４北ベルト・包含層２c～d層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

39-2-7底面：網代底→ミガキ深鉢・ⅧSX01②・C4北ベルト・包含層2d層中339-2-5沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4北ベルト・包含層2d層中1

39-2-6底面：木葉痕？→ミガキ深鉢・ⅧSX01②・C4北ベルト・包含層2d層中2

第７６図　SX０１②南側遺物包含層・C４北ベルト・包含層２d層中出土土器
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文施文後に粘土を足していることがわかる資料である。

　⑨包含層２c～d層（黒色土層）中出土土器（第７５図）

　　２c・d層に分層しないで取り上げた土器である。１・２の口縁部には無文帯が設けられている。

　⑩包含層２d層中出土土器（第７６図）

　　１は口縁部に無文帯が設けられている。２・３の底面はミガキ調整が施されている。

　⑪包含層３a層上面出土土器（第７７図）

　１～２７は３a層上面から出土した土器である。２・３は波頂部に環状把手が配されている。把手の環

状部には刺突文が施されている。１は山形状をなす波状口縁土器である。波底部に楕円形区画文が

配され、波頂部には連弧状文が充てられている。４は山形状の小突起がある土器である。５・６は楕

円形区画文の一部である。横位波濤文の一部も散見される。２７は小型品で底面には木葉の圧痕が

残されている。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

39-3-14沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面1439-3-1楕円形区画文・連弧文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面1

39-3-15沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面1539-3-2環状把手③類、刺突文、縄文（LRL？）深鉢・ⅧaSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面2

39-3-16縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面1639-3-3環状把手③類、刺突文深鉢・ⅧaSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面3

39-3-17撚糸文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面1739-3-4山形状突起、縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面4

39-3-18縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面18
39-3-5

楕円形区画文/縄文（RLR）、隆線文、
刺突文、沈線文

深鉢・ⅧaSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面5
39-3-19縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面19

39-3-20下描沈線文→縄文（LR）→沈線文→磨消深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面20
39-3-6

楕円形区画文/縄文（LRL？）、隆線
文、刺突文、沈線文

深鉢・ⅧaSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面6
39-3-21縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面21

39-3-22
波濤文、縄文（RL）、沈線文、内面
にも沈線

深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面22
39-3-7横位波濤文/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面7

39-3-8波濤文、縄文（RLR）、沈線文
深鉢・Ⅷｃ
2？

SX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面8
39-3-23縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面23

39-3-24縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面2439-3-9縄文（LR）沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面9

39-3-25縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面2539-3-10沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面10

39-3-26縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面2639-3-11沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面11

39-3-27木葉底、外面：炭化物付着深鉢・ⅧSX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面2739-3-12沈線文、内面：炭化物付着深鉢・Ⅷe1SX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面12

39-3-13楕円形区画文？/沈線文深鉢・Ⅷｂ?SX01②・C4北ベルト・包含層3a層上面13

第７７図　SX０１②南側遺物包含層・C４北ベルト・包含層３a層上面出土土器
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（１７）B４西ベルト出土土器（第８０図）

　B４西ベルトでは、旧河道SX０２・０３・０４・０７・２２・２３・２４・２５が検出された。いずれの旧河道

も小角礫や粗砂に富む砂礫層と未分解植物質を含む有機質の黒色土層との互層状となっている。若干

の土器が出土しているが、このうち、旧河道SX０７の川べりでSX２１杭跡が確認された。また、最下層

の旧河道SX２５の堆積層には火山灰が堆積していた。この火山灰はやや灰色味を帯びた灰白色をして

おり、全体に砂質を帯びるものである。

　①旧河道SX０２堆積層中出土土器（第８０図１～３）

　１は口縁部がやや内湾する広口壷で、円形竹管による交互刺突文が施されている。２は口頸部が短

く外反するもので、１条の沈線文が施されている。３の胴部は幅の広い羽状縄文が施され、底部下端

に１条の沈線文がめぐっている。

　②旧河道SX０３A堆積層中出土土器（第８０図４～６）

　４・６は口頸部が短く外反するもので、１条の沈線文が施されている。５は口縁部が緩やかに内湾す

る。補修孔が穿たれている。６の胴部には幅の広い羽状縄文が施されている。

　③旧河道SX０２・０３A堆積層中出土土器（第８０図７～９）

　包含層１層（上部砂礫層）として、まとめて取り上げられた土器である。７・８は口頸部が短く外

反し、１条の沈線文が施されている。９には幅の広い羽状縄文が施されている。

　④旧河道SX０４堆積層中出土土器（第８０図１０～１５）

　１０～１２が旧河道SX０４A堆積層中、１３～１５が旧河道SX０４B堆積層中出土土器である。１０は口頸部

が短く外反し、１条の沈線文が施されている。１１・１２は底面にミガキ調整の施された土器である。１４

は平行沈線間に鎖状刺突文が施され、ボタン状貼付文が付されている。

　⑤旧河道SX０７堆積層中出土土器（第８０図１６・１７）

　１６・１７ともに小片である。１７は平行沈線間に鎖状刺突文が施されている。

　⑥SX２１杭跡断面確認時出土土器（第８０図１８・１９）

　１８・１９はSX２１杭跡の断面図作成の折に、旧河道SX０７から出土した土器である。１８は口縁部がわ

ずかに肥厚する土器で、幅の狭い羽状縄文が施されている。１９は入組帯状文と三叉文が施されてい

る。ごく細かい縄文と通常の節の大きさの縄文によって、羽状縄文が構成されている。

　木杭の詳細は木製品の項（第２４１図１）参照。
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備考遺物取上げ層位土性土色番号

旧河道SX02堆積層Sec.①層砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/6）1

木質・有機質を多く含む。旧河道SX03A堆積層Sec.②層粘土質シルト黒褐色（10YR2/2）2

5～30尺の礫を多く含む。旧河道SX03A堆積層Sec.③層砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/4）3

木質・有機質を多く含む。旧河道SX03B堆積層Sec.④層粘土質シルト黒褐色（10YR3/1）4

グライ化した小礫を多く含む。旧河道SX03B堆積層Sec.⑤層砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)5

灰オリーブ色の砂を含む。旧河道SX04A堆積層Sec.⑥層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)6

グライ化した礫を多く含む。旧河道SX04A堆積層Sec.⑦層砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)7

有機質を含む。旧河道SX04B堆積層Sec.⑦´層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)8

木質・有機質を含む。旧河道SX07堆積層Sec.15①層粘土質シルト黒褐色（10YR3/2)9

木質・有機質を多く含む。旧河道SX07堆積層Sec.15②層粘土質シルト黒色（10YR2/2)10

木質・有機質を多く含む。旧河道SX07堆積層Sec.15③層粘土質シルト黒褐色（10YR3/2)11

旧河道SX07堆積層Sec.15④層砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)12

グライ化した小礫を含む。旧河道SX23堆積層Sec.16層粘土質シルト暗褐色（10YR3/3)13

グライ化した小礫を含む。旧河道SX23堆積層Sec.17層砂礫オリーブ黒色（7.5Y3/1)14

大きな角礫を多く含む。旧河道SX23堆積層Sec.19層砂礫黄褐色（2.5Y5/6)15

旧河道SX24堆積層Sec.20層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)16

20cm程の角礫を含む。旧河道SX24堆積層Sec.21層砂礫灰オリーブ色（7.5Y4/2)17

旧河道SX24堆積層Sec.22層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)18

旧河道SX25堆積層Sec.23層砂礫暗オリーブ色（5Y4/3)19

火山灰の二次堆積層。旧河道SX25堆積層Sec.24層（火山灰）灰オリーブ色（7.5Y4/2)20

やや砂質を帯びる火山灰層。旧河道SX25堆積層Sec.25層(火山灰）灰白色（5Y7/1)21

5～20cmの角礫を多く含むSec.26層砂礫灰オリーブ色（2.5GY3/1)22

木質・腐植質に富むSec.27層粘土質シルト黒色（10YR1.7/1)23

小礫を多く含むSec.28層砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/4)24

20～30cm程のグライ化した角礫を含む無遺物層砂礫オリーブ黒色（7.5Y3/1)25

第７８図付表　B４西ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

40-1-8縄文（RL)、底面：ミガキ深鉢・Ⅰ
旧河道SX04A・B4～5西ベルト・堆積
層（Sec.⑦層）中

1140-1-1
縄文（LR）、円形竹管による交互刺突
文、沈線文

広口壷
旧河道SX02･B4西ベルト・堆積層
（Sec.①層)中

1

40-1-9底面：ミガキ深鉢・Ⅰ
旧河道SX04A・B4～5西ベルト・堆積
層（Sec.⑦層）中

1240-1-2縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰc
旧河道SX02･B4西ベルト・堆積層
（Sec.①層)中

2

40-1-11縄文（LR）深鉢・Ⅱd
旧河道SX04B･B4西ベルト･堆積層
（Sec.14層）中 

1340-1-3縄文（RL/LR）、沈線文、底面：ミガキ深鉢・Ⅰ
旧河道SX02･B4西ベルト・堆積層
（Sec.①層)中

3

40-1-10
ボタン状貼付文、縄文（LR）、鎖状
刺突文、沈線文

深鉢・Ⅵd
旧河道SX04B･B4西ベルト･堆積層
（Sec.14層）中 

1440-1-4沈線文深鉢・Ⅰb
旧河道SX03A･B4西ベルト・堆積層
（Sec.②層）中

4

40-1-12底面：木葉底→ケズリ深鉢・Ⅶ？
旧河道SX04B･B4西ベルト･堆積層
（Sec.14層）中 

1540-1-5羽状縄文（LR/RL-0段多条）、補修孔深鉢・Ⅰe
旧河道SX03A･B4西ベルト・堆積層
（Sec.②層）中

5

40-1-13縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅴb
旧河道SX07・B4西ベルト・堆積層
（Sec.15①層）中

1640-1-6羽状縄文（LR/RL）、沈線文深鉢・Ⅰc
旧河道SX03A･B4西ベルト・堆積層
（Sec.②層）中

6

40-1-14縄文(RL）、鎖状刺突文深鉢・Ⅵd
旧河道SX07・B4西ベルト・堆積層
（Sec.15①層）中

17縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅰb
旧河道02・03A・B4西ベルト・包含
層1層(上部砂礫層）中

7

40-1-15羽状縄文（LR/RL）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅱd
旧河道SX07・B4西ベルト・SX21杭
跡断面遺構確認

18縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰc
旧河道02・03A･B4西ベルト・包含層
1層(上部砂礫層）中

8

40-1-16
入組帯状文/沈線文、三叉文、羽状縄
文（RL/LR)

鉢・Ⅱ
旧河道SX07・B4西ベルト・SX22杭
跡断面遺構確認

19羽状縄文（LR/RL）､内外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ
旧河道02・03A･B4西ベルト・包含層
1層(上部砂礫層）中

9

40-1-7
羽状縄文（LR/RL）、沈線文、外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰc
旧河道SX04A・B4～5西ベルト・堆積
層（Sec.⑦層）中

10

第８０図　旧河道SX０２・０３・０４・０７・B４西ベルト・堆積層中・SX２１杭跡断面確認時出土土器
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（１８）B３～５区包含層１層（上部砂礫層）中出土土器（第８１・８２図）

　B３～B５区の包含層１層（上部砂礫層）中から出土した土器である。層の細別は行わずに、まとめて

取り上げている。B３～５区の上部砂礫層は旧河道SX０２・０３堆積層に相当する。いずれも断片的な出

土状況で、ほとんど接合もしない。第８１図１～第８２図１７までは、全体に炭化物の付着が顕著である。

胎土中に海綿状骨針の含まれるものも見られる。１８～３０はさらに小片で、摩滅したものも見られる。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

40-2-13縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1340-2-1縄文（RL）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰb
旧河道SX02・03･BC3～5区・包含
層1層（上部砂礫層）イカク

1

40-2-14縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1440-2-2
羽状縄文（RL/LR ）、沈線文、内外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰb
旧河道SX02・03･BC3～5区・包含
層1層（上部砂礫層）イカク

2

40-2-15
縄文（LR）、沈線文内面：炭化物付着、
海綿状骨針

深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1540-2-3縄文（LR）、沈線文外面：炭化物付着深鉢・Ⅰb
旧河道SX02・03･BC3～5区・包含
層1層（上部砂礫層）イカク

3

40-2-16縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1640-2-4
縄文（RL）、沈線文、刻目文、内面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

4

40-2-17
縄文（RL）、沈線文、外面：炭化物付
着

深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1740-2-5
縄文（RL）、沈線文、刻目文、内面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

5

40-2-18
縄文（RL）、沈線文、内外面：炭化物
付着

深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1840-2-6縄文（LR）、沈線文　深鉢・Ⅰb
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

6

40-2-19
縄文（RL）、沈線文、外面：炭化物付
着

深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1940-2-7
縄文（RL）、沈線文、刻目文、外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

7

40-2-21
羽状縄文（RL/LR ）、沈線文、内外面：
炭化物付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2040-2-8沈線文、刻目文深鉢・Ⅰa
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

8

40-2-22
縄文（LR）､沈線文、外面：炭化物付
着

深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2140-2-9
縄文（LR）、沈線文、刻目文、内外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰa
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

9

40-2-20
羽状縄文（RL/LR）､沈線文、内外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰb
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2240-2-10
縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付
着

深鉢・Ⅰb
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

10

40-2-23
羽状縄文（RL/LR）､沈線文、外面：炭
化物付着

深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2340-2-11
縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付
着

深鉢・Ⅰb
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

11

40-2-12
縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付
着

深鉢・Ⅰb
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

12

第８１図　旧河道SX０２・０３・B３～５区・包含層１層（上部砂礫層）中出土土器（１）
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第８２図　旧河道SX０２・０３・B３～５区・包含層１層（上部砂礫層）中出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

40-2-39縄文（RL）深鉢・Ⅰ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1640-2-24縄文（RL）深鉢・Ⅰc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1

40-2-40縄文（RL）､外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1740-2-25平行沈線文、縄文（LR）深鉢・Ⅰb
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2

40-2-41瘤付、沈線文深鉢・Ⅱa
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1840-2-26平行沈線文深鉢・Ⅰb
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

3

40-2-42縄文（LR）､外面：炭化物付着  深鉢・Ⅱｄ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

1940-2-27平行沈線文深鉢・Ⅰ?
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

4

40-2-43羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅱｄ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2040-2-28刻目文深鉢・Ⅰ?
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

5

40-2-44羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱｄ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2140-2-29縄文（LR）、火ハジケ深鉢・Ⅰe?
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

6

40-2-47縄文（LR）､外面：炭化物付着  深鉢・Ⅱｄ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2240-2-30縄文（LR）深鉢・Ⅰa?
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

7

40-2-46羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱｄ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2340-2-31羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅰ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

8

40-2-45疑似縄文、刺突文（工具不明）深鉢・Ⅱ？
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2440-2-32羽状縄文（RL/LR）､外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

9

40-2-49櫛描による入組帯状文深鉢・Ⅱb
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2540-2-33羽状縄文（LR/RL）､外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

10

40-2-48縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶ?
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2640-2-34羽状縄文（RL/LR）、海綿状骨針深鉢・Ⅰ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

11

40-2-50
ボタン状貼付文、隆線文＋刻目文、摩
滅

深鉢・Ⅶ?
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2740-2-35羽状縄文（LL/LR+Lr附加条）深鉢・Ⅰ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

12

40-2-51撚糸文（R）、沈線文深鉢・Ⅶa
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2840-2-36羽状縄文（LR/RL）､外面：炭化物付着深鉢・Ⅰ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

13

40-2-52縄文（LR）、鎖状刺突文深鉢・Ⅵc
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

2940-2-37羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅰ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

14

40-2-53隆線文＋刻目文、摩滅深鉢・Ⅶ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

3040-2-38縄文（LR）深鉢・Ⅰ
旧河道SX02・03･B3～5区・包含層
1層（上部砂礫層）中

15
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（１９）SX０１②遺物包含層B４区出土土器（第８３～９５図）

　B４区ではSX０１②遺物包含層は包含層１層、２a層、２青礫層、２①層、２②層、２③層、２b層、２c層、

２d層に分層された。このうち、包含層１層は旧河道SX０３堆積層、包含層２青礫層は旧河道SX２６堆積層

に相当する。B４区は他に先行して調査したグリッド区であり、包含層２b層は分層しないで、まとめ

て調査している。

　①包含層１層（旧河道SX０３堆積層）中出土土器（第８３図１～９）

　１・２が包含層１層中、３～９が包含層１a層中出土土器である。包含層１b層中出土土器は小片のみで

図化できなかった。すべて深鉢形土器である。

　１～４は口頸部が短く外反するもので、口頸部には沈線文や刻目文が施されている。５は摩滅して

いる。６～９は地文のみの土器である。

　②包含層１層～２層上面出土土器（第８３図１０～２８）

　包含層１層は旧河道SX０３の堆積層であるため、包含層２層（黒色土層）を浸食して堆積しており、

包含層２層上面は不整合面となっている。１０～２８は包含層２層上面検出時に出土した土器である。

　１０は平行線化した雲形文が施された鉢形土器である。他はすべて深鉢形土器である。１１～１４は

口頸部が短く外反するもの、１５・１６は口縁部が内湾するものである。地文には幅の広い羽状縄文や

斜行縄文が用いられている。１７・１８はごく低い台を付けた底部である。１９～２４はやや厚手で幅の

狭い羽状縄文や斜行縄文が施されたものである。２０には補修孔が穿たれている。２５～２８は隆線や

沈線文によって文様の施された土器である。

　③包含層２層中出土土器（第８４図）

　第８４図はサブトレンチにおいて、包含層２層をまとめて調査した際に出土した土器である。すべ

て、深鉢形土器である。１～９・１１～１３は口縁部が緩く内湾するものである。１０・１４・１５がさらに沈

線文や貼瘤が付されている。１６・１７は櫛描による沈線文が描かれている。１９・２１～２６・３２～３５・

３８～３９・４１は沈線文によって文様が描かれている。２７・２８・３０・４０は隆線文が施されている。底

面には木葉の圧痕を残すもの（４２）がある。

　④包含層２a層中出土土器（第８５図）

　壷形土器１点（１５）のほかはすべて深鉢形土器である。１は口頸部が短く折れる器形で、口唇部に

は刻目文が施されている。２～１８は地文のみの施される土器である。地文には羽状縄文や斜行縄文

が用いられ、いずれも横回転を基調としている。口縁部は緩やかに内湾するもののほかに、緩やか

に外反するものも見られる。２０には格子状沈線文、２１には入組帯状文、２２には櫛描文が施されて

いる。２３・２４は弧状文が沈線によって描かれ、２５は縦回転による斜行縄文が施されている。

　⑤包含層２青礫層（旧河道SX２６堆積層）～２③層中出土土器（第８６図）

　包含層２a層の下では、包含層２b層を切る旧河道SX２６が確認された（第６６図参照）。グライ化した

小礫を多く含むことから、「青礫層」と名づけ、遺物を取り上げた。出土土器はいずれも断片的でま

とまるものはない。１は幅の広い羽状縄文土器で、胎土には海綿状骨針を含んでいる。７は口縁部に

無文帯を設け、横位の押圧縄文が施されている。そのほか多くは隆線文や沈線文で文様が構成され
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ている。

　旧河道SX２６の下には、さらに下部の黒色土層（包含層２c～d層）を攪乱する形で、グライ化した

小礫を含む黒色土層が認められた。これらを２①層～２③層として、攪乱を受けていない包含層２c

～d層と区別した。層中からは２８～４５の土器が出土した。いずれも断片的でほとんど接合しない。

　⑥包含層２b層上面出土土器（第８７図）

　１はやや幅の短い横位斜行縄文が施されている。２・３は多条沈線文によって文様が描かれている。

４は平行する弧線文内に鎖状刺突文が施されている。５は２個１対の刻目文を伴う隆線文が付されて

いる。すべて深鉢形土器である。

　⑦包含層２b層中出土土器（第８８・８９図）

　出土した土器はすべて深鉢形土器である。１は幅の広い横位斜行縄文で、胎土に海綿状骨針を含

んでいる。ベルトの包含層２b層中には見られない土器であり、攪乱部の除去が不十分であった可能

性が考えられる。２は平行沈線文に貼瘤が付され、３は入組帯状文が描かれている。４・５は幅の狭い

羽状縄文が施されている。６は山形状に櫛描文が配されている。８～１４は沈線文や刺突文によって

文様が形作られている。１５は異地区異層位から出土した破片とも接合している。山形状の小突起

にはボタン状貼付文が付され、２条の沈線によって弧線文が描かれ、その間に鎖状刺突文が充填さ

れている。１６～２０は地文の土器である。２１は口縁部に幅の広い無文帯を設け、頸部に隆線文を配

している。２２・２３は弧状の沈線文が描かれている。第８９図１～３は地文のみのものである。４・５は

口縁部に無文帯、６はヒレ状隆線文を持つものである。８～１６は包含層２b層から出土した底部資料

で、網代の圧痕を残すものが多い。

　⑧包含層２c層上面出土土器（第９０図）

　出土した土器はすべて深鉢形土器である。１～３は沈線文や鎖状刺突文が施されるものである。４

～１０は地文のみの施された土器で４・７・９は口縁部がほぼ直線的に外傾する。５・６は緩やかに内傾

している。１１は縄文施文後に弧状に隆線文を配し、縦位２個１対の刻目文を施している。

　⑨包含層２c層中出土土器（第９１図）

　１は平行沈線文に細かな刻目文が施され、胴部には櫛描文が配されている。２は幅の狭い羽状縄文

土器である。これらはベルトの包含層２c層中には見られない土器であり、攪乱部の除去が不十分で

あった可能性が考えられる。３～１７は隆線や沈線によって文様意匠が構成される土器である。地文

のみのものも見られ、縄文・撚糸文のほかに櫛描文（３）がある。すべて深鉢形土器である。

　⑩包含層２d層上面出土土器（第９２図）

　出土した土器はすべて深鉢形土器である。１は口縁部が緩やかに外反する器形で５単位の山形状

突起が付されている。口縁下には列点状に刺突文が施されている。やや片側に流れる方形区画文が

沈線文によって構成されている。器面には下描沈線文が認められ、下描沈線文、充填縄文、沈線文

の引き直しとミガキ調整の手順で文様は形作られている。

　２は山形状をなす４単位の大波状口縁で、波頂部下には縦位の楕円形区画文が配されている。無

文部が全体を入組み状に展開し、交点部分ではヒレ状隆線となっている。
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　３・４は口縁部がやや内湾する地文のみの施される土器である。５～１０は胴部で、ヒレ状隆線や沈

線によって文様が構成されている。

　⑪包含層２d層中出土土器（第９３図）

　出土した土器はすべて深鉢形土器である。１は口縁部が緩やかに外反する器形で平縁である。口縁

部には無文帯が設けられ、やや片側に流れる方形区画文が沈線文によって描かれている。

　２～８は隆線文や沈線文によって文様が構成されている。６はヒレ状隆線文、７は楕円形区画文の一

部と見られる。９はやや太い撚糸文（R）が縦走する胴部資料である。

　⑫包含層３層上面出土土器（第９４・９５図）

　出土した土器はすべて深鉢形土器である。第９４図１は胴上部がやや内湾して立ち上がり緩いS字状

に口縁部はわずかに外反する。口縁下には列点状に刺突文が施されている。２～５は口縁部に無文帯

が設けられたものである。３は波状縁、他は平縁である。６は胴部に横位波濤文が沈線文によって描か

れたものである。

　第９５図１～８は胴上部が緩やかに外反するものである。ヒレ状隆線や沈線によって文様意匠が構成

されている。９～１１は胴下部資料である。いずれも縦位斜行縄文が施されている１２～１５は胴下部から

底面にかけての資料である。胴下部はいずれもやや膨らみながら外傾して立ち上がる。底面はミガキ

やケズリが施されているものの、木葉や網代の圧痕をとどめている。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

41-1-15縄文（LR/RL＋Lr附加条結節付）深鉢・ⅠeSX01②・B4区・包含層1層～2層上面15
41-1-1

縄文（RL-1段4条）、沈線文、内外面：
炭化物付着

深鉢・ⅠcSX01②・B4区・包含層1層中1
41-1-16縄文（RL）深鉢・ⅠeSX01②・B4区・包含層1層～2層上面16

41-1-17台付深鉢・ⅡSX01②・B4区・包含層1層～2層上面1741-1-2縄文（RL）、沈線文、内面：炭化物付着深鉢・ⅠcSX01②・B4区・包含層1層中2

41-1-18縄文（RL）、台付深鉢・ⅡSX01②・B4区・包含層1層～2層上面1841-1-3縄文（LR）、平行沈線文、刻目文深鉢・ⅠaSX01②・B4区・包含層1a層中3

41-1-19羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層1層～2層上面1941-1-4羽状縄文（RL/LR）、沈線文、海綿状骨針深鉢・ⅠcSX01②・B4区・包含層1a層中4

41-1-20羽状縄文（LR/RL）、補修孔深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層1層～2層上面2041-1-5羽状縄文（LR/RL）、瘤付、沈線文、摩滅深鉢・ⅡaSX01②・B4区・包含層1a層中5

41-1-21縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層1層～2層上面2141-1-6縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層1a層中6

41-1-22羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層1層～2層上面2241-1-7羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層1a層中7

41-1-23縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層1層～2層上面2341-1-8羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層1a層中8

41-1-24縄文（RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層1層～2層上面2441-1-9縄文（LR）深鉢・Ⅶc2?SX01②・B4区・包含層1a層中9

41-1-25
ボタン状貼付文、縄文（LR）、懸垂
文/沈線文

深鉢・Ⅴb1?SX01②・B4区・包含層1層～2層上面2541-1-10
雲形文/縄文（LR）、2個1対の小突起、
沈線文

鉢・ⅠSX01②・B4区・包含層1層～2層上面10

41-1-26縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・B4区・包含層1層～2層上面2641-1-11沈線文深鉢・ⅠcSX01②・B4区・包含層1層～2層上面11

41-1-27縄文（LR）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層1層～2層上面2741-1-12縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅠcSX01②・B4区・包含層1層～2層上面12

41-1-28
縄文（LR）、懸垂隆線文＋刻目文、
沈線文

深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層1層～2層上面28
41-1-13縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰa?SX01②・B4区・包含層1層～2層上面13

41-1-14羽状縄文（LR/RL）、沈線文深鉢・Ⅰa?SX01②・B4区・包含層1層～2層上面14

第８３図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層１層中～２層上面出土土器
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41-2-23撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B4区・包含層2層中2341-2-1縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中1

41-2-24縄文（RL）→渦巻文？、沈線文深鉢・ⅤbSX01②・B4区・包含層2層中2441-2-2縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中2

41-2-25撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B4区・包含層2層中2541-2-3羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中3

41-2-26撚糸文（R）深鉢・ⅤｂSX01②・B4区・包含層2層中2641-2-4縄文（RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中4

41-2-27縄文（RL）、隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦaSX01②・B4区・包含層2層中2741-2-5縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中5

41-2-28方形区画文/縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・B4区・包含層2層中2841-2-6羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中6

41-2-29無文深鉢・Ⅶa?SX01②・B4区・包含層2層中2941-2-7縄文（RL-0段多条/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中7

41-2-30縄文（LR）、懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2層中3041-2-8縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中8

41-2-31櫛描文深鉢・Ⅶc2SX01②・B4区・包含層2層中3141-2-9羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中9

41-2-32縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶb？SX01②・B4区・包含層2層中3241-2-10羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱa?SX01②・B4区・包含層2層中10

41-2-33方形区画文、縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・B4区・包含層2層中3341-2-11羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中11

41-2-34縄文（LR）、凹線文深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2層中3441-2-12縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中12

41-2-35縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2層中3541-2-13無文深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2層中13

41-2-36撚糸文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・B4区・包含層2層中3641-2-14入組帯状文/羽状縄文（LR/RL）、瘤付深鉢・ⅡaSX01②・B4区・包含層2層中14

41-2-37縄文（RL）深鉢・Ⅶc2SX01②・B4区・包含層2層中3741-2-15羽状縄文（LR/RL）、沈線文深鉢・Ⅱa?SX01②・B4区・包含層2層中15

41-2-38楕円形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B4区・包含層2層中3841-2-16綾杉状櫛描文深鉢・Ⅱb?SX01②・B4区・包含層2層中16

41-2-39縄文（RL）沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B4区・包含層2層中3941-2-17入組帯状文/櫛描文深鉢・Ⅱb SX01②・B4区・包含層2層中17

41-2-40ヒレ状隆線文深鉢・ⅧSX01②・B4区・包含層2層中4041-2-18縄文（LR）深鉢・Ⅳ?SX01②・B4区・包含層2層中18

41-2-41縄文（RLR)、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B4区・包含層2層中41a,b41-2-19縄文（LR）、弧状沈線文深鉢・Ⅳd1SX01②・B4区・包含層2層中19a,b

41-2-42底面：木葉底深鉢・Ⅳ?SX01②・B4区・包含層2層中4241-2-20縄文（LR）深鉢・Ⅳc4SX01②・B4区・包含層2層中20

41-2-43縄文（LR）、底面：摩滅深鉢・Ⅷ?SX01②・B4区・包含層2層中4341-2-21縄文（LR）、多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②・B4区・包含層2層中21

41-2-22縄文（LR）→渦巻文、沈線文深鉢・ⅤbSX01②・B4区・包含層2層中22

第８４図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層２層中出土土器
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41-3-14縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中1441-3-1縄文（RL）深鉢・ⅠcSX01②・B4区・包含層2a層中1

41-3-15羽状縄文（LR/RL）壷・ⅡSX01②・B4区・包含層2a層中1541-3-2櫛描文深鉢・ⅡbSX01②・B4区・包含層2a層中2

41-3-16横走縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中1641-3-3羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中3

41-3-17縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中1741-3-4羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中4

41-3-18羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中1841-3-5縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中5

41-3-19羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中1941-3-6縄文（RL）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中6

41-3-20格子状沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅡcSX01②・B4区・包含層2a層中2041-3-7羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中7

41-3-21入組帯状文/縄文（LR）深鉢・Ⅱa?SX01②・B4区・包含層2a層中2141-3-8羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中8

41-3-22入組帯状文/櫛描文、外面：炭化物付着深鉢・ⅡbSX01②・B4区・包含層2a層中2241-3-10羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中9

41-3-23弧状文/縄文（LR）、短沈線文深鉢・ⅢｂSX01②・B4区・包含層2a層中2341-3-9羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中10

41-3-24撚糸文（R）→弧状文、沈線文深鉢・ⅤbSX01②・B4区・包含層2a層中2441-3-11縄文（RL）深鉢・ⅡdSX01②・B4区・包含層2a層中11

41-3-25縄文（RL）深鉢・Ⅶc1SX01②・B4区・包含層2a層中2541-3-12縄文（LR）深鉢・Ⅲc?SX01②・B4区・包含層2a層中12

41-3-13縄文（LR）深鉢・Ⅲc?SX01②・B4区・包含層2a層中13

第８５図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層２a層中出土土器
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42-1-23縄文（LR）深鉢・ⅧｃSX01②･B4区・包含層2青礫層中23
42-1-1

羽状縄文（LR/RL）、内面：炭化物吸着、
海綿状骨針

深鉢・ⅠSX01②・B4区・包含層2青礫層上面1
42-1-24縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②･B4区・包含層2青礫層中24

42-1-25縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･B4区・包含層2青礫層中2542-1-2縄文（LR）深鉢・ⅡSX01②･B4区・包含層2青礫層上面2

42-1-26縄文（RLR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧSX01②･B4区・包含層2青礫層中2642-1-3縄文（RL）深鉢・ⅡｄSX01②･B4区・包含層2青礫層上面3

42-1-27縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧSX01②･B4区・包含層2青礫層中2742-1-4無文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅴc1SX01②･B4区・包含層2青礫層上面4

42-1-29縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅳd2?SX01②･B4区・包含層2①層中2842-1-5縄文（RL）、隆線文深鉢・Ⅶa?SX01②･B4区・包含層2青礫層上面5

42-1-30縄文（LR）、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅳd2?SX01②･B4区・包含層2①層中2942-1-6外面：煤状炭化物吸着、木葉底（スレ痕）深鉢・Ⅳ？SX01②･B4区・包含層2青礫層上面6

42-1-31縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②･B4区・包含層2①層中3042-1-7縄文（LR）+押圧縄文（LR）深鉢・Ⅳｃ2SX01②･B4区・包含層2青礫層中7

42-1-32撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②･B4区・包含層2①層中31a,b42-1-8沈線文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅴb2?SX01②･B4区・包含層2青礫層中8

42-1-33縄文（LR）→沈線文、沈線文深鉢・Ⅴｂ2 SX01②･B4区・包含層2①層中3242-1-9撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②･B4区・包含層2青礫層中9

42-1-34縄文（LR）→渦巻文、沈線文深鉢・Ⅴｂ1SX01②･B4区・包含層2①層中3342-1-11撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②･B4区・包含層2青礫層中10

42-1-35縄文（RL)→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②･B4区・包含層2①層中3442-1-12櫛描文→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②･B4区・包含層2青礫層中11

42-1-36縄文（LR）、懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②･B4区・包含層2①層中3542-1-10撚糸文（R）→渦巻文、沈線文深鉢・ⅤbSX01②･B4区・包含層2青礫層中12

42-1-37縄文（RL）、隆線文深鉢・ⅦSX01②･B4区・包含層2①層中3642-1-13縄文（LR）→蕨手文、沈線文深鉢・ⅤｂSX01②･B4区・包含層2青礫層中13

42-1-38縄文（RL）、隆線文深鉢・ⅦSX01②･B4区・包含層2①層中3742-1-14円形の盲孔、撚糸文（R）、沈線文深鉢・Ⅴb2SX01②･B4区・包含層2青礫層中14

42-1-39縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②･B4区・包含層2①層中3842-1-15縄文（RL）、懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②･B4区・包含層2青礫層中15

42-1-40縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅵ？SX01②･B4区・包含層2①層中3942-1-16縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②･B4区・包含層2青礫層中16

42-1-28底面：木葉底→ミガキ深鉢・Ⅷ？SX01②･B4区・包含層2①層中4042-1-17縄文（LR-0段多条）→渦巻文、沈線文深鉢・ⅤbSX01②･B4区・包含層2青礫層中17

42-1-41縄文（RLR）深鉢・Ⅷe1SX01②･B4区・包含層2②層中4142-1-18縄文（LR）、外面：炭化物付着、ケズリ深鉢・Ⅴc2SX01②･B4区・包含層2青礫層中18

42-1-42縄文（RLR）、外面：炭化物吸着深鉢・ⅧSX01②･B4区・包含層2②層中4242-1-19縄文（RLR-0段多条）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅴc2SX01②･B4区・包含層2青礫層中19

42-1-43縄文（RL）、ヒレ状隆線文深鉢・ⅧSX01②･B4区・包含層2②層中4342-1-20隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦSX01②･B4区・包含層2青礫層中20

42-1-44縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧSX01②･B4区・包含層2②層中4442-1-21縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･B4区・包含層2青礫層中21

注口部の基部深鉢・ⅦaSX01②･B4区・包含層2③層中4542-1-22縄文（RLR）深鉢・ⅧSX01②･B4区・包含層2青礫層中22

第８６図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層２青礫層（旧河道SX２６堆積層）上面～包含層２③層中出土土器
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43-1-13縄文（RL-0段多条）、鎖状刺突文深鉢・ⅥcSX01②・B4区・包含層2b層中13a,b43-1-1縄文（LR）、海面状骨針深鉢・ⅠeSX01②・B4区・包含層2b層中1

43-1-14縄文（RL）、鎖状刺突文深鉢・ⅥcSX01②・B4区・包含層2b層中1443-1-2縄文（RL）、瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②・B4区・包含層2b層中2

43-1-15
ボタン状貼付文、弧線文/沈線文・鎖
状刺突文、縄文（LR）、外面：炭化
物付着

深鉢・Ⅵc

SX01②・B4区・包含層2b層中、B4
区・包含層2a層中、C4西ベルト・包
含層2b́ 層中、B4北ベルト・包含層
2b́ 層中、B5区・包含層2c層上面

15

43-1-3入組帯状文/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅱa?SX01②・B4区・包含層2b層中3

43-1-4羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B4区・包含層2b層中4

43-1-5弧状文/羽状縄文（LR/RL）、沈線文深鉢・Ⅲ?SX01②・B4区・包含層2b層中5

43-1-16細い撚糸文（R）深鉢・Ⅵe?SX01②・B4区・包含層2b層中16
43-1-6山形文/櫛描文深鉢・Ⅱ～Ⅶ

SX01②・B4区・包含層2b層中、B4西
ベルト・包含層2b②層上面

6a～c
43-1-17撚糸文（LR）深鉢・Ⅵe?SX01②・B4区・包含層2b層中17

43-1-18縄文（LR）深鉢・Ⅵe?SX01②・B4区・包含層2b層中1843-1-7無文深鉢・Ⅳc？SX01②・B4区・包含層2b層中7

43-1-19縄文（LR）+結節文深鉢・Ⅵe?SX01②・B4区・包含層2b層中1943-1-8縄文（RL）、懸垂文深鉢・Ⅴｂ1SX01②・B4区・包含層2b層中8

43-1-20撚糸文（R）、内面：炭化物付着深鉢・Ⅵe?SX01②・B4区・包含層2b層中2043-1-9円形の盲孔、鎖状刺突文深鉢・ⅥcSX01②・B4区・包含層2b層中9

43-1-21撚糸文（R）、隆線文深鉢・ⅦbSX01②・B4区・包含層2b層中2143-1-10盲孔、縄文（RL）、多条沈線文深鉢・Ⅳc1?SX01②・B4区・包含層2b層中10

43-1-22縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2b層中2243-1-11縄文（LR）、懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B4区・包含層2b層中11

43-1-23縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2b層中2343-1-12撚糸文（R）、懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B4区・包含層2b層中12

第８８図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層２b層中出土土器（１）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

42-2-4縄文（LR）、鎖状刺突文深鉢・ⅥcSX01②・B4区・包含層2b層上面442-2-1縄文（LR）、胎土：木質小片（炭化物）混入深鉢・Ⅱｄ?SX01②・B4区・包含層2b層上面1

42-2-5縄文（RLR）、隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦbSX01②・B4区・包含層2b層上面542-2-2縄文（LR）、多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②・B4区・包含層2b層上面2

42-2-3縄文（LR）、多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②・B4区・包含層2b層上面3

第８７図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層２b層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

43-1-34底面：ミガキ深鉢・Ⅷ？SX01②・B4区・包含層2b層中1143-1-24縄文（RLR）深鉢・Ⅵ？SX01②・B4区・包含層2b層中1

43-1-35
外面：煤状炭化物吸着、底面：網代
（2本越2本潜）底

深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2b層中12
43-1-25縄文（LR）深鉢・Ⅶ？SX01②・B4区・包含層2b層中2

43-1-26縄文（LR）深鉢・Ⅶ？SX01②・B4区・包含層2b層中3

43-1-36外面：煤状炭化物吸着、底面：木葉底深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2b層中1343-1-27楕円形区画文/撚糸文（R）、沈線文深鉢・ⅧaSX01②・B4区・包含層2b層中4

43-1-37
内面：炭化物吸着、底面：網代（1本
越2本潜?）底→ミガキ、底部：煤状炭
化物吸着

深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2b層中14

43-1-28撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B4区・包含層2b層中5

43-1-29
縄文（RL-0段多条）、ヒレ状隆線文、
沈線文

深鉢・ⅧｃSX01②・B4区・包含層2b層中6

43-1-38
底部：煤状炭化物吸着、底面：ケズリ
→粗いミガキ

深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2b層中15
43-1-30縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B4区・包含層2b層中7

43-1-31
縄文（RLR-0段多条）、底面：網代（1
本越2本潜）底

深鉢・Ⅶ？SX01②・B4区・包含層2b層中8

43-1-39
縄文（LR-0段多条）、内面：炭化物付着、
底面：環状に煤状炭化物吸着、網代（2
本越2本潜一部変則）底

深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2b層中1643-1-32外面：ミガキ、底面：木葉底+種実圧痕深鉢・Ⅶ？SX01②・B4区・包含層2b層中9

43-1-33底面：木葉底→ミガキ深鉢・Ⅷ？SX01②・B4区・包含層2b層中10

第８９図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層２b層中出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

44-1-7縄文（RLR-0段多条）深鉢・Ⅶc2SX01②・B4区・包含層2c層上面744-1-1縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴ？SX01②・B4区・包含層2c層上面1

44-1-8太い撚糸文（R）深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2c層上面844-1-2鎖状刺突文、沈線文深鉢・ⅥcSX01②・B4区・包含層2c層上面2

44-1-11
縄文（LR-0段多条）､内面：膜状に炭
化物付着､炭化物吸着

深鉢・Ⅶc2
SX01②・B4区・包含層2c層上面、C5
西ベルト・2b́ 層中、C5区・2b́ 層中

9
44-1-3沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②・B4区・包含層2c層上面3

44-1-4縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・B4区・包含層2c層上面4

44-1-9縄文（LR）深鉢・ⅦSX01②・B4区・包含層2c層上面1044-1-5縄文（LRL-0段多条）、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅷa？SX01②・B4区・包含層2c層上面5

44-1-10
縄文（LR）→下描沈線文→隆線文→2
個1対の刺突文、内面：炭化物吸着

深鉢・Ⅶa?
SX01②・B4区・包含層2c層上面、
C4西ベルト･包含層2b́ 層中・2b②
層上面

1144-1-6
縄文（RLR）、内面：炭化物吸着、底
部：環状に炭化物吸着、底面：網代
（1本越2本潜）底

深鉢・Ⅶc1
SX01②・B4区・包含層2c層上面・2d
層中、B3北ベルト・包含層2c層上面

6a,b

第９０図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層２c層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

45-1-6撚糸文（LR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B4区・包含層2d層上面5
45-1-1

5単位の山形状突起、刺突文、下描き
沈線文→縄文（RLR）→沈線文

深鉢・Ⅷｃ1
SX01②･B4区･包含層2d層上面・2d
層中・2c層中・2c層上面、C4西ベ
ルト・包含層2c層上面・2b②層中

1
45-1-7撚糸文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B4区・包含層2d層上面6

45-1-8縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B4区・包含層2d層上面745-1-2
楕円形区画文/縄文（RL）、ヒレ状隆線
文、沈線文

深鉢・ⅧｂSX01②・B4区・包含層2d層上面2

45-1-9縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｄSX01②・B4区・包含層2d層上面845-1-4縄文（LR）深鉢・Ⅷe3SX01②・B4区・包含層2d層上面3

45-1-10縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｄSX01②・B4区・包含層2d層上面945-1-5縄文（LR）深鉢・Ⅷe3SX01②・B4区・包含層2d層上面4

第９２図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層２d層上面出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

44-2-10縄文（LR）深鉢・Ⅴ?SX01②・B4区・包含層2c層中1044-2-1縄文（RL）、沈線文、刻目文、櫛描文(胴部）深鉢・ⅢSX01②・B4区・包含層2c層中1

44-2-11縄文（RL）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・Ⅷa？SX01②・B4区・包含層2c層中1144-2-2羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅢSX01②・B4区・包含層2c層中2

44-2-12隆線文＋刺突文深鉢・Ⅷ？SX01②・B4区・包含層2c層中1244-2-3櫛描文深鉢・Ⅲ？SX01②・B4区・包含層2c層中3

44-2-13楕円形区画文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B4区・包含層2c層中1344-2-4撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B4区・包含層2c層中4

44-2-14縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B4区・包含層2c層中1444-2-5縄文（LR）→沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B4区・包含層2c層中5

44-2-15ボタン状貼付文、縄文（LR）、Ｘ字状沈線文深鉢・Ⅵd?SX01②・B4区・包含層2c～2d層中1544-2-6縄文（LR）→弧状文深鉢・ⅤｂSX01②・B4区・包含層2c層中6

44-2-16縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧdSX01②・B4区・包含層2c～2d層中1644-2-7縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅴc2SX01②・B4区・包含層2c層中7

44-2-17波状縁、沈線文深鉢・ⅧbSX01②・B4区・包含層2c～2d層中1744-2-9撚糸文（R）深鉢・Ⅴc1SX01②・B4区・包含層2c層中8

44-2-8撚糸文（LR）深鉢・Ⅴc1SX01②・B4区・包含層2c層中9

第９１図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層２c層、２c～d層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

46-1-4沈線文深鉢・ⅧSX01②・B4区・包含層3層上面446-1-1刺突文、縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷa？SX01②・B4区・包含層3層上面1

46-1-5沈線文深鉢・ⅧSX01②・B4区・包含層3層上面546-1-2縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B4区・包含層3層上面2

46-1-6波濤文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷc2SX01②・B4区・包含層3層上面6a～d46-1-3波濤文/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・B4区・包含層3層上面3

第９４図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層３層上面出土土器（１）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

45-2-6ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧSX01②・B4区・包含層2d層中645-2-1方形区画文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ1
SX01②・B4区・包含層2d層中・2d
層上面・2c層上面・2b層中

1a～e

45-2-7楕円形区画文、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・B4区・包含層2d層中745-2-2楕円形区画文/隆線文＋刺突文深鉢・ⅧｂSX01②・B4区・包含層2d層中2

45-2-8縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｂ？SX01②・B4区・包含層2d層中845-2-3縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ？SX01②・B4区・包含層2d層中3

45-2-9撚糸文（R）深鉢・Ⅷ
SX01②・B4区・包含層2d層中・2d
層上面・2c層中・2c層上面

9
45-2-4縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ？SX01②・B4区・包含層2d層中4

45-2-5縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ？SX01②・B4区・包含層2d層中5

第９３図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層２d層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

46-1-16縄文（LR-0段多条）深鉢・Ⅷ
SX01②・B4区・包含層3層上面、C4
西ベルト・包含層2d層上面

10
46-1-7縄文（LR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧdSX01②・B4区・包含層3層上面1

46-1-8縄文（RLR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B4区・包含層3層上面2

46-1-17縄文（LR）深鉢・Ⅷ
SX01②・B4区・包含層3層上面、C4
西ベルト・包含層3層上面

11a,b
46-1-9縄文（LR-0段多条）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B4区・包含層3層上面3

46-1-10波濤文/縄文（RLR）、刺突文、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・B4区・包含層3層上面4

46-1-18底面：マメツ深鉢・ⅧSX01②・B4区・包含層3層上面1246-1-11縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B4区・包含層3層上面5

46-1-19底面：木葉底（?）→ミガキ深鉢・ⅧSX01②・B4区・包含層3層上面1346-1-12縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷd?SX01②・B4区・包含層3層上面6a,b

46-1-20底面：木葉底→ケズリ深鉢・ⅧSX01②・B4区・包含層3層上面1446-1-13縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷd?SX01②・B4区・包含層3層上面7

46-1-21
底面：縄文（LR）､網代底→ケズリ→
ミガキ

深鉢・Ⅷ
SX01②・B4区・包含層3層上面・
2d層中、C4西ベルト・包含層2d層
上面､B4北ベルト・包含層2b́ 層中

15
46-1-14波濤文?/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2?SX01②・B4区・包含層3層上面8

46-1-15縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧSX01②・B4区・包含層3層上面9

第９５図　SX０１②南側遺物包含層・B４区・包含層３層上面出土土器（２）
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（２０）SX０１②南側遺物包含層C４西ベルト出土土器（第９７～１１６図）

　C４西ベルトはSX０１②遺物包含層の中では最も遺物量が多く、概ね良好な状態で出土した。遺物包

含層は包含層１層、２a層、２b①層、２b②層、２b́ 層、２c層、２d層、３a層に分層された（第９６図）。こ

のうち、包含層１層は旧河道SX０３堆積層に相当する砂礫層である。C４西ベルトではわずかに認めら

れたのみで、図示できる土器はない。この水成堆積の砂礫層が包含層２a層と包含層２b́ 層の上面の

一部に直接堆積しており、これらの層の若干の攪乱要因となっている。包含層２b①層上面では土器が

押しつぶされた状態（巻頭写真２－１）で並んで検出された。この面は南の斜面下側で不整合面となっ

ており、B３区・B２西ベルトでは包含層２a②層上面が同一面であることが確認されている。包含層２b

①層と２b②層は水の影響を受けた層で、特に２b②層の水成堆積の砂礫層である。包含層２b́ 層から２

d層にかけては、多量の炭化物とともに多くの土器が折り重なるように出土している。包含層３a層上

面から継続的に廃棄された人為的な陸成の遺物包含層と見られる。包含層３a層は水の影響を受けた

灰黄褐色粘土層である。若干の土器が出土している。

　出土した土器は第９９図２の浅鉢形土器のほかは、すべて深鉢形土器である。

　①包含層２a層中出土土器（第９７図）

　１～１０は口縁部が緩やかに内湾する。いずれも幅の狭い羽状縄文ないしは斜行縄文が施されてい

る。１１・１２は貼瘤が付されている。１３は櫛描による入組帯状文が施されている。２は頸部が緩やか

にくびれ、口唇部には刻目文が施されている。頸部には平行沈線文が配されている。１５は口縁部が

緩やかに外反する。幅の広い無文帯が口縁部には設けられている。１６・１７は地文のみの土器である。

１８は隆線によって文様が施されている。

　②包含層２b①層上面出土土器（第９８・９９図）

　第９８図１・２、第９９図１・３は口縁部が緩やかに内湾する器形である。幅の狭い羽状縄文ないしは

斜行縄文が施されている。第９８図３～６は櫛描文、７は格子状沈線文が施されている。８は底面に低

い台が付されている。第９９図２は小型の浅鉢形土器である。底面はやや揚底風に調整が施されてい

る。

　③包含層２b①層中出土土器（第１００図）

　水の影響を受けた砂質シルト層からの出土土器である。１は口縁部が緩やかに内湾する器形であ

る。幅の狭い斜行縄文が施されている。２は貼瘤が付されている。３～２１は沈線や隆線によって文

様が構成される土器である。２２・２３は地文のみの土器である。２４には補修孔が穿たれている。２５

～２７が底部で、すべて網代の痕跡を残している。

　④包含層２b②層上面出土土器（第１０１図）

　包含層２b②層は水成堆積の砂礫層で、C４西ベルトの南側にのみ分布（第６６図）している。北側

では包含層２b́ 層上面に連続している。１・２は口縁部がわずかに内湾する器形である。縦位斜行を

基調とする縄文が施されている。３・４は緩やかに外反する器形で、縄文はやや横走気味の縦位斜行

縄文が施されている。５～１４は隆線や沈線によって文様が構成されている。このうち、５は環状把

手の基部である。１５は小型の土器の底部で、底面にはミガキ調整が施されている。１６は大型の土器
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の底部で、底面にはカシワの葉の痕跡を複数残している。１７はやや環状把手の一部で、環状部には

刺突文がめぐらされている。

　⑤包含層２b②層中出土土器（第１０２図）

　１は口縁部がわずかに内湾する器形である。縄文はやや横走気味の縦位斜行縄文が施されている。

縄文下には、ケズリの痕跡が明瞭に残されており、器面にケズリ調整を施した後、直接縄文を転が

している。２～４も地文のみの施される土器である。６は山形状の環状把手が付されている。７～１４

は隆線や沈線によって文様が構成されている。１５は胴下部に粗いケズリを施した後に、直接縄文を

転がし、底面及びその周縁に丁寧なミガキ調整を施したものである。

　⑥包含層２b́ 層中出土土器（第１０３～１０６図）

　包含層２b́ 層の南の低い側は水成堆積の砂礫層包含層２b②層によって浸食を受け、さらに包含

層１層の砂礫層にも浸食を受けている。第１０３図１は縄文地に多条沈線による弧状文が描かれている。

２は緩く内湾する口縁部の土器で、胴部には横走縄文が施され、口縁部の無文帯との境には押圧縄

文が施されている。３・４は隆線と沈線によって文様が構成されている。隆線上には２個１対の刻目文

が施されている。５・６は口縁部に列点状の刺突文が施される土器である。７～１０は口縁部が緩やか

に内湾する地文のみの土器である。

　第１０４図１は他地区の包含層１層と接合関係にある。頸部が緩やかに外反する器形である。幅の狭

い無文帯（磨消部）が懸垂文を構成し、その中及びその間に、大小の渦巻文を配するものである。

２・３は注口部と把手を組み合わせた土器である。口縁部は注口の位置で屈曲し、内傾している。と

もに隆線と沈線によって渦巻状の文様が構成され、隆線上には２個１対の刻目文が施されている。

　第１０５図１は口縁部が緩やかに外反する器形である。４単位の山形状突起が付され、隆線によって

方形区画文が施されている。隆線上には２個１対の刻目文が加えられている。方形区画内には、縄文

部と無文部の面積が概ね１：１になるように、沈線によって文様が描かれている。２は口縁の無文帯と

胴部の境に、隆線をめぐらせたものである。３は口縁部が緩やかに内湾する器形である。胎土には

ほぼ大きさの揃ったマメ科の種実痕が多数残されている。５はほぼ直線的に外傾する器形である。

縦位の櫛描文が施されている。

　第１０６図１は櫛描文、２～１１は隆線文や沈線文によって文様が施される土器である。隆線上に２個１

対の刻目文が施されるものもある。１３はLRr縄文、１４はごく細いR撚糸文が施されたものである。

１３～１６の底面はすべて網代底で、１本越２本潜によって編まれたものが最も多い。

　⑦包含層２c層上面出土土器（第１０７図）

　１は口縁部が緩やかに外反する器形である。口縁部に幅の狭い無文帯を設け、胴部には弧状文を

配している。２は横位の鎖状隆線、３は鍔様の隆帯がめぐらされている。４は口縁部が緩やかに内湾

し、横走縄文が施されている。５～１１は隆線や沈線によって文様が構成される土器である。５～７は

捻りのはいった環状把手である。列点状に刺突文が施されている。１２～１６は口縁部にやや幅の広

い無文帯を設け、沈線文をめぐらした土器である。１７・１８は沈線文が配されていない。２１～２４は隆

線や沈線の施された胴部である。
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　⑧包含層２c層中出土土器（第１０８図）

　１は鎖状隆線による方形区画文が施された土器である。２は胴部にケズリをかけた後に直接縄文

を転がしたものである。３は口縁部に幅の広い無文帯を設け、沈線文をめぐらせたもの、４は沈線文

がめぐらされないものである。５・６は隆線や沈線の施された胴部である。７の底面には木葉の圧痕

が残されている。

　⑨包含層２d層上面出土土器（第１０９図）

　１～４は隆線や沈線によって文様が施された口縁部の土器である。１は鍔状の隆帯がめぐり、鍔部

には円窓が作られている。５～９は平縁の土器で口縁部にはやや幅の広い無文帯が設けられている。

１０～１５は隆線や沈線によって文様が構成される胴部の土器である。１１にはヒレ状隆線文が付され

ている。１６の底面は丁寧にミガキ調整が施されている。

　⑩包含層２d層中出土土器（第１１０図）

　１・２は波状縁の土器である。１は口縁部が強く内湾し、口縁部の無文帯下には隆線文と列点状の刺

突文がめぐらされている。３～５は平縁の土器である。口縁部には幅の広い無文帯が設けられてい

る。６～１０は隆線や沈線によって文様が構成される胴部の土器である。６にはヒレ状隆線文が付さ

れている。

　⑪包含層２d層中～３a層上面出土土器（第１１１図）

　包含層３a層上面を検出する際に出土した土器である。１～５は波状縁、、６～８は平縁の土器である。

すべて口縁部には無文帯がめぐっている。９～１２は隆線や沈線によって文様が構成される胴部の土

器である。１１にはヒレ状隆線文が付されている。

　⑫包含層３a層上面出土土器（第１１２～１１５図）

　第１１２図１は口縁部が内湾する４単位の波状縁土器である。波頂部には捻りの施された環状把手が

配されている。波底部には山形状の小突起が付されている。内湾部には隆線と沈線によって楕円形

区画文が施されている。波底部の口縁には先丸円錐の棒状工具によって２段にわたり、列点状に刺

突を加えている。

　同図２は口縁部が外反する４単位の波状縁土器である。波頂部は肥厚する山形状の突起とし、波

底部にもやや小振りな山形状の突起を付している。波頂部下には円文を配し、全体に弧状文をめぐ

らせている。

　同図３は口縁部が緩やかに外反する平縁の土器である。下描沈線文がミガキ残されており、最初

に方形様の下描の後に、文様を沈線と隆線によって描出している。横位波濤文の無文帯と無文帯の

接する部位にはヒレ状隆線文が付されている。

　第１１３図１は口縁部が緩やかに外反する平縁の土器である。口縁部にはやや幅の広い無文帯が設

けられている。この土器も下描沈線文がミガキ残されており、下描の後に縄文が施文され、沈線文

が引き直されている。縄文には繊維束による多条結縛の結節文が施されている。

　同図２はやや胴張りした器形の土器である。胴上部には大きな円文が配されている。土器内面に

膜状に張り付く炭化物が残されており、年代測定の資料（ISK－１）とした。
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　第１１４図１は口縁部がやや内傾する土器である。口縁部には幅の広い沈線文をめぐらせている。２

～４は波状縁、６～１７は平縁の土器である。２は波頂部下に楕円形区画文を配している。４は口縁部

下に隆線文と列点状の刺突文がめぐっている。概ね口縁部には幅の広い無文帯がめぐっているが、

１７は幅の狭い無文帯となっている。

　第１１５図１～１１は隆線や沈線によって文様が構成される胴部の土器である。１にはヒレ状隆線文が

付されている。２は胴上部に大きな円文を配している。３は波濤文の一部である。１２は底部近くの

土器である。

　⑬包含層３a層中出土土器（第１１６図）

　１・２は平縁の土器である。１は口唇部が肥厚している。楕円形区画文の一部が施されている。３・４

は胴部で、３にはヒレ状隆線が付されている。水の影響を受けた粘土層からの出土で、いずれも器

面は荒れ、土器の色調は白っぽくなっている。
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＜C4西ベルト＞

備考遺物取上げ層位土性土色番号

細砂～微砂を含む。旧河道SX03堆積層包含層1層砂礫褐色(10YR4/6)1

炭化物・骨片を含む包含層2a層シルト黒色（10YR1.7/1)2

炭化物を含む包含層2ｂ①層砂質シルト暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)3

炭化物を含む包含層2ｂ②層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/3)4

炭化物・こぶし大角礫を含む包含層2b́ 層シルト黒褐色（10YR3/2)5

炭化物を多く含む包含層2c層シルト黒色（10YR2/1)6

炭化物を多く含む包含層2d層シルト質粘土黒色（10YR1.7/1)7

炭化物を含む。ややグライ化包含層3a層粘土灰黄褐色(10YR4/2)8

炭化物を若干含む。無遺物層　　　３b層粘土暗灰黄色(2.5Y4/2)9

角礫を多く含む。無遺物層　　　３c層粘土灰オリーブ色(7.5Y4/2)10

第９６図　SX０１②南側遺物包含層C４西ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

48-1-7入組帯状文/櫛描文深鉢・ⅡbSX01②・C4西ベルト・包含層2b①層上面548-1-3羽状縄文（RL/LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2b①層上面1a～d

48-1-8入組帯状文/櫛描文深鉢・ⅡbSX01②・C4西ベルト・包含層2b①層上面648-1-4羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2b①層上面2a～ｃ

48-1-9格子状沈線文深鉢・ⅡcSX01②・C4西ベルト・包含層2b①層上面748-1-5横位櫛描文深鉢・ⅡbSX01②・C4西ベルト・包含層2b①層上面3

48-1-10
内面：ケズリ→ナデ、外面：ケズ
リ→粗いミガキ、底面：台付、ケ
ズリ→ミガキ

深鉢・ⅡSX01②・C4西ベルト・包含層2b①層上面848-1-6入組帯状文/櫛描文深鉢・ⅡbSX01②・C4西ベルト・包含層2b①層上面4

第９８図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２b①層上面出土土器（１）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

47-1-10羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中1047-1-1羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中1

47-1-11入組帯状文/縄文（LR）、瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中1147-1-2縄文（RL）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中2

47-1-12羽状縄文（LR/RL）、瘤付、平行沈線文深鉢・ⅡaSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中1247-1-3縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中3

47-1-13入組帯状文/櫛描文深鉢・ⅡbSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中1347-1-4縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中4

47-1-14横位平行沈線文深鉢・Ⅲ？SX01②・C4西ベルト・包含層2a層中1447-1-5縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中5

47-1-15撚糸文(R）、沈線文深鉢・Ⅴb1?SX01②・C4西ベルト・包含層2a層中1547-1-6縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中6

47-1-16縄文(RLR）深鉢・Ⅴc1SX01②・C4西ベルト・包含層2a層中1647-1-7縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中7

47-1-17縄文（LR）深鉢・Ⅴc1SX01②・C4西ベルト・包含層2a層中1747-1-8羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中8

47-1-18縄文(RLR）、隆線文深鉢・ⅦaSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中1847-1-9羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C4西ベルト・包含層2a層中9

第９７図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２a層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

48-1-1
内面：ナデ、外面：ケズリ→粗いミガ
キ、底面：やや揚底

浅鉢・Ⅱa
SX01②・C4西ベルト・2b①層上面・
2b①層中・2a層中

2

47-2-1
羽状縄文（RL/LR）、底部近くに煤状の
炭化物付着

深鉢・Ⅱｄ
SX01②・C4西ベルト・包含層2b①
層上面・2a層中、B4区・包含層2b
層上面、C3区包含層2b①層中

1

48-1-2羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅱｄ
SX01・C4西ベルト・包含層2b①層
上面、B4区包含層2b層上面

3a～ｃ

第９９図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２b①層上面出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

48-2-14縄文（LR)、沈線文、補修孔深鉢・ⅥSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中14

48-2-1
縄文（LR）、胎土：種実、茎片等の
植物痕多数、外面：煮こぼれ顕著

深鉢・Ⅱｄ
SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層
中、B3区包含層２層中、B3北ベルト旧
河道SX０３A堆積層中・SX03C推積層

1a～

ｃ 48-2-15
縄文（LR)、隆線文、連続刺突文、
沈線文

深鉢・Ⅵ?SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中15

48-2-16撚糸文（R)、隆線文、連続刺突文深鉢・Ⅵ?SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中1648-2-2瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中2

48-2-17縄文（LRｒ）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中1748-2-3弧状沈線文深鉢・Ⅳ？SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中3

48-2-18縄文（LR-0段多条）深鉢・ⅦbSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中1848-2-4縄文（RL）→多条沈線文深鉢・Ⅳｃ１SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中4

48-2-19縄文（RL)、隆線文深鉢・ⅦbSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中1948-2-5凹線文深鉢・Vb1SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中5

48-2-20
縄文（RL)、懸垂状隆線文＋刻目文、
沈線文

深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中2048-2-5
縄文（LR）、沈線文（細かい半截竹
管状工具）

深鉢・Vb2SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中6

48-2-21
城門（LR)、懸垂状隆線文、刻目文、
沈線文

深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中21
48-2-7撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・VbSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中7

48-2-8櫛描文、沈線文深鉢・VbSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中8

48-2-22横縄文（LRー０段多条）深鉢・Ⅶｃ２SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中22
48-2-9

縄文（LR）、沈線文（細かい半截竹
管状工具）

深鉢・VbSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中9
48-2-23縄文(RLR-１段４本の複節）深鉢・Ⅶｃ２SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中23

48-2-24外面：ケズリ、補修孔深鉢・Ⅶｃ2SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中2448-2-10撚糸文（R）→弧状文、沈線文深鉢・VｂSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中10

48-2-25底面、網代（１本越２本潜）底深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中2548-2-11縄文（LRR)→懸垂文/沈線文深鉢・Vb1SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中11a～c

48-2-26底面：網代（１本越２本潜）底深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中2648-2-12ヒレ状隆線文、連続刺突文深鉢・Ⅷc3SX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中12

48-2-27
内面：炭化物付着、外面：ケズリ→
ミガキ、煤状の炭化物付着、底面：
網代→ミガキ

深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中2748-2-13
方形区画文・縄文（LR）、隆線文＋
刻目文、沈線文

深鉢・ⅦｂSX01②・C4西ベルト・包含層２ｂ①層中13a,b

第１００図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２b①層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

49-1-12
縄文（LR）,隆線文+2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・Ⅶa
ＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層
上面・2a層中、C4区・包2b́ 層上面、
C3北べルト包2a層中

1049-1-1縄文（LR）、口唇内縁やや肥厚深鉢・Ⅶc2
ＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層
上面、C3区・包含層2b①層中、C3区包
含層2a層中

1a～

ｄ

49-1-10縄文（LR+結節付）、沈線文深鉢・ⅦＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面1149-1-4縄文（LR）深鉢・Ⅶc1ＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面2

49-1-14沈線文深鉢・Ⅶ？ＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面1249-1-3縄文（LR）深鉢・Ⅶc2ＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面3a,b

49-1-15懸垂隆線文深鉢・ⅦＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面1349-1-9縄文（LR）深鉢・Ⅶc2ＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面4

49-1-16縄文（RL）、隆線文深鉢・ⅦＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面1449-1-5環状把手基部深鉢・ⅦaＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面5

49-1-2
撚糸文（R）、底面：ミガキ、底
部：全体に煤状炭化物

深鉢・Ⅶb?ＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面15
49-1-6縄文（RLR）、隆線文深鉢・ⅦaＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面6

49-1-7縄文(RLR-０段多条）、隆線文深鉢・Ⅶb？ＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面7

49-1-13底面：木葉底（カシワ圧痕）深鉢・ⅦＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面1649-1-8縄文（RL？）、隆線文深鉢・ⅦaＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面8

49-1-17環状把手③類、刺突文、沈線文深鉢・ⅧaＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面1749-1-11縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaＳＸ01②・C4西べルト・包含層2b②層上面9

第１０１図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２b②層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

50-1-4鎖状刺突文、沈線文深鉢・ⅥcSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中550-1-1縄文（LR-０段多条）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中1

50-1-5細い撚糸文（LR）、連続刺突文深鉢・Ⅵc？SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中650-1-2縄文（LR）+押圧縄文（LR）深鉢・Ⅳd1SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中2

50-1-6縄文（RL）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中7
50-1-3

方形区画文、縄文（LRｒ）、隆線
文＋2個1対の刻目文、刻目文

深鉢・ⅦbSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中3
50-1-8縄文（RL）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中8

50-1-9縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中9
50-1-7

縄文（RL）、隆線文＋2個1対の刻
目文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中4a,b
50-1-10縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中10

第１０３図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２b́ 層中出土土器（１）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

49-2-8無文深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中849-2-1ケズリ→縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX０１②・C４西ベルト・包含層２b②層中1

49-2-9縄文（LRL-0段多条）、懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中949-2-2縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中2

49-2-11縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中1049-2-3撚糸文（R）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中3

49-2-12方形区画文/撚糸文（R）、沈線文深鉢・Ⅷｃ1SX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中1149-2-4縄文（RL）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中4

49-2-13縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中1249-2-5縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中5

49-2-14縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中13
49-2-6

環状把手・縄文（LR-0段多条）、
隆線文

深鉢・Ⅶa
SX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中・
2b②層上面

6
49-2-15縄文（RLR-0段多条）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中14

49-2-10ケズリ→縄文（LR）、底面：ミガキ深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中1549-2-7縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4西ベルト・包含層2b②層中7

第１０２図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２b②層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

50-1-13
環状把手、注口付、縄文（LRｒ）、
隆線文＋2個1対の刻目文

深鉢・Ⅶa

SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層
中・2b②層上面、B3北ベルト・包含
層2b②層中、C4北べルト・包含層2b
①層中、C4区・包2b層上面、C4区・
包含層2a層中、C3区・包含層2a層中、
B3区・包含層２b②層中

3

50-1-11撚糸文（R）→懸垂文・渦巻文、沈線文深鉢・Ⅵb
ＳＸ01②・C4西ベルト・包含層2b́
層中・2a層中、B4区・包含層2b層中・
2層・1c～ｅ層中

1a～

ｃ

50-1-12
環状把手、注口付、縄文（LR）、隆
線文＋2個1対の刻目文、ボタン状
貼付文、刺突文、沈線文

深鉢・Ⅶa
ＳＸ01②・C4西ベルト・包含層2b́
層中・2b②層上面

2a,b

第１０４図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２b́ 層中出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

51-1-17
ケズリ→縄文（RL）、内面：炭化
物吸着

深鉢・Ⅶ
SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中・
2a層中

4
51-1-14

方形区画文、縄文（LRｒ）、隆
線文＋2個1対の刻目文、沈線
文

深鉢・Ⅶb

SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中、
B4区・包含層2d層上面・2c層上面・2b層
中、C4区・包含層2b́ 層上面・2b層上面・
2a層中、C4西べルト・包含層2b①層中

1

51-1-1縦位櫛描文、内面：炭化物付着深鉢・Ⅶc2

SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中、
C4区・包含層2b́ 層上面、C3・包含層
2b層中、C3西ベルト・包含層2b②層中、
C3北ベルト・包含層2b②層上面

5a～

ｅ

51-1-15縄文（LR）、隆線文深鉢・Ⅶa
SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中、
C4西ベルト・包含層2a層中

2

51-1-16
縄文（LR）、種実痕多数、ハジ
ケ、被熱による赤変・黒斑

深鉢・Ⅶc1
SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中・2b
②層上面・2a層中、C4区・包含層2c層中

3a～

ｇ

第１０５図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２b́ 層中出土土器（３）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

51-1-13縄文（LRｒ）深鉢・Ⅶ
SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中、
B4区・包含層2b層、C4区・包含層2a層中

12
51-1-2縦位櫛描文深鉢・Ⅶc1SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中1

51-1-3縄文（LR）、鎖状隆線文深鉢・Ⅵa?SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中2

51-1-15底面：網代（1本越2本潜）底深鉢・Ⅶ
SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中・
2b②層上面

13
51-1-4縄文（LRｒ）、刺突文、沈線文深鉢・Ⅵc?SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中3

51-1-5撚糸文（LR）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中4

51-1-14
撚糸文（R）、底面：網代底、内
面：炭化物吸着、底部外縁に煤状
炭化物付着。

深鉢・Ⅶ

SX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中、
C4区・包含層2b́ 層上面～2b́ 層上部、
C4北ベルト包含層2b層上面、C4区・包
含層2a層中、B4区・包含層2青礫層上面

14

51-1-6縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦbSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中5

51-1-7縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中6

51-1-8縄文（RL）、隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦaSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中7a,b

51-1-16底面：網代（1本越2本潜）底深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中15
51-1-9

縄文（LRｒ）、隆線文＋2個1対の
刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中8

51-1-17
縄文（LR）、底面：網代底→ケズ
リ→ミガキ

深鉢・Ⅶb?
ＳＸ01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層
中・2b②層中・2b②層上面

16
51-1-10縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中9

51-1-18底面：網代（2本越1本潜）底深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中1751-1-11縄文（RL）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中10

51-1-19底面：網代（1本越2本潜）底深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中1851-1-12懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2b́ 層中11

第１０６図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２b́ 層中出土土器（４）
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51-2-12縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面12
51-2-1

縄文（LR）、弧状沈線文、内面：
煤状の炭化物付着

深鉢・Ⅴ？SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面1a,b
51-2-13縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面13

51-2-14縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面1451-2-2撚糸文(R）、鎖状隆線文深鉢・Ⅵa？SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面2

51-2-15縄文（L）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面1551-2-3縄文（RL）、鍔付？深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面3

51-2-17沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面1651-2-4横走縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面4

51-2-16縄文（RLR）深鉢・Ⅷe2SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面17
51-2-5

環状把手①類、隆線文＋刺突文、
縄文（RL）、沈線文

深鉢・ⅧaSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面5
51-2-18撚糸文(LR）深鉢・Ⅷe2SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面18

51-2-19無文深鉢・ⅧSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面1951-2-6環状把手①類、隆線文＋刺突文深鉢・ⅧaSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面6

51-2-20無文深鉢・ⅧSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面2051-2-7環状把手①類、隆線文＋刺突文深鉢・ⅧaSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面7

51-2-21縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧdSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面2151-2-8刺突文深鉢・ⅧaSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面8

51-2-22縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面2251-2-9刺突文、縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷ？SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面9

51-2-23縄文(摩滅）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面2351-2-10ヒレ状隆線文深鉢・ⅧSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面10

51-2-24縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧSX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面2451-2-11波濤文/縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・C4西ベルト・包含層2c層上面11

第１０７図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２c層上面出土土器
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52-2-9無文深鉢・Ⅷ
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面・
2c層上面

952-2-1頸部：鍔付－鍔部に円窓深鉢・Ⅷ？SX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面1

52-2-10縄文（RLR)、隆線文、沈線文深鉢・ⅧSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面1052-2-2縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧaSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面2

52-2-11縄文（LR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面1152-2-3隆線文深鉢・ⅧSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面3

52-2-12縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面1252-2-4
楕円形区画文/縄文（RLR）、沈線
文、隆線文＋刺突文

深鉢・ⅧｂSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面4

52-2-13縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面1352-2-5縄文（LR?）深鉢・Ⅷe2SX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面5

52-2-14縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面1452-2-6縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面6

52-2-15縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面1552-2-7
縄文（RL）、沈線文、外面：煤状
の炭化物付着

深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面7

52-2-16外面：ミガキ、底面：ミガキ深鉢・ⅧSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面1652-2-8無文深鉢・ⅧSX01②・C4西ベルト・包含層2d層上面8

第１０９図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２d層上面出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

52-1-4縄文（RL）深鉢・Ⅶ？SX01②・C4西ベルト・包含層2c層中452-1-1
方形区画文/縄文（RLR）、鎖状隆
線文、沈線文

深鉢・Ⅷc3SX01②・C4西ベルト・包含層2c層中1

52-1-5隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2c層中5
52-1-2

ケズリ→縄文（LR)、内面：煤状
の炭化物付着

深鉢・Ⅶ
SX01②・C4西ベルト・包含層2c層中、
B3北ベルト・包含層2ｃ層上面、B4区・
包含層2d層上面・2c層中・2ｃ層上面

2a,b
52-1-6縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2c層中6

52-1-7底面：木葉底→ミガキ→不明圧痕深鉢・ⅦSX01②・C4西ベルト・包含層2c層中752-1-3縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2c層中3

第１０８図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２c層中出土土器
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52-3-5無文深鉢・ⅧeSX01②・C4西ベルト・包含層2d層中5

52-3-1隆線文＋刺突文深鉢・Ⅷa
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中・
2c層中・2c層上面・2b②層中、B3北
ベルト・包含層2c層中

1a～

ｃ 52-3-6
抱球文／縄文（RL）、ヒレ状隆線文、
沈線文

深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2d層中6

52-3-7縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2d層中7
52-3-2

楕円形区画文？/縄文（RLR）、沈線
文

深鉢・ⅧaSX01②・C4西ベルト・包含層2d層中2
52-3-8縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2d層中8

52-3-9縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2d層中9a,b52-3-3縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中3

52-3-10沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層2d層中1052-3-4沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中4

第１１０図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２d層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

52-4-7沈線文深鉢・Ⅷe1
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

752-4-1縄文（RLR?）深鉢・Ⅷe2
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

1

52-4-8沈線文深鉢・Ⅷe1
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

852-4-2縄文（LRL）、沈線文深鉢・Ⅷc2
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

2

52-4-9縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷd
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

952-4-3
楕円形区画文/縄文（LR-0段多条)、
沈線文

深鉢・Ⅷｂ
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

3

52-4-10
波濤文/縄文（RLR）、沈線文、外面：
煤状の炭化物付着

深鉢・Ⅷｃ2
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

1052-4-4縄文（LR）、弧状文、沈線文深鉢・Ⅷ
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

4

52-4-11縄文（LRL）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・Ⅷｃ
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

11a,b52-4-5楕円形区画文、沈線文深鉢・Ⅷｂ
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

5

52-4-12縄文（LRL）、沈線文深鉢・Ⅷd
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

1252-4-6無文深鉢・Ⅷ
SX01②・C4西ベルト・包含層2d層中
～3a層上面

6

第１１１図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層２d層中～３a層上面出土土器
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53-1-3
横位波濤文/縄文（RL）、下描沈線
文→充填縄文→沈線文

深鉢・Ⅷｃ2SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面353-1-1
環状把手①類、楕円形区画文/縄
文（RLR）、隆線文、沈線文、刺突
文、内面：煤状の炭化物沈着

深鉢・ⅧaSX０1②・C4西ベルト・包含層3a層上面1

53-1-2円文・弧状文/縄文（LR)、沈線文深鉢・Ⅷｂ

SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面、
C5西ベルト・包含層3a層上面、B4北ベル
ト・包含層3a層上面、BC4北ベルト・包
含層2d～3a層中、B５区・包含層2層下部

2

第１１２図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層３a層上面出土土器（１）
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54-1-1
円文/縄文（LRL）、沈線文、内面：
膜状炭化物付着、外面：煤状炭化物
付着。（ISKー１）

深鉢・Ⅷd
SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上
面・2d層上面、C５西ベルト・包含層
2d層中

2a～

ｇ
53-1-4

縄文（RL）＋結節(繊維束による他
条結縛）、下描沈線→縄文→線引き
直し→ミガキ→線引き直し

深鉢・Ⅷe1
SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上
面・2d層中・2c層上面

1

第１１３図　SX01②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層３a層上面出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

54-1-9縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面8a,b
54-1-2

撚糸文(LR）、沈線文、胴部中位外
面：煤状の炭化物付着

深鉢・Ⅷe1
SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面・
2b́ 層中・2b層中、C4西ベルト・包含
層2b②層上面

1
54-1-10撚糸文(LR）、沈線文　　深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面9

54-1-11縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面1054-1-3楕円形区画文/沈線文、縄文（LR）深鉢・ⅧｂSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面2

54-1-12沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面1154-1-4縄文（LR）深鉢・Ⅷe3SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面3

54-1-13沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面12
54-1-5

楕円形区画文？/縄文（RLR）、隆
線文＋刺突文

深鉢・Ⅷｂ
SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面、
C4北ベルト包含層2d層中

4a,b
54-1-14沈線文深鉢・ⅧeSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面13

54-1-15縄文（RLR？）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面1454-1-6縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷa?SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面5

54-1-16縄文（RLR？）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面15
54-1-7

楕円形区画文？/縄文（RLR）、隆
線文、沈線文

深鉢・ⅧｂSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面6
54-1-17縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷe2SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面16

54-1-18方形区画文？/縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷc1?SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面17a,b54-1-8縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面7

第１１４図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層３a層上面出土土器（３）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

54-1-25楕円形区画文/縄文（RL）深鉢・ⅧｂSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面754-1-19縄文（LR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面1a,b

54-1-26隆線文、沈線文深鉢・ⅧcSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面854-1-20円文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧdSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面2

54-1-27縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面954-1-21波濤文/縄文（LR）深鉢・Ⅷｃ2SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面3

54-1-28沈線文深鉢・ⅧcSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面1054-1-22縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面4

54-1-29縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面1154-1-23縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面5

54-1-30縄文（RLR）深鉢・ⅧSX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面1254-1-24縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷc1?SX01②・C4西ベルト・包含層3a層上面6

第１１５図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層３a層上面出土土器（４）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

54-2-3縄文（LRL）、ヒレ状隆線文、隆線文深鉢・Ⅸ③SX01②・C4西ベルト・包含層3a層中354-2-1弧状沈線文深鉢・Ⅸb3SX01②・C4西ベルト・包含層3a層中1

54-2-4縄文（RL)深鉢・ⅨSX01②・C4西ベルト・包含層3a層中454-2-2沈線文深鉢・Ⅸb4SX01②・C4西ベルト・包含層3a層中2

第１１６図　SX０１②南側遺物包含層・C４西ベルト・包含層３a層中出土土器
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（２１）SX０１②南側遺物包含層C４区出土土器（第１１７～１２８図）

　C４区は砂礫層除去のための重機の出入口にあたっており、実際の調査面積は他のグリッド区のお

およそ半分であった。SX０１②南側遺物包含層は包含層１層、２a層、２b層、２b́ 層、２c層、２d、３a層

に分層された。このうち、包含層１層は旧河道SX０３堆積層に相当する。包含層２b層はC４区の南の低

い側にのみ認められ、包含層２b①（砂質シルト）層・２b②（砂礫）層の細別は行っていない。包含層

２b́ 層から２d層にかけては、非常に多くの土器が折り重なるように出土（写真図版６−２）している。

包含層３a層は水成堆積の灰黄褐色粘土層である。若干の土器が出土している。

　出土土器はすべて深鉢形土器である。

　①包含層１層（旧河道SX０３堆積層）中出土土器（第１１７図１～３）

　１には沈線文が１条めぐっている。幅の広い横位斜行縄文が施されている。２・３は幅の狭い羽状縄

文や、斜行縄文が施されている。

　②包含層２層中出土土器（第１１７図４～６）

　サブトレンチにおいて、細別を行わずにまとめて取り上げた土器である。４は横走する縄文が施

されている。５・６ともにやや太描きの沈線文が描かれ、地文の縄文が磨り消されている。

　③包含層２a層中出土土器（第１１７図７～４２）

　７はごく細かい斜行縄文に平行沈線文が施されている。８～１１は口縁部が緩やかに内湾する。幅

の狭い羽状縄文や斜行縄文が施されている。１２は口縁部が緩やかに外反する。補修孔が穿たれて

いる。１３～３９は沈線文や隆線文で文様が施されるものや、地文のみのもの、無文の土器である。

４０～４２は底部である。４０は低い台が付されている。４１・４２は網代の圧痕を残している。

　④包含層２b層上面出土土器（第１１８図１～５）

　１は深鉢形土器の胴下部でミガキ調整が施されている。２はごく細い撚糸文地に磨消によって懸

垂文が施されている。３は波状縁土器で、口縁部には無文帯をめぐらし、波頂部下に平行する２本の

沈線により大きな弧状文を配している。沈線間には鎖状刺突文が充填され、交点部分にはボタン状

貼付文が付されている。４・５は胴下部～底部の土器で、５には木葉の圧痕が残されている。

　⑤包含層２b層中出土土器（第１１８図６～１２）

　６は注口部と環状把手の組み合う部位の土器である。隆線と沈線によって文様が施されている。

７～１１は口縁部に無文帯を設ける土器である。胴部縄文との境に７～９は沈線文、１１は隆線文をめぐ

らせている。１２の底面には網代の痕跡が残されている。

　⑥包含層２b́ 層上面出土土器（第１１９図１～７）

　１は口縁部に沈線文と鎖状刺突文とがめぐっている。２の口縁部は幅の狭い無文帯となっている。

３～５は隆線や沈線によって文様が施されている。６はやや幅の広い無文帯が口縁部をめぐっている。

７の底面には木葉の圧痕が残されている。

　⑦包含層２b́ 層上面～上部出土土器（第１１９図８～第１２１図）

　包含層２b́ 層の一部は水成堆積の砂礫層に覆われていたために、一応包含層２b́ 層上部と下部

に分けて、遺物は取り上げた。

１１０



　第１１９図８は胴下部に懸垂隆線文が施されている。９は縦位の櫛描文を地文とし、口縁部に沈線文

が１条めぐらされている。１０は口縁部が緩く外反する器形である。６単位の方形区画文が配され、隆

線上には斜位の刻目文が施されている。方形区画内には縄文部と無文部の面積比が概ね１：１になる

ように鍵形状の文様が描出されている。１１は口縁部がわずかに内湾する器形で、横走縄文が施され

ている。１２の底面には木葉の圧痕が残されている。

　第１２０図１～２０は口縁部で、隆線や沈線によって文様が施されるものや、地文のみのもの、無文の

ものである。２は環状把手となっている。３は方形区画文、４は弧状文が配されている。同図２１～第

１２１図１４は胴部で、隆線や沈線によって文様が施されるものや地文のみのものである。隆線上には

２個１対の刻目文が施されるものやボタン状貼付文が付されるものがある。同図１５～１９は底部で、

底面には網代や木葉の圧痕が残されている。

　⑧包含層２b́ 層下部出土土器（第１２２図）

　１～３は口縁部が短く外傾する器形となっている。１は２個１対の刻目文の施される隆線がめぐって

いる。２は把手の基部である。４～６は口縁部が緩やかに外反し、７は緩やかに内湾している。８～２１

は隆線文や沈線文によって文様が施される土器で、８～１０は鎖状隆線文となっている。２個１対の刻

目文が隆線上に施されるものもある。２３は捻りのはいった環状把手である。２４・２５は幅の広い無

文帯が口縁部に設けられている。２６～３５が胴部で、沈線文やヒレ状隆線によって文様が施される

もの、地文のみのものがある。底面には、同心円状のミガキを施しやや揚げ底風にしたもの、網代

の痕跡を残すものがある。

　⑨包含層２c層上面出土土器（第１２３図）

　１～３はいずれも隆線や沈線によって文様が施されている。１は環状把手の基部～胴上部の土器で、

隆線と沈線によって緩い渦巻状の文様が描出されている。口縁部は屈曲して内傾する。屈曲部の隆

線上に縦位２個１対の刻目文が付されている。２は大型の環状把手の橋状部の破片である。隆線に

よって装飾されている。３は口縁部が緩く外反する方形区画文の施される土器である。

　⑩包含層２c層中出土土器（第１２４図１～４）

　１は口縁部が緩やかに外反する器形で胴部には稜線がめぐらされている。ごく細い撚糸文が縦走

し、口縁部には幅の狭い無文帯が設けられている。２～４は隆線や沈線によって文様が施される土

器である。２・４は方形区画文の一部である。

　⑪包含層２d層上面出土土器（第１２４図５～１７）

　５～１７は隆線や沈線によって文様が施される土器である。口縁部にはやや幅の広い無文帯が設け

られ、５・６・９は列点状に刺突文がめぐっている。７は方形区画文となっている。１７は胴部をめぐ

る隆線に沿って刺突文が施されている。

　⑫包含層２d層中出土土器（第１２５図）

　１～２０は隆線や沈線によって文様が施される土器である。１は環状把手である。２は方形区画文、

３は楕円形区画文の一部となっている。口縁部には幅の広い無文帯が設けられるものと、９・１０のよ

うに設けられないものとがある。１１～２０の胴部も幅の広い無文帯が入組状に展開する。１２・１５の隆

１１１



線文の剥落下には、下描沈線文がともに残されている。

　⑬包含層３a層上面出土土器（第１２６図・第１２７図）

　第１２６図・第１２７図１～４は口縁部で、隆線や沈線によって文様が施される土器である。口縁部は緩

やかに外反するもののほかに、第１２７図４のように内湾するものがある。第１２６図１～３は波状縁で、

１は波頂部下に楕円形区画文、２・３は波頂部にヒレ状隆線文が付されている。同図２～５には列点状

に刺突文が施されている。

　第１２７図５～１９は胴部で、隆線や沈線によって文様が施される土器である。やや幅の広い無文帯

が入組状に展開する文様の一部である。

　同図２０～２６が底部で、底面には木葉の圧痕をとどめているものがある。

　⑭包含層３a層中出土土器（第１２８図）

　１～５は平縁の土器である。１は隆線と刺突によって文様が構成されている。２・３は口縁直下から

縄文が施されている。４は器面にケズリが掛けられ、無文部をおいて縄文が施されている。６・７は

胴中位をめぐる沈線文が施されている。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

55-1-22縄文（RLR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2a層中2255-1-1縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰa?
SX01②・C4区・包含層1層（旧河
道SX03堆積層）中

1

55-1-23無文（ケズリ）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4区・包含層2a層中2355-1-2羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱｄ
SX01②・C4区・包含層1層（旧河
道SX03堆積層）中

2

55-1-24縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2a層中2455-1-3縄文（LR＋結節付）深鉢・Ⅱｄ
SX01②・C4区・包含層1層（旧河
道SX03堆積層）中

3

55-1-25縄文（RL）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2a層中2555-1-4横走縄文（LR-0段多条）深鉢・Ⅴc2SX01②・C4区・包含層2層中4

55-1-26縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2a層中2655-1-5縄文（RL）、渦巻文、沈線文深鉢・Ⅴb1SX01②・C4区・包含層2層中5

55-1-27無文(ケズリ）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2a層中2755-1-6縄文（LR？）、懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb SX01②・C4区・包含層2層中6

55-1-28撚糸文(R）深鉢・Ⅶ？SX01②・C4区・包含層2a層中2855-1-7縄文（LR？）、平行沈線文深鉢・ⅡaSX01②・C4区・包含層2a層中7

55-1-29縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2a層中2955-1-8羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C4区・包含層2a層中8

55-1-30方形区画文/隆線文＋刻目文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2a層中3055-1-9羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・C4区・包含層2a層中9

55-1-31縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2a層中3155-1-10羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・C4区・包含層2a層中10

55-1-32
方形区画文/縄文（LRｒ）、隆線文＋2
個1対の刻目文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2a層中3255-1-11縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C4区・包含層2a層中11

55-1-33縄文（RLR）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2a層中3355-1-12縄文（LR）、補修孔深鉢・ⅡｄSX01②・C4区・包含層2a層中12

55-1-34
縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻目文、
沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2a層中3455-1-13縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅳc3?SX01②・C4区・包含層2a層中13

55-1-35縄文（LR）深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2a層中3555-1-14鎖状隆線文深鉢・ⅥaSX01②・C4区・包含層2a層中14

55-1-36縄文（LR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層2a層中3655-1-15隆線文＋刻目文深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2a層中15

55-1-37撚糸文(LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2a層中3755-1-16無文深鉢・Ⅶa？SX01②・C4区・包含層2a層中16

55-1-38縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2a層中3855-1-17縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2a層中17

55-1-39撚糸文(LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2a層中3955-1-18縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4区・包含層2a層中18

55-1-40底面：台付、ミガキ深鉢・Ⅱ?SX01②・C4区・包含層2a層中4055-1-19縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4区・包含層2a層中19

55-1-41
底面：網代（3本越3本潜）底、環状に
煤状の炭化物付着

深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2a層中4155-1-20縄文（RLR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2a層中20

55-1-42底面：網代（1本越2本潜）底深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2a層中4255-1-21縄文（LRR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4区・包含層2a層中21

第１１７図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層１層中～包含層２a層中出土土器
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55-2-6
環状把手、注口付、縄文（RLR）、隆線
文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2b層中655-2-1無文（ケズリ→ミガキ）深鉢・Ⅱd
SX01②・C4区・包含層2b層上面、
B3北ベルト・SX０3A堆積層

1a～c

55-2-7縄文（LRｒ）、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②・C4区・包含層2b層中7
55-2-2撚糸文(R）→蕨手文、懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴｂ1

SX01②・C4区・包含層2b層上面・
2b́ 層中、C5区・包含層2b́ 層中

2a～c
55-2-8縄文（LR)、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b層中8

55-2-9波状縁、無文深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層2b層中955-2-3
波状縁、弧状文/鎖状刺突文、縄文
（LR)、ボタン状貼付文

深鉢・Ⅵc
SX01②・C4区・包含層2b層上面・2a
層中

3a～e

55-2-10縄文（RLR）、隆線文＋刺突文、沈線文深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層2b層中1055-2-5底面：ミガキ深鉢・Ⅶ？SX01②・C4区・包含層2b層上面4

55-2-11
底面：網代底(1本越、2本潜）→一部
ミガキ

深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b層中1155-2-4
外面：ケズリ→縄文（LR－他条結節付）、
底面：木葉底→ミガキ

深鉢・Ⅶ？SX01②・C4区・包含層2b層上面5

第118図　SX01②南側遺物包含層・C4区・包含層2b層上面・2b層中出土土器
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56-1-7
底面：木葉底→ミガキ、内面：炭化
物沈着

深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面756-1-1鎖状刺突文、沈線文深鉢・ⅥcSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面・2a層中1

56-1-8縄文（LR）、懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部8a～c56-1-2沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面2

56-1-9櫛描文、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部956-1-3細い撚糸文（R）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面3

56-1-11
方形区画文/縄文（RL）、隆線文＋2
個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部
10a～
b

56-1-4縄文（LR)、隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面4

56-1-10縄文（LR）深鉢・Ⅶc2
SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～
上部・2b層上面・2a層中

1156-1-5縄文（LR)、隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面5

56-1-12底面：木葉底、底部：環状に炭化物吸着深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1256-1-6縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面・2b層中6

第１１９図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層２b́ 層上面～上部出土土器（１）
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56-1-28撚糸文（R）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1656-1-13縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅣSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1

56-1-29縄文（RLR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1756-1-14環状把手、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部2

56-1-30無文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部18a,b
56-1-15

方形区画文/縄文（LR）、隆線文＋
刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部3
56-1-31無文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部19

56-1-32無文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部2056-1-16縄文（RLR）、弧状文、沈線文深鉢・Ⅵb？SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部4

56-1-33
撚糸文（L）、隆線文＋2個1対の刻
目文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部21
56-1-17縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部5a,b

56-1-18縄文(LR）＋結節文深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部6

56-1-34縄文（LRL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部2256-1-19横走縄文（LR-0段多条）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部7

56-1-35
縄文（LR）＋結節文、隆線文＋2
個1対の刻目文

深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部23
56-1-20縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部8a,b

56-1-21縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部9

56-1-36
方形区画文/縄文（LRL-0段多条）、
隆線文＋2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部24
56-1-22縄文（RLR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部10

56-1-23縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部11

56-1-37
方形区画文/縄文（RL）、隆線文＋
刻目文、沈線文、ボタン状貼付文

深鉢・ⅥaSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部25
56-1-24縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部12

56-1-25縄文（RL）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部13

56-1-38縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部2656-1-26縄文（RLR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部14

56-1-27撚糸文（R）、補修孔深鉢・Ⅶc1SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部15

第１２０図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層２b́ 層上面～上部出土土器（２）
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57-1-11撚糸文（R）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1157-1-1
縄文（LR）、隆線文+2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・Ⅶa？SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部
1a～
ｃ

57-1-12方形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部
12a～
c

57-1-2
方形区画文/縄文（RL）、隆線文、
沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部2

57-1-13縄文(RLR）深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1357-1-3
方形区画文/縄文（RL）、隆線文、
沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部3

57-1-14縄文（LR)深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1457-1-4
方形区画文/縄文（LR）、隆線文、
沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部4

57-1-15
縄文（LR）、底面：網代底→粘土
貼付

深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1557-1-5縄文（LR）、懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部5

57-1-16縄文(RL）、底面：木葉底→ミガキ深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1657-1-6隆線文＋刻目文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部6

57-1-17底面：ミガキ深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1757-1-7縄文（RL) 、懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部7

57-1-18底面：網代（1本越2本潜）底深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1857-1-8縄文(LRｒ）、懸垂隆線文＋刻目文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部8

57-1-19底面：網代底深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部1957-1-9縄文(LRｒ）、沈線文深鉢・Ⅵb?SX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部9

57-1-10撚糸文（R）、懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層上面～上部10

第１２１図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層２b́ 層上面～上部出土土器（３）
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57-2-19撚糸文（L）、懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部1957-2-1
縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部1a,b

57-2-20隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部2057-2-2環状把手、縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部2

57-2-21
方形区画文、縄文（RL-0段多条）、
隆線文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部2157-2-3無文深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部3

57-2-22撚糸文（LR）、隆線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部2257-2-4縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部4

57-2-23
環状把手①類、楕円形区画文、縄文
（RLR）、沈線文

深鉢・ⅧaSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部23a,b57-2-5縄文（LRｒ）深鉢・Ⅶc2SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部5

57-2-24沈線文深鉢・Ⅷ？SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部2457-2-6凹線文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部6

57-2-25縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷ？SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部2557-2-7縄文（RL）深鉢・Ⅶc1SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部7

57-2-26縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部2657-2-8鎖状隆線文深鉢・Ⅵa?SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部8

57-2-27撚糸文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部2757-2-9細い撚糸文（R）、鎖状隆線文深鉢・Ⅵa?SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部9

57-2-28縄文（LR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部2857-2-10縄文（LRL）、鎖状隆線文深鉢・Ⅵa?SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部10

57-2-29縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部2957-2-11縄文（LR）、懸垂隆線文＋刻目文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部11

57-2-30波濤文、縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部3057-2-12方形区画文?/縄文（LR）深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部12

57-2-31縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部3157-2-13
方形区画文/隆線文＋2個1対の刻目
文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部13

57-2-32縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部3257-2-14縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部14

57-2-33縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部3357-2-15隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部15

57-2-34撚糸文（LR）深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部3457-2-16縄文（RLR）、隆線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部16

57-2-35縄文（LR）深鉢・Ⅷ　SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部35

57-2-17
環状把手基部、縄文（RL)、隆線文
＋2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・Ⅶa
SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部、
C5区・包含層2b́ 層上面、C4西ベル
ト・包含層2b①層中

17 57-2-36底面：同心円状のミガキ深鉢・Ⅱ？SX01②・C4区・包含層2b́ 層下部36

57-2-37
底面：網代底→粘土貼付→網代底→
ミガキ

深鉢・ⅦSX01②・C4区・包含層2b́ 層下部37
57-2-18縄文（RLR）、隆線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2b́ 層中18

第１２２図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層２b́ 層下部出土土器
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58-1-11撚糸文（L）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4区・包含層2d層上面8

58-1-4撚糸文（R）、内面：炭化物付着深鉢・Ⅶc2

SX01②・C4区・包含層2c層中・2b́ 層
中・2b́ 層上面～2b́ 層上部、C5区・
包含層2b́ 層上面・2b層中、C4西ベル
ト・2b②層中・C4北ベルト・包含層2b
②層中・2b①層中・2b①層上面

1
58-1-12刺突文、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層上面9

58-1-13無文深鉢・Ⅷ？SX01②・C4区・包含層2d層上面10

58-1-14隆線文深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層2d層上面11

58-1-15縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷd？SX01②・C4区・包含層2d層上面1258-1-5方形区画文/縄文（RL）、懸垂隆線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2c層中　2

58-1-16縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層上面1358-1-6縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2c層中　3

58-1-17縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層上面1458-1-7懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2c層中　4

58-1-18下描沈線文→隆線文深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層2d層上面1558-1-8刺突文、縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層上面5

58-1-19縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層2d層上面1658-1-9刺突文深鉢・ⅧaSX01②・C4区・包含層2d層上面6

58-1-20縄文（LR）、隆線文＋刺突文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層上面1758-1-10方形区画文/縄文（LR）深鉢・Ⅷｃ1SX01②・C4区・包含層2d層上面7

第１２４図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層２c層中・２d層上面出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

58-1-3
方形区画文/縄文（RL）、隆線文、
沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C4区・包含層2c層上面358-1-1
環状把手基部、縄文（RL）、隆線
文＋2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・Ⅶa
SX01②・C4区・包含層2c層上面、C4
西ベルト・2c層上面

1

58-1-2環状把手、隆線文深鉢・ⅦaSX01②・C4区・包含層2c層上面2

第１２３図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層２c層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

58-2-12
縄文（LR）、下描沈線文→ヒレ状隆線
文、沈線文

深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層中12
58-2-1環状把手①類深鉢・Ⅷa？SX01②・C4区・包含層2d層中1

58-2-2方形区画文/  縄文（RLR）深鉢・Ⅷｃ1SX01②・C4区・包含層2d層中2

58-2-13撚糸文(R）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層中1358-2-3楕円形区画文/ 縄文（RL）深鉢・ⅧaSX01②・C4区・包含層2d層中3

58-2-14撚糸文(LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層中1458-2-4縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・C4区・包含層2d層中4

58-2-15
縄文（RLR）、下描沈線文→隆線文、
刺突文、沈線文

深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層中15
58-2-5沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4区・包含層2d層中5

58-2-6縄文（RL?)、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4区・包含層2d層中6

58-2-16縄文（RL）深鉢・Ⅷｃ？SX01②・C4区・包含層2d層中1658-2-7無文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4区・包含層2d層中7

58-2-17縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・C4区・包含層2d層中1758-2-9縄文（RL）深鉢・Ⅷe2SX01②・C4区・包含層2d層中・2b́ 層中8a,b

58-2-18縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷc1?SX01②・C4区・包含層2d層中1858-2-8縄文（RLR）深鉢・Ⅷe3SX01②・C4区・包含層2d層中9

58-2-19縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層中1958-2-10縄文（LR）深鉢・Ⅷe3SX01②・C4区・包含層2d層中10

58-2-20縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層中2058-2-11抱球文／縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層2d層中11

第１２５図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層２d層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

58-3-6縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅷc?SX01②・C4区・包含層3a層上面658-3-1楕円形区画文/縄文（RLR）深鉢・ⅧｂSX01②・C4区・包含層3a層上面1

58-3-7縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4区・包含層3a層上面758-3-2ヒレ状隆線文、刺突文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層3a層上面2

58-3-8縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4区・包含層3a層上面858-3-3ヒレ状隆線文、刺突文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層3a層上面3

58-3-9楕円形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・C4区・包含層3a層上面958-3-4刺突文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層3a層上面4

58-3-5
楕円形区画文？/縄文（LR）、隆線文
＋刺突文、沈線文

深鉢・ⅧｂSX01②・C4区・包含層3a層上面5

第１２６図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層３a層上面出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

59-1-31抱球文／縄文（LRL）、沈線文深鉢・Ⅸ④
SX01②・C4区・包含層3a層中、C4
西ベルト・包含層2c層中

659-1-30縄文（RLR）、隆線文+刺突文深鉢・Ⅸb2SX01②・C4区・包含層3a層中1

59-1-27縄文（RLR）深鉢・Ⅸ④SX01②・C4区・包含層3a層中759-1-32縄文（LR）深鉢・Ⅸb6SX01②・C4区・包含層3a層中2

59-1-36縄文（RL）、隆線文深鉢・Ⅸ②SX01②・C4区・包含層3a層中859-1-28縄文（RLR）深鉢・Ⅸb6SX01②・C4区・包含層3a層中3

59-1-34縄文（RL）深鉢・ⅨSX01②・C4区・包含層3a層中959-1-29ケズリ→縄文（RLR）深鉢・Ⅸb5SX01②・C4区・包含層3a層中4

59-1-35縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅸ④SX01②・C4区・包含層3a層中1059-1-33無文深鉢・Ⅸb5SX01②・C4区・包含層3a層中5

第１２８図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層３a層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

59-1-14撚糸文(LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・C4区・包含層3a層上面1459-1-1縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅷc2SX01②・C4区・包含層3a層上面1

59-1-15縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層3a層上面1559-1-2縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C4区・包含層3a層上面2

59-1-16波濤文、縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層3a層上面1659-1-3無文深鉢・ⅧeSX01②・C4区・包含層3a層上面3

59-1-17縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層3a層上面1759-1-4縄文（LR）、隆線文深鉢・Ⅷ～Ⅹ?SX01②・C4区・包含層3a層上面4

59-1-18縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層3a層上面1859-1-5波濤文？/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷc2?SX01②・C4区・包含層3a層上面5

59-1-19縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層3a層上面1959-1-6波濤文？/縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷc2?SX01②・C4区・包含層3a層上面6

59-1-20底面：木葉痕→ミガキ→棒状圧痕深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層3a層上面2059-1-7楕円形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧaSX01②・C4区・包含層3a層上面7

59-1-21縄文（LR）→ミガキ、底面：ミガキ深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層3a層上面2159-1-8縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層3a層上面8

59-1-22底面：木葉痕、外面：ケズリ深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層3a層上面2259-1-9縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層3a層上面9

59-1-23底面：木葉痕深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層3a層上面2359-1-10楕円形区画文/縄文（RLR）、隆線文深鉢・Ⅷ?SX01②・C4区・包含層3a層上面10

59-1-24底面：ミガキ→棒状圧痕深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層3a層上面2459-1-11縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷ？SX01②・C4区・包含層3a層上面11

59-1-25底面：ミガキ→棒状圧痕深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層3a層上面2559-1-12ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C4区・包含層3a層上面12

59-1-26外面：ナデ、底面：ミガキ深鉢・ⅧSX01②・C4区・包含層3a層上面2659-1-13縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧcSX01②・C4区・包含層3a層上面13

第１２７図　SX０１②南側遺物包含層・C４区・包含層３a層上面出土土器（２）
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（２２）A３～B３北ベルト旧河道堆積層中出土土器（第１３０図）

　A３～B３北ベルトでは、A３北ベルトのすべてとB３北ベルトの西側約半分が、旧河道群の堆積層（第

１２９図）であった。ここでは、A３～B３北ベルトの旧河道分をまとめて上から順に記述する。

　①旧河道SX０３堆積層中出土土器（第１３０図１～８）

　このうち１・２は上部堆積層、３～８が下部堆積層中からの出土である。すべて深鉢形土器の小片で

ある。３は口縁部が緩やかに内湾し、口縁部には平行沈線文が施されている。４は口頸部が短く外反

する土器の頸胴部破片で、頸部には工字文と刺突文が施されている。５は口頸部が緩やかなS字状を

なすもので平行沈線文が施されている。６は口縁部が緩やかに内湾している。７は幅の狭い羽状縄

文が施されている。８は摩滅している。

　②旧河道SX０４堆積層上面・堆積層中出土土器（第１３０図９～１５）

　９は堆積層上面から出土した皿形土器である。内外面に赤漆が塗られている。１０～１５は堆積層中

から出土した深鉢形土器である。１０～１３は口頸部が短く外反する器形である。１０～１２の頸部には１

条の沈線文がめぐっている。胴部には幅の広い羽状縄文や斜行縄文が施されている。１４は口縁部

が緩やかに内湾するものである。幅の広い羽状縄文が施文されている。１５は口縁部がやや肥厚し、

幅の狭い羽状縄文が施されている。

　③旧河道SX２３堆積層中出土土器（第１３０図１６～２２）

　１６～２２はすべて深鉢形土器の小片である。１６は横走縄文が施されている。１７は多条沈線文、１８

は縦長の渦巻文、１９は懸垂文が施されている。２０は平行する２条の沈線による弧状文間に鎖状刺突

文、２１・２２は隆線文によって文様が施され、２１には集合沈線による弧状文が描かれている。

　④旧河道SX２４堆積層中出土土器（第１３０図２３～２６）

　２３～２６はすべて深鉢形土器の小片である。２３は懸垂文、２４は平行する２条の沈線による弧状文

間に鎖状刺突文、２５は鎖状隆線文が施されている。２６は沈線文によって無文部が入組み状に展開

する文様の一部が描出されている。

１２２

1
2

4

5

6

7

8 9

10
11

12

13

14

15

16
17

18 19

（
排
水
路
）

S

B4

S
S

C4
9.00ｍ

<Ａ３北ベルト＞ ＜Ｂ３北ベルト＞ <C３北ベルト＞

３

A4

S
岩　盤

0 1m

S
S

備考遺物取上げ層位土性土色番号備考遺物取上げ層位土性土色番号

炭化物を含む。旧河道SX24粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1) 115～10cmの礫を多く含む。旧河道SX03A砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/6）1

炭化物を多く含む。包含層2c層シルト黒色（10YR2/1)12木質・有機質を多く含む。旧河道SX03A粘土質シルト黒褐色（10YR2/2）2

炭化物を多く含む。包含層2d層シルト黒色（10YR1.7/1)135～30ｃｍの礫を多く含む。旧河道SX03B砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/4）3

炭化物を含む。ややグライ化包含層3a層粘土灰黄褐色(10YR4/2)14木質・有機質を多く含む。旧河道SX03B粘土質シルト黒褐色（10YR3/1）4

炭化物を含む。　　　３b層粘土暗灰黄色(2.5Y4/2)15グライ化した礫を多く含む。旧河道SX04砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)5

木質・腐植質に富む。（無遺物層）粘土質シルト黒色（10YR1.7/1)16木質・有機質を多く含む。旧河道SX04粘土質シルト黒褐色（10YR2/2）6

小礫を多く含む。（無遺物層）砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/4)17炭化物を多く含む。包含層2a層シルト黒色（10YR1.7/1)7

小礫を多く含む。（無遺物層）砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/4)18炭化物を含む。包含層2ｂ①層砂質シルト暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)8

角礫を多く含む。（無遺物層）粘土灰オリーブ色(7.5Y4/2)19炭化物を含む。包含層2ｂ②層砂質シルトオリーブ褐色(2.5Y4/3)9

大きな角礫を多く含む。旧河道SX23砂礫黄褐色（2.5Y5/6)10

第１２９図　A３～C３北ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

59-2-14
羽状縄文（RL/LR）、外面：炭化物
付着

深鉢・Ⅰｄ旧河道SX04・B3北ベルト・堆積層中1459-2-1撚糸文（R）→懸垂渦巻文、沈線文深鉢・Ⅴb旧河道SX03・B3北ベルト・上部堆積層中1

59-2-15羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱｄ旧河道SX04・B3北ベルト・堆積層中1559-2-2縄文（LRr）→渦巻文・鎖状刺突文深鉢・Ⅵc旧河道SX03・B3北ベルト・上部堆積層中2

59-2-16縄文（LR）、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅱｄ旧河道SX23・B3北ベルト・堆積層中1659-2-3縄文（LR）、沈線文、摩滅深鉢・Ⅰc
旧河道SX03・A3北ベルト・下部堆積層
（Sec.1層）中

3

59-2-17
縄文（LR）、多条沈線文、外面：
炭化物吸着

深鉢・Ⅳc1旧河道SX23・B3北ベルト・堆積層中1759-2-4
工字文＋刺突文、縄文（LR）、沈
線文、摩滅

深鉢・
旧河道SX03・A3北ベルト・下部堆積層
（Sec.1層）中

4

59-2-18
縄文（LR）、沈線文、外面：炭化
物吸着

深鉢・Ⅴb旧河道SX23・B3北ベルト・堆積層中1859-2-5平行沈線文深鉢・Ⅰ？
旧河道SX03・A3北ベルト・下部堆積層
（Sec.1層）中

5

59-2-19撚糸文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴｂ旧河道SX23・B3北ベルト・堆積層中1959-2-6縄文（LR）深鉢・Ⅰｄ
旧河道SX03・A3北ベルト・下部堆積層
（Sec.1層）中

6

59-2-20
弧状文/縄文（LR）、沈線文、鎖状
刺突文、ボタン状貼付文

深鉢・Ⅵc旧河道SX23・B3北ベルト・堆積層中2059-2-7羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅱｄ旧河道SX03・A3北ベルト・下部堆積層中7

59-2-21集合沈線文深鉢・Ⅶa旧河道SX23・B3北ベルト・堆積層中21a,b59-2-8縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb旧河道SX03・A3北ベルト・下部堆積層中8

59-2-22隆線文＋刻目文深鉢・Ⅶa旧河道SX23・B3北ベルト・堆積層中2259-2-9内外面：赤漆、沈線文皿・Ⅰ旧河道SX04・B3北ベルト・堆積層上面9

59-2-23撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1旧河道SX24・B3北ベルト・堆積層中2359-2-10
羽状縄文（LR/RL）、沈線文、外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰb
旧河道SX04・B3北ベルト・堆積層中、旧河
道SX03・B6区・下部堆積層（粗砂層）中

10

59-2-24
縄文（LR）→弧状文/沈線文、鎖
状刺突文

深鉢・Ⅵc旧河道SX24・B3北ベルト・堆積層中2459-2-11
羽状縄文（RL/LR）、沈線文、外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰb旧河道SX04・B3北ベルト・堆積層中11

59-2-25
撚糸文（R）→懸垂隆線文＋鎖状
刺突文

深鉢・Ⅵa旧河道SX24・B3北ベルト・堆積層中2559-2-12
縄文（RL）、沈線文、外面：炭化
物付着

深鉢・Ⅰb旧河道SX04・B3北ベルト・堆積層中12

59-2-26沈線文深鉢・Ⅷｃ旧河道SX24・B3北ベルト・堆積層中2659-2-13
羽状縄文（RL/LR）、外面：炭化物
付着

深鉢・Ⅰb旧河道SX04・B3北ベルト・堆積層中13

第１３０図　旧河道SX０３・０４・２３・２４・A３～B３北ベルト・堆積層中出土土器

0 10cm



（２３）SX０１②南側遺物包含層B３北ベルト出土土器（第１３１～１３８図）

　B３北ベルトの東側では、SX０１②南側遺物包含層が堆積しており、包含層１層（旧河道SX０３堆積層）、

２a層、２b①層、２b②層、２c層、２d層、３a層に分層（第１２９図）された。このうち、包含層１層は旧河

道SX０３堆積層である。このうち、２b①層は水の影響を受けた砂質シルト層であり、２b②層は水成堆

積の砂礫層である。

　①包含層１層（旧河道SX０３堆積層）中出土土器（第１３１図１）

　１は球胴状を呈する壷形土器である。胴部は無文である。

　②包含層２a層上面出土土器（第１３１図２～４）

　２～４は口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。２は口縁部がやや肥厚している。２・４は幅

の狭い羽状縄文、３は横位斜行縄文が施されている。

　③包含層２a層中出土土器（第１３１図５～９）

　５～９はすべて深鉢形土器である。５は入組帯状文が描出されている。６～８は地文のみが施され

ている。９は弧状をなす沈線文と鎖状刺突文が施されている。

　④包含層２a層中～b層上面確認時出土土器（第１３１図１０～１６）

　B３～C３北ベルトでまとめて取り上げられている。包含層２b層上面確認作業時に出土した土器で

ある。１０～１２は口縁部がやや内湾する器形で、１０・１１は斜行縄文、１２は細い撚糸文が施されている。

１６は入組帯状文が描出され、貼瘤が付されている。

　⑤包含層２b①層上面出土土器（第１３１図１７～２３）

　いずれも深鉢形土器である。１７～２０は幅の狭い羽状縄文が施されている。２１は撚糸文が縦走し、

２２は櫛描文が縦位に施されている。２３は弧状の沈線文と縄文が施されている。

　⑥包含層２b①層中～②層上面確認時出土土器（第１３１図２４～３０）

　B３～C３北ベルトでまとめて取り上げられている。包含層２b②層上面確認作業時に出土した土器

である。すべて深鉢形土器である。２４は口縁部がゆるやかに外反する器形で、同心円状の文様が

描出されている。２５は口縁部に横回転、胴部に縦回転の縄文が施されている。２６～３０は隆線や沈

線によって文様が施される土器である。３０は大型の環状把手に橋状部が設けられ、隆線文によって

装飾が施されている。隆線文の交点部分にはボタン状貼付文が付されている。

　⑦包含層２b②層中出土土器（第１３２図）

　すべて深鉢形土器である。１はやや肥厚する口縁部は緩やかに内湾する。幅の狭い斜行縄文が施

されている。２は口縁部が内湾し、横走縄文が施されている。３・４は底部である。３の底面には、籠

目編みの網代の圧痕が残されている。片側にのみ粘土が積み増され、積み増した部分にも網代の痕

跡が残されている。４は２本越２本潜の網代底である。５は大型の環状把手に橋状部が設けられ、隆

帯によって装飾が施されている。把手の下には緩やかな渦巻状の文様が隆線によって描出されてい

る。隆線上には２個１対の刻目文が隆線の方向に付されている。６～９は隆線や沈線によって文様が

描かれる土器である。６には鎖状刺突文が施されている。

１２４



　⑧包含層２c層上面出土土器（第１３３図）

　すべて深鉢形土器である。１・２は方形区画文の一部である。１は山形状の小突起から懸垂する隆

線を区画としている。隆線上には斜位の刻目文が連続して施されている。２は鎖状隆線文がやや斜

め方向に展開している。３の鎖状隆線文は横位に付されている。４～８は口縁部に地文のみが施され

る土器である。９・１０は胴部の方形区画文である。１３～１９が隆線や沈線によって文様が施される土

器である。１３は隆線の区画内に刺突文が充填されている。１９は横位波濤文の一部である。１１・１２は

地文のみの土器である。１２は網代底、２０は木葉底となっている。

　⑨包含層２c層中出土土器（第１３４図）

　すべて深鉢形土器である。１～６は隆線や沈線によって文様が施される土器である。５・６には隆線

に沿って、列点状に刺突文が施されている。

　⑩包含層２d層上面出土土器（第１３５図）

　すべて深鉢形土器である。１・２は口縁部がわずかに内湾する器形である。２は横走縄文が施され

ている。３～６が胴下部の土器である。底面にはすべて１本越２本潜の網代の痕跡が残されている。

　⑪包含層２d層中出土土器（第１３６図）

　すべて深鉢形土器である。１～１０は隆線や沈線によって文様が施される土器である。１は環状把

手の波頂部にヒレ状隆線文を付している。口縁部には隆線に沿って列点状に刺突文がめぐっている。

２・３は方形区画文の一部で、２の口縁部には隆線に沿って列点状の刺突文、３はヒレ状隆線文が施さ

れている。４～８はいずれも幅の広い無文帯が口縁部に設けられている。９・１０は胴部で、９はヒレ状

隆線文、１０は隆線に沿って列点状の刺突文が施されている。１１～１４は底部で、１１・１２の底面には木

葉の圧痕が残されている。１３・１４の底面はミガキやナデ調整が施されている。

　⑫包含層３a上面出土土器（第１３７図・第１３８図１～６）

　すべて口縁部が緩やかに外反する深鉢形土器である。第１３７図１は口縁部に無文帯が設けられ、以

下太い撚糸文（LR）が縦位に施文されている。２は方形区画文が沈線文によって描出されている。３

～５は口縁部の無文帯を画する横位沈線文がめぐっている。６は無文帯と縄文のみとなっている。

第１３７図７～９・第１３８図３～５が沈線、第１３７図１０・第１３８図６が隆線によって文様が施されている。第

１３８図１・２は口縁部に無文帯が設けられ、無文帯を画する横位沈線文がめぐっている。地文には１

が細い撚糸文（R）、２が太い撚糸文（R）が縦位に施文されている。

　⑬包含層３a層中出土土器（第１３８図７・８）

　すべて深鉢形土器である。７は口縁部が緩やかに内湾する。弧状をなす沈線文が描かれている。

８は隆線、沈線によって文様が施されている。

１２５
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

60-1-16
入組帯状文/縄文（LR）、瘤付、沈
線文

深鉢・Ⅱa
SX01②・B3北ベルト・包含層2b①層上
面、C4区・包含層2a層中

16a～
ｃ

60-1-1無文壷・Ⅰ
SX01②・B3北ベルト・包含層1層（旧
河道SX03堆積層）中

1

60-1-17縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅱｄ？SX01②・B3北ベルト・包含層2b①層上面1760-1-2羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B3北ベルト・包含層2a層上面2

60-1-18羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B3北ベルト・包含層2b①層上面1860-1-3縄文（RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B3北ベルト・包含層2a層上面3

60-1-19羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・B3北ベルト・包含層2b①層上面1960-1-4羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B3北ベルト・包含層2a層上面4

60-1-20羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・B3北ベルト・包含層2b①層上面2060-1-5入組帯状文/縄文（LR）深鉢・Ⅱa?SX01②・B3北ベルト・包含層2a層中5a,b

60-1-21撚糸文（L）深鉢・Ⅳ～ⅥSX01②・B3北ベルト・包含層2b①層上面2160-1-6縄文（LR）、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅱｄ？SX01②・B3北ベルト・包含層2a層中6

60-1-22櫛描文深鉢・Ⅳ～ⅥSX01②・B3北ベルト・包含層2b①層上面22a,b60-1-7撚糸文（LR）深鉢・Ⅳ～ⅦSX01②・B3北ベルト・包含層2a層中7

60-1-23縄文（LR）→沈線文深鉢・Ⅴb?SX01②・B3北ベルト・包含層2b①層上面2360-1-8撚糸文（R）深鉢・Ⅳ～ⅦSX01②・B3北ベルト・包含層2a層中8

60-1-24
縄文（LR）→同心円状文/沈線文、
底面：ミガキ、粘土の積み上げ部
に指紋

深鉢・Ⅴc2
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b①
層中～②層上面イカク、B5区・包含層2
層下部

24a～
ｃ

60-1-9
縄文（RLR）→弧状文・鎖状刺突
文、沈線文

深鉢・ⅥcSX01②・B3北ベルト・包含層2a層中9

60-1-25
縄文（LR-結節付き、横回転・縦
回転）

深鉢・Ⅴc2
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b①
層中～②層上面イカク

2560-1-10縄文（LR）、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅱｄ
SX01②・B3～C3北ベルト・包含層2a
層中～b層上面イカク

10

60-1-26縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶa
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b①
層中～②層上面イカク

2660-1-11縄文（LR）深鉢・Ⅱｄ
SX01②・B3～C3北ベルト・包含層2a
層中～b層上面イカク

11

60-1-27
縄文（RLR-0段多条）、沈線文、刺
突文

深鉢・Ⅶｄ
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b①
層中～②層上面イカク

2760-1-12撚糸文（R）、摩滅深鉢・Ⅳ～Ⅶ
SX01②・B3～C3北ベルト・包含層2a
層中～b層上面イカク

12

60-1-28
方形区画文・縄文（RLR）、懸垂隆
線文、沈線文

深鉢・Ⅶb
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b①
層中～②層上面イカク

2860-1-13縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅱa?
SX01②・B3～C3北ベルト・包含層2a
層中～b層上面イカク

13

60-1-29縄文（LRｒ）→沈線文深鉢・Ⅶb
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b①
層中～②層上面イカク

2960-1-14縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶa
SX01②・B3～C3北ベルト・包含層2a
層中～b層上面イカク

14

60-1-30
環状把手、ボタン状貼付文、縄文
（RL）、隆線文＋刻目文、沈線文

深鉢・Ⅵa
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b①
層中～②層上面イカク、C4北ベルト・包
2b層、C3区・包2a層中

30a～
ｃ

60-1-15撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶ？
SX01②・B3～C3北ベルト・包含層2a
層中～b層上面イカク

15

第１３１図　SX０１②南側遺物包含層・B３北ベルト・包含層１層中～２b②層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

60-2-6縄文（RL）→弧状文・鎖状刺突文深鉢・Ⅵc
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b
②層中

6a,b60-2-1縄文（RL）深鉢・Ⅱd
SX01②・B3北ベルト・包含層2b②
層中

1

60-2-7縄文（LR）、懸垂隆線文深鉢・Ⅶ
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b
②層中

760-2-2縄文（LR）深鉢・Ⅶc1
SX01②・B3北ベルト・包含層2b②
層中

2

60-2-8撚糸文（LR）深鉢・Ⅶ
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b
②層中

860-2-3
底面：網代（籠目編）底→粘土貼付→
網代痕、内面：炭化物付着、底部：環
状に煤状炭化物付着

深鉢・Ⅶ
SX01②・B3北ベルト・包含層2b②
層中・2b②層上面

3

60-2-9撚糸文（LR）、ヒレ状隆線文深鉢・Ⅷｃ
SX01②・B～C3北ベルト・包含層2b
②層中

960-2-4
底面：網代(2本越2本潜）、内面：炭化
物付着、底部：環状に煤状炭化物付着

深鉢・Ⅶ
SX01②・B3北ベルト・包含層2b②
層中・2b①層上面

4

60-2-5
環状把手、下描沈線文→充填縄文
（RLR）→隆線文→2個1対の刺突文

深鉢・Ⅶa
SX01②・B3北ベルト・包含層2b②
層中、B4区・包含層2a～2c層中

5

第１３２図　SX０１②南側遺物包含層・B３北ベルト・包含層２b層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

60-3-11縄文（LR）深鉢・ⅦSX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面11
60-3-1

方形区画文/縄文（RL）、隆線文＋
刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面1

60-3-12
縄文（RL）、内面：炭化物付着、
網代底（4本越4本潜）

深鉢・ⅦSX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面12
60-3-2隆線文、刺突文、沈線文深鉢・Ⅷ？SX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面2

60-3-13隆線文、刺突文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B～C3北ベルト・包含層2c層上面1360-3-3撚糸文（R）、隆線文、刺突文深鉢・Ⅷ？SX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面3

60-3-14縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1?SX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面1460-3-4撚糸文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・B～C3北ベルト・包含層2c層上面4

60-3-15沈線文深鉢・Ⅷe1?SX01②・B～C3北ベルト・包含層2c層上面1560-3-5縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面5

60-3-16撚糸文（LR）、刺突文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面1660-3-6撚糸文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面6

60-3-17撚糸文（R）、沈線文深鉢・Ⅷｃ？SX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面1760-3-7撚糸文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面7

60-3-18縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B～C3北ベルト・包含層2c層上面1860-3-8縄文（LR－0段多条）深鉢・Ⅶc1SX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面8

60-3-19波濤文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面1960-3-9
方形区画文/縄文（LR）、隆線文、
沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・B～C3北ベルト・包含層2c層上面9

60-3-20撚糸文（LR）、木葉痕→ミガキ深鉢・ⅧSX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面2060-3-10
方形区画文/縄文（RLR）、隆線文、
沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・B3北ベルト・包含層2c層上面10

第１３３図　SX０１②南側遺物包含層・B３北ベルト・包含層２c層上面出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

61-1-4沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B3北ベルト・包含層2c層中461-1-1縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・B3北ベルト・包含層2c層中1

61-1-5縄文（RLR）、隆線文、刺突文深鉢・ⅧSX01②・B3北ベルト・包含層2c層中561-1-2縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・B3北ベルト・包含層2c層中2

61-1-6
方形区画文/撚糸文（LR）、隆線文、
刺突文、沈線文

深鉢・Ⅷc1SX01②・B3北ベルト・包含層2c層中
6a～
ｃ

61-1-3縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶa?SX01②・B3北ベルト・包含層2c層中3

第１３４図　SX０１②南側遺物包含層・B３北ベルト・包含層２c層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

61-2-5
撚糸文（LR）、網代底（1本越2本
潜）、内面：炭化物付着

深鉢・Ⅷ
SX01・B3北ベルト・包含層2d層上面・
2c層上面

5a,b
61-2-1無文深鉢・Ⅷe3SX01②・B3北ベルト・包含層2d層上面1

61-2-2縄文（LR）深鉢・Ⅷe3SX01②・B3北ベルト・包含層2d層上面2

61-2-6
縄文（LR）、網代底（1本越2本潜）
→ミガキ、内面：炭化物付着、底
部：煤状炭化物付着

深鉢・Ⅷ
SX01・B3北ベルト・包含層2d層上面、
B3区・包含層3層上面・2b層上面・2a②
層中・2a①層中

6

61-2-3底面：網代底(1本越2本潜）深鉢・Ⅷ？SX01②・B3北ベルト・包含層2d層上面3

61-2-4
底面：網代底（1本越2本潜）、内
面：炭化物付着、底部：環状に煤
状炭化物付着

深鉢・Ⅷ
SX01②・B3北ベルト・包含層2d層上面・
2c層中・2c層上面・2b②層中

4

第１３５図　SX０１②南側遺物包含層・B３北ベルト・包含層２d層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

61-3-9ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B3北ベルト・包含層2d層中961-3-1
環状把手①類、縄文（LR）、隆線文、
刺突文、ヒレ状隆線文、沈線文

深鉢・ⅧｄSX01②・B3北ベルト・包含層2d層中1a,b

61-3-10
縄文（RLR）、隆線文、沈線文、刺突
文

深鉢・ⅧｃSX01②・B3北ベルト・包含層2d層中1061-3-2
方形区画文/撚糸文（LR）、隆線文、
刺突文、沈線文

深鉢・Ⅷｃ
1

SX01②・B3北ベルト・包含層2d層中2

61-3-11底面：木葉痕深鉢・ⅧSX01②・B3北ベルト・包含層2d層中11a,b61-3-3
方形区画文/縄文（LR）、ヒレ状隆線
文、沈線文

深鉢・Ⅷｃ
1

SX01②・B3北ベルト・包含層2d層中3

61-3-12
縄文（RL）、底面：木葉底→ミガキ、内
面：炭化物付着、底部：煤状炭化物付着

深鉢・ⅧSX01②・B3北ベルト・包含層2d層中12
61-3-4沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B3北ベルト・包含層2d層中4

61-3-5縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B3北ベルト・包含層2d層中5

61-3-13
底面：ケズリ→ミガキ、内面：炭化物
付着、底部：全体に煤状炭化物付着

深鉢・Ⅷ
SX01②・B3北ベルト・包含層2d層中・
2d層上面

13
61-3-6縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B3北ベルト・包含層2d層中6

61-3-7縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B3北ベルト・包含層2d層中7

61-3-14
底面：ナデ、底部：全体に煤状炭化
物付着

深鉢・Ⅷ
SX01②・B3北ベルト・包含層2d層中・
2d層上面

1461-3-8縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B3北ベルト・包含層2d層中8

第１３６図　SX０１②南側遺物包含層・B３北ベルト・包含層２d層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

62-1-4縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面4

62-1-1撚糸文（LR）深鉢・Ⅷe2

SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面、
C3西ベルト・包含層3a層上面、B4区・包
含層2c層中・2c層上面、B3区包含層2層中、
C4区・包含層2b層中、C4北ベルト・包含
層2b②層中

1
62-1-5縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面5

62-1-6縄文（LR）深鉢・Ⅷe2SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面6

62-1-7波濤文？/撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面7

62-1-8波濤文？/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面8
62-1-2方形区画文/撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ1

SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面、
C4北ベルト・包含層2c層中

2
62-1-9波濤文？/撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面9

62-1-10縄文（RLR-0段多条）、隆線文深鉢・ⅧｃSX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面1062-1-3縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面3

第１３７図　SX０１②南側遺物包含層・B３北ベルト・包含層３a層上面出土土器（１）
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63-1-5縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面563-1-1
撚糸文（R）、沈線文、絡条体圧
痕文

深鉢・Ⅷe1

SX01・B3北ベルト・包含層3a層上面・2d
層中、B5区・包含層2c層上面、C4西ベル
ト・包含層2b②層上面・2b①層中、B4区・
包含層2層中

1

63-1-6撚糸文（LR）、隆線文深鉢・ⅧｃSX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面663-1-2撚糸文（R）、沈線文深鉢・Ⅷe1
SX01・B3北ベルト・包含層3a層上面、C3
西ベルト・包含層3a層上面・包含層2c層中

2a～d

63-1-7沈線文、内面：炭化物吸着深鉢・Ⅸa2SX01②・B～C3ベルト・包含層3a層中763-1-3波濤文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面3

63-1-8縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅸ②SX01②・B～C3ベルト・包含層3a層中863-1-4波濤文/縄文（LRL？）、沈線文深鉢・Ⅷｃ2SX01②・B3北ベルト・包含層3a層上面4

第１３８図　SX０１②南側遺物包含層・B３北ベルト・包含層３a層上面（２）・３a層中出土土器

0 10cm



（２４）SX０１②南側遺物包含層C３北ベルト出土土器（第１３９～１４３図）

　C３北ベルトでは、SX０１②南側遺物包含層は包含層１層（旧河道SX０３堆積層）、２a層、２b①層、２b

②層、２c～２d層、３a層に分層（第１２９図）された。下部の黒色土層は薄くなっている。

　①包含層２a層上面出土土器（第１３９図１）

　１は口縁部が内湾する深鉢形土器である。幅の広い羽状縄文が施されている。

　②包含層２a層中出土土器（第１３９図２～９）

　すべて深鉢形土器である。２は胴部に植物茎による擬縄文が施されている。胎土には海綿状骨針

が含まれている。３～５は口縁部が緩やかに内湾する器形である。幅の狭い羽状縄文が施されてい

る。６・８は沈線文が施され、磨消縄文となっている。７は口縁部に幅の狭い無文帯があり、以下に

ごく細い撚糸文が縦位に施されている。９は環状把手の基部にあたり隆線と沈線によって文様が施

されている。隆線に直交する２個１対の刻目文が施されている。

　③包含層２b①層上面出土土器（第１４０図）

　すべて深鉢形土器である。１は胴中位に緩やかなくびれ部があり、口縁部が外傾する器形である。

口縁部には突起が付されている。胴上部には平行沈線文と凸レンズ状文が描出され、間隔を置いて

交互にミガキが加えられている。貼瘤が２帯にわたって付されている。胴下部には楕円形状の文様

が描かれ、胴上部と同じく間隔を置いてミガキが加えられている。交点部分に貼瘤が付されている。

２は口縁部が緩やかに内湾する無文土器である。３は底面に低い台部が付いている。４は幅の狭い斜

行縄文がやや横位に施文されている。

　④包含層２b①層中出土土器（第１４１図１～６）

　１・２は口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。幅の狭い斜行縄文が施されている。３は低

い台の付く底部である。４は口縁部が内湾する鉢形土器である。平行沈線文が施され、交互にミガ

キが加えられている。５・６は隆線や沈線によって文様が構成される土器である。

　⑤包含層２b②層上面出土土器（第１４１図７～１０）

　すべて深鉢形土器である。７は口縁部が緩やかに内湾する器形である。口縁部には横回転、以下

縦回転の斜行縄文が施されている。２は口縁部が外傾する方形区画文が施された土器である。

　⑥包含層２c～d層中出土土器（第１４２図）

　すべて深鉢形土器である。１・２は口縁部が緩やかに外反する深鉢形土器である。１は口縁部に幅

の広い無文帯が設けられ、横位沈線文がめぐっている。２はヒレ状隆線文が付されている。３は口縁

部が緩やかに内湾する器形である。斜行縄文が施されている。

　⑦包含層３a層上面出土土器（第１４３図１～５）

　すべて深鉢形土器である。１は口縁部が緩やかに内湾する。沈線文と刺突文が連続して施されて

いる。２～５は隆線や沈線によって文様が施される土器である。

　⑧包含層３a層中出土土器（第１４３図６～８）

　すべて深鉢形土器である。１は斜行縄文が施されている。２・３は無文帯が隆線で浮線状に作られ

ている。２は２列の刺突文が施されている。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

63-2-6縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅲｂ?SX01②・C3北ベルト・包含層2a層中663-2-1羽状縄文（LR/RL）、海綿状骨針深鉢・ⅠdSX01②・C3北ベルト・包含層2a層上面1

63-2-7撚糸文（R)深鉢・Ⅳc4SX01②・C3北ベルト・包含層2a層中7a,b63-2-2擬縄文、海綿状骨針深鉢・Ⅰ
SX01②・C3北ベルト・包含層2a層中・2a
層上面

2a,b

63-2-8縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅴb2SX01②・C3北ベルト・包含層2a層中863-2-3縄文（LR）深鉢・Ⅱd
SX01②・C3北ベルト・包含層2a層中・2a
層上面

3

63-2-9
環状把手、縄文（LR）、隆線文＋
2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C3北ベルト・包含層2a層中9
63-2-4羽状縄文（R/L） 深鉢・ⅡdSX01②・C3北ベルト・包含層2a層中4

63-2-5羽状縄文（RL/LR） 、補修孔深鉢・ⅡdSX01②・C3北ベルト・包含層2a層中5

第１３９図　SX０１②南側遺物包含層・C３北ベルト・包含層２a層上面・２a層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

64-1-3
羽状縄文（LR/RL）、底面：台付、
ミガキ

深鉢・Ⅱ
SX01②・C3北ベルト・包含層2b①層上
面、C3西ベルト・包含層2a層中

364-1-1
凸レンズ状文/沈線文・ミガキ、瘤
付、補修孔、火ハジケ

深鉢・Ⅱa

SX01②・C3北ベルト・包含層2b①層上
面、C5区・包含層2b層中、B4区・包含
層2b層中、C5区・包含層2b層上面、C4
区・包含層2a層中、C3区・包含層2a層中

1

64-1-4縄文（LR-一部撚りほどけ）深鉢・Ⅱ
SX01②・C3北ベルト・包含層2b①層上
面

464-1-2無文深鉢・Ⅱd
SX01②・C3北ベルト・包含層2b①層上
面、B3区・包含層2a②層上面

2a～
ｃ

第１４０図　SX０１②南側遺物包含層・C３北ベルト・包含層２b①層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

64-4-5縄文（RLR-0段多条）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3北ベルト・包含層3a層上面564-4-1沈線文、刺突文深鉢・ⅧｃSX01②・C3北ベルト・包含層3a層上面1

64-4-6縄文（LR）深鉢・Ⅸb5SX01②・C3北ベルト・包含層3a層中664-4-2縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3北ベルト・包含層3a層上面2

64-4-7
縄文（RL）、隆線文＋刺突文、
沈線文

深鉢・Ⅸ①SX01②・C3北ベルト・包含層3a層中764-4-3ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3北ベルト・包含層3a層上面3

64-4-8
波濤文？／縄文（RLR）、隆線文、
沈線文

深鉢・Ⅸ②SX01②・C3北ベルト・包含層3a層中864-4-4縄文（LRL-0段多条）、沈線文
深鉢・Ⅷｃ
2

SX01②・C3北ベルト・包含層3a層上面4

第１４３図　SX０１②南側遺物包含層・C３北ベルト・包含層３a層上面・３a層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

64-3-3縄文（LR）深鉢・Ⅷe2 SX01②・C3北ベルト・包含層2c～d層中364-3-1縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1
SX01②・C3北ベルト・包含層2c～d層中、
C4西ベルト・包含層2c層中

1

64-3-4縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3北ベルト・包含層2c～d層中464-3-2ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3北ベルト・包含層2c～d層中2

第１４２図　SX０１②南側遺物包含層・C３北ベルト・包含層２c～d層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

64-2-6縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C3北ベルト・包含層2b①層中664-2-1縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C3北ベルト・包含層2b①層中1

64-2-7縄文（LR-横回転・縦回転)深鉢・Ⅴc1SX01②・C3北ベルト・包含層2b②層上面764-2-2縄文（LR）、補修孔深鉢・ⅡｄSX01②・C3北ベルト・包含層2b①層中2

64-2-8
方形区画文/縄文（LRL）、隆線
文＋刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C3北ベルト・包含層2b②層上面864-2-3
底面：台付・ミガキ、内面：炭
化物付着

深鉢・ⅡSX01②・C3北ベルト・包含層2b①層中3

64-2-9縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷ？SX01②・C3北ベルト・包含層2b②層上面964-2-4
縄文（LR）、平行沈線文、交互
ミガキ

鉢・ⅡSX01②・C3北ベルト・包含層2b①層中4

64-2-10縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷ？SX01②・C3北ベルト・包含層2b②層上面1064-2-5縄文（RL-0段多条）→懸垂文深鉢・ⅤｂSX01②・C3北ベルト・包含層2b①層中5

第１４１図　SX０１②南側遺物包含層・C３北ベルト・包含層２b①層中・２b②層上面出土土器
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（２５）SX０１③北西側遺物包含層A３区出土土器（第１４４図）

　A３区は、岩盤がせり出し、旧河道群が大きく流路を変える部分にあたっており、薄い包含層が確認

されたに過ぎない。

　①包含層１層（旧河道堆積層）中出土土器（第１４４図１～３）

　包含層１層は砂礫層で細別は行っていない。１は口頸部が短く外反する深鉢形土器の頸部である。

内湾部分に平行沈線文が施されている。２・３は入組帯状文が施された深鉢形土器である。

　②SX０１③北西側遺物包含層Ⅱ層中出土土器（第１４４図４～９）

　A３区の南側、包含層１層の砂礫層下で、黒色土層が検出された。SX０１③北西側遺物包含層Ⅱ層の

延びの一部で、細別は行わずにまとめて取り上げている。

　４～９はすべて深鉢形土器である。４は口縁部が緩やかに内湾する器形で、口縁部分の縄文の回転

方向を若干変えたものである。５～９は口縁部が緩やかに外反する器形である。口縁部には無文帯

が設けられている。８・９は方形区画文の一部が施されている。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

65-1-6縄文（LR）深鉢・Ⅷe2SX01③・A3区･包含層Ⅱ層中665-1-1縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰa旧河道・A3区･包含層Ⅰ層（堆積層）中1

65-1-7縄文（RLR-0段多条）深鉢・Ⅷe2SX01③・A3区･包含層Ⅱ層中765-1-2入組帯状文/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅱa？旧河道・A3区･包含層Ⅰ層（堆積層）中2

65-1-8方形区画文/縄文（LRL-0段多条）深鉢・Ⅷｃ1SX01③・A3区･包含層Ⅱ層中865-1-3
入組帯状文/連続刺突文（刺突貝不
明）、沈線文

深鉢・Ⅱ？旧河道・A3区･包含層Ⅰ層（堆積層）中3

65-1-9方形区画文/縄文（RLR-0段多条）深鉢・Ⅷｃ1SX01③・A3区･包含層Ⅱ層中965-1-4縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01③・A3区･包含層Ⅱ層中4

65-1-5撚糸文（LR）深鉢・Ⅷe2SX01③・A3区･包含層Ⅱ層中5

第１４４図　SX０１③北西側遺物包含層・A３区・包含層Ⅰ～Ⅱ層中出土土器

0 10cm



（２６）B３西ベルト出土土器（第１４６図）

　B３西ベルトでは、旧河道SX０３・０４・２３・２４が検出された（第１４５図）。いずれの旧河道も小角礫

を含む砂礫層と未分解植物質を含む有機質の黒色土層との互層状になっている。

　①旧河道SX０３B堆積層中出土土器（第１４６図１～１５）

　１～１５は旧河道SX０３B堆積層中から出土した。このうち１は第１４５図２層上面、２～１５は２～４層中

から出土している。２～７は口頸部が短く外反する深鉢形土器である。口頸部には１ないし数条の沈

線文や刻目文が施されている。８・９は口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。８の口縁部に

は平行沈線文と刻目文が施されている。１０は平行線化した雲形文が施された鉢形土器である。１１

は口縁部に平行沈線文が施され、貼瘤が付されている。１２は幅の狭い横位斜行縄文が施されている。

１３は太描きの沈線によって小渦巻文が描かれる壷形土器である。１４・１５は口縁部に幅の狭い無文帯

を設けている。

　②旧河道SX０４堆積層中出土土器（第１４６図１６～２１）

　１６～２１は旧河道SX０４堆積層（第１４５図５～８）中から出土した。すべて深鉢形土器である。１６～１９

は口頸部が短く外反する器形である。口頸部には１ないし２条の沈線文が施されている。２０・２１は口

縁部が緩やかに内湾する器形である。２０は幅の広い斜行縄文、２１は幅の狭い斜行縄文が施されて

いる。

　③旧河道SX２３堆積層中出土土器（第１４６図２２～２７）

　２２～２７は旧河道SX２３堆積層（第１４５図９）中から出土した。２２は雲形文の施された皿形土器で

ある。２３～２７は深鉢形土器で、隆線や沈線によって文様が施されている。
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備考遺物取上げ層位土性土色番号

木質・有機質を多く含む。旧河道SX03B堆積層Sec.1層粘土質シルト黒褐色（10YR2/2）1

5～30ｃｍの礫を多く含む。旧河道SX０３B堆積層Sec.2層砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/4）2

木質・有機質を多く含む。旧河道SX03B堆積層Sec.3層粘土質シルト黒褐色（10YR3/1）3

グライ化した小礫を多く含む。旧河道SX０３B堆積層Sec.4層砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)4

灰オリーブ色の砂を含む。旧河道SX０4堆積層Sec.5層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)5

グライ化した礫を多く含む。旧河道SX０4堆積層Sec.6層砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)6

有機質を含む。旧河道SX０4堆積層Sec.7層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)7

旧河道SX04堆積層Sec.8層砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/6)8

大きな角礫を多く含む。旧河道SX23堆積層Sec.9層砂礫黄褐色（2.5Y5/6)9

20cm程の角礫を含む。旧河道SX24堆積層Sec.10層砂礫灰オリーブ色（7.5Y4/2)10

旧河道SX24堆積層Sec.11層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)11

小礫を多く含むSec.12層砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/4)12

20～３０cm程のグライ化した角礫を含む無遺物層砂礫オリーブ黒色（7.5Y3/1)13

第１４５図　B３西ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

65-2-15撚糸文（LR）深鉢・Ⅴc1
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

1565-2-1縄文（LR）深鉢・Ⅰ
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
層)上面

1

65-2-16
羽状縄文（RL/LR）、沈線文、内
外面：炭化物付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰc
旧河道SX04･B3西ベルト・堆積層（Sec.5
～8層)中

1665-2-2縄文（RL）、平行沈線文、刻目文深鉢・Ⅰa
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

2

65-2-17
縄文（RL）、沈線文、内外面：
炭化物付着

深鉢・Ⅰb
旧河道SX04･B3西ベルト・堆積層（Sec.5
～8層)中

1765-2-3羽状縄文（LR/RL）、平行沈線文深鉢・Ⅰc
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

3

65-2-18縄文（LR）、沈線文、海綿状骨針深鉢・Ⅰb
旧河道SX04･B3西ベルト・堆積層（Sec.5
～8層)中

1865-2-4平行沈線文、刻目文深鉢・Ⅰa
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

4

65-2-19縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰb
旧河道SX04･B3西ベルト・堆積層（Sec.5
～8層)中

1965-2-5羽状縄文（RL/LR）、沈線文深鉢・Ⅰb
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

5

65-2-20縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅰe
旧河道SX04･B3西ベルト・堆積層（Sec.5
～8層)中

2065-2-6縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰb
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

6

65-2-21羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱd
旧河道SX04･B3西ベルト・堆積層（Sec.5
～8層)中

2165-2-7縄文（RL）、平行沈線文、刻目文深鉢・Ⅰa
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

7

65-2-22雲形文/縄文（LR）、沈線文皿・Ⅰ
旧河道SX23･B3西ベルト・堆積層（Sec.9
層)中

2265-2-8縄文（LR）、平行沈線文、刻目文深鉢・Ⅰd
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

8

65-2-23縄文（LR）、鎖状刺突文深鉢・Ⅵ？
旧河道SX23･B3西ベルト・堆積層（Sec.9
層)中

2365-2-9縄文（RL）深鉢・Ⅰe
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

9

65-2-24縄文（RLR）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・Ⅶ
旧河道SX23･B3西ベルト・堆積層（Sec.9
層)中

2465-2-10雲形文/縄文（LR）、沈線文鉢・Ⅰ
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

10

65-2-25
縄文（LR）、沈線文、円形竹管
による連続刺突文

深鉢・Ⅵ？
旧河道SX23･B3西ベルト・堆積層（Sec.9
層)中

2565-2-11瘤付、平行沈線文深鉢・Ⅱa
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

11

65-2-26縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?
旧河道SX23･B3西ベルト・堆積層（Sec.9
層)中

2665-2-12縄文（LR）深鉢・Ⅱd
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

12

65-2-27
撚糸文（LR）、ヒレ状隆線文、
沈線文

深鉢・Ⅷｃ
旧河道SX23･B3西ベルト・堆積層（Sec.9
層)中

2765-2-13縄文（LR）→渦巻文、沈線文壷・Ⅴ？
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

13

65-2-14縄文（RLR-0段多条）深鉢・Ⅴc2
旧河道SX03B･B3西ベルト・堆積層（Sec.2
～4層)中

14

第１４６図　旧河道SX０３・０４・２３・B３西ベルト・堆積層中出土土器
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（２７）SX０１②南側遺物包含層B３区出土土器（第１４７～１５１図）

　B３区では、SX０１②南側遺物包含層は包含層１a～e層、２a①層、２a②層、２b①層、２b②層、２c層、

３a層に分層された。このうち包含層１a～e層は旧河道SX０３・０４の堆積層である。包含層２a層は２枚の

層に細分され、包含層２a②層上面がC４西ベルトの包含層２b①層上面と同一の面である。

　また、B３区北西側旧河道川べりでは、沢筋側に倒れ込んだ木が確認（写真図版１１−２）された。木

の根元部分はピットとなっており、流れ込んだ黒色土中から土器が出土している。旧河道の北東湾曲

部においては、SX０３・０４より古い旧河道SX２８が確認されている。

　①包含層１a～e層中出土土器（第１４７～１４８図）

　小角礫を含む砂礫層と未分解植物質を含む有機質の黒色土層との互層状になっており、包含層１a

～e層に分層して遺物を取り上げている。これらは旧河道SX０３・０４堆積層に相当する。ここではま

とめて扱う。

　主体となる土器は、口頸部が短く外反する深鉢形土器や口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器で、

胴部には幅の広い羽状縄文や斜行縄文が施されるものである。若干の鉢・壷・皿形土器も出土して

いる。このほかに、隆線や沈線によって文様が施される土器も見られる。

　②木の根攪乱ピット堆積層中出土土器（第１４９図１～１２）　

　ピットに流れ込んだ土器が出土している。１～１１は口頸部が短く外反する深鉢形土器で、口頸部

には沈線文や刻目文が施されている。１２はわずかに口縁部が内湾する。縦位斜行縄文が施されて

いる。いずれの土器も全く接合しなかった。

　③包含層２a層中出土土器（第１４９図１３～２７）　

　１３・１４は磨消縄文によって弧状文が描出されている。１３は斜行縄文、１４は羽状縄文が施され、無

文部はミガキによって若干低く、彫去風に整えられている。１５は口縁部が肥厚して内湾する深鉢形

土器である。１６～２４は隆線や沈線によって文様が施される土器である。２５・２６には口縁部に無文

帯が設けられ、以下地文としている。２７は底面に木葉の痕跡を残す小型の深鉢形土器である。

　④包含層２a①層中出土土器（第１５０図１～１３）

　１～４は口頸部が短く外反する深鉢形土器である。頸部には沈線文がめぐらされている。５は頸部

に沈線文が１条めぐっている。やや横走気味の縄文が施されている。６～８は口縁部がわずかに内湾

する深鉢形土器である。６・７はやや幅の狭い羽状縄文が施されている。８は斜行～横走する縄文を

小単位で施文している。９は無文の浅鉢形土器、１０は隆線文・平行沈線文の施された壷形土器である。

１１～１３は隆線や沈線の施される深鉢形土器である。

　⑤包含層２a②層上面出土土器（第１５０図１４～２５）

　１４は口頸部が短く外反する深鉢形土器である。頸部には沈線文がめぐらされている。１５～１９は

口縁部がわずかに内湾する深鉢形土器である。幅の狭い羽状縄文や斜行縄文が施されている。２０・

２１は貼瘤の付される深鉢形土器である。幾何学的な文様が描かれている。２３～２５は深鉢形土器の

底部である。２５は低い台状に底面が作られている。

１３９



　⑥包含層２a②層中出土土器（第１５０図２６～３１）

　２６は平行沈線文間に交互にミガキを施した鉢形土器である。２７は緩やかに内湾する器形で幅の

狭い羽状縄文が施されている。２８は入組帯状文の一部が描出されている。２９・３０は沈線文によっ

て文様が施されている。３１は縦位斜行縄文が施文されている。

　⑦包含層２b①層上面出土土器（第１５１図１～４）

　１は貼瘤の付される土器である。２～４は底部で、２は底面に低い台が付けられている。３は木葉の

圧痕をわずかに残し、丁寧に磨かれている。４はごく低い台状の高まりが縁辺に認められる。

　⑧包含層２b①層中出土土器（第１５１図５～８）

　５～７は隆線や沈線によって文様が施される深鉢形土器である。８の底面には網代の痕跡が残され

ている。

　⑨包含層２c層中出土土器（第１５１図１５～２０）

　１５～２０は隆線や沈線によって文様が施される深鉢形土器である。１７・１８の口縁部には隆線文が

めぐり、１９・２０にはやや幅の狭い無文帯が設けられている。

　⑩包含層３a層上面出土土器（第１５１図２１～２４）

　２１は口縁部がわずかに外反する。口縁部の無文帯以下、縦位斜行縄文が施されている。２２・２３の

底面には、木葉の圧痕をわずかに残している。

　⑪包含層３a層中出土土器（第１５１図２５）

　２５は波状縁の深鉢形土器で、楕円形区画文の一部が施されている。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

65-3-16無文深鉢・ⅡｄSX01②･B3区･包含層1b層中1665-3-1口唇部：＜状刺突文、頸部：平行沈線文深鉢・Ⅰb?SX01②･B3区･包含層1層中1

65-3-17縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅴｂ1SX01②･B3区･包含層1b層中1765-3-2
縄文（LR）、沈線文、内外面：炭化物付着、底
面：ミガキ

浅鉢・ⅠSX01②･B3区･包含層1層中2

65-3-18A突起、沈線文壷・ⅠSX01②･B3区･包含層1c層中1865-3-3縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅱa？SX01②･B3区･包含層1層中2

65-3-19縄文（RL）、平行沈線文、刻目文深鉢・ⅠaSX01②･B3区･包含層1c層中1965-3-4入組帯状文/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅱa？SX01②･B3区･包含層1層中3

65-3-20羽状縄文（RL/LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01②･B3区･包含層1c層中2065-3-5底面：網代（変則）底深鉢・Ⅴ？SX01②･B3区･包含層1層中5

65-3-21
羽状縄文（RL/LR）、外面：炭化物付着、海
綿状骨針

深鉢・ⅠeSX01②･B3区･包含層1c層中2165-3-6
縄文（LR）、平行沈線文、刻目文、外面：
炭化物付着

深鉢・ⅠdSX01②･B3区･包含層1a層中6

65-3-22羽状縄文（LR/RL）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01②･B3区･包含層1c層中2265-3-7撚糸文（R）深鉢・Ⅴc1SX01②･B3区･包含層1a層中7

65-3-23縄文（RL）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01②･B3区･包含層1c層中2365-3-8縄文（LR）、工字文、2個1対の貼瘤、沈線文鉢・ⅠSX01②･B3区･包含層1b層中8

65-3-24平行沈線文、刺突文、外面：炭化物付着深鉢SX01②･B3区･包含層1c層中2465-3-9縄文（LR）、工字文、2個1対の貼瘤、沈線文鉢・ⅠSX01②･B3区･包含層1b層中9

65-3-25無文深鉢・Ⅱｄ？SX01②･B3区･包含層1c層中2565-3-10沈線文、刻目文、海綿状骨針深鉢・ⅠaSX01②･B3区･包含層1b層中10

65-3-26羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②･B3区･包含層1c層中2665-3-11縄文（RL）平行沈線文深鉢・ⅠbSX01②･B3区･包含層1b層中11

65-3-27無文（ケズリ痕）深鉢・ⅡｄSX01②･B3区･包含層1c層中2765-3-12縄文（RL）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01②･B3区･包含層1b層中12

65-3-28格子状沈線文深鉢・ⅡｃSX01②･B3区･包含層1c層中2865-3-13縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅡｄSX01②･B3区･包含層1b層中13

65-3-29ボタン状貼付文、隆線文＋鎖状刺突文、沈線文深鉢・ⅥcSX01②･B3区･包含層1c層中2965-3-14羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②･B3区･包含層1b層中14

65-3-15入組帯状文/櫛描文深鉢・ⅡｂSX01②･B3区･包含層1b層中15

第１４７図　SX０１②南側遺物包含層・B３区・包含層１a～１c層中出土土器
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66-1-13
入組帯状文/羽状縄文（LR/RL）、瘤付、
沈線文

深鉢・ⅡaSX01②･B3区･包含層1d層中1366-1-1羽状縄文（LR/RL）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01②･B3区･包含層1d層上面1a,b

66-1-14縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅲ？SX01②･B3区･包含層1d層中1466-1-2
平行沈線文、羽状縄文（RL/LR）、外面：
炭化物付着

深鉢・ⅠdSX01②･B3区･包含層1d層上面2

66-1-15撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01②･B3区･包含層1d層中1566-1-3平行沈線文、縄文（RL）、補修孔深鉢・ⅠdSX01②･B3区･包含層1d層中3

66-1-16縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②･B3区･包含層1d層中1666-1-4平行沈線文、刻目文深鉢・ⅠaSX01②･B3区･包含層1d層中4

66-1-17縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅠbSX01②･B3区･包含層1e層中1766-1-5
沈線文、羽状縄文（LR/RL）、外面：炭化
物付着、補修孔（未穿孔）

深鉢・ⅠcSX01②･B3区･包含層1d層中5

66-1-18羽状縄文（LR/RL）、内外面：炭化物付着深鉢・ⅠaSX01②･B3区･包含層1e層中1866-1-6縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01②･B3区･包含層1d層中6

66-1-19縄文（LR）、内面：炭化物付着深鉢・ⅠSX01②･B3区･包含層1e層中1966-1-7羽状縄文（LR/RL）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠeSX01②･B3区･包含層1d層中7

66-1-20縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②･B3区･包含層1e層中2066-1-8雲形文/縄文（LR）皿・ⅠaSX01②･B3区･包含層1d層中8

66-1-21縄文（RL）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②･B3区･包含層1e層中2166-1-9羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②･B3区･包含層1d層中9

66-1-22縄文（LR）、沈線文、ボタン状貼付文深鉢・ⅦSX01②･B3区･包含層1e層中2266-1-10縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅡｄSX01②･B3区･包含層1d層中10

66-1-23
方形区画文/縄文（LR）、隆線文+2個1対
の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②･B3区･包含層1e層中2366-1-11縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅡｄSX01②･B3区･包含層1d層中11

66-1-24縄文（LR)、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②･B3区･包含層1e層中2466-1-12羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②･B3区･包含層1d層中12

第１４８図　SX０１②南側遺物包含層・B３区・包含層１d層上面～１e層中出土土器
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66-2-15無文、外面：炭化物付着深鉢・ⅢSX01②･B3区･包含層2a層中1566-2-1
縄文（RL）、平行沈線文、刻目文、
外面：炭化物付着、海綿状骨針

深鉢・ⅠaSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中1

66-2-16縄文（LR）、沈線文　深鉢・Ⅳc3SX01②･B3区･包含層2a層中1666-2-2
縄文（RL）、平行沈線文、刻目文、
外面：炭化物付着

深鉢・ⅠaSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中2

66-2-17縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②･B3区･包含層2a層中1766-2-3
縄文（RL）、平行沈線文、刻目文、
外面：炭化物付着

深鉢・ⅠaSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中3

66-2-18
方形区画文/縄文（RLR）、隆線文、
連続刺突文、沈線文

深鉢・Ⅷc3?SX01②･B3区･包含層2a層中1866-2-4平行沈線文、刻目文深鉢・ⅠaSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中4

66-2-19縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②･B3区･包含層2a層中1966-2-5
縄文（RL）、沈線文、外面：炭化
物付着

深鉢・ⅠcSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中5

66-2-20縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅸa1?SX01②･B3区･包含層2a層中2066-2-6
縄文（LR）、沈線文、外面：炭化
物付着

深鉢・ⅠcSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中6

66-2-21隆線文、内面：ヒレ状隆線文深鉢・Ⅷｂ？SX01②･B3区･包含層2a層中2166-2-7縄文（RL）、沈線文　深鉢・ⅠbSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中7

66-2-22波濤文？/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･B3区･包含層2a層中2266-2-8
縄文（RL）、沈線文、内外面：炭
化物付着

深鉢・ⅠcSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中8

66-2-23撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②･B3区･包含層2a層中2366-2-9縄文（RL）、沈線文　深鉢・ⅠcSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中9

66-2-26縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･B3区･包含層2a層中2466-2-10縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・ⅠcSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中10

66-2-25撚糸文（LR）深鉢・Ⅷe2SX01②･B3区･包含層2a層中2566-2-11外面：炭化物付着深鉢・ⅠcSX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中11

66-2-24縄文（RLR）深鉢・Ⅷe2SX01②･B3区･包含層2a層中2666-2-12縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②･B3区･木の根攪乱ピット堆積層中12

66-2-27木葉底→ミガキ→棒状圧痕深鉢・Ⅷ?SX01②･B3区･包含層2a層中2766-2-13弧状文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅢｂSX01②･B3区･包含層2a層中13

66-2-14
弧状文/羽状縄文（LR/RL-0段多
条）、沈線文、外面：炭化物付着

深鉢・ⅢｂSX01②･B3区･包含層2a層中14

第１４９図　SX０１②南側遺物包含層・B３区・木の根攪乱ピット堆積層中、包含層２a層中出土土器
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67-1-17縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②･B3区･包含層2a②層上面1767-1-1平行沈線文深鉢・ⅠbSX01②･B3区･包含層2a①層中1

67-1-18羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②･B3区･包含層2a②層上面1867-1-2平行沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅠbSX01②･B3区･包含層2a①層中2

67-1-19縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②･B3区･包含層2a②層上面19a,b67-1-3沈線文深鉢・ⅠcSX01②･B3区･包含層2a①層中3

67-1-20縄文（LR）、瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②･B3区･包含層2a②層上面20a,b67-1-4縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅠcSX01②･B3区･包含層2a①層中4

67-1-21縄文（RL）、瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②･B3区･包含層2a②層上面2167-1-5
縄文（LR）、沈線文、内外面：炭化
物吸着

深鉢・Ⅱa？SX01②･B3区･包含層2a①層中5

67-1-22縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅴb？SX01②･B3区･包含層2a②層上面2267-1-6羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡdSX01②･B3区･包含層2a①層中6

67-1-23
羽状縄文(RL/LR ）、内外面：炭化物
吸着、底面：ミガキ

深鉢・ⅡSX01②･B3区･包含層2a②層上面2367-1-7羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡdSX01②･B3区･包含層2a①層中7

67-1-24
底面：木葉痕→ケズリ、底部：環状
に炭化物吸着

深鉢・Ⅴ？SX01②･B3区･包含層2a②層上面2467-1-8縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②･B3区･包含層2a①層中8

67-1-25
底部：環状に炭化物吸着、底面：低
い台付（ケズリ出し）

深鉢・ⅡSX01②･B3区･包含層2a②層上面2567-1-9無文浅鉢・ⅡSX01②･B3区･包含層2a①層中9

67-1-26平行沈線間に交互ミガキ鉢・ⅡSX01②･B3区･包含層2a②層中2667-1-10平行沈線文壷・ⅡSX01②･B3区･包含層2a①層中10

67-1-27羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②･B3区･包含層2a②層中2767-1-11縄文（LR）、懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴｂ1SX01②･B3区･包含層2a①層中11

67-1-28入組帯状文/ 縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅡdSX01②･B3区･包含層2a②層中2867-1-12方形区画文/縄文（LR）、隆線文深鉢・ⅦbSX01②･B3区･包含層2a①層中12

67-1-29縄文（LR）→懸垂文・渦巻文深鉢・ⅤbSX01②･B3区･包含層2a②層中2967-1-13縄文（RLR）、沈線文、摩滅深鉢・ⅧｃSX01②･B3区･包含層2a①層中13

67-1-30縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅴb？SX01②･B3区･包含層2a②層中3067-1-14縄文（RL)、平行沈線文、海綿状骨針深鉢・ⅠbSX01②･B3区･包含層2a②層上面14

67-1-31縄文（RLR）深鉢・Ⅶ？SX01②･B3区･包含層2a②層中3167-1-15羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②･B3区･包含層2a②層上面15

67-1-16縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②･B3区･包含層2a②層上面16

第１５０図　SX０１②南側遺物包含層・B３区・包含層２a①層中・２a②層上面・２a②層中出土土器
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67-1-44縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②･B3区･包含層2b②層中1367-1-32縄文（LR）、瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②･B3区･包含層2b①層上面1

67-1-45波濤文/縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②･B3区･包含層2b②層中1467-1-33羽状縄文（RL/LR）、底面：台付深鉢・ⅡSX01②･B3区･包含層2b①層上面2

67-1-46撚糸文(R）→沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②･B3区･包含層2c層中1567-1-34底面：木葉底→ミガキ深鉢・Ⅱ？SX01②･B3区･包含層2b①層上面3

67-1-47方形区画文/隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②･B3区･包含層2c層中1667-1-35
内面底部：環状炭化物吸着、底面：
わずかに台付、ミガキ

深鉢・ⅡSX01②･B3区･包含層2b①層上面4

67-1-48隆線文、刺突文深鉢・ⅦSX01②･B3区･包含層2c層中1767-1-36縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅢｂSX01②･B3区･包含層2b①層中5

67-1-49ボタン状貼付文、隆線文深鉢・ⅦSX01②･B3区･包含層2c層中1867-1-37口唇部：肥厚・凹線文深鉢・Ⅴb1SX01②･B3区･包含層2b①層中6

67-1-50撚糸文(LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②･B3区･包含層2c層中1967-1-38縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶa?SX01②･B3区･包含層2b①層中7

67-1-51撚糸文(R）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②･B3区･包含層2c層中2067-1-39底面：網代（4本越2本潜)底深鉢・Ⅶ？SX01②･B3区･包含層2b①層中8

67-1-52縄文(LR）深鉢・Ⅷe2SX01②･B3区･包含層3a層上面21a,b67-1-40羽状縄文(LR/RL） 深鉢・Ⅲ?SX01②･B3区･包含層2b②層中9

67-1-53底面：木葉底→ミガキ深鉢・ⅧSX01②･B3区･包含層3a層上面2267-1-41弧状文/羽状縄文（RL/LR-0段多条）深鉢・ⅢｂSX01②･B3区･包含層2b②層中10

67-1-54底面：木葉底→ケズリ深鉢・ⅧSX01②･B3区･包含層3a層上面2367-1-42縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅵ？SX01②･B3区･包含層2b②層中11

67-1-55楕円形区画文/縄文（LRL）、沈線文深鉢・Ⅸb3SX01②･B3区･包含層3a層中2467-1-43縄文（RL）、鎖状隆線文深鉢・Ⅵ？SX01②･B3区･包含層2b②層中12

第１５１図　SX０１②南側遺物包含層・B３区・包含層２b①層上面～３a層中出土土器
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（２８）SX０１②南側遺物包含層C３西ベルト出土土器（第１５３～１６８図）

　C３西ベルトでは、SX０１②南側遺物包含層は包含層１層、２a層、２b①層、２b②層、２c層、２d層、３a

層に分層された。包含層２b①層上面で土壙SK４とピット３が確認された。

　①包含層２a層上面出土土器（第１５３図１）

　口頸部が短く外傾する深鉢形土器である。胴部の縄文は横走している。器内面には、ハケメ様の

痕跡が残されている。

　②包含層２a層中出土土器（第１５３図２～１５４図）

　第１５３図２・３はほぼ同じ法量の壷形土器である。２は幅の短い横位斜行縄文が、３は幅の短い横位

羽状縄文が施文されている。第１５４図１～６は口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。幅の狭

い横位斜行縄文が施されている。

　③包含層２b①層上面出土土器（第１５５・１５６図）

　第１５５図１、第１５６図１・２は口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。幅の狭い横位羽状縄文

や横位斜行縄文が施文されている。第１５５図２は頸部で緩やかにくびれ口縁部はわずかに内湾しな

がら外傾する。口縁部から胴中位にかけて、入組帯状文が描出されている。地文には幅の狭い羽状

縄文が用いられている。

　④土壙SK４出土土器（第１５７図）

　第１５７図１～９の深鉢形土器破片が土壙SK４堆積層中から出土した。１・２は口縁部が緩やかに内湾

する土器である。幅の狭い羽状縄文や斜行縄文が施されている。３～４、６～９は沈線や隆線によっ

て文様が施されるものである。５は口縁部に無文帯を設け、ごく細い撚糸文が縦走している。

　⑤包含層２b①層中出土土器（第１５８図）

　水の影響を受けた砂質シルト層出土土器である。１～５は貼瘤の付された深鉢形土器である。６～

１６は口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。幅の狭い羽状縄文や斜行縄文が施されている。

１７～１９は無文の浅鉢形土器である。２０は壷形土器である。幅の狭い斜行縄文が施されている。２１

～４５は沈線や隆線、あるいは地文のみの深鉢形土器である。２１・２２は直線的な文様が施され、２３

は弧状文が配されている。

　⑥包含層２b②層上面出土土器（第１５９図）

　１は口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。幅の狭い斜行縄文が施されている。２は無文

の浅鉢形土器である。器外面はケズリ、内面はケズリの後に粗いミガキが施されている。

　⑦包含層２b②層中出土土器（第１６０図）

　水成堆積の砂礫層出土土器である。１は帯状文の中に幅の狭い羽状縄文が施されている。２・３は

懸垂文が描かれている。４～２６は隆線や沈線の施される土器である。橋状把手や、隆線上に刻目文

を施すもの、鎖状隆線文となるものがある。２７・２８は底部で、網代や木葉の圧痕が残されている。

　⑧包含層２c層上面出土土器（第１６１図）

　１～８は口縁部がほぼ外傾する地文のみの深鉢形土器である。口縁部に無文帯を設けるものや、口

縁部にのみ横回転により撚糸文を施すものがある。９は環状把手の基部に相当する深鉢形土器であ

１４６



る。緩い渦巻文が隆線によって描出されている。隆線上には２個１対の刻目文が施されている。１１

～１６は隆線や沈線によって文様が施される深鉢形土器である。１０には網代の痕跡が残されている。

　⑨包含層２c層中出土土器（第１６２～１６３図）

　すべて深鉢形土器で、口縁部がほぼ外傾するものと緩やかに外反するもの、内湾するものがある。

文様は隆線や沈線によって構成され、方形区画文や楕円形区画文の一部や懸垂隆線文などがある。

口縁部には無文帯が設けられるものと設けられないものとがあり、さらに沈線文で画されるものと

画されないものとがある。

　⑩包含層２d層中出土土器（第１６４図）

　１～３は口縁部が緩やかに外反する深鉢形土器である。口縁部の無文帯下には沈線文が１条めぐっ

ている。４は縦走する撚糸文である。

　⑪包含層３a層上面出土土器（第１６５～１６７図）

　第１６５図１は口縁部が緩やかなS字状をなす深鉢形土器である。口縁部には環状把手と山形状突起

が配されている。山形状突起の内外にはヒレ状隆線文が付されている。把手と突起の下には、楕円

形区画文が描出され、無文帯の交点部分には、ヒレ状隆線文が付されている。２は口縁部が緩やか

に外反する深鉢形土器である。方形区画文を基調とし、小さな隅丸方形状文や円形文を上下に配し

ている。全体に無文部が入組み状に展開し、胴中位の交点部分にはヒレ状隆線文が付されている。

３は口縁部が緩やかに外反する深鉢形土器である。山形状の突起の内外にはヒレ状隆線が付され、

器外面の隆線には連続して刺突が施され、鎖状隆線文としている。胴部には方形区画文が配されて

いる。４も鎖状隆線と方形区画文の一部が施されている。５は口縁部が緩やかに外反する深鉢形土

器である。口縁部に幅の広い無文帯が設けられ、沈線文がめぐっている。

　第１６６図１は環状把手である。２～１５は口縁部で、無文帯下に沈線文をめぐらせるものや沈線文の

施されないものがある。５は口縁部が内湾している。１０～１５は隆線や沈線の施される口縁部である。

１６～２１は隆線や沈線の施される胴部である。第１６７図１は地文のみの胴部である。

　第１６７図１～５は底部でいずれもミガキ調整が施されている。４には木葉の圧痕がミガキ残されて

いる。

　⑫包含層３a層中出土土器（第１６８図）

　１・２は口縁部が緩やかに外反するもので口縁部には無文帯が設けられている。３・４は口縁部が内

湾する深鉢形土器である。隆線によって区画文が作られている。５～９は隆線や沈線によって文様

が施される深鉢形土器の胴部である。
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備考遺物取上げ層位土性土色番号

礫を多く含む。旧河道SX03堆積層包含層1層砂礫褐色(10YR4/6)1

自然堆積土壙4堆積層シルト黒褐色(10YR2/2)2

自然堆積土壙4堆積層シルト質粘土黒色(10YR1.7/1)3

礫・炭化物を含む包含層2a層シルト黒色(10YR1.7/1)4

炭化物を含む包含層2b①層砂質シルト暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)5

炭化物を含む。水成堆積包含層2ｂ②層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/3)6

水成堆積包含層2ｂ③層砂礫暗灰黄色(2.5Y5/2)7

こぶし大の礫を多く含む包含層2c層シルト黒色(10YR2/1)8

ややグライ化包含層3a層粘土灰黄褐色(10YR4/2)9

備　考

直径24cm、深さ20cm、堆積土：黒褐色土Pit3

長軸80尺以上、短軸74尺、深さ36尺、堆積土：下表参照土壙4

C３西ベルト断面　　SX０１②南側遺物包含層・Pit３・土壙４

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

68-2-3
ケズリ→羽状縄文（RL/LR）→
ミガキ

壷・Ⅱ
SX01②・C3西ベルト・包含層2a層中、C3
区・包含層2a層中、C4区・包含層2a層中

368-2-1

縄文（LR＋Rl附加条、結節/他
条結縛）、内面：ヘラナデ(ハケ
メ様の痕跡）→ミガキ（口縁）、
外面：炭化物付着

深鉢・Ⅱ
SX０1②・C3西ベルト・包含層2a層上面・2a
層中（１片）

1a～e

68-2-2
ケズリ→縄文（LR－太細2種）、
内面：ケズリ→ミガキ

壷・Ⅱ
SX０1②・C3西ベルト・包含層2a層中、C3
区・包含層2b①層中、C4区・包含層2a層中

2

第１５３図　SX０１②南側遺物包含層C３西ベルト包含層２a層上面・２a層中出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

68-2-6縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3西ベルト・包含層2a層中3
68-2-4縄文（LR）深鉢・Ⅱd

SX01②・C3西ベルト・包含層2a層中、C3
区・包含層2b①層中、C4区・包含層2a層
中、C3区・包含層2a層中

1a～j
68-2-7縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3西ベルト・包含層2a層中4

68-2-8縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3西ベルト・包含層2a層中5
68-2-5縄文（LR）、内面：炭化物付着深鉢・Ⅱd

SX01②・C3西ベルト・包含層2a層中、C3
区・包含層2b①層中・2a層中、C4区・包
含層2a層中

2
68-2-9縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3西ベルト・包含層2a層中6

第１５４図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層２a層中出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

70-1-2
入組帯状文/羽状縄文（RL/LR）、
瘤付、沈線文

深鉢・Ⅱa

SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上面・
2b②層中・2b②層上面、B～C2北ベルト・
Sec.12層（包含層2b層）中、C3西ベルト・
包含層2a層中、B3区・包含層2a②層中

2a～k70-1-1縄文（LR/LL）深鉢・Ⅱd

SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上面、
C3区・包含層2b①層中・2a層中、B～C2
北ベルト・包含層2b②層上面・Sec.12'層
（包2b②層）中、B3区・包含層2a②層中・
2a②層上面・1d層中

1a～
ｃ

第１５５図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層２b①層上面出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

68-1-6縄文（RL）、懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3西ベルト・土壙4堆積層668-1-1羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3西ベルト・土壙4堆積層1

68-1-7縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3西ベルト・土壙4堆積層768-1-2縄文（RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3西ベルト・土壙4堆積層2

68-1-8撚糸文（LR）、隆線文深鉢・ⅦSX01②・C3西ベルト・土壙4堆積層868-1-3縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅢｂSX01②・C3西ベルト・土壙4堆積層3

68-1-9縄文（RLR）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3西ベルト・土壙4堆積層968-1-4沈線文深鉢・Ⅴb1SX01②・C3西ベルト・土壙4堆積層4

68-1-5撚糸文（R）深鉢・Ⅴc2SX01②・C3西ベルト・土壙4堆積層5

第１５７図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・土壙４堆積層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

69-1-2
縄文（RLR－0段多条）、内面：
粘土積上げ痕顕著

深鉢・Ⅱｄ
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上面・
2a層中

2a,b69-1-1
縄文（RL/LR)、粘土積上げ痕顕
著、底面：ケズリ

深鉢・Ⅱｄ
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上面・2b
①層中、C3区・包含層2a層中

1

第１５６図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層２b①層上面出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

70-2-26
縄文（RL）、隆線文＋2個1対の刻
目文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中
26a～
i

70-2-1瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中1

70-2-2羽状縄文（RL/LR）、瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中2

70-2-27
ボタン状貼付文、縄文（RL）、隆
線文＋2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・Ⅵa
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中・
包含層2a層中

27
70-2-3縄文（LR）、瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中3

70-2-4縄文（RL）、瘤付深鉢・ⅡaSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中4

70-2-28撚糸文（LR）→沈線文深鉢・Ⅵb
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上
面～2b②層上面

28
70-2-5瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中5

70-2-6縄文（LR）深鉢・Ⅱｄ
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上
面～2b②層上面

6
70-2-29縄文（RL）、隆線文＋刻目文深鉢・ⅦaSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中29

70-2-30ボタン状貼付文、円形竹管文深鉢・Ⅵa
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上
面～2b②層上面

30
70-2-7縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中7

70-2-8羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中8

70-2-31
ボタン状貼付文、鎖状刺突文、縄
文（LR）、沈線文

深鉢・ⅥcSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中31
70-2-9縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中9

70-2-10羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中10

70-2-32刺突文、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶb？SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中3270-2-11羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中11a,b

70-2-33刺突文、縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶd
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上
面～2b②層上面

33
70-2-12羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中12

70-2-13羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡｄSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中13

70-2-34縄文（RLR）、隆線文深鉢・ⅦbSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中3470-2-14縄文（LR）、補修孔深鉢・ⅡｄSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中14

70-2-35隆線文深鉢・Ⅶ
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上
面～2b②層上面

35
70-2-15縄文（LR）深鉢・ⅡｄSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中15

70-2-16羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中16

70-2-36縄文（RLR-0段多条）深鉢・Ⅶc1
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上
面～2b②層上面

36
70-2-17無文（ケズリ→ミガキ）浅鉢・ⅢaSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中17

70-2-18無文浅鉢・ⅢaSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中18

70-2-37無文（ナデツケ）深鉢・Ⅶc1
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上
面～2b②層上面

37
70-2-19無文浅鉢・ⅢaSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中19

70-2-21縄文（LR）壷・Ⅲ?SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中20

70-2-38縄文（RLR）深鉢・Ⅶc2
SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上
面～2b②層上面

38
70-2-20縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅢｂSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中21

70-2-22羽状縄文（RL/LR）、沈線文深鉢・ⅢｂSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中22

70-2-39縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶb？SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中39
70-2-23弧状文/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅲｂ

SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中、
C3区・包含層2a層中

23a,b
70-2-40縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中40

70-2-41縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中41
70-2-24縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1

SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上
面～2b②層上面

24
70-2-42縄文（RL）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中42

70-2-43撚糸文（R）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中43
70-2-25縄文（LR）→沈線文深鉢・Ⅴｂ

SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層上
面～2b②層上面

25
70-2-44縄文（L）、鎖状隆線文深鉢・ⅥSX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中44

70-2-45縄文（RL）、隆線文＋刻目文深鉢・Ⅶa？SX01②・C3西ベルト・包含層2b①層中45

第１５８図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層２b①層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

71-1-2
外面：無文（ケズリ）、内面：ケズ
リ→粗いミガキ、炭化物沈着

浅鉢・Ⅲa
SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層上
面・包2b①層中、C3区・包含層2b①層
中・2a層中

2a～
ｃ

71-1-1縄文（LR)深鉢・Ⅲc
SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層上
面、C3西ベルト・包2a層中

1a,b

第１５９図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層２b②層上面出土土器

0 10cm



１５４

1 

6 

7 

2 

3b 

5 

9b 

10 11 12 
13 14 15 16 

17 

4 

19 20 

21 

22 

23 
24 

8 

18 

3a 

9a 

25 26 27 

28 

炭
化
物 

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

71-2-14縄文（LRｒ）、隆線文深鉢・ⅦaSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中1471-2-1帯状文/羽状縄文（LR/RL）、沈線文深鉢・Ⅲ？SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中1

71-2-15方形区画文/縄文（LR）、懸垂隆線文深鉢・ⅦbSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中1571-2-2縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中2

71-2-16隆線文深鉢・ⅦaSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中1671-2-3撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中3a,b

71-2-17縄文（RL）、隆線文+刻目文深鉢・ⅦaSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中17
71-2-4

橋状把手、ボタン状貼付文、縄文
（LR）、沈線文

深鉢・ⅥaSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中4
71-2-18縄文（LR?)、鎖状隆線文深鉢・Ⅵ？SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中18

71-2-19縄文（RL）、鎖状隆線文深鉢・Ⅵ？SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中1971-2-5橋状把手、貫通孔深鉢・ⅥaSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中5

71-2-20縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中2071-2-6縄文（LR-0段多条)深鉢・Ⅶc1SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中6

71-2-21懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中2171-2-7縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中7

71-2-22縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中22
71-2-8

方形区画文/縄文（RL）、円形の盲
孔、鎖状刺突文

深鉢・ⅥcSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中8
71-2-24縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中23

71-2-25沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中24
71-2-9

方形区画文/縄文（LRL）、隆線文
＋2個1対の刻目文

深鉢・ⅦbSX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中9a,b
71-2-26縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷc?SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中25

71-2-27縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷc?SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中2671-2-10撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中10

71-2-23
底面：網代→ナデ→ミガキ、内面：
炭化物付着

深鉢・Ⅶ？SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中27
71-2-11縄文（LR)、隆線文深鉢・Ⅶb？SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中11

71-2-12縄文（LRｒ）、沈線文深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中12

71-2-28底面：木葉痕、外面：ミガキ深鉢・Ⅷ？SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中2871-2-13縄文（RL）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2b②層中13

第１６０図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層２b②層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

72-1-10
底面：網代底→ナデ、外面：被熱
による赤化、煤状の炭化物付着

深鉢・Ⅶ

SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面・
2c層中・2b②層中、B3区・包含層2b①
層中、B～C3北ベルト・包含層2a～2b層
中・2b①層上面、C3区・包含層2a層中

10

72-1-1撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面1

72-1-2撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面2

72-1-3撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面3a,b

72-1-4撚糸文(LR）横回転・縦回転深鉢・Ⅶc1SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面4

72-1-11縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面1172-1-5縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面5

72-1-12隆線文、刺突文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面1272-1-6縄文（LRr）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面6

72-1-13縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷc?SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面1372-1-7縄文（LRｒ）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面7

72-1-14縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面1472-1-8撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面8

72-1-15縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面15
72-1-9

環状把手基部、縄文（LR）、隆線
文+2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面9
72-1-16方形区画文/縄文（LR）、隆線文深鉢・Ⅷc1?SX01②・C3西ベルト・包含層2c層上面16

第１６１図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層２c層上面出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

72-2-9撚糸文(LR）、ヒレ状隆線文、鎖状隆線文深鉢・Ⅷ？SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中972-2-1撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中1

72-2-10撚糸文(LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中1072-2-2撚糸文(LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中2

72-2-11撚糸文(LR）、沈線文深鉢・Ⅶb?SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中1172-2-3撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中3

72-2-12方形区画文/縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C3西ベルト・包含層2c層中1272-2-4撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中4

72-2-13
縄文（LR＋結節付）、底面：網代底
→ミガキ、外面：被熱による赤化、
炭化物付着

深鉢・ⅦSX01②・C3西ベルト・包含層2c層中13

72-2-5撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中5

72-2-6撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中6

72-2-7撚糸文(R）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中7

72-2-14縄文（LR）、ヒレ状隆線文深鉢・Ⅷ？SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中1472-2-8無文(ミガキ）、小型品(口径約8ｃｍ）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中8

第１６２図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層２c層中出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

72-2-28撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中13a,b72-2-15片流れ状突起、隆線文深鉢・Ⅷ?SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中1

72-2-29撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中1472-2-16楕円形区画文？/撚糸文(LR）、沈線文深鉢・ⅧｂSX01②・C3西ベルト・包含層2c層中2

72-2-21縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中1572-2-17縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中3

72-2-22縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中1672-2-18沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中4

72-2-34連続刺突文深鉢・Ⅷ？SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中1772-2-19縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中5

72-2-30
方形区画文/縄文（LRｒ）、隆線文＋
2個1対の刻目文、円形刺突文

深鉢・Ⅶb
SX01・C3西ベルト・包含層2c層中、
C3区・包含層2b層中

18a,b
72-2-20縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01・C3西ベルト・包含層2c層中6

72-2-33撚糸文(LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1?
SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中・
2c層上面

7
72-2-31撚糸文(R）、沈線文深鉢・Ⅷ？SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中19

72-2-32方形区画文/縄文（LR）、隆線文＋刻目文深鉢・Ⅷ？SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中2072-2-23縄文（RLR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中8

72-2-35縄文（LR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層2c層中2172-2-24縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中9

72-2-36撚糸文(LR）、ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層2c層中2272-2-25撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中10

72-2-37縄文（RL）深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層2c層中2372-2-26撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中11

72-2-27撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3西ベルト・包含層2c層中12

第１６３図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層２c層中出土土器（２）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

73-1-3沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層2d層中373-1-1縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅧSX01②・C3西ベルト・包含層2d層中1

73-1-4
撚糸文(LR）＋撚りがほとんどとけ
てしまった撚糸文

深鉢・Ⅷ
SX01②・C3西ベルト・包含層2d層中・
2c層中

4a,b73-1-2縄文（LRL）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層2d層中2

第１６４図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層２d層中出土土器

0 10cm

0 10cm



１５７

1a,b 

2 

3a 

4a 4b 

1b 1a 

3b 

3c 3d 

4c 

4d 

5b 

5a 

炭
化
物 

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

73-2-4
方形区画文/撚糸文（LR）、隆線下に
下描沈線文→鎖状隆線文、沈線文

深鉢・Ⅷｃ
3

SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上
面・2c層中、C3西ベルト・包含層2c
層上面。・2b②層中

4a～d
73-2-1

環状把手、楕円形区画文/撚糸文
（LR)、沈線文、ヒレ状隆線文

深鉢・Ⅷa
SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上
面・2d層中・2c層中

1a,b

73-2-2
方形区画文/下描沈線→充填縄文→
引き直し沈線文、ヒレ状隆線文、外
面：炭化物による煮こぼれ痕

深鉢・Ⅷｃ1
SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上
面、B4北ベルト・包含層2d層中、C4
西ベルト・包含層2c層上面・2b②層中

2
73-2-5

縄文（RLR)、沈線文、内面下部：炭
化物付着

深鉢・Ⅷe1
SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上
面・2d層中・2c層中

5a,b

73-2-3
方形区画文/縄文（RLR-0段多条）、
鎖状隆線文、沈線文

深鉢・Ⅷｃ3
SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上
面・2c層中、B4区・包含層2層中・2b
層上面、B3区・包含層1d層中

3a～d

第１６５図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層３a層上面出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

73-2-17縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面1273-2-6環状把手②類、縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅷa?SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面1

73-2-18縄文（LR？）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面1373-2-7
73-2-8

撚糸文（LR)、沈線文深鉢・Ⅷe1
SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面、
C3区・包含層2b層中

2a,b
73-2-19方形区画文、隆線文深鉢・Ⅷｃ1SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面14

73-2-20撚糸文(L？）、隆線文、刺突文深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面1573-2-9縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面3a,b

73-2-21縄文（LRL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面1673-2-10撚糸文(LR）深鉢・Ⅷe2SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面4a～c

73-2-22撚糸文(LR）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面1773-2-11縄文（RLR-0段多条)、沈線文深鉢・Ⅷa?SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面5

73-2-23縄文（LR)、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面1873-2-12縄文（LRL）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面6

73-2-24
方形区画文/縄文（RL)、ヒレ状隆
線文、沈線文

深鉢・Ⅷｃ1SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面19
73-2-13縄文（RLR）深鉢・Ⅷe2SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面7

73-2-14縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面8

73-2-25
方形区画文/縄文（RL)、隆線文、
沈線文

深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面20
73-2-15縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷa?SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面9

73-2-16縄文（RL)、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面10

73-2-26縄文（RLR/LRL）、沈線文深鉢・ⅧcSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面21縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面11

第１６６図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層３a層上面出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

74-1-10縄文（LR)、沈線文深鉢・Ⅸ④SX01②・C3西ベルト・包含層3a層中674-1-5縄文（RL)深鉢・Ⅸb5SX01②・C3西ベルト・包含層3a層中1

74-1-11縄文（RLR)、ヒレ状隆線文深鉢・Ⅸ③SX01②・C3西ベルト・包含層3a層中774-1-6縄文（LR)、沈線文深鉢・Ⅸb4SX01②・C3西ベルト・包含層3a層中2

74-1-12縄文（RLR)、沈線文深鉢・Ⅸ④SX01②・C3西ベルト・包含層3a層中874-1-7隆線文、沈線文深鉢・Ⅸa1SX01②・C3西ベルト・包含層3a層中3

74-1-13隆線文、刺突文深鉢・Ⅸ①SX01②・C3西ベルト・包含層3a層中974-1-8波状縁、縄文（LR)、隆線文、沈線文深鉢・Ⅸa1SX01②・C3西ベルト・包含層3a層中4

74-1-9波濤文？、縄文（LR)、沈線文深鉢・Ⅸ④SX01②・C3西ベルト・包含層3a層中5

第１６８図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層３a層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

74-1-3
底面：木葉底→一部ミガキ、底部：
環状に煤状炭化物

深鉢・ⅧSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面4
74-1-1縄文（RLR)深鉢・ⅧSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面1a,b

74-1-2撚糸文（LR）、底面：ミガキ深鉢・Ⅷ
SX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面・
包2c層中、C3区・包含層2b層上面・包
含層2b層中

2 74-1-4底面：ミガキ、全体に炭化物吸着深鉢・ⅧSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面5

底面：ケズリ→ミガキ、外面：環
状に煤状炭化物

深鉢・ⅧSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面6
底面：ミガキ、全体に炭化物吸着深鉢・ⅧSX01②・C3西ベルト・包含層3a層上面3

第１６７図　SX０１②南側遺物包含層・C３西ベルト・包含層３a層上面出土土器（３）
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（２９）SX０１②南側遺物包含層C３区出土土器（第１６９～１７８図）

　C３区では、SX０１②南側遺物包含層は包含層２a層、２b層、２c層に分層された。このうち砂質シルト・

砂礫層からなる包含層２b層は厚い堆積が認められた。

　①包含層２a層上面出土土器（第１６９図）

　１・２は包含層２a層上面確認作業時に出土した深鉢形土器である。１は幅の短い縄文が横走してい

る。底面には木葉の圧痕がミガキ残されている。２は縄文が横走～斜行している。

　３～２９は包含層２a層上面出土の土器である。いずれも深鉢形土器である。３は平行沈線文間に連

続して縦位の刺突文を施したものである。４・５は口縁部に平行沈線文を配したものである。６は入

組帯状文の一部が施されている。７～１６は口縁部が緩やかに内湾する器形のものである。口縁部が

やや肥厚するものも見られる。幅の狭い羽状縄文や斜行縄文が施文されている。１７～１９は胴部で

ある。１７は植物茎を回転施文している。１８～１９は羽状縄文や斜行縄文が施されている。２０・２１は

底部でともに木葉の痕跡を残している。２２は口縁部が強く内湾する深鉢形土器である。２３は口頸

部が短く外反する深鉢形土器である。頸部には平行沈線文がめぐっている。２４・２５は懸垂文が描か

れている。２６～２８は地文のみが施されている。２９は網代底である。

　②包含層２a層中出土土器（第１７０・１７１図）

　第１７０図１～２１は口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。口縁部が肥厚するものも見られ

る。１は入組帯状文に貼瘤が付されたものである。２～２０は幅の短い羽状縄文や斜行縄文が施文さ

れている。２１は無文となっている。２２～２３は羽状縄文や斜行縄文が施される胴部である。２４は櫛

描文が施されている。２５は横位平行沈線文が施される壷形土器である。２６は頸部が緩やかにくび

れる深鉢形土器である。頸部には平行沈線文がめぐっている。口唇部と胴部には植物茎回転文が施

文されている。２７は口縁部が強く内湾する深鉢形土器である。内湾部には壷の肩部と同様の調整

が施されている。２８は小型の土器の底部である。底面には同心円状のミガキが施されている。２９・

３０は縄文の施される壷形土器肩部である。

　第１７１図１～１７はすべて深鉢形土器である。１～７・１７は沈線や隆線によって文様が構成される土器

である。隆線状に刻目文が施されたものや方形区画文がある。８～１４は地文のみの施されるもので

ある。幅の狭い無文帯が設けられるものがある。１５・１６は縄文や撚糸文が施された胴部である。

　③包含層２b層上面出土土器（第１７２・１７３図）

　すべて深鉢形土器である。１は帯状文内に細かな羽状縄文が施されている。２はやや厚手の口縁

部が緩やかに内湾するものである。口縁部には縦位のナデツケの痕がある。３～９・１３～１５は沈線や

隆線によって文様が施される土器である。懸垂文や、隆線上の２個１対の刻目文、列点状の刺突文が

見られる。１０～１２は地文のみの施される土器である。

　第１７３図１は胴部に４単位の懸垂隆線文が施されている。隆線上には２個１対の刻目文が縦位に加え

られている。２・３は口縁部が緩やかに内湾するものである。２は縦位斜行縄文、３は斜行～縦走縄文

が施文されている。５は内外面ともにケズリを施した後に、外面には縄文、内面には粗いミガキを

施したものである。

１６０



　④包含層２b層中出土土器（第１７４～１７７図）

　第１７４図１は口頸部が短く外反する深鉢形土器である。頸部には沈線文が１条めぐらされている。

２は皿形土器である。口唇部には彫去が施されている。３は壷形土器である。横位の沈線文が施さ

れている。４は貼瘤が付されている。５～１０は口縁部が緩やかに内湾する器形である。幅の短い斜

行・縦走縄文が施文されている。１１は厚手の無文土器である。粘土帯の積み上げ痕跡が残り、作り

が全体に雑で、口唇部の形状も一定しない。１２は櫛描文が施されている。１３～４２は沈線や隆線に

よって文様が施されるものである。反転平行沈線文、多条沈線文、懸垂文、２個１対の刻目文が施さ

れる隆線文、方形区画文などがある。４３・４４は縄文が施されている。

　第１７５図１～３は口縁部に幅の広い無文帯が設けられ、１は沈線文が１条めぐり、以下を撚糸文とし、

２・３は沈線文がめぐらない。４は無文帯が設けられていない。５～１６は沈線や隆線によって文様が

施される土器の胴部である。ボタン状貼付文や２個１対の刻目文が施される隆線文、渦巻文がある。

１７～１９は地文のみの胴部で、１７は撚糸文、１８・１９は縦位斜行縄文が施文されている。

　第１７６図１～７は隆線や沈線によって文様が施される土器である。１～４は口縁下の隆線にそって列

点状に刺突文が施されている。５はヒレ状隆線文が付されている。６は楕円形状の文様、７は方形区

画文が配されている。

　第１７６図８～第１７７図６は底部である。低い台付としたもの、網代の痕跡を残すもの、木葉の圧痕

を残すもの、丁寧に磨かれているものがある。

　⑤包含層２c層中出土土器（第１７８図）

　１・２は口縁部が緩やかに外反する深鉢形土器である。１は口唇部がやや内削ぎ状に整えられ、方形

状の文様が施されている。２は口縁部に無文帯が設けられ、以下を撚糸文としている。３は無文帯と

無文帯が接する部分になっている。
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74-2-15無文（ナデ）、外面：煤状の炭化物付着深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層上面15
74-2-1

細かい横走縄文（LR）、底面：木葉
底→ミガキ

深鉢・Ⅱ？SX01②・C3区・包含層2a層上面イカク1a,b
74-2-16無文（ナデ）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層上面16

74-2-17擬縄文深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層上面17a,b
74-2-2

羽状縄文（LR/RL-他条結縛による
結節付）

深鉢・Ⅱ？SX01②・C3区・包含層2a層上面イカク2a,b
74-2-18縄文（RL）深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層上面18a,b

74-2-19羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層上面1974-2-3縄文（LR）、沈線文、刺突文深鉢SX01②・C3区・包含層2a層上面3

74-2-20底面：木葉底、外面：縄文→ケズリ深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層上面2074-2-4ミガキ→横位平行沈線文深鉢・Ⅱ？SX01②・C3区・包含層2a層上面4

74-2-21底面：木葉底、内面：煤状の炭化物吸着深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層上面2174-2-5縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅱ？SX01②・C3区・包含層2a層上面5

74-2-22縄文（LR）深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層上面2274-2-6入組帯状文/羽状縄文（LR/RL）、沈線文深鉢・Ⅱa？SX01②・C3区・包含層2a層上面6

74-2-23縄文（LR)、横位平行沈線文深鉢・Ⅱ？SX01②・C3区・包含層2a層上面2374-2-7縄文（RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層上面7

74-2-24縄文（LR)、懸垂文 、沈線文深鉢・Ⅴｂ1SX01②・C3区・包含層2a層上面2474-2-8羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層上面8

74-2-25撚糸文(R）、懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2a層上面2574-2-9縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層上面9

74-2-26撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2a層上面26a～c74-2-10縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層上面10

74-2-27撚糸文(R）深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2a層上面2774-2-11縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層上面11

74-2-28撚糸文(LR）深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2a層上面2874-2-12羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層上面12

74-2-29
底面：網代底（4本越2本潜－一部、
4本越4本潜）

深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2a層上面29
74-2-13縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層上面13

74-2-14縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層上面14

第１６９図　SX０１②南側遺物包含層・C３区・包含層２a層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

75-1-18縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中1875-1-1入組帯状文/縄文（LR)、瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01②・C3区・包含層2a層中1

75-1-19縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中1975-1-2縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中2

75-1-20羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中2075-1-3羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中3

75-1-21無文、外面：煤状の炭化物付着深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中2175-1-4縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中4

75-1-22縄文（LR-0段多条)深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層中22a～c75-1-5羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中5a,b

75-1-23縄文（LR）深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層中23a,b75-1-6羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中6

75-1-25入組帯状文?/櫛描文深鉢・ⅡｂSX01②・C3区・包含層2a層中2475-1-7羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中7

75-1-24
羽状縄文（LR/RL）、沈線文、無文部ミ
ガキ

壷・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層中25
75-1-8羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中8

75-1-9羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中9

75-1-26
擬縄文、頸部：平行沈線文、口唇：刻
目文

深鉢・Ⅱ
SX01②・C3区・包含層2a層中・2a
層上面

26a～d
75-1-10羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中10

75-1-11羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中11

75-1-27縄文（LR）、外面：煤状の炭化物付着深鉢・Ⅱ
SX01②・C3区・包含層2a層中・2a
層上面

27a～d
75-1-12羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中12

75-1-13縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中13

75-1-28底面：ミガキ、内外面：炭化物付着深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層中2875-1-14縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中14

75-1-29羽状縄文（RL/LR）壷・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層中2975-1-15縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中15

75-1-30縄文（LR)壷・ⅡSX01②・C3区・包含層2a層中3075-1-16櫛描文深鉢・ⅡｂSX01②・C3区・包含層2a層中16

75-1-17縄文（LR＋RL附加条）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2a層中17

第１７０図　SX０１②南側遺物包含層・C３区・包含層２a層中出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

76-1-8方形区画文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅶb？SX01②・C3区・包含層2b層上面876-1-1帯状文/羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅱa？SX01②・C3区・包含層2b層上面1

76-1-9沈線文、縄文（LRｒ）深鉢・Ⅶb？SX01②・C3区・包含層2b層上面976-1-2無文（ナデツケ）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2b層上面2

76-1-10縄文（LR)深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2b層上面1076-1-3縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2b層上面3a,b

76-1-11縄文（LR-0段多条)深鉢・Ⅶc2SX01②・C3区・包含層2b層上面1176-1-4縄文（RL）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2b層上面4

76-1-12縄文（LR-0段多条)深鉢・Ⅶc2SX01②・C3区・包含層2b層上面12
76-1-5

ボタン状貼付文、縄文（LR）、隆線文
＋2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅥaSX01②・C3区・包含層2b層上面5
76-1-13隆線文、刺突文、楕円形区画文？深鉢・Ⅷb？SX01②・C3区・包含層2b層上面13

76-1-14隆線文、刺突文、撚糸文（LR)深鉢・ⅧｃSX01②・C3区・包含層2b層上面14
76-1-6

縄文（RL）、隆線文+2個1対の刻目文、
沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C3区・包含層2b層上面6
76-1-15縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3区・包含層2b層上面15

76-1-7ボタン状貼付文、隆線文＋刻目文、沈線文深鉢・ⅥaSX01②・C3区・包含層2b層上面7

第１７２図　SX０１②南側遺物包含層・C３区・包含層２b層上面出土土器（１）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

75-1-39撚糸文（R）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2a層中975-1-31撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②・C3区・包含層2a層中1

75-1-40縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2a層中1075-1-32縄文（RL）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴｂ2SX01②・C3区・包含層2a層中2

75-1-41撚糸文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2a層中11
75-1-33

ボタン状貼付文、渦巻文、隆線文、沈
線文

深鉢・ⅥaSX01②・C3区・包含層2a層中3
75-1-42縄文（RL）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2a層中12

75-1-43縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3区・包含層2a層中13
75-1-34

ボタン状貼付文、縄文（LR）、隆線文
＋2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅥaSX01②・C3区・包含層2a層中4
75-1-44縄文（LR-0段多条）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3区・包含層2a層中14

75-1-45
外面：やや煤けた感じに炭化物が沈着、
内面：顕著な炭化物なし、全体に丁寧
なミガキ

深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2a層中15
75-1-35隆線文＋2個1対の刻目文？深鉢・ⅥSX01②・C3区・包含層2a層中5

75-1-36方形区画文/縄文（RL)、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C3区・包含層2a層中6

75-1-46撚糸文（LR）深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2a層中16a,b75-1-37方形区画文/縄文（RL)、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C3区・包含層2a層中7

75-1-47隆線文、刺突文深鉢・ⅧSX01②・C3区・包含層2a層中1775-1-38縄文（RL）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3区・包含層2a層中8

第１７１図　SX０１②南側遺物包含層・C３区・包含層２a層中出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

76-1-20
ケズリ→縄文（RL）、内面：ケズリ→
粗いミガキ

深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2b層上面5a,b76-1-16
縄文（LR-0段多条）、隆線文＋2個1対
の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C3区・包含層2b層上面1a～c

76-1-21縄文（LR-0段多条)深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2b層上面676-1-17縄文（RLR＋結節付）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2b層上面2

76-1-22撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2b層上面776-1-18縄文（RLR＋結節付）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2b層上面3a,b

76-1-23撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2b層上面8
76-1-19縄文（LR）深鉢・Ⅶc1

SX01②・C3区・包含層2b層上面・2a
層中

4
76-1-24縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1?SX01②・C3区・包含層2b層上面9

第１７３図　SX０１②南側遺物包含層・C３区・包含層２b層上面出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

76-2-26縄文（RL-0段多条）、円形竹管文、沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2b層中2676-2-1縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅠｂSX01②・C3区・包含層2b層中1

76-2-27円形竹管文、沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2b層中2776-2-2平行沈線文/縄文（LR）、口唇部：彫去皿・ⅠSX01②・C3区・包含層2b層中2

76-2-28撚糸文(R）、円形竹管文、沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2b層中2876-2-3長楕円形文？/沈線文、縄文（RL）壷・Ⅰ?SX01②・C3区・包含層2b層中3

76-2-29
縄文（RL）、隆線文＋2個1対の刻目文、
ボタン状貼付文、沈線文

深鉢・Ⅶa
SX01②・C3区・包含層2b層中・
包含層2a層中

29a,b
76-2-4入組帯状文/縄文（LR）、瘤付、沈線文深鉢・Ⅱa？SX01②・C3区・包含層2b層中4

76-2-5縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2b層中5

76-2-30ボタン状貼付文、隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中3076-2-6縄文（LR)深鉢・ⅡｄSX01②・C3区・包含層2b層中6

76-2-31ボタン状貼付文、隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中3176-2-7縄文（RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2b層中7

76-2-32
方形区画文/縄文（LR）、隆線文＋刻目文、
沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C3区・包含層2b層中32
76-2-8縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2b層中8

76-2-9縄文（RL）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2b層中9

76-2-33
ボタン状貼付文、縄文（RL-0段多条）、
隆線文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C3区・包含層2b層中33
76-2-10縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2b層中10

76-2-11無文（ナデツケ）深鉢・ⅡdSX01②・C3区・包含層2b層中11a,b

76-2-34方形区画文/縄文（LR）、盲孔、刺突文深鉢・Ⅵ？SX01②・C3区・包含層2b層中3476-2-12入組帯状文/櫛描文深鉢・ⅡｂSX01②・C3区・包含層2b層中12

76-2-35渦巻文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中3576-2-13縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅢｂSX01②・C3区・包含層2b層中13

76-2-36渦巻文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中3676-2-14縄文（RL)、沈線文深鉢・ⅢｂSX01②・C3区・包含層2b層中14

76-2-37
縄文（RL）、隆線文、ボタン状貼付文、
沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C3区・包含層2b層中37
76-2-15羽状縄文（LR/RL）、反転平行沈線文深鉢・ⅢaSX01②・C3区・包含層2b層中15

76-2-16縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅳc3SX01②・C3区・包含層2b層中16

76-2-38縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中3876-2-17撚糸文(R）、多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②・C3区・包含層2b層中17

76-2-39
方形区画文/縄文（LR）、隆線文＋2個1対
の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01②・C3区・包含層2b層中39
76-2-18縄文（LR）、多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②・C3区・包含層2b層中18

76-2-19口唇：斜位短沈線文深鉢・Ⅴｂ1SX01②・C3区・包含層2b層中19

76-2-40
方形区画文/縄文（LR）、隆線文＋2個1対
の刻目文

深鉢・ⅦbSX01②・C3区・包含層2b層中40
76-2-20縄文（RL）→沈線文深鉢・Ⅴｂ2SX01②・C3区・包含層2b層中20

76-2-21縄文（RLR）→波状懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2b層中21

76-2-41縄文（LRr）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中4176-2-22縄文（RL）→波状懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2b層中22

76-2-42縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中4276-2-23撚糸文(R）→懸垂文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2b層中23

76-2-43縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2b層中4376-2-24撚糸文(R）→懸垂文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2b層中24

76-2-44縄文（LR)深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2b層中4476-2-25撚糸文(R）→懸垂文深鉢・ⅤｂSX01②・C3区・包含層2b層中25

第１７４図　SX０１②南側遺物包含層・C３区・包含層２b層中出土土器（１）
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77-1-10
渦巻文/縄文（RL？）、隆線文+2個1対の
刻目文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C3区・包含層2b層中10
77-1-1撚糸文(R）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中1

77-1-2縄文（RLR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2b層中2

77-1-11縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C3区・包含層2b層中1177-1-3撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc1SX01②・C3区・包含層2b層中3

77-1-12縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C3区・包含層2b層中1277-1-4縄文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3区・包含層2b層中4

77-1-13縄文（RLR）、隆線文＋刻目文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C3区・包含層2b層中13
77-1-5

縄文（LR）、円文＋円形刺突文、弧状文/
沈線文

深鉢・ⅥbSX01②・C3区・包含層2b層中5
77-1-14縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C3区・包含層2b層中14

77-1-15縄文（LR）、懸垂隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中1577-1-6撚糸文(R）、小渦巻文、弧状文/沈線文深鉢・ⅥbSX01②・C3区・包含層2b層中6a,b

77-1-16縄文（LR）、弧状文/沈線文深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中16a,b77-1-7円形の盲孔、撚糸文(R）、弧状文/沈線文深鉢・ⅥbSX01②・C3区・包含層2b層中7a,b

77-1-17撚糸文(LR）深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中17
77-1-8

ボタン状貼付文、縄文（LR）、隆線文＋
2個1対の刻目文

深鉢・ⅥaSX01②・C3区・包含層2b層中8
77-1-18縄文（LR-0段多条）深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中18

77-1-19ケズリ→縄文（LR-0段多条）深鉢・ⅦSX01②・C3区・包含層2b層中19
77-1-9

渦巻文/縄文（LR）、隆線文＋2個1対の刻
目文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01②・C3区・包含層2b層中9

第１７５図　SX０１②南側遺物包含層・C３区・包含層２b層中出土土器（２）
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77-1-29
縄文（RL)→ミガキ、底面：ミガキ（や
や揚底）

深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2b層中10
77-1-20縄文（RL）、隆線文、刺突文深鉢・Ⅶb？SX01②・C3区・包含層2b層中1

77-1-21隆線文、刺突文、沈線文深鉢・Ⅷｃ？SX01②・C3区・包含層2b層中2a,b

77-1-30縄文（LRｒ）、底面：網代（3本越3本潜？）底深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2b層中11
77-1-22

楕円形区画文？/縄文（LR)、沈線文、隆
線文、刺突文

深鉢・Ⅷｂ?SX01②・C3区・包含層2b層中
3a～
ｃ

77-1-31縄文（LR）、底面：網代（1本越1本潜）底深鉢・Ⅶ？
SX01②・C3区・包含層2b層中・2a
層中

12
77-1-23縄文（RLR）、隆線文、刺突文、沈線文深鉢・Ⅷ？SX01②・C3区・包含層2b層中4

77-1-32縄文（RL）、底面：網代（2本越2本潜）底深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2b層中1377-1-24ヒレ状隆線文、沈線文深鉢・ⅧSX01②・C3区・包含層2b層中5

77-1-33
底面：網代底→ミガキ、内面：炭化物付
着、外面：環状に煤状炭化物付着。

深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2b層中14
77-1-25縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・C3区・包含層2b層中6

77-1-26方形区画文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅷｃ1SX01②・C3区・包含層2b層中7

77-1-34
内面：底面：網代底（3本越3本潜）,底
部：環状に煤状炭化物付着、底部片側に
粘土を貼付

深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2b層中15

77-1-27底面：低い台付深鉢・ⅡSX01②・C3区・包含層2b層中8

77-1-28
外面：ケズリ→ミガキ、内面：ミガキ、
底面：ミガキ

壷・Ⅲ?
SX01②・C3区・包含層2b層中・2a
層中、C4区・包含層2a層中

9

第１７６図　SX０１②南側遺物包含層・C３区・包含層２b層中出土土器（３）
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78-2-3沈線文深鉢・Ⅷc?SX01②・C3区・包含層2c層中378-2-1縄文（LR-0段多条）、沈線文深鉢・ⅦbSX01②・C3区・包含層2c層中1

78-2-2撚糸文(LR）深鉢・Ⅶc2SX01②・C3区・包含層2c層中2

第１７８図　SX０１②南側遺物包含層・C３区・包含層２c層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

78-1-4底面：木葉底深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2b層中478-1-1
縄文（LR)、底面：網代(1本越2本潜）底
→ミガキ

深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2b層中1

78-1-5縄文（LRL）、底面：ミガキ深鉢・Ⅷ？SX01②・C3区・包含層2b層中578-1-2
底面：網代底→ナデ、外面：ケズリ→ミ
ガキ、全体に煤状炭化物付着

深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2b層中2

78-1-6底面：ミガキ深鉢・Ⅷ？SX01②・C3区・包含層2b層中678-1-3
縄文（LRL）、底面：木葉底、煤状炭化物
付着

深鉢・Ⅶ？SX01②・C3区・包含層2b層中3

第１７７図　SX０１②南側遺物包含層・C３区・包含層２b層中出土土器（４）
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（３０）SX０１②南側遺物包含層A２～C２北ベルト出土土器（第１８０～１８７図）

　A２～C２北ベルトでは、西側のA２北ベルトでSX０１③北西側遺物包含層、東側のB２～C２北ベルトで

SX０１②南側遺物包含層が確認され、中央部分で旧河道群が検出（第１７９図）された。

　層位関係は、SX０１②南側遺物包含層１a～１b層（旧河道SX０３堆積層）→火山灰層→SX０１②南側遺物

包含層２a①～２a②層→SX０１②南側遺物包含層２b①～２b③層→旧河道SX２９堆積層→旧河道SX３０堆

積層→SX０１②南側遺物包含層３a層、SX０１②南側遺物包含層１a～１f層（旧河道SX０３・０４・２３・２４堆

積層）→SX０１③北西側遺物包含層Ⅰa①～Ⅰc層→SX０１③北西側遺物包含層Ⅱa～Ⅱb②層の堆積順位

となる。このうち、SX０１②南側遺物包含層の下部黒色土層（包含層２c・２d層）は、このベルトでは

検出されず、代わって２b②層の砂礫層と不整合をなす砂礫層２b③層が確認されており、最初から下部

黒色土層がA２～C２北ベルトまでは延びていない可能性と本来あった下部黒色土層が２b③の砂礫層に

よって浸食されてしまった可能性の双方が考えられた。SX０１②南側遺物包含層３a層の下、無遺物層

の３b層上面に炭化物が広がっており、略完形の土器が１個体（第１８７図２３）押しつぶされた状態で出

土している。

　なお、A２北ベルト部分の出土土器はA３区側にまとめて取り上げており、ここでは断面図のみの呈

示となる。

　①旧河道SX０３堆積層中出土土器（第１８０図）

　１～４は深鉢形土器である。１・２は口頸部が短く外反する器形である。頸部には１条の沈線文がめ

ぐっている。３は口縁部が外傾する器形、４は底部である。５は頸部がやや内傾して立ち上がる壷形

土器である。胴部には幅の広い羽状縄文が施されている。

　②包含層２a層上面出土土器（第１８１図）

　１～１２はすべて深鉢形土器である。１・３・７は口頸部が短く外反し、２は口頸部が緩やかに外反す

る。４は口縁部が内湾して立ち上がり、口唇部が帯状に厚くなり、５・８・９は口縁部が内湾する。口

頸部には横位沈線文がめぐるものと地文のみのものがある。１１・１２は底部である。

　③包含層２a層中出土土器（第１８２図）

　１～１０はすべて深鉢形土器である。１は口頸部が短く外反し、横位平行沈線文と刻目文が施されて

いる。２は口縁部が緩やかに外反する。胴部にはハケメ様の痕跡が残されている。３は口縁部が内

湾する器形である。４は口縁部が外傾し、平行沈線文に貼瘤が付されている。５は口縁部が緩やかに

内湾する。幅の狭い羽状縄文が施されている。６は格子状沈線文、７は縦位櫛描文、８は口端に刻目

列が施文されている。９は口縁部が外傾し、横走縄文が施されている。１０は方形区画文が隆線と沈

線によって描出されている。

　④包含層２a層下部出土土器（第１８３図１・２）

　１は頸部が「ハ」字状に内傾する壷形土器である。頸部には平行沈線文がめぐっている。胴部には

幅の広い羽状縄文が施されている。頸部は横方向に丁寧にミガキが施されている。肩部内面にはハ

ケメ状の痕跡が残されている。２は深鉢形土器の胴下部である。横方向にケズリ、ナデ調整を行っ

ている。

１７０



　⑤包含層２b①層上面出土土器（第１８３図３～７）

　３～７はすべて深鉢形土器である。３～５は口縁部が緩やかに内湾する。３は口縁部に文様帯が設

けられ、平行沈線文間に２列の小貼瘤が連続して付され、小貼瘤間に一部刻目文が施されている。

沈線間は部分的にミガキが施されている。地文には幅の狭い羽状縄文が施されている。４～５の地

文のみのものは幅の狭い羽状縄文や斜行縄文が施文されている。７の底面はミガキが施されている。

　⑥包含層２b①層中出土土器（第１８４図）

　壷形土器１点（８）以外は、すべて深鉢形土器である。１～３は入組帯状文に小貼瘤を付したもので

ある。４・５は平行沈線間に円形竹管による下からの刺突を密に連続して施している。６・７は羽状縄

文が磨り消され、無文部は丁寧な彫去風のミガキが施されている。８は内面上部には指頭によるオ

サエの痕跡が残されている。９～１７は緩やかに口縁部が内湾する器形である。９～１４は幅の狭い羽

状縄文、１５～１７は横位斜行縄文が施されている。１８～２０は底部である。１８・１９にはごく低い台が付

されている。２１～２９は沈線や隆線によって文様が施される土器、地文のみの土器である。文様に

は懸垂文や鎖状隆線文などがある。２２は２本の平行沈線間に円形竹管文や小渦巻文が施されている。

　⑦包含層２b②層上面出土土器（第１８５図１・２）

　１・２は深鉢形土器の底部である。１の胴下部には幅の狭い羽状縄文が施されている。２の底面は丁

寧にミガキ調整が施されている。胎土には木炭末が含まれている。

　⑧包含層２b②層中出土土器（第１８５図３～７）

　３～７はすべて深鉢形土器である。３～４は０段多条の幅の狭い羽状縄文の磨消によって文様が構

成されている。無文部は彫去風のミガキが施されている。４は頸部でくびれ、口縁部は緩やかに内

湾する器形である。口縁部には平行沈線文、胴上部には大振りな弧状文が描出されている。５は横

位沈線が施され、以下には横位斜行縄文がやや回転方向を変えながら施文されている。６・７は口縁

部が緩やかに外反する器形である。６の波頂部下には楕円形区画文が配されている。

　⑨包含層２b③層中出土土器（第１８５図８・９、第１８６図１～１２）

　水成堆積の砂礫層から出土した土器で、すべて深鉢形土器である。第１８５図８は頸部でくびれ、口

縁部は緩やかに内湾する器形である。大振りな波状口縁の土器で、反転平行沈線文が施されている。

地文の縄文は０段多条横位斜行縄文である。９は底部で、底面には網代の痕跡が磨き残されている。

第１８６図１～１２は沈線や隆線の施される土器、地文のみの土器である。懸垂文や鎖状隆線文、ヒレ状

隆線文が施されている。

　⑩旧河道SX２９堆積層中出土土器（第１８６図１３～２６）

　すべて深鉢形土器である。１３は口縁部が緩やかに内湾する。幅の狭い０段多条による羽状縄文が

横位に施文されている。１４～２２は沈線や隆線によって文様が施される土器である。１４は０段多条

の横位斜行縄文上に、横位平行沈線文が施文されている。沈線文の反転部は同一個体の範囲内では

確認されない。１５～１９は多条沈線によって文様が施されている。１８はくびれ部に橋状把手の配さ

れる深鉢形土器である。２０は波頂部にボタン状貼付文、盲孔、以下に懸垂文を施している。２０・２１

は口縁部に無文帯が設けられ、区画となる隆線文が付されている。２３は横位斜行縄文が施されてい

１７１



る。２４～２６は網代の痕跡が残る底部である。

　⑪旧河道SX３０堆積層中出土土器（第１８７図１～１７）

　上層（第１７９図２４）・下層（同図２５）に分けて遺物を取り上げている。上層では１～１０の深鉢形土

器が出土した。１は口縁部が緩やかに外反する器形で、横位櫛描文と１条の沈線文が施されている。

２～４は口縁部に無文帯が設けられ、２は沈線文で画され、３・４は沈線文が施されていない。５～８が

胴部で、沈線や隆線による文様や櫛描文が施されている。９・１０は木葉や網代の痕跡を残す底部であ

る。

　下層では１１～１７の深鉢形土器が出土した。すべて沈線や隆線によって文様が構成されるものあ

る。１１は口縁部が緩やかに外反し、波頂部には盲孔が配されている。弧状に懸垂する平行沈線文間

には鎖状刺突文が加えられている。交点部分にはボタン状貼付文が付されている。

　⑫SX０１②南側遺物包含層３a層上面出土土器（第１８７図１８～２２）

　すべて深鉢形土器である。１８・１９は口縁部に無文帯が設けられ、１８は以下に隆線と列点状の刺突

文が施されている。２０・２１は胴部で、２０はヒレ状隆線文、２１は無文帯が隆帯によって作られてい

る。２２は底部近くに沈線文が施されている。

　⑬SX０１②南側遺物包含層３b層上面出土土器（第１８７図２３）

　深鉢形土器が１点単独で出土している。口縁部が緩いS字状を呈する波状口縁土器である。口縁

部にはなだらかな凹線状に無文帯が設けられている。胴部には逆U字状の文様が太い沈線文と隆線

文で形作られ、全体に配されている。胴下部内面に炭化物が付着しており、年代測定の資料

（ISK－７）とした。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

78-3-4縄文（LR）、底面：ミガキ深鉢・Ⅰ旧河道SX03・B2北ベルト・堆積層1層中478-3-1
縄文（LR）、沈線文、外面：炭化
物付着、海綿状骨針

深鉢・Ⅰb旧河道SX03・B2北ベルト・堆積層1層中1

78-3-5羽状縄文（RL/LR）壷・Ⅰ
旧河道SX03・B2北ベルト・堆積層2層
中、B3西べルト・旧河道ＳＸ03A堆積層
1層中、B3区・包含層1層中

5
78-3-2羽状縄文（LR/RL）、沈線文深鉢・Ⅰｃ旧河道SX03・B2北ベルト・堆積層1層中2

78-3-3縄文（RL）深鉢・Ⅰe旧河道SX03・B2北ベルト・堆積層1層中3

第１８０図　旧河道SX０３A・B２北ベルト・堆積層中出土土器

備考遺物取上げ層位土性土色番号備考遺物取上げ層位土性土色番号

小礫を含む。旧河道SX29́ 堆積層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/6)225～10cmの礫を含む。旧河道SX03B包含層1a層砂礫灰オリーブ色(7.5Y4/2)1

木質・有機質を多く含む。旧河道SX29́ 堆積層粘土質シルト黒褐色（10YR3/1）23木質を多く含む。旧河道SX03B包含層1a層粘土質シルト黒褐色(2.5Y3/1)2

木質を主とする有機質層。旧河道SX30Sec.15層粘土質シルト黒色(2.5Y2/1)24～20cmの角礫を含む。旧河道SX03C包含層1b層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/4)3

有機質層。旧河道SX30Sec.16層粘土黒色(2.5Y2/1)25木質を多く含む。旧河道SX03C包含層1b層粘土　　　黒褐色(2.5Y3/1)4

北西側遺物包含層。水成堆積包含層Ⅰa①層砂礫オリーブ黒色(7.5Y2/2)26しまりがある砂礫層。旧河道SX04包含層1c層砂礫黄褐色(2.5Y5/6)5

北西側遺物包含層。水成堆積包含層Ⅰa②層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/3)27木質を含む。旧河道SX04包含層1d層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/6）6

北西側遺物包含層。炭化物を多く含む包含層Ⅰb層粘土質シルト黒色（7.5YR1.7/1)28礫を多く含む。旧河道SX23包含層1e層砂礫黄褐色(2.5Y5/6)7

北西側遺物包含層。水成堆積包含層Ⅰc層砂礫極暗褐色(7.5YR2/3)29木質を含む。旧河道SX24包含層1f層粘土質シルトオリーブ黒色(7.5Y3/2)8

北西側遺物包含層。炭化物を多く含む包含層Ⅱa層粘土質シルト黒色（7.5YR1.7/1)30火山灰層（無遺物）(粉質)灰白色（N8/0)9

西側では北西側遺物包含層Ⅱa層下
部①②層に分層。

砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/6)31火山灰層直下。サンプリング包含層2a①層粘土黒色（2.5Y2/1)10

粘土質シルト黒褐色（10YR3/1）32包含層2a②層Sec.10層粘土質シルト黒色（2.5Y2/1)11

礫を含む。水成堆積Sec.17層砂礫オリーブ黒色(7.5Y2/2)33礫を含む。炭化物を含む。Sec.10́ 層シルト黒色（2.5Y1.7/1)12

西側では北西側遺物包含層Ⅱa層下
部①層。

Sec.20層砂礫
オ リ ー ブ 褐 色
(2.5Y4/4)

34
包含層2b①層。炭化物を含む。Sec.11層砂質シルト暗黒褐色(2.5Y3/2)13

包含層2b②層。水成堆積Sec.12層砂礫灰オリーブ色(7.5Y4/2)14

木質・有機質を多く含む。水成堆積粘土質シルト黒褐色（10YR3/1）35包含層2b③層。水成堆積Sec.12́ 層砂礫暗灰黄色(2.5Y5/2)15

北西側遺物包含層包含層Ⅱa層下部②層粘土質シルト黒色（7.5YR1.7/1)36木質をラミナ状に含む。旧河道SX29Sec.13層砂礫黄灰色(2.5Y4/1)16

北西側遺物包含層。礫を含む包含層Ⅱb②層砂礫オリーブ黒色(7.5Y3/1)375cmの礫を含む。旧河道SX29Sec.14層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/4)17

南側遺物包含層。炭化物を含む包含層3a層粘土灰黄褐色(10YR4/2)38木質を含む。旧河道SX29Sec.14́ 層砂礫黒色(2.5Y2/1)18

グライ化した砂礫層無遺物層砂礫オリーブ黒色(7.5Y3/1)393cm程の小礫を多く含む。旧河道SX29́ 堆積層砂礫オリーブ黒色(7.5Y3/2)19

微砂を含む。無遺物層粘土褐灰色(10YR4/1)40小礫を含む。旧河道SX29́ 堆積層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/6)20

グライ化した小礫を含む。無遺物層シルト褐灰色(10YR4/1)41木質・有機質を多く含む。旧河道SX29́ 堆積層粘土質シルト黒褐色（10YR3/1）21

第１７９図　A２～C２北ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

79-2-6格子状沈線文深鉢・Ⅱc
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層中

679-2-1縄文（RL）、平行沈線文、刻目文深鉢・Ⅰa
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層中

1

79-2-7櫛描文
深 鉢・Ⅱ
b？

SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層中

779-2-2
胴部：ハケ目状痕跡、外面：炭化物
付着

深鉢・Ⅰ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層中

2

79-2-8沈線文、刻目列深鉢・Ⅲｂ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層中

879-2-3縄文（LR）深鉢・Ⅰe
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層中

3

79-2-9縄文（LRｒ）深鉢・Ⅶc1
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層中

979-2-4瘤付、平行沈線文深鉢・Ⅱa
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層中

4

79-2-10
方形区画文/縄文（LR）、隆線文、沈
線文

深鉢・Ⅶb
ＳＸ01②・B2～C2北ベルト・包含層
2a層中

1079-2-5縄文（LR/RL)深鉢・Ⅱd
ＳＸ01②・B2～C2北ベルト・包含層
2a層中

5

第１８２図　SX０１②南側遺物包含層・B２～C２北ベルト・包含層２a層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

79-1-7縄文（RL）、平行沈線文深鉢・Ⅰb
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

779-1-1縄文（LR+Rl附加条）深鉢・Ⅰ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

1

79-1-8縄文（LR）深鉢・Ⅰe
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

879-1-2
平行沈線文、縄文（LR+Rl附加条）、
細かい刻目文

深鉢・Ⅰ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

2

79-1-9縄文（LR）深鉢・Ⅰe
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

979-1-3平行沈線文深鉢・Ⅰb
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

3

79-1-10縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅰe
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

1079-1-4縄文（RL）、平行沈線文、刻目文深鉢・Ⅰa
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

4

79-1-11縄文（LR）→ケズリ深鉢・Ⅰ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

1179-1-5縄文（LR）、平行沈線文深鉢・Ⅰd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

5

79-1-12底面：ケズリ→ミガキ深鉢・Ⅰ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

1279-1-6沈線文深鉢・Ⅰb
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層上面

6a,b

第１８１図　SX０１②南側遺物包含層・B２～C２北ベルト・包含層２a層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

79-3-4羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層上面

479-3-1
羽状縄文（LR/RL）、平行沈線文、内
面：ケズリ→ハケ目状（ヘラ状工具）

壷・Ⅰ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層下部、C3西ベル・ト包含層2a層中

1a～c

79-3-5縄文（LR）深鉢・Ⅱd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層上面

5

79-3-2無文（ケズリ・ナデ）深鉢・Ⅱd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2a
層下部、C3西ベルト・包含層2a層中、B3
区・包含層2層上面

2a～c

79-3-6羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅱd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層上面

6a,b

79-3-7羽状縄文（RL/LR）、胎土：植物ス
サ入、内面：炭化物付着、底面：
ケズリ→ミガキ

深鉢・Ⅱ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層上面

7

79-3-3
平行沈線文、瘤付、刻目文、羽状縄
文（LR/RL）、内面：ケズリ→ナデ

深鉢・Ⅱa

SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層上面、B2区・包含層2b①層上面、C4
西ベルト・包含層2a層中、C4区・包含
層2a層中、C3区・包含層2a層中、B2区・
包含層1層下部

3

第１８３図　SX０１②南側遺物包含層・B２～C２北ベルト・包含層２a層下部、２b①層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

80-1-16縄文（LR）深鉢・Ⅲc
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

1680-1-1
入組帯状文/縄文（RL）、瘤付、沈線
文

深鉢・Ⅱa
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

1

80-1-17縄文（LR）深鉢・Ⅲc
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

1780-1-2
入組帯状文/羽状縄文（RL/LR）、瘤
付、沈線文

深鉢・Ⅱa
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

2

80-1-18底面：低い台付、ナデ深鉢・Ⅱ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

1880-1-3
入組帯状文/羽状縄文（RL/LR）、瘤
付、沈線文

深鉢・Ⅱa
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

3

80-1-19羽状縄文（LR/RL）、底面：台付深鉢・Ⅱ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

1980-1-4
縄文（LR）→平行沈線文、連続刺突
文（円形竹管/下から）

深鉢・Ⅲb
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

4

80-1-20外面：ケズリ→ミガキ、底面：ミガキ深鉢・Ⅱ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

2080-1-5
平行沈線文、連続刺突文（円形竹管
/下から）

深鉢・Ⅲb
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

5

80-1-21撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴｂ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

2180-1-6弧状文/羽状縄文（RL/LR）、沈線文深鉢・Ⅲb
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

6

80-1-22
縄文（RLR）→懸垂文、小渦巻文、
円形竹管文、沈線文

深鉢・Ⅵb？
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

2280-1-7
口唇部：小刻目文、頸部：平行沈線
文、羽状縄文（RL/LR）

深鉢・Ⅲb
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

7

80-1-23
撚糸文（R)→沈線文、底面：ナデ、
環状に炭化物付着

深鉢・Ⅴｂ？
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

2380-1-8
羽状縄文（RL）、瘤付、沈線文、内
面：上部に指頭によるオサエ

壷・Ⅲa
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

8

80-1-24縄文（LR）、鎖状隆線文、沈線文深鉢・Ⅵ？
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

2480-1-9羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅱd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

9a,b

80-1-25撚糸文（R）→沈線文深鉢・Ⅶ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

2580-1-10羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅱd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

10

80-1-26縄文（RL）、補修孔深鉢・Ⅶc1
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

2680-1-11羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅱd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

11

80-1-27縄文（LR）、隆線文深鉢・Ⅶa
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

2780-1-12羽状縄文（RL/LR）深鉢・Ⅱd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

12

80-1-28縄文（LR）、隆線文深鉢・Ⅶa
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

2880-1-13羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

13

80-1-29縄文？、沈線文深鉢・Ⅷｃ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中（Sec.11層）

2980-1-14羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅱd
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

14

80-1-15縄文（RL）深鉢・Ⅲc
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
①層中

15

第１８４図　SX０１②南側遺物包含層・B２～C２北ベルト・包含層２b①層中出土土器
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80-2-6楕円形区画文/縄文（LRL）、沈線文深鉢・Ⅷb
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
②層中（Sec.12層）

680-2-1
羽状縄文（RL/LR）、底面：ケズリ→
ミガキ

深鉢・Ⅱ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
②層上面

1

80-2-7無文深鉢・Ⅷ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
②層中（Sec.12層）

780-2-2底面：ミガキ、胎土中に木炭末を含む深鉢・Ⅲ？
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
②層上面

2

80-2-8縄文（LR-０段多条）→反転平行沈線文深鉢・Ⅲa

SX01②・B２～C2北ベルト・包含層2b
③ 層（Sec.12́ 層）中・包2b② 層
（Sec.12層）中、C3区・包含層2b①層
中、C3西ベルト・包含層2b②層中、B3
区・包含層1ｃ層中・１a層中

8a～g

80-2-3
弧状文/羽状縄文（RL/LR-0段多条）、
沈線文

深鉢・Ⅲｂ
SX01②・B２～C2北ベルト・包含層2b
②層上面・2b①層中・2a層中

3a～e

80-2-4
弧状文/羽状縄文（RL/LR-0段多条）、
沈線文

深鉢・Ⅲｂ
SX01②・B２～C2北ベルト・包含層2b
②層中（Sec.12層）・2b②層上面

4a,b

80-2-9
縄文（LR）、底面：網代底→ミガキ、
内面：炭化物付着

深鉢・Ⅲ～Ⅶ
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b③
層(Sec.12́ 層)中・2b②層(Sec.12層)中

980-2-5縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅶb？
SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
②層中（Sec.12層）

5

第１８５図　SX０１②南側遺物包含層・B２～C２北ベルト・包含層２b②層上面、２b②層中、２b③層中（１）出土土器
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81-1-14縄文（LR-0段多条）→横位平行沈線
文深鉢SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29堆

積層（Sec.13層）中、B3区包含層2c層中1481-1-1撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
③層（Sec.12́ 層）中1

81-1-15縄文（LR）→弧状文・懸垂文/多条
沈線文深鉢・Ⅳc3SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29

堆積層（Sec.13層)中1581-1-2撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
③層（Sec.12́ 層）中2

81-1-16縄文（LR）→多条沈線文→磨消深鉢・Ⅳc3SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29
堆積層（Sec.13層)中1681-1-3撚糸文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b

③層（Sec.12́ 層）中3

81-1-17縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29
堆積層（Sec.13層)中1781-1-4縄文（RLR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶ?SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b

③層（Sec.12́ 層）中4

81-1-18橋状把手、ごく細い撚糸文（R）→
弧状文・懸垂文/多条沈線文深鉢・Ⅳa?SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29

堆積層（Sec.13・14層）中18a～e81-1-5鎖状隆線文、沈線文深鉢・Ⅷ？SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
③層（Sec.12́ 層）中5

81-1-19撚糸文（R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳd1SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29
堆積層（Sec.14層)中19a,b81-1-6縄文（LR)、隆線文、刺突文深鉢・ⅧcSX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b

③層（Sec.12́ 層）中6

81-1-20ボタン状貼付文→円形の盲孔、撚糸
文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴｂ1SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29

堆積層（Sec.13・14層）中20a～c81-1-7縄文（LR）深鉢・Ⅷe2SX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
③層（Sec.12́ 層）中7

81-1-21鎖状隆線文深鉢・Ⅵ？SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29
堆積層（Sec.13層)中2181-1-8楕円形区画文/縄文（LR）、ヒレ状隆

線文、沈線文深鉢・ⅧbSX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
③層（Sec.12́ 層）中8

81-1-22縄文（LRｒ）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29
堆積層（Sec.13層)中2281-1-9楕円形区画文/撚糸文（R）、ヒレ状隆

線文、沈線文深鉢・ⅧbSX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
③層（Sec.12́ 層）中9

81-1-23縄文（RL）、外面：炭化物深鉢・Ⅲc？SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29
堆積層（Sec.13層)中2381-1-10縄文（LR－0段多条）、ヒレ状隆線文、

沈線文深鉢・ⅧcSX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
③層（Sec.12́ 層）中10

81-1-24底面：網代(2本越2本潜→1本越2本
潜)底深鉢・Ⅶ？SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29

堆積層（Sec.13層)中2481-1-11縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅧSX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b
③層（Sec.12́ 層）中11

81-1-25底面：網代（2本越3本潜)底深鉢・Ⅶ？SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29
堆積層（Sec.13層)中2581-1-12縄文（LR）深鉢・ⅧSX01②・B2～C2北ベルト・包含層2b

③層（Sec.12́ 層）中12

81-1-26底面：網代（2本越2本潜）底深鉢・Ⅶ？SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29
堆積層（Sec.14́ 層)中2681-1-13羽状縄文（RL-0段多条/LR-0段多条)深鉢・ⅢcSX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX29

堆積層（Sec.13層)中13

第１８６図　SX０１②南側遺物包含層・B２～C２北ベルト・包含層２b③層中（２）、旧河道SX２９堆積層（Sec．１３・１４・１４́ 層）中出土土器
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81-2-13撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷe1SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30
堆積層（Sec.16層）中1381-2-1沈線文、横位櫛描文深鉢・Ⅶ？SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30

堆積層（Sec.15層）中1

81-2-14縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅶ?SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30
堆積層（Sec.16層）中1481-2-2撚糸文（R）、沈線文深鉢・ⅦSX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30

堆積層（Sec.15層）中2

81-2-15撚糸文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅧｃSX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30
堆積層（Sec.16層）中15a,b81-2-3撚糸文（R）深鉢・Ⅶc1SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30

堆積層（Sec.15層）中3

81-2-16縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅷ？SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30
堆積層（Sec.16層）中1681-2-4撚糸文（LR）深鉢・Ⅶc2SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30堆

積層（Sec.15層）上面・Sec.12́ 層中4

81-2-17意匠文の無文部がフック状、渦巻
状あるいは円文の周囲を取り巻く深鉢・Ⅷｃ1SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30

堆積層（Sec.16層）中1781-2-5縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳｃ3SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30
堆積層（Sec.15層）中5

81-2-18撚糸文（LR）、隆線文、刺突文、
沈線文深鉢・ⅧｃSX01②・B2～C2北ベルト・包含層3a層上面1881-2-6撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30

堆積層（Sec.15層）中6

81-2-19撚糸文（LR）深鉢・Ⅷe2SX01②・B2～C2北ベルト・包含層3a層上面1981-2-7櫛描文深鉢・ⅤcSX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30
堆積層（Sec.15層）中7

81-2-20方形区画文/撚糸文（LR）、ヒレ状
隆線文、沈線文深鉢・Ⅷｃ1SX01②・B2～C2北ベルト・包含層3a層上面2081-2-8隆線文＋刻目文、沈線文深鉢・ⅦaSX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30

堆積層（Sec.15層）中8

81-2-21縄文（LR）、隆線文深鉢・Ⅸ②？SX01②・B2～C2北ベルト・包含層3a層上面2181-2-9底面：木葉底深鉢・Ⅶ？SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30
堆積層（Sec.15層）中9

縄文（LR）、沈線文、内面：炭化
物付着、底面：スレ深鉢・ⅧSX01②・B2～C2北ベルト・包含層3a層上面2281-2-10底面：網代底深鉢・Ⅶ？SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30

堆積層（Sec.15層）中10

81-2-22
縄文（LR）、逆「Ｕ」字状隆線文、
沈線文、環状に炭化物付着、底面：
スレ痕。（ISK－７）

深鉢・Ⅹa

ＳＸ01②・B2～C2北ベルト・3b層上面、
B2区・包含層3a層中、C1西べルト・包
含層2b層中、B２～C2北ベルト・Sec.15
層中

2381-2-11
円形の盲孔、縄文（RL）、弧状文/
鎖状刺突文、ボタン状貼付文、沈
線文

深鉢・Ⅵc
SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30
堆積層（Sec.16層）中・旧河道SX29堆
積層（Sec.14層)中、B3区包1ｄ層中

11a～
c

81-2-12縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01・B2～C2北ベルト・旧河道SX30
堆積層（Sec.16層）中12

第１８７図　SX０１②南側遺物包含層・B２～C２北ベルト・旧河道SX３０堆積層中、包含層３a層上面・３b層上面出土土器
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（３1）SX０１③北西側遺物包含層A２区出土土器（第１８８～１９６図）

　A２区では、SX０１③北西側遺物包含層が検出され、包含層Ⅰa層、Ⅰc層、Ⅱa層下部②層、Ⅱb②層

に分層（第２０１図参照）された。このうち、Ⅰ層は旧河道SX０８堆積層に相当する。Ⅱa層下部②層か

ら上位の層は、旧河道によって浸食されている。また、Ⅱb①層はこのグリッド区には分布していな

い。Ⅱb②層上面において、まとまって土器が出土した。

　①包含層Ⅰ層（旧河道SX０８堆積層）中出土土器（第１８８・１８９図）

　包含層Ⅰa～c層に分層して、遺物は取り上げている。同一個体の土器は認められるものの、接合

するものはない。包含層Ⅰa層からは第１８８図の土器が出土した。すべて深鉢形土器で沈線や隆線

によって文様が施されている。５・６は底部で網代底となっている。包含層Ⅰc層上面からは第１８９図

１～４の深鉢形土器が出土している。１は連弧状の凸レンズ状文が施され、貼瘤が付されている。２は

多条沈線による懸垂文、３は刻目文の加えられた隆線文が施されている。４は横走縄文が施文されて

いる。包含層Ⅰc層中からは５～１１の深鉢形土器が出土した。５～７は口縁部が緩やかに外反する器

形である。５は凹線文、６は押圧縄文が口縁に沿って施されている。８は口縁部が外傾し、無文帯部

分が薄くなるように作られている。９・１０は懸垂文が施されている。１１は木葉底である。

　②包含層Ⅱa層下部②層中出土土器（第１９０図）

　黒色土のⅡa層下部②層中からは、第１９０図の土器が出土した。遺物包含層の末端部分で、遺物の

出土状況もあまり芳しいものではない。１～１３はすべて深鉢形土器である。１は口縁部が外反する

器形で細い撚糸文が施されている。２～９はいずれも懸垂文が施される胴部である。１０～１１は縦位

櫛描文が施されている。１１の底面には木葉の圧痕がミガキ残されている。１２は網代底である。１３

は環状把手の基部である。隆線文には刻目文が施されている。

　③包含層Ⅱb②層上面出土土器（第１９１～１９５図）

　人頭大の礫を含む砂礫層（Ⅱb②層）の上面に張り付くような形で、多量の炭化物とともにまと

まって多くの土器が出土（写真図版１４－２）した。一括廃棄された単一ブロックとして捉えられた。

土器はすべて深鉢形土器である。第１９１図１は口縁部が短く内折する器形である。口縁部をめぐる

隆線に接して、細い半截竹管状の工具によって列点状に刺突文が施されている。２には橋状部を伴

う環状把手が付けられている。把手の下には、大きな渦巻文が隆線で描出されている。隆線上には

２個１対の刻目文が施されている。３は口縁部が緩やかに外傾する器形である。隆線によって緩い渦

巻文が施されている。４・５は２と同形の土器である。４には緩い渦巻文が施されている。

　第１９２図１・２は口縁部が緩やかに内湾する器形である。１には緩い渦巻文が隆線によって施されて

いる。隆線上には２個１対の刻目文が加えられている。３～５は口縁部が緩やかに外反する器形であ

る。方形区画文が隆線によって施され、隆線上には２個１対の刻目文が加えられている。隆線による

区画内には沈線文によって文様が描かれている。６・７は沈線によって方形区画文が描かれている。

８～１０は口縁部に隆線文がめぐる土器である。１１・１２は沈線文がめぐっている。１３～２０は方形区画

文が隆線や沈線によって施される土器の胴部である。２１は山形状の突起が付され、刻目文が加えら

れる隆線文がめぐっている。２２は２本の沈線文が斜位に施されている。２３・２４は弧状文が描かれて

１８０



いる。２５は山形状の突起の下に縦位２列の刺突文が施されている。２６は胴部に刺突文が充填施文

されている。２７は無文、２８～３１・第１９３図１～４は地文のみの土器である。口縁部の形状は緩やかに

外反するものと内湾するものがある。地文には縄文が用いられている。

　第１９４図は胴部で懸垂隆線文が施されるもの、地文に撚糸文、縄文が施されるものである。

　第１９５図１～５は底部である。底面には網代の痕跡を残している。

　④包含層Ⅱb②層中出土土器（第１９６図）

　１はⅡb②層に食い込んで発見された土器である。Ⅱb②層上面の土器に同一個体がある。隆線に

よって緩い渦巻文と懸垂文が施されている。隆線上には隆線方向の２個１対の刻目文が加えられて

いる。
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82-2-6縄文（LR）、押圧縄文（LR)深鉢・Ⅳc2SX01③・A2区・包含層Ⅰc層中6a,b82-2-1凸レンズ状文/縄文（LR）、瘤付、沈線文深鉢・ⅡaSX01③・A2区・包含層Ⅰc層上面1

82-2-7縄文（LR）深鉢・Ⅳc4SX01③・A2区・包含層Ⅰc層中7
82-2-2

撚糸文（R）→多条沈線による懸垂文、
内面：炭化物付着

深鉢・Ⅳc1SX01③・A2区・包含層Ⅰc層上面2a～c
82-2-8縄文（LR-0段多条）深鉢・Ⅳd2SX01③・A2区・包含層Ⅰc層中8

82-2-9縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・A2区・包含層Ⅰc層中982-2-3縄文（RL）、隆線文＋刻目文、沈線文深鉢・ⅦaSX01③・A2区・包含層Ⅰc層上面3

82-2-10縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb?SX01③・A2区・包含層Ⅰc層中10a,b82-2-4縄文（LR-0段多条）深鉢・Ⅶ？SX01③・A2区・包含層Ⅰc層上面4

82-2-11底面：木葉底深鉢・ⅣSX01③・A2区・包含層Ⅰc層中1182-2-5縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅣaSX01③・A2区・包含層Ⅰc層中5

第１８９図　SX０１③北西側遺物包含層・A２区・包含層Ⅰc層上面・Ⅰc層（旧河道SX０８堆積層）中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

82-1-4縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・Ⅶ？SX01③・A2区・包含層Ⅰa層中482-1-1撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A2区・包含層Ⅰa層中1a,b

82-1-5底面：網代底深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅰa層中582-1-2
縄文（LR）、隆線文＋刺突文(円錐状刺突
具）、沈線文

深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅰa層中2

82-1-6底面：網代(3本越2本潜？）底深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅰa層中682-1-3方形区画文/縄文（LR）、沈線文、補修孔深鉢・Ⅶb？SX01③・A2区・包含層Ⅰa層中3

第１８８図　SX０１③北西側遺物包含層・A２区・包含層Ⅰa層（旧河道SX０８堆積層）中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

82-4-3縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面382-4-1
撚糸文（R＋結縛部）、半截竹管に
よる刺突文

深鉢・Ⅶa
SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面・Ⅰ
c層上面

1

82-4-4
縄文（LR）、隆線文、沈線文内外
面：炭化物付着

深鉢・ⅦaSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面4
82-4-2

環状把手、縄文（RLR）、隆線文＋
2個1対の刻目文、沈線文

深鉢・Ⅶa
SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面・Ⅱ
a層下部②層上面、A1区包含層イカク

2

82-4-5縄文（RL)、集合沈線文、隆線文深鉢・ⅦaSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面5

第１９１図　SX０１③北西側遺物包含層・A２区・包含層Ⅱb②層上面出土土器（１）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

82-3-8撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中882-3-1撚糸文（R）深鉢・Ⅴc1SX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中1

82-3-9撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中982-3-2撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中2

82-3-10縦位櫛描文深鉢・Ⅴc1SX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中1082-3-3撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中3

82-3-11縦位櫛描文、底面：木葉底→ミガキ深鉢・Ⅴc1SX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中1182-3-4撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中4

82-3-12
底面：網代底（2本越2本潜・一部
変則）

深鉢・ⅤSX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中12
82-3-5撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中5

82-3-6
撚糸文（R）→懸垂文/沈線文、種
実圧痕

深鉢・ⅤｂSX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中6

82-3-13
環状把手基部、隆線文＋刻目文、
内面：炭化物付着

深鉢・ⅦaSX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中13
82-3-7縄文（RL)→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤｂSX01③・A2区・包含層Ⅱa層下部②層中7

第１９０図　SX０１③北西側遺物包含層・A２区・包含層Ⅱa層下部②層中出土土器
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83-1-15方形区画文/下描沈線文→隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面15
83-1-1

環状把手基部、隆線文＋2個1対の刻
目文、沈線文

深鉢・ⅦaSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面1
83-1-16隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面16

83-1-17縄文（LR）→半截竹管による沈線文深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面1783-1-2縄文（RLR）、隆線文＋刻目文、沈線文深鉢・ⅦaSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面2

83-1-18方形区画文/縄文（RL)、沈線文深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面18
83-1-3

方形区画文/縄文（LR）→隆線文＋2個
1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面3
83-1-19方形区画文/縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面19

83-1-20方形区画文/縄文（RL)、沈線文深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面20
83-1-4

方形区画文/縄文（RL）→隆線文＋2個
1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面4
83-1-21隆線文＋刻目文深鉢・ⅦｂSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面21

83-1-22縄文（LRr）、沈線文深鉢・Ⅵ?SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面22
83-1-5

方形区画文/縄文（RL）→隆線文＋2個
1対の刻目文、沈線文

深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面5a,b
83-1-23縄文（RL)、斜位沈線文深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面23

83-1-24縄文（RLR？)、渦巻文？、沈線文深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面2483-1-6方形区画文/縄文（RL)、沈線文深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面6

83-1-25刺突文深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面2583-1-7方形区画文/縄文（RL)、沈線文深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面7a,b

83-1-26隆線文、刺突文、内面：炭化物付着深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面26a,b83-1-8縄文（LR）、隆線文深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面8

83-1-27無文（ケズリ痕）深鉢・Ⅶc2SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面2783-1-9縄文（RL？)、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面9

83-1-28縄文（RL)深鉢・Ⅶc2SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面2883-1-10縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面10

83-1-29縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面2983-1-11縄文（RL？)、沈線文、外面：炭化物付着深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面11

83-1-30
縄文（LR-0段多条）、外面：炭化物付
着

深鉢・Ⅶc1SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面30
83-1-12縄文（RL？)、沈線文深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面12

83-1-13方形区画文/縄文（RL)、内面：炭化物付着深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面13

83-1-31縄文（LR）深鉢・Ⅶc1SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面31
83-1-14

方形区画文/縄文（LR）、隆線文＋2個
1対の刻目文

深鉢・ⅦbSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面14

第１９２図　SX０１③北西側遺物包含層・A２区・包含層Ⅱb②層上面出土土器（２）
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83-1-34縄文（LRr）深鉢・Ⅶc2SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面3a,b83-1-32縄文（LR）、外面：炭化物付着深鉢・Ⅶc2SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面1a～c

83-1-35縄文（RL)、外面：炭化物付着深鉢・Ⅶc2SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面4a,b83-1-33縄文（RL)、外面：炭化物付着深鉢・Ⅶc2SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面2a～c

第１９３図　SX０１③北西側遺物包含層・A２区・包含層Ⅱb②層上面出土土器（３）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

84-1-8
縄文（RL)、隆線文＋2個1対の刻目文、
内面：炭化物沈着

深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面8
84-1-1縄文（LR）→懸垂隆線文、内面：炭化物付着深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面1

84-1-2縄文（LR）→懸垂隆線文、内面：炭化物付着深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面2a,b

84-1-9
縄文(RL）、下描沈線文→隆線文+2個1対
の刻目文、沈線文、内面：炭化物付着

深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面9a～c
84-1-3縄文（LR）→懸垂隆線文、内面：炭化物付着深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面3

84-1-4縄文（RLR-1段多条）、懸垂隆線文＋刻目文深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面4

84-1-10撚糸文（R）、内面：炭化物付着深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面10
84-1-5

懸垂隆線文、円形刺突文、、沈線文、外
面：炭化物付着

深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面5
84-1-11縄文（LR-0段多条）、内外面：炭化物付着深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面11

84-1-12
縄文（LRr）、外面：煤状炭化物付着、内
面：炭化物付着

深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面12
84-1-6縄文（RL)、懸垂隆線文深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面6

84-1-7縄文（LR）、懸垂隆線文、内面：炭化物沈着深鉢・ⅦSX01・A2区・包含層Ⅱb②層上面7a,b

第１９４図　SX０１③北西側遺物包含層・A２区・包含層Ⅱb②層上面出土土器（４）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

84-2-1
縄文（LR）→下描沈線文→隆線文
+2個1対の刻目文、沈線文、内面：
炭化物付着

深鉢・Ⅶa
SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層中・Ⅱ
b②層上面、Z1区・包含層Ⅱb①層中

1a～e

第１９６図　SX０１③北西側遺物包含層・A２区・包含層Ⅱb②層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

84-1-16底面：網代底、内面：炭化物付着深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面484-1-13
底部：環状に炭化物付着、底面：網代（2
本越2本潜）底→棒状圧痕

深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面1

84-1-17底面：網代（3本越3本潜）底深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面584-1-14底面：ミガキ深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面2

84-1-18方形区画文/撚糸文（R）、沈線文深鉢・Ⅷc1?SX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面684-1-15
底面：網代（1本越2本潜）底、内面：
炭化物付着

深鉢・ⅦSX01③・A2区・包含層Ⅱb②層上面3

第１９５図　SX０１③北西側遺物包含層・A２区・包含層Ⅱb②層上面出土土器（５）
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（３２）SX０１③北西側遺物包含層B２西ベルト出土土器（第１９８図）

　B２西ベルトでは、旧河道SX０３・０４・２３・２４堆積層の下から、SX０１③北西側遺物包含層が検出さ

れ、包含層Ⅰa～c層、Ⅱ①層、Ⅱ③層、Ⅱa層に分層（第１９７図参照）された。このうち、包含層Ⅰa

～c層は旧河道SX０８堆積層に相当する。包含層Ⅱ①層以下は砂礫層・砂質シルト層が黒色土の遺物包

含層間に介在する。

　①旧河道SX２３堆積層中出土土器（第１９８図１・２）

　ともに深鉢形土器である。１は口縁部が緩やかに内湾する器形である。幅の狭い横位羽状縄文が

施されている。２は口縁部が緩やかに外反する波状縁の土器である。平行する沈線間に刺突文が施

されている。

　②包含層Ⅰ層（旧河道SX０８堆積層）中出土土器（第１９８図３～１３）

　すべて深鉢形土器である。沈線や隆線によって文様が施されている。懸垂文やボタン状貼付文、

懸垂隆線文などがある。

　③包含層Ⅱ①～③層中出土土器（第１９８図１４～１９）

　すべて深鉢形土器である。１４～１６は口縁部が緩やかに外反する器形である。１４は無文、１５・１７・

１９は沈線によって文様が施されている。１６・１８は縄文のみが施されている。

　④包含層Ⅱa層中出土土器（第１９８図２０～２４）

　黒色土層（第１９７図１４）出土の土器である。すべて深鉢形土器である。２０・２１は多条沈線によっ

て文様が描かれている。２０は懸垂文、２１は懸垂文間に斜位の多条沈線文が配されている。内面に

炭化物が付着しており、年代測定の資料（ISK－３）とした。２２は弧状文が施されている。２３は口

縁部が緩やかに内湾する器形である。
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備考遺物取上げ層位土性土色番号

旧河道SX03堆積層Sec.4層砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)1

旧河道SX04堆積層Sec.5層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)2

旧河道SX04堆積層Sec.6層砂礫暗オリーブ褐色（2.5Y3/3)3

旧河道SX04堆積層Sec.7層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)4

旧河道SX04堆積層Sec.8層砂礫オリーブ褐色（2.5Y4/6)5

旧河道SX23堆積層Sec.9層砂礫黄褐色（2.5Y5/6)6

旧河道SX24堆積層
Sec.10層

砂礫灰オリーブ色（7.5Y4/2)7

旧河道SX24堆積層粘土質シルト黒褐色（2.5Y3/1)8

北西側遺物包含層Ⅰa層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/3)9

北西側遺物包含層Ⅰb層Sec.11層粘土質シルト黒色（7.5YR1.7/1)10

北西側遺物包含層Ⅰc層Sec.12層砂礫褐色(7.5YR4/6)11

北西側遺物包含層Ⅱ①層Sec.13層砂礫暗褐色(7.5YR3/3)12

北西側遺物包含層Ⅱ③層Sec.13́ 層砂質シルト極暗褐色(7.5YR2/3)13

北西側遺物包含層Ⅱa層Sec.19層粘土質シルト黒色（7.5YR1.7/1)14

北西側遺物包含層Ⅱa層下部①層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/4)15

北西側遺物包含層Ⅱa層下部②層粘土質シルト黒色（7.5YR1.7/1)16

北西側遺物包含層Ⅱb②層砂礫オリーブ黒色(7.5Y3/1)17

第１９７図　B２西ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

85-1-13縄文（RL-0段多条）深鉢・Ⅶ
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰc層
（Sec.12層）中

1385-1-1羽状縄文（RL/LR)深鉢・Ⅱd
SX01③・B2西ベルト・旧河道SX23
堆積層（Sec.9層）中

1

85-1-14無文深鉢・Ⅳc4?
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅱ①層
（Sec.13層）中

1485-1-2縄文（RL）→鎖状刺突文、沈線文深鉢・Ⅵc
SX01③・B2西ベルト・旧河道SX23
堆積層（Sec.9層）中

2

85-1-15
方形区画文/縄文（RL）、盲孔＋円形
竹管文、沈線文

深鉢・Ⅵc？
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅱ①層
（Sec.13層）中

1585-1-3
縄文（LR）→多条沈線による懸垂文
/沈線文

深鉢・Ⅳc1
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰb層
（Sec.11層）中

3a,b

85-1-16縄文（RLR）深鉢・Ⅶc2
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅱ①層
（Sec.13層）中

1685-1-4撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰb層
（Sec.11層）中

4

85-1-17撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb
SX０１③・B２西ベルト・包含層Ⅱ③層（Sec．
１３́ 層）中・BC２区・包含層Ⅱa層中

17a,b85-1-5縄文（LR-0段多条）深鉢・Ⅴ?
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰb層
（Sec.11層）中

5

85-1-18縄文（LR）深鉢・Ⅴc2
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅱ③層
（Sec.13́ 層）中

1885-1-6
撚糸文(R）→懸垂文/沈線文、ボタン
状貼付文

深 鉢・Ⅵ
a？

SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰb層
（Sec.11層）中

6

85-1-19
縄文（LR）→懸垂文/沈線文、内面：
炭化物付着

深鉢・Ⅵb?
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅱ③層
（Sec.13́ 層）中

1985-1-7
ボタン状貼付文、縄文（LR）、隆線
文、沈線文

深鉢・Ⅵa
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰb層
（Sec.11層）中

7

85-1-20撚糸文(R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅱa層
（Sec.19層）中

2085-1-8円形竹管文による連続刺突文深鉢・Ⅶ？
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰb層
（Sec.11層）中

8

85-1-21
撚糸文(R）→多条沈線による懸垂文、
外面：被熱による赤化、内面：炭化
物付着。（ISK－３）

深鉢・Ⅳc1
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅱa層
（Sec.19層）中、B5区・包含層2層下
部、B4区・包含層2層青礫層上面

21a,b85-1-9橋状把手、円形の盲孔深鉢・Ⅶa?
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰc層
（Sec.12層）中

9

85-1-22弧状文/沈線文、縄文（RL）深鉢・Ⅴb
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅱa層
（Sec.19層）中

2285-1-10隆線文深鉢・Ⅶ
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰc層
（Sec.12層）中

10

85-1-23撚糸文(LR）深鉢・Ⅳd2
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅱa層
（Sec.19層）中

2385-1-11縄文（RL）→懸垂隆線文深鉢・Ⅶ
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰc層
（Sec.12層）中

11

85-1-24縄文（LR）、沈線文、摩滅深鉢・Ⅷc?
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅱa層
（Sec.19層）中

2485-1-12縄文（LR）→懸垂隆線文深鉢・Ⅶ
SX01③・B2西ベルト・包含層Ⅰc層
（Sec.12層）中

12

第１９８図　SX０１③北西側遺物包含層・B２西ベルト・旧河道SX２３堆積層・包含層Ⅰb・Ⅰc・Ⅱ①・Ⅱ③・Ⅱa層中出土土器
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（３３）SX０１②南側遺物包含層B２区・C２西ベルト出土土器（第１９９・２００図）

　B２区・C２西ベルトは、調査区の関係上わずかな面積しか調査していない。また、検出されたSX０１

②南側遺物包含層自体も末端部分にあたり、大半が水成堆積による砂礫層になっており、ここでは両

者を合わせて、記述する。

　①B２区包含層１層（旧河道SX０３・０４堆積層）中出土土器（第１９９図１～１６）

　深鉢形土器のほかに、２の皿形土器、３・７の壷形土器がある。２は内外面黒漆塗りである。３の壷

形土器外面には赤漆の上に黒漆が重ね塗りされている。７は大きく折り返す工字文が施されている。

１は口頸部に平行沈線文が施される深鉢形土器である。幅の広い羽状縄文が施されている。他の土

器は再堆積と見られる。

　②B２区包含層２a層中出土土器（第１９９図１７～３０）

　包含層２a層上面には灰白色粉質の火山灰が斑状にあり、降灰時期を特定するために、火山灰層直

下の土壌（包含層２a①層）を採取し、洗浄している。そのサンプル中に含まれていた土器が１７～２１

の５点の土器である。１７・１８は口頸部が短く外反する器形で、１７の頸部には沈線文がめぐっている。

１９は胴上部で幅の広い羽状縄文が施されている。２０は口縁部が緩やかに内湾している。横位斜行

縄文が施文されている。５は摩滅しており、再堆積によるものである。

　２２～２６が包含層２a層上面、２７～３０が包含層２a層中から出土した土器である。

　③B２区・C２西ベルト包含層２b層中出土土器（第２００図１～３２）

　包含層２b層は２b①・②・③層に分層された。このうち、２b①層が砂質シルト層、２b②層・２b③

層が水成堆積の砂礫層である。

　１・４・２８は口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。幅の狭い横位羽状縄文が施文されてい

る。８は平行沈線文が施され、貼瘤が付されている。

　④C２西ベルト包含層２c層中出土土器（第２００図３３）

　口縁部が緩やかに外反する深鉢形土器である。隅丸方形状の文様の一部が描かれている。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

85-2-19羽状縄文（LR/RL）、海綿状骨針深鉢・Ⅰ
SX01②・B2区・包含層2a①層（火山灰
層下サンプル）中

1985-2-1
平行沈線文羽状縄文（LR/RL）、外
面：やや摩滅

深鉢・ⅠaSX01②・B2区・包含層1層中1

85-2-20羽状縄文（LR/RL）深鉢・Ⅰe
SX01②・B2区・包含層2a①層（火山灰
層下サンプル）中

20
85-2-2平行沈線文、内外面：黒漆塗り皿・ⅠSX01②・B2区・包含層1層中2

85-2-3外面：赤漆塗り→黒漆塗り壷・ⅠSX01②・B2区・包含層1層中3

85-2-21縄文（LRr）→懸垂文/沈線文、摩滅深鉢・Ⅴb2
SX01②・B2区・包含層2a①層（火山灰
層下サンプル）中

2185-2-4
羽状縄文（LR/RL）、外面：煤状の
炭化物付着

深鉢・ⅡdSX01②・B2区・包含層1層中4

85-2-22無文(ミガキ）深鉢・Ⅰb
SX01②・B2区・包含層2a層（青砂層下
黒色土）上面

22
85-2-5縄文（RL）、沈線文深鉢・Ⅲb？SX01②・B2区・包含層1層中5

85-2-6底面：木葉痕→台付→ナデ→棒状圧痕深鉢・ⅡSX01②・B2区・包含層1層中6

85-2-23無文(ミガキ）深鉢・Ⅰb
SX01②・B2区・包含層2a層（青砂層下
黒色土）上面

23
85-2-7工字文/沈線文、縄文（LR）壷・Ⅰ?SX01②・B2区・包含層1層下部青砂層中7

85-2-8縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅠbSX01②・B2区・包含層1層下部青砂層中8

85-2-24縄文（LR)）深鉢・Ⅰ
SX01②・B2区・包含層2a層（青砂層下
黒色土）上面

24
85-2-9縄文（LR）深鉢・ⅠdSX01②・B2区・包含層1層下部青砂層中9

85-2-10縄文（LR）、沈線文、短沈線文深鉢・Ⅲb？SX01②・B2区・包含層1層下部青砂層中10

85-2-25縄文（LR)→ナデ深鉢・Ⅱ？
SX01②・B2区・包含層2a層（青砂層下
黒色土）上面

25
85-2-11撚糸文(R）→多条沈線文深鉢・Ⅳd1SX01②・B2区・包含層1層下部青砂層中11a,b

85-2-12撚糸文(R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1?SX01②・B2区・包含層1層下部青砂層中12a,b

85-2-26縄文（LR)→多条沈線文深鉢・Ⅳc1
SX01②・B2区・包含層2a層（青砂層下
黒色土）上面

26
85-2-13縄文（RL）深鉢・Ⅴc2SX01②・B2区・包含層1層下部青砂層中13

85-2-14縄文（LR）、外面：摩滅深鉢・Ⅶc2SX01②・B2区・包含層1層下部青砂層中14

85-2-27沈線文深鉢・ⅠbSX01②・B2区・包含層2a層中2785-2-15ヒレ状隆線文深鉢・ⅧcSX01②・B2区・包含層1層下部青砂層中15

85-2-28縄文（LR)深鉢・ⅡdSX01②・B2区・包含層2a層中2885-2-16縄文（RLR）→沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・B2区・包含層1層下部青砂層中16

85-2-29縄文（LR）＋結節文、底面：ミガキ深鉢・Ⅱ？SX01②・B2区・包含層2a層中2985-2-17沈線文深鉢・Ⅰb
SX01②・B2区・包含層2a①層（火山灰
層下サンプル）中

17

85-2-30
縄文（LR)、底面：台部貼付→ナ
デ→棒状圧痕

深鉢・ⅡSX01②・B2区・包含層2a層中3085-2-18口唇：刻目文深鉢・Ⅰb
SX01②・B2区・包含層2a①層（火山灰
層下サンプル）中

18

第１９９図　SX０１②南側遺物包含層・B２区・包含層１層中・２a層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

85-2-47外面：ケズリ→ミガキ、底面：ミガキ深鉢・Ⅱ？SX01②・B2区・包含層2b②層中1785-2-31羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡdSX01②・B2区・包含層2b①層上面1

85-2-48縄文？→波状懸垂文深鉢・ⅤbSX01②・C2西ベルト・包含層2b③層中1885-2-32縄文（RL）深鉢・Ⅴc1SX01②・B2区・包含層2b①層上面2

85-2-49撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01②・C2西ベルト・包含層2b③層中19
85-2-33

楕円形区画文/縄文（LR)、沈線文、
ヒレ状隆線文

深鉢・ⅧbSX01②・B2区・包含層2b①層上面3
85-2-50ボタン状貼付文深鉢・Ⅵ?SX01②・C2西ベルト・包含層2b③層中20

85-2-51ボタン状貼付文、縄文（LRr）、沈線文深鉢・Ⅵ?SX01②・C2西ベルト・包含層2b③層中2185-2-34羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01②・B2区・包含層2b①層中4

85-2-52幅広の隆線文深鉢・Ⅶ？SX01②・C2西ベルト・包含層2b③層中2285-2-35縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01②・B2区・包含層2b①層中5

85-2-53環状把手、縄文（LR）、隆線文深鉢・ⅦaSX01②・C2西ベルト・包含層2b③層中2385-2-36縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01②・B2区・包含層2b①層中6

85-2-54縄文（RL-０段多条）、隆線文＋刺突文深鉢・Ⅶb?SX01②・C2西ベルト・包含層2b③層中2485-2-37隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦaSX01②・B2区・包含層2b①層中7

85-2-55縄文（LR）→沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C2西ベルト・包含層2b③層中2585-2-38縄文（RL）、平行沈線文、瘤付深鉢・ⅡaSX01②・B2区・包含層2b②層中8

85-2-56撚糸文(LR）→沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C2西ベルト・包含層2b③層中26
85-2-39

羽状縄文（LR/RL）、沈線文、無文部
彫去風のミガキ

壷・ⅢaSX01②・B2区・包含層2b②層中9
85-2-57沈線文、刺突文深鉢・ⅧbSX01②・C2西ベルト・包含層2b③層中27

85-2-58羽状縄文（LR/RL)深鉢・ⅡdSX01②・C2西ベルト・包含層2b層中2885-2-40縄文（LR）、隆線文深鉢・ⅦSX01②・B2区・包含層2b②層中10

85-2-59縄文（LR）→隆線文＋刻目文、沈線文深鉢・ⅦaSX01②・C2西ベルト・包含層2b層中2985-2-41縄文（LR）、隆線文深鉢・ⅦSX01②・B2区・包含層2b②層中11

85-2-60縄文（LR）→沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C2西ベルト・包含層2b層中3085-2-42鎖状隆線文深鉢・Ⅵ?SX01②・B2区・包含層2b②層中12

85-2-61縄文（RLR）→沈線文深鉢・Ⅷe1SX01②・C2西ベルト・包含層2b層中3185-2-43縄文（RL）深鉢・Ⅶc2SX01②・B2区・包含層2b②層中13

85-2-62縄文（LR）、沈線文、ヒレ状隆線文深鉢・ⅧcSX01②・C2西ベルト・包含層2b層中3285-2-44縄文（LR）、下描沈線文→隆線文深鉢・ⅦSX01②・B2区・包含層2b②層中14

85-2-63撚糸文(LR）、沈線文深鉢・ⅧcSX01②・C2西ベルト・包含層2c層中3385-2-45縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅦSX01②・B2区・包含層2b②層中15

85-2-46方形区画文/縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅶb
SX01②・B2区・包含層2b②層中・包
含層2b①層中

16

第200図 SX01②南側遺物包含層・B2区・包含層2b①層上面・2b①層中・2b②層中、C2西ベルト・包含層2b層中・2b③層中・2c層中出土土器

0 10cm



（３４）SX０１③北西側遺物包含層Z１北ベルト出土土器（第２０２～２０７図）

　Z１北ベルトでは、SX０１③北西側遺物包含層が検出され、包含層Ⅰ層、Ⅱ①層、Ⅱ③層、Ⅱa層、Ⅱa

層下部①層、Ⅱa層下部②層、Ⅱb①層に分層（第２０１図）された。このうち、包含層Ⅰ層は旧河道SX０８

堆積層に相当する。包含層Ⅱb①層上面においてまとまって土器が出土した。Ⅱb①層の灰色粘土層

はSX０１③北西側遺物包含層のZ１区南斜面の落ち際を中心に限定的に広がる層である。

　①包含層Ⅰ層（旧河道SX０８堆積層）中出土土器（第２０２図１・２）

　第２０２図１・２はともに深鉢形土器である。１は口縁部が緩やかに外反する。ごく細かい撚糸文が縦

走している。２は縦位斜行縄文（LRr）である。

　②包含層Ⅱ①～③層中出土土器（第２０２図３～１６）

　包含層Ⅱ①層・Ⅱ③層が水成堆積の砂礫層で、包含層Ⅱ②層が黒色土層である。

　３・４は包含層Ⅱ①層中から出土した。ともに深鉢形土器である。３は多条沈線による懸垂文が施

されている。４の底面には菱形状を呈する模様編みの網代痕跡が残されている。

　５～１２は包含層Ⅱ②層の黒色土層中から出土したものである。すべて深鉢形土器である。５～７は

口縁部が緩やかに外反する器形である。５は口縁部に幅の広い無文帯が設けられ、以下に撚糸文が

斜め方向に施文されている。８・９は口縁部がわずかに内湾する土器である。８は口縁部に弧状文と

凹線文が施されている。１０・１１は多条沈線による懸垂文が施されている。地文の縄文は横走してい

る。１２は木葉底である。

　１３～１６は包含層Ⅱ③層上面・Ⅱ③層中から出土した土器である。１３は口縁部がわずかに内湾し、

１４は緩やかに外反する。口縁部には幅の狭い無文帯が設けられ、以下を地文としている。１５は懸垂

文が施されている。１６は木葉底である。

　③包含層Ⅱa層上面～Ⅱa層下部②層中出土土器（第２０３図）

　包含層Ⅱa層が泥炭質の黒色土層である。Ⅱa層の下に下部①層と下部②層が確認された。下部①

層が砂礫層で、下部②層が黒色土層である。

　１は包含層Ⅱa層上面から出土した深鉢形土器である。撚糸文が施文されている。２～５は包含層

Ⅱa層中から出土した深鉢形土器である。２・３は口縁部に幅の狭い無文帯が設けられている。４は弧

状の多条沈線による懸垂文が描かれている。５は懸垂文が垂下し、磨消縄文となっている。６は包含

層Ⅱa層下部①層から出土した撚糸文の施された深鉢形土器である。７～２１は包含層Ⅱa層下部②層

から出土した隆線や沈線によって文様が施された土器である。１２は波頂部下に凸レンズ状文が描

かれている。１～２本の沈線によって懸垂文が描かれているものが多い。

　④包含層Ⅱb①層上面出土土器（第２０４～２０６図）

　多くの土器が南斜面の落ち際でまとまって発見された。すべて深鉢形土器である。第２０４図１は

口縁部が緩やかに内湾する器形である。波頂部下には、凸レンズ状・弧状をなす懸垂文が垂下する。

地文の縄文は概ね横走する。第２０５図１は口縁部が緩やかに外反する器形である。６単位の波頂部か

ら弧状の懸垂文が垂下する。１ヶ所だけが小さなS字状に折り返すいわゆる蕨手状となっている。

地文は縦位の櫛描文である。底面は木葉痕が残されている。第２０６図１は緩やかに内湾する器形で、

１９２



波頂部から凸レンズ状・弧状をなす懸垂文が垂下する。交差部分には２個１対の小円文が描かれてい

る箇所がある。第２０４図１に類似するが、器厚が全く異なっている。地文の縄文は概ね横走する。

第２０６図２は緩やかに内湾する器形で、波頂部には「ノ」字状の太描き沈線文が配されている。地文

は細い撚糸文である。３は口縁部が内湾する器形である。櫛描文が縦・横、あるいは斜めに全体を

覆っている。４は口縁部が緩やかに外反する器形である。口縁部には無文帯が設けられ、以下に撚

糸文が施されている。５・６は懸垂文が垂下している。７・８は底部で、８の底面には網代の痕跡が残

されている。

　⑤包含層Ⅱb①層中出土土器（第２０７図）

　口縁部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。器外面は粗いケズリ痕が全体を覆い、ごく薄手の

器壁に調整されている。その後、器面の一部に撚糸文が施文されている。器内面はミガキ調整が施

されている。

１９３
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備考遺物取上げ層位土性土色番号備考遺物取上げ層位土性土色番号

泥炭質。炭化物を含む包含層Ⅱa層シルト黒色(7.5YR1.7/1)7灰オリーブ小礫を多数含む包含層Ⅰa層砂質シルトオリーブ褐色(2.5Y4/3)1

小礫を含む包含層Ⅱa層下部①層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/3)8灰オリーブ小礫を若干含む包含層Ⅰb層砂質シルト黒色(2.5Y2/1)2

炭化物を含む包含層Ⅱa層下部②層粘土質シルト黒色（7.5YR1.7/1)9細砂に富む包含層Ⅰc層砂礫暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)3

Z1区南斜面を中心に分布包含層Ⅱb①層粘土灰色(7.5Y4/1)10礫に富む。下部はややグライ化包含層Ⅱ①層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/3)4

人頭大の礫を含む。包含層Ⅱb②層砂礫暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)11炭化物を含む包含層Ⅱ②層粘土黒色(2.5Y2/1)5

小礫を含む包含層Ⅱ③層砂質シルトオリーブ褐色(2.5Y4/3)6

第２０１図　SX０１③遺物包含層Z１～A１北ベルト断面
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

86-1-9無文深鉢・Ⅳd2
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ②層
（Sec.5層）中

986-1-1撚糸文(R）深鉢・Ⅶc2SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅰ層1a,b

86-1-10縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ②層
（Sec.5層）中

1086-1-2縄文（LRｒ）深鉢・Ⅶ？SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅰ層2

86-1-11縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ②層
（Sec.5層）中

1186-1-3撚糸文(R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1
SX01③・Z1～A1北べルト・包含層Ⅱ
①層（Sec.4層）中

3

86-1-12底面：木葉痕深鉢・Ⅳ
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ②層
（Sec.5層）中

1286-1-4底面：網代（模様編-菱形状）底深鉢・Ⅳ
SX01③・A1北べルト・包含層Ⅱ①層
（Sec.4層）中

4

86-1-13撚糸文(R）深鉢・Ⅳd2
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ③層
（Sec.6層）上面

1386-1-5撚糸文(R）深鉢・Ⅳc4
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ②層
（Sec.5層）中

5

86-1-14縄文（LR）深鉢・Ⅳc4
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ③層
（Sec.6層）上面

1486-1-6無文
深 鉢・Ⅳ
c4?

SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ②層
（Sec.5層）中

6

86-1-15撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb?
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ③層
（Sec.6層）上面

1586-1-7無文
深 鉢・Ⅳ
c4?

SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ②層
（Sec.5層）中

7

86-1-16外面：ミガキ、底面：木葉底深鉢・Ⅳ
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ③層
（Sec.6層）中

1686-1-8
縄文（LR）→弧状文、凹線文、沈線
文

深鉢・Ⅳa
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱ②層
（Sec.5層）中

8

第２０２図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１北ベルト・包含層Ⅰ層・Ⅱ①層中・Ⅱ②層中・Ⅱ③層上面・Ⅱ③層中出土土器

0 10cm
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86-2-12撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中1286-2-1撚糸文(L）深鉢・Ⅳd2?

SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層
(Sec.7層）上面・包含層Ⅱ③層（Sec.6
層）上面

1a,b

86-2-13撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb2SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中1386-2-2縄文（RLR）、沈線文深鉢・Ⅴb2SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層

(Sec.7層）中2

86-2-14縄文（RLR-0段多条）深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中1486-2-3縄文（LR）、隆線文、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層

(Sec.7層）中3

86-2-15撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中1586-2-4縄文（LR）、多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層

(Sec.7層）中4

86-2-16縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中16a,b86-2-5縄文（RLR）、懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層

(Sec.7層）中5

86-2-17撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中17a,b86-2-6撚糸文(R）深鉢・Ⅴc1SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部

①層（Sec.8層）上面6

86-2-18撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中1886-2-7撚糸文(R）、補修孔深鉢・Ⅴc1SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部

②層（Sec.9層）中7a,b

86-2-19撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中1986-2-8無文深鉢・Ⅴc1SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部

②層（Sec.9層）中8

86-2-20渦巻文/沈線文、ボタン状貼付文深鉢・ⅦSX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中2086-2-9無文、補修孔深鉢・Ⅴc1SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部

②層（Sec.9層）中9

86-2-21縄文（?)、隆線文、沈線文深鉢・ⅦaSX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中2186-2-10無文深鉢・Ⅴc1SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部

②層（Sec.9層）中10

86-2-11無文深鉢・Ⅴc1SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱa層下部
②層（Sec.9層）中11

第２０３図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１北ベルト・包含層Ⅱa層上面～Ⅱa層下部②層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

86-3-1縄文（LRL）→懸垂文深鉢・Ⅴb2SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱb①層（Sec.10層）上面・Ⅱa層下部②層（Sec.9層）中1a～d

第２０４図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１北ベルト・包含層Ⅱb①層上面出土土器（１）
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0 10cm



１９６

1a

1b（底面）

1c（背面）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

87-1-1
櫛描文→懸垂文/沈線文、円形刺突文、底面：木葉痕、内面下部に環状に炭化物付着、外面下
端に煤状炭化物吸着

深鉢・Ⅴb1
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱb①層（Sec.10層）上面、Z1区・包含層Ⅱb①層上面・Ⅱa
下部②層上面・Ⅱa下部①層中、A1区・包含層Ⅱa層中、工事排土

1a～c

第２０５図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１北ベルト・包含層Ⅱb①層上面出土土器（２）
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0 5cm
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

88-1-3縄文（LR)→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱb①層
（Sec.10層）上面

587-1-2縄文（LRL)→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb2
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱb①層
（Sec.10層）上面

1

88-1-4縄文（LR)→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱb①層
（Sec.10層）上面

687-1-3撚糸文(R）、ノ字状沈線文深鉢・Ⅴb2
SX01・Z1北べルト・包含層Ⅱb①層
（Sec.10層)上面・Ⅱa層下部②層中

2

88-1-5底面：ケズリ→ナデ深鉢・Ⅴ
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱb①層
（Sec.10層）上面

7
88-1-1櫛描文、内面：炭化物付着深鉢・Ⅴc2

SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱb①層
（Sec.10層）上面・Ⅱa層下部②層中、
Z1区・包含層Ⅱa層中・Ⅱa層下部①層
中、A1西ベルト・包含層Ⅱb層中

3a～
ｄ

88-1-6
底面：網代(1本越2本潜）底、外面：
煤状の炭化物付着、内面：炭化物付着

深鉢・Ⅴ
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱb①層
（Sec.10層）上面

8

88-1-2撚糸文(R）深鉢・Ⅴc1
SX01③・Z1北べルト・包含層Ⅱb①層
（Sec.10層）上面

4

第２０６図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１北ベルト・包含層Ⅱb①層上面出土土器（３）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

88-2-1外面：粗いケズリ→撚糸文（R）、内面：ミガキ深鉢・Ⅴc2
SX01③・Z1北ベルト・包含層Ⅱb①層（Sec.10層）中・Ⅱb①層上面、A1西ベルト・包含
層Ⅱb層中、Z1区包含層Ⅱb①層中・Ⅱa層下部②層上面

1a～
ｃ

第２０７図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１北ベルト・包含層Ⅱb①層中出土土器
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（３５）SX０１③北西側遺物包含層Z１区出土土器（第２０８～２２４図）

　Z１区では、SX０１③北西側遺物包含層は包含層Ⅰa～c層、Ⅱ①層、Ⅱ③層、Ⅱa層、Ⅱa層下部①層、

Ⅱa層下部②層、Ⅱb①層に分層された。このうち、包含層Ⅰa～c層は旧河道SX０８堆積層に相当する。

灰色粘土層のⅡb①層は南斜面にのみ分布する。

　①包含層Ⅰ層（旧河道SX０８堆積層）中出土土器（第２０８図）

　１～８はⅠ層上面、９～１４は褐色砂層（Ⅰa層）中、１５～２６は黒色粘質シルト層（Ⅰb層）中、２７～

３１はグライ化した小礫層（Ⅰc層）中から出土した。ほとんど接合しない小片が多い。１～３は口縁

部が緩やかに内湾する深鉢形土器である。１は入組帯状文に貼瘤が付されている。２・３は幅の狭い

羽状縄文が施されている。４は口縁部が短くくびれる短頸壷である。胴部には横位斜行縄文が施さ

れている。９・１０は口縁部が外傾する器形で、幅の狭い羽状縄文や斜行縄文が施されている。他は沈

線文や押圧縄文によって文様が施されるものがある。

　②包含層Ⅱ①層中出土土器（第２０９図１～８）

　１は羽状縄文の施される深鉢形土器の胴部である。２は壷形土器で太い平行沈線文が施されてい

る。３・４は口縁部が緩やかに外反する深鉢形土器である。口縁部は無文である。５～７は懸垂文が施

され、８は木葉底である。

　③包含層Ⅱ②層中出土土器（第２０９図９～３８・第２１０図）

　比較的多くの土器が出土した。すべて深鉢形土器である。９は口縁部が短く内湾し、円形の盲孔・

弧状文・凹線文が施されてされている。１０～１８は口縁部が緩やかに外反する器形で幅の広い無文帯

が設けられたものである。１３は無文帯の下端に押圧縄文を施文している。口端に縄文を施すもの

も見られる。胴部地文は縄文と撚糸文とがある。１９～２６はやや内湾するものである。無文帯を設

けるものとないものとがある。２６はさらに多条沈線によって文様が描かれている。２７は口頸部で

くびれる波状縁の深鉢形土器である。口端には縄文を施文し、無文帯の下端と上端に押圧縄文を施

している。２８～３８は多条沈線文を施している。

　第２１０図１・２は口縁上端に沈線文の施される土器である。４～１４は懸垂文が施されている。１５・１６

は隆線によって文様が施されている。底面には網代底と木葉底がある。

　④包含層Ⅱ③層上面出土土器（第２１１～２１３図）

　包含層Ⅱ③層上面においても比較的多くの土器が出土した。すべて深鉢形土器である。第２１１図

１は多条沈線による懸垂文が胴部に描かれている。

　第２１２図１は口縁部がわずかに内湾する器形で、多条沈線文が施されている。２・３は口縁部が緩や

かに外反し、押圧縄文が施され、さらに沈線文で文様が描かれている。４・５はともに口縁部の無文

帯の下端に押圧縄文の施される土器である。６は摩滅している。７～２０が胴部で、懸垂文に渦巻文

などが多条沈線によって施されるものである。７・８のような磨消縄文によるものもある。

　第２１３図１は胴部に横走縄文が施される土器である。２～６は縦位～斜位に撚糸文が施される土器

である。２・３の口縁部はやや内湾し、幅の狭い無文帯が設けられている。７～１１は底部で、７・８・

１１の底面に木葉の圧痕が残されている。

１９８



　⑤包含層Ⅱ③層中出土土器（第２１４図）

　すべて深鉢形土器である。１・２は口縁部が緩やかに外反する器形で、幅の広い無文帯が設けられ

ている。ともに緩い波状縁を呈している。３は口唇近くがわずかに外反する器形である。縦位斜行

縄文が施されている。４・５はわずかに内湾気味に立ち上がり、口縁部には無文帯が設けられ、以下

の縦走する撚糸文としている。６は口縁部に多条沈線による弧状文が施されている。７～１６は胴部

で沈線による文様が施されている。多条沈線によるものや１４のように磨消縄文によるものがある。

１７～１９は底部で、底面はすべて木葉底である。

　⑥包含層Ⅱa層上面出土土器（第２１５図１～５）

　すべて深鉢形土器である。口縁部には無文帯が設けられ、胴部には懸垂文が施されている。

　⑦包含層Ⅱa層中出土土器（第２１５図６～第２１７図２３）

　すべて深鉢形土器である。第２１５図６・７は口縁部がほぼ直口し幅の狭い無文帯が設けられ、以下

には横楕円形文と懸垂文が施されている。８は口縁部が緩く内湾し円文が磨消縄文によって施され

ている。９～１１は口縁部がやや受口状を呈し、同心円文や凹線文、沈線文が施されている。１２は口

縁部が外傾している。懸垂文が施されている。１３・１４は口縁部緩く外反し無文帯が設けられている。

１４は下端に押圧縄文が施されている。１５～１７は沈線文が施されている。

　第２１６図１の口縁部は緩やかに外反する器形である。６単位の波状縁で波頂部下には縦位の沈線・

短沈線文が配されている。胴部には横渦巻・弧状文と懸垂文が多条沈線によって描かれている。地

文は横走縄文である。２・３・９・１０も口縁部が緩やかに外反する器形である。２・３は横位平行沈線

文が施され、９・１０は撚糸文が施文されている。４～８は口縁部が緩やかに内湾する器形である。４に

は横位沈線文が施されている。地文に撚糸文や櫛描文が施文されている。１１はほぼ直口する器形で

ある。口縁部には幅の狭い無文帯が設けられ、以下をやや扇状を呈する横走縄文としている。１２は

胴部に２段にわたって渦巻文を配し磨消縄文としたものである。１３～１４は渦巻文、１５～１７は多条沈

線による文様が施されている。

　第２１７図１は口縁部が緩やかに外反するものである。口縁部には幅の広い無文帯が設けられてい

る。胴部は横走～斜走する撚糸文が施されている。２～１４は胴部である。多くは多条沈線による懸

垂文が施されている。１５～１９は底部である。すべて木葉底である。

　⑧包含層Ⅱa層下部①層中出土土器（第２１８図）

　すべて深鉢形土器である。１は口縁部が内湾する波状縁土器で、波頂部には重弧状文を配してい

る。２は口縁部がやや受口状を呈する器形である。緩やかに外反する頸部は無文帯とし、胴部には

弧状文・懸垂文を描出している。３は波状懸垂文・小渦巻文が２本単位の沈線文で描かれている。４・

５は口縁部に幅の広い無文帯が設けられ、横位沈線文が施されている。６は外傾、７は短く外反する

口縁部で、幅の狭い無文帯が設けられ、以下を撚糸文としている。８は内湾する器形で口縁部に１条

の沈線文がめぐっている。９はやや外反する器形で無文である。１０～１７は胴部で１ないしは２条の沈

線文によって文様が施されている。１８・１９はともに網代底である。

１９９



　⑨包含層Ⅱa層下部②層上面出土土器（第２１９図）

　すべて深鉢形土器である。１は口縁部が内湾する４単位の波状縁土器である。波頂部には環状把

手が付され、口縁部全体を凹線文がめぐっている。波頂部と波底部には楕円形状文が配され、以下

懸垂文としている。地文は撚糸文、底面は網代底である。２は外傾する口縁部に２孔１対の環状把手

をベースにボタン状貼付文・隆線・沈線によって加飾されている。把手下には大きな渦巻文が配さ

れている。３は把手の橋状部である。列点状の刺突文が施されている。４・５・８は２と同様に大きな

渦巻文が描かれている。６は緩やかに外反する口縁部が複合口縁状に肥厚し、太描きの弧状文が連

続して描かれている。７は口縁部が緩やかに内湾する器形で、波頂部下には懸垂文が配されている。

８～１１は口縁部がやや内湾する器形である。１２は口縁部が外傾している。１３～１７は胴部である。１

ないしは２条単位の沈線による懸垂文が施されているものが多い。１８は木葉底、１９は網代底である。

　⑩包含層Ⅱa層下部②層中出土土器（第２２０図１～３）

　すべて深鉢形土器である。１は口縁部が内湾する器形である。口縁部には環状把手と円孔が配さ

れている。環状把手部分には圏線が施されている。胴部はX字状に２・３条の沈線文が施されている。

２は口縁部が外傾する器形である。ごく緩い波状縁をなし、波頂部には円文が描かれている。さら

に懸垂隆線文と横位沈線文が施されている。３は頸部でくびれ、口縁部はわずかに外反している。

頸部には平行沈線文がめぐり、横楕円形状の文様が配され、底から波状懸垂文と弧状懸垂文が垂下

している。

　⑪包含層Ⅱb①層上面出土土器（第２２０図４～第２２２図）

　灰色粘土層上面から出土した土器（写真図版１４－１）である。すべて深鉢形土器である。４は頸部

でくびれ、口縁部が緩やかに外反する器形である。６単位の波状縁で、波頂部には盲孔が配されて

いる。波頂部下には弧状の懸垂文が配されている。５は緩やかに外反する器形で緩い波状縁となっ

ている。鎖状の懸垂文が垂下し、交点部分には円形竹管文が付されている。６は口縁部が緩やかに

外反する。幅の広い無文帯が設けられている。７は胴部に縦走縄文が施されている。

　第２２１図１は頸部がくびれ、口縁部は緩く外反する器形である。波頂部には大小３個の盲孔が配さ

れ、内面には楕円形文が描かれている。胴部は懸垂文が施されている。２は懸垂文の施された胴部

である。３は口縁部が緩やかに内湾する器形である。波頂部・波底部から懸垂文が垂下している。

円形竹管文が沈線の交点部分に加えられている。地文は斜走する撚糸文である。４は倒卵形の弧状

文が配されている胴部である。５・６は底部で、６には網代の痕跡が残されている。

　第２２２図１～３は口縁部が内湾する器形である。１の撚糸文は繰り返し重複施文されている。４は

口縁部が外傾している。撚糸文が施文されている。底部は８に木葉の痕跡が残り、他はすべて網代

底である。

　⑫包含層Ⅱb①層中出土土器（第２２３図）

　すべて深鉢形土器である。１・２は口縁部が外反し、２は隆線文が横位に付されている。３は口縁部

が内湾し、縦走縄文が施文されている。

２００



　⑬包含層Ⅱb②層上面出土土器（第２２４図１～９）

　包含層の色調はこの面から上層にかけて灰色粘土層～黒色粘土層に変化しており、包含層Ⅱb①

層～Ⅱa層下部②層までの一連の廃棄層の起点と見られる面である。この面はA１区においても捉え

られている。

　すべて深鉢形土器である。１は口縁部が内湾する器形である。隆線と沈線によって文様が施され

ている。隆線上には隆線方向の刻目文とボタン状貼付文が付されている。２も同様に隆線上には隆

線方向の２個１対の刻目文が施されている。２の沈線文は隆線文から離れ、独立した弧状文が描かれ、

内部に円形刺突文が加えられている。３・４は弧状ないしは渦巻状に２本の沈線が施された土器であ

る。３の沈線間の幅は狭い。４は２条の沈線間に２列の刺突文が充填されている。５は口縁部が外傾

する器形である。口縁部にやや幅の狭い無文帯が設けられている。６は櫛描文が縦走する胴部であ

る。７は胴上部が膨らむ器形で、幅の狭い２本の平行沈線文で大きな渦巻文が描かれ、さらに小渦巻

文によって加飾されている。地文の細かい撚糸文が沈線間では、磨り消されている。８はわずかに

外反する器形で、幅の狭い２本の隆線が弧状に貼付され、隆線上には隆線方向の２個１対の刻目文が

付されている。９は胴部に横位沈線文が施されるものである。

　⑭包含層Ⅱb②層中出土土器（第２２４図１０）

　砂礫層中から土器が１点出土した。緩い渦巻状の文様が描かれ、縄文が充填されている。

２０１
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

88-7-16撚糸文？→多条沈線文深鉢・Ⅳd1SX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中16
88-7-1

入組帯状文/羽状縄文（LR/RL）、瘤
付、沈線文

深鉢・ⅡaSX01③・Z1～2区・包含層Ⅰ層上面1
88-7-17縄文（LR）、沈線文、摩滅深鉢・ⅣcSX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中17

88-7-18縄文（LR）、押圧縄文（LR)深鉢・Ⅳd1SX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中1888-7-2羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01③・Z1～2区・包含層Ⅰ層上面2

88-7-19撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中1988-7-3羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01③・Z1～2区・包含層Ⅰ層上面3

88-7-20縄文（LR）、押圧縄文（LR)深鉢・Ⅳc2SX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中2088-7-4縄文（LR）、沈線文壷・ⅡSX01③・Z1～2区・包含層Ⅰ層上面4

88-7-22縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中2188-7-5縄文（LR）→沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1～2区・包含層Ⅰ層上面5

88-7-21底面：網代（1本越2本潜）底深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中2288-7-6縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳd1SX01③・Z1～2区・包含層Ⅰ層上面6

88-7-23縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中2388-7-7網代（1本越2本潜）底深鉢・Ⅳ？SX01③・Z1～2区・包含層Ⅰ層上面7

88-7-24撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中2488-7-8縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1～2区・包含層Ⅰ層上面8

88-7-25撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb？SX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中2588-7-9羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡdSX01③・Z1～2区・包含層Ⅰa層中9

88-7-26縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中2688-7-10縄文（LR）深鉢・ⅡdSX01③・Z1～2区・包含層Ⅰa層中10

88-7-27凹線文深鉢・Ⅳc SX01③・Z1区・包含層Ⅰc層中2788-7-11縄文（LR）、頸部に押圧縄文（LR）深鉢・Ⅳc2SX01③・Z1～2区・包含層Ⅰa層中11

88-7-28撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅰc層中2888-7-12縄文（LR）深鉢・Ⅴc2SX01③・Z1～2区・包含層Ⅰa層中12

88-7-29縄文（LR）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅰc層中2988-7-13撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1～2区・包含層Ⅰa層中13

88-7-30撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅰc層中3088-7-14方形区画文？/縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅶ？SX01③・Z1～2区・包含層Ⅰa層中14

88-7-31撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅰc層中3188-7-15羽状縄文（LR/RL)深鉢・ⅡSX01③・Z1区・包含層Ⅰb層中15

第２０８図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅰ層上面～Ⅰc層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

89-1-20撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中2089-1-1羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡSX01③・Z1区・包含層Ⅱ①層中1

89-1-21縄文（LR）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中2189-1-2縄文（LR）、平行沈線文壷・Ⅲa?SX01③・Z1区・包含層Ⅱ①層中2

89-1-22撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中2289-1-3沈線文深鉢・ⅣcSX01③・Z1区・包含層Ⅱ①層中3

89-1-23縄文（LRr）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中2389-1-4無文深鉢・ⅣcSX01③・Z1区・包含層Ⅱ①層中4

89-1-24撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中2489-1-5縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ①層中5

89-1-25縄文（RL）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中2589-1-6縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ①層中6

89-1-26撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳd1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中2689-1-7縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1?SX01③・Z1区・包含層Ⅱ①層中7

89-1-27縄文（RL)+押圧縄文（RL）深鉢・Ⅳc2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中2789-1-8底面：木葉底、底部：環状に炭化物吸着深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ①層中8

89-1-28縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中28
89-1-9円形の盲孔、凹線文、縄文（LR）深鉢・Ⅳa

SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中・
Ⅰb層中

9a～d
89-1-29撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中29

89-1-30撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中3089-1-10縄文（LR）深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中10

89-1-31撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中3189-1-11縄文（LR）深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中11

89-1-32撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中3289-1-12撚糸文（R）深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中12

89-1-33撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中3389-1-13縄文（LR）+押圧縄文（LR）深鉢・Ⅳc2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中13a,b

89-1-34撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中3489-1-14撚糸文（R）深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中14

89-1-35縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中3589-1-15撚糸文（R）深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中15

89-1-36縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中3689-1-16縄文（LR）深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中16

89-1-37撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中3789-1-17縄文（LR）深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中17

89-1-38縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中3889-1-18撚糸文（R）深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中18

89-1-19縄文（RL）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中19

第２０９図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱ①層中・Ⅱ②層中（１）出土土器
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89-1-48撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中1089-1-39隆線文、沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中1

89-1-49縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中11
89-1-40

縄文（LR）、隆線文、ボタン状貼付文、
沈線文

深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中2
89-1-50撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中12

89-1-51縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中1389-1-41沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中3

89-1-52縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中1489-1-42撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中4a,b

89-1-53縄文（LR）→隆線文＋2個1対の刻目文深鉢・ⅦaSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中1589-1-43撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中5

89-1-54縄文（RL）、隆線文、沈線文深鉢・ⅦSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中1689-1-44沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中6

89-1-55底面：網代（1本越1本潜）底深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中1789-1-45縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中7

89-1-56
底部：底面：木葉痕→ミガキ、煤状炭化
物吸着

深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中18
89-1-46撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中8

89-1-47撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱ②層中9

第２１０図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱ②層中出土土器（２）

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

89-2-1縄文（LR/RR）、多条沈線文、内面：炭化物沈着深鉢・Ⅳｃ１SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面・Ⅱ②層中・A1西ベルトⅡa層上面1a～g

第２１１図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱ③層上面出土土器（１）
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90-1-12縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面12a～c90-1-1縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳd1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面1

90-1-13縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面1390-1-2縄文（LR)＋押圧縄文2条（LR）、沈線文深鉢・Ⅳc2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面2

90-1-14撚糸文（R）→弧状文/沈線文、磨消深鉢・Ⅳc3SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面1490-1-3押圧縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅳｃ2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面3

90-1-15撚糸文（R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1
SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面・
Ⅱ②層中・Ⅱ③層中

15a～d90-1-4縄文（RLR)＋押圧縄文（LR）深鉢・Ⅳc2
SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面・
Ⅱ②層中

4a～c

90-1-16縄文（RL）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面16a,b90-1-5縄文（LR＋押圧縄文（LR））深鉢・Ⅳc2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面5

90-1-17縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1
SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面・
包含層Ⅱ②層中・Ⅱ③層中

17a,b
90-1-6縄文（LR？）→懸垂文/沈線文、摩滅深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面6

90-1-7方形状文/縄文（LR）、沈線文、磨消深鉢・Ⅳc3SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面7

90-1-18縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面1890-1-8縄文（RL）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1 SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面8

90-1-19撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面1990-1-9縄文（LR）→多条沈線による渦巻文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面9

90-1-20縄文（LR）→懸垂文/沈線文、摩滅深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面2090-1-10縄文（LR）→多条沈線による渦巻文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面10

90-1-11縄文（LR）→多条沈線による渦巻文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面11

第２１２図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱ③層上面出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

90-1-27
底面：木葉痕、煤状炭化物吸着、内
面：炭化物沈着

深鉢・Ⅳ
SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面・
Ⅱ②層中

7
90-1-21縄文（LR）深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面1

90-1-22撚糸文（L）、内面：炭化物沈着深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面2

90-1-28底面：木葉底深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面8
90-1-23撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2

SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面・
Ⅰb層中

3

90-1-29
底面：スレ、内面：炭化物沈着、底部：
環状に炭化物吸着

深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面9
90-1-24撚糸文（LR）深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面4

90-1-30
底面：ケズリ→ミガキ、内面：炭化
物沈着、底部：環状に炭化物吸着

深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面10
90-1-25撚糸文（R）深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面5

90-1-26撚糸文（R）、外面：炭化物吸着深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面6

90-1-31底面：木葉底深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層上面11

第２１３図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱ③層上面出土土器（３）
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91-1-13撚糸文（R）→沈線文深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中1391-1-1撚糸文（R)深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層下部1

91-1-14縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅳc3
SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中・Ⅱ①
層中

14a～c
91-1-2縄文（LR）、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中2

91-1-3縄文（LRr）深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中3

91-1-15縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅳc3?SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中15
91-1-4撚糸文（L）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中4

91-1-5撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中5

91-1-16
撚糸文（R）、多条沈線文、内面：炭
化物沈着

深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中16a,b
91-1-6弧状文/多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中6

91-1-7縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中7

91-1-17
縄文（LR）、底面：木葉底、底面縁
辺に炭化物吸着

深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中1791-1-8
縄文（LR）→多条沈線文、内面：炭
化物沈着

深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中8

91-1-18内面：底面：木葉底、炭化物沈着深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中1891-1-9縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中9

91-1-19底面：木葉底深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中1991-1-10撚糸文（R）→沈線文深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層下部10

91-1-20凹線文、摩滅深鉢・Ⅴa1SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中2091-1-11撚糸文（R）→沈線文深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中11

91-1-21縄文（LR）、沈線文、磨消深鉢・Ⅴa1?SX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中21
91-1-12

撚糸文（R）→沈線文、内面：炭化
物沈着

深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱ③層中12

第２１４図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱ③層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

91-2-9円文/沈線文深鉢・Ⅳｄ1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中9
91-2-1

隆線文(断面三角形状の低い隆線）、や
や摩滅

深鉢・Ⅳd1?SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層上面1
91-2-10縄文（LR）、凹線文、沈線文深鉢・ⅣaSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中10

91-2-11縄文（LR）、沈線文深鉢・ⅣaSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1191-2-2無文(ミガキ）、内面：炭化物沈着深鉢・Ⅳc1?SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層上面2

91-2-12縄文（LR）、懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳ？SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1291-2-3撚糸文（R）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層上面3a～c

91-2-13縄文（LR）深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1391-2-4撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳ？SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層上面4

91-2-14縄文（LR)+押圧縄文（LR）深鉢・Ⅳc2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1491-2-5縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層上面5

91-2-15撚糸文（R）、沈線文深鉢・Ⅳc?SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1591-2-6撚糸文（R）→横楕円形文・懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳｄ1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中6a,b

91-2-16撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1691-2-7横楕円形文・懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳｄ1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中7

91-2-17撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1?SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1791-2-8縄文（LR）→円文/沈線文深鉢・Ⅳc3SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中8

第２１５図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱa層上面・Ⅱa層中（１）出土土器
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91-2-27撚糸文（R）、内面：炭化物沈着深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中10

91-2-18
縄文（LR）、多条沈線による横渦巻・
弧状文

深鉢・Ⅳc1
SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中・Ⅱ③
層・Ⅱ③層上面・Ⅱ②層・Ⅰc層中・
Ⅰb層・Ⅰa層、A１区包含層Ⅱb層上面

1
91-2-28縄文（LR）を扇状に施文深鉢・Ⅳc4

SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中・Ⅱ②
層中

11a,b

92-1-1縄文（LR）、渦巻文/沈線文→磨消深鉢・Ⅳc3
SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中・Ⅱ③
層上面・Ⅱ②層中

12a～c
91-2-19横位平行沈線文、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中2

91-2-20縄文（LR）、横位平行沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中3

92-1-2縄文（LR）、渦巻文/沈線文→磨消深鉢・Ⅳc3SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1391-2-21撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅳd1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中4

92-1-3縄文（LR）→渦巻文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1491-2-22撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中5

92-1-4縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1591-2-23粘土の積み上げ痕、疎らな櫛描文深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中6

92-1-5縄文（LR）→多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1691-2-24無文（ケズリ痕）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中7

92-1-6縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1791-2-25撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中8

91-2-26撚糸文（R）、内面：炭化物沈着深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中9

第２１６図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱa層中出土土器（２）
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92-1-18縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1292-1-7撚糸文（R）、内面：炭化物沈着深鉢・Ⅳc4SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1

92-1-19縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中13a,b92-1-8撚糸文（R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中2a～d

92-1-20撚糸文（R）深鉢・Ⅳ？SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1492-1-9縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中3

92-1-21底面：木葉底、内面：炭化物付着深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1592-1-10縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中4

92-1-22底面：木葉底深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1692-1-11縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中5

92-1-23底面：木葉底深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1792-1-12撚糸文（R）→懸垂文/懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中6

92-1-24底面：木葉底深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1892-1-13撚糸文（R）→懸垂文/懸垂文深鉢・Ⅳ？SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中7

92-1-25底面：木葉底深鉢・ⅣSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中1992-1-14縄文（LR）、沈線文、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅳ？SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中8

92-1-26集合沈線文、円形刺突文深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中20
92-1-15

縄文（LR）→多条沈線による懸垂文、
内面：炭化物沈着

深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中9
92-1-27凹線文、外面：炭化物吸着深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中21a,b

92-1-28撚糸文（R）、弧状沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中2292-1-16縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中10

92-1-29横位平行沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中2392-1-17縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層中11

第２１７図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱa層中出土土器（３）
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92-2-9無文（ケズリ痕）深鉢・Ⅴc1
SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱa層下部
①層中

992-2-1
撚糸文（R）、隆線文、重弧状文/
沈線文

深鉢・Ⅴb2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中1a,b

92-2-10縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中10
92-2-2

撚糸文（R）→弧状文・懸垂文/沈
線文

深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中2a～e

92-2-11
撚糸文（LR）→懸垂文/沈線文、外
面：炭化物吸着

深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中11

92-2-3
撚糸文（R）→小渦巻文・波状懸
垂文/沈線文

深鉢・Ⅴb
SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中・
Ⅱa層中、Ａ1西ベルト・包含層Ⅱa層中

3a～e
92-2-12撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中12

92-2-13撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中13a,b
92-2-4

縄文（LRＬ）、沈線文、内面：炭
化物吸着

深鉢・Ⅴb1?
SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱa層下部
①層中

4
92-2-14懸垂文・沈線文、外面：炭化物吸着深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中14

92-2-15縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中1592-2-5縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅴb2?SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中5

92-2-16撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中1692-2-6撚糸文（R）深鉢・Ⅴc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中6

92-2-17撚糸文（R）、沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中1792-2-7撚糸文（R）深鉢・Ⅴc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中7

92-2-18網代（4本越2本潜）底深鉢・ⅤSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中1892-2-8撚糸文（R）、沈線文深鉢・Ⅴb2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中8

92-2-19網代（一部、菱形状の模様編）底深鉢・ⅤSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中19

第２１８図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱa層下部①層中出土土器
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93-1-10撚糸文（R）深鉢・Ⅴc2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面10

93-1-1

環状把手、撚糸文（R）→懸垂
文/沈線文、底面：網代（1本越
2本潜）底、底部内外面：炭化
物付着

深鉢・Ⅴa2
SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面・
包Ⅱa層下部①層中

1 93-1-11撚糸文（R）深鉢・Ⅴc2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面11

93-1-12無文深鉢・Ⅴc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面12

93-1-13縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb
SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面・
Ⅱa層下部①層中

13a～ｃ93-1-2
環状把手、縄文（RL）→渦巻文
/沈線文、ボタン状貼付文

深鉢・Ⅴa2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面2

93-1-14縄文（RL）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面14a～d93-1-3橋状把手、刺突文深鉢・Ⅴa?SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面3

93-1-15撚糸文（R）→沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面15
93-1-4縄文（LR）→渦巻文/沈線文深鉢・Ⅴb

SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面、
Z1北ベルト包Ⅱa層下部②層上面

4a～
ｃ 93-1-16縄文（LR）→弧状文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面16

93-1-17撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面17a,b93-1-5縄文（LR)→渦巻文・/沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面5

93-1-18底面：木葉底深鉢・ⅤSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面1893-1-6沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面6

93-1-19
縄文（LR）、底面：網代（1本越2
本潜)底、底面全体に炭化物付着

深鉢・ⅤSX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面19a～d
93-1-7撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面7a,b

93-1-8縄文（RL）→渦巻文/沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面8

93-1-9撚糸文（R）→沈線文深鉢・Ⅴb2SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層上面9

第２１９図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱa層下部②層上面出土土器
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94-1-1
円形の盲孔、凹線文、撚糸文(R）
の重複施文→懸垂文/沈線文、
外面：煤状の炭化物付着

深鉢・Ⅴb1

SX01③・Z1区・包含層Ⅱb①層上面・包含
層Ⅱb①層中・包含層Ⅱa層中、Z1北ベル
ト・包含層Ⅱa層下部②層中、A1区・包含
層Ⅱb②層上面・Ⅱb層上面、A1～Z1区・
包含層Ⅱｂ①層中

4a,b

93-2-1
環状把手、撚糸文(R）→懸垂文
/沈線文、隆線文

深鉢・Ⅴa2
SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層中・Ⅱ
a層下部①層中、A1西ベルト・包含層Ⅱa層中

1a～c

93-2-2
波頂部に円文/沈線文、懸垂隆
線文、縄文（LR)

深鉢・Ⅴb1SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層中2

94-1-2
撚糸文(R）→懸垂文/沈線文、円
形竹管文

深鉢・Ⅴb2
SX01③・Z1区・包含層Ⅱb①層上面、工事
排土

5a,b93-2-3撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb1
SX01③・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層中・
Ⅱa層下部②層上面・Ⅱ③層下部

3a,b

94-1-3縄文（LR）深鉢・Ⅴc1SX01③・Z1区・包含層Ⅱb①層上面6a～c

94-1-4縄文（RLR）深鉢・ⅤSX01③・Z1区・包含層Ⅱb①層上面7a～d

第220図　SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層中・Ⅱb①層上面（１）出土土器
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94-1-10撚糸文(R）→弧状文/沈線文深鉢・Ⅴb

SX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面､Z1北
ベルト･包含層Ⅱa層下部②層中、A1区･包
含層Ⅱb②層上面、A1～Z1区･包含層Ⅱb層
中、A1区･包含層Ⅱa層中

4
94-1-5

円形の盲孔、凹線文、撚糸文(R）
→懸垂文/沈線文

深鉢・Ⅴb1
SX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面･Ⅱa層
下部②層上面

１a～c

94-1-6縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面2

94-1-8底面：ミガキ深鉢・ⅤSX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面5
94-1-7

撚糸文（R)→懸垂文、沈線文、
円形竹管文

深鉢・Ⅴb2
SX01③･Z1区･包Ⅱb①層上面、Z1北ベル
ト・包含層Ⅱb①層上面、A1～Z1区･包含層
Ⅱb①層上面

3a～d
94-1-9底面：網代（2本越2本潜)底深鉢・ⅤSX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面6

第221図　SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱb①層上面出土土器（２）
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95-1-6底面：網代（1本越2本潜)底→ミガキ深鉢・ⅤSX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面6

95-1-1
撚糸文（R)、底面：網代（1本越2
本潜）底、内面：炭化物沈着

深鉢・Ⅴc2
SX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面･Ⅱb
①層中･Ⅱa層下部②層中・Ⅱa層下部②
層上面

1

95-1-7

撚糸文（R）→懸垂文/沈線文､底
面：網代（1本越2本潜）底､内面：
炭化物沈着､外面胴部下端：煤状炭
化物付着

深鉢・Ⅴb
SX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面･Ⅱa
層下部②層上面

7

95-1-2撚糸文（R）深鉢・Ⅴc2SX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面2

95-1-8底面：木葉底→ナデ深鉢・ⅤSX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面895-1-3撚糸文（R）深鉢・Ⅴc2SX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面3

95-1-9底面：網代（1本越2本潜）底深鉢・ⅤSX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面995-1-4撚糸文（LR-一部撚戻し）深鉢・Ⅴc2SX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面4

95-1-5
底面：網代（模様編/1本越1本潜、
4本越2本潜､1本越4本潜混合）底

深鉢・Ⅴ
SX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層上面･Ⅱa
層下部②層上面

5

第２２２図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱb①層上面出土土器（３）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

96-2-6櫛描文深鉢・ⅥeSX01③･Z1区･包含層Ⅱb②層上面6
96-2-1

ボタン状貼付文、縄文（LR）、隆
線文＋刻目文、沈線文

深鉢・ⅥaSX01③･Z1区･包含層Ⅱb②層上面1

96-2-7
細い撚糸文(R）→大小の渦巻文/沈
線文、外面：煤状の炭化物付着

深鉢・ⅥaSX01③･Z1区･包含層Ⅱb②層上面7

96-2-2
縄文（LR）、隆線文＋刻目文、円
形刺突文、沈線文

深鉢・ⅥaSX01③･Z1区･包含層Ⅱb②層上面2

96-2-8
撚糸文（R）、隆線文＋2個1対の刻
目文、沈線文

深鉢・ⅥaSX01③･Z1区･包含層Ⅱb②層上面8
96-2-3縄文（RL）、沈線文深鉢・ⅥaSX01③･Z1区･包含層Ⅱb②層上面3

96-2-9縄文（RL？）、沈線文深鉢・ⅥcSX01③･Z1区･包含層Ⅱb②層上面996-2-4縄文（RL）、沈線文、刺突文深鉢・ⅥcSX01③･Z1区･包含層Ⅱb②層上面4

96-2-10縄文（LR）、沈線文深鉢・SX01③･Z1区･包含層Ⅱb②層中1096-2-5縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅥdSX01③･Z1区･包含層Ⅱb②層上面5

第２２４図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱb②層上面・Ⅱb②層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

96-1-4撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層中496-1-1無文深鉢・Ⅴc1SX01③･A１～Z１区･包含層Ⅱb①層中1

96-1-5縄文（LRｒ）深鉢・ⅤSX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層中596-1-2隆線文、沈線文、やや摩滅深鉢・Ⅵ?SX01③･A１～Z１区･包含層Ⅱb①層中2

96-1-3縄文（RL）深鉢・Ⅴc2SX01③･Z1区･包含層Ⅱb①層中3

第２２３図　SX０１③北西側遺物包含層・Z１区・包含層Ⅱb①層中出土土器
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（３６）SX０１③北西側遺物包含層A１西ベルト出土土器（第２２６～２２９図）

　A１西ベルトでは、SX０１③北西側遺物包含層は包含層Ⅱ①層、Ⅱ③層、Ⅱa層、Ⅱa層下部①層、Ⅱ

b①層に分層された。このうち、Ⅱa層下部①層（砂礫層）の下には、暗褐色粘土層が１枚しか確認で

きず、Ⅱb①層として取り上げた。

　①包含層Ⅱ①層中出土土器（第２２６図）

　すべて深鉢形土器である。１・２は口縁部が緩やかに内湾する器形をしている。幅の狭い羽状縄文

が施文されている。３は口縁部が緩やかに外反する器形である。４は口縁部が外傾している。とも

に横位斜行縄文が施されている。５～１２は口頸部に縦位の凸レンズ状文、胴部に懸垂文が施された

土器である。１４・１５は底部で底面には木葉や網代の圧痕が残されている。

　②包含層Ⅱa層上面出土土器（第２２７図）

　ともに深鉢形土器である。１は口縁部が緩やかに外反する器形である。緩い波状縁で、口縁部分

は複合口縁状に肥厚している。波頂部に盲孔と弧状文を配し、全体に凹線文をめぐらせている。頸

胴部には平行沈線の弧状文が縦位に展開し、充填縄文や沈線文が施文されている。２は懸垂文が施

されている。

　③包含層Ⅱa層中出土土器（第２２８図）

　すべて深鉢形土器である。１・２は口縁部が緩やかに外反する器形である。ともに６単位の緩い波

状縁を呈している。１は波頂部から、多条沈線による懸垂文が垂下し、懸垂文間には弧状・対角線上

の多条沈線文が施され、さらに渦巻文や重弧状文で埋められている。地文は縦走するLR撚糸文で

ある。２は口頸部に無文帯が設けられ、無文帯の上縁と下端には押圧縄文が施されている。地文は

斜行～縦走する縄文である。３～５は口縁部が外傾～外反する土器である。口縁部は無文となって

いる。６～１３は沈線文が施される土器である。横楕円形文、集合沈線文、懸垂文などが施されてい

る。１４は口縁部がわずかに内湾する６単位の波状縁土器である。縦位斜行縄文を基調とする地文が

施されている。１５・１６は底部である。１５は菱形状の模様編みの網代が用いられている。１６は木葉底

である。

　④包含層Ⅱa層下部①層中出土土器（第２２９図１～３）

　すべて深鉢形土器である。１～３は口縁部が緩やかに外反する器形である。１は複合口縁状に肥厚

し、凹線文が施されている。２は無文帯の下端に沈線文が施されている。３は無文である。

　⑤包含層Ⅱb①層中出土土器（第２２９図４～２３）

　すべて深鉢形土器である。４は口縁部がわずかに外反する器形である。口唇部には斜位の短沈線

文が連続して施されている。無文帯の上縁と下端には横位沈線文が配されている。胴部は横走縄文

が施されている。５～１２は口縁部で、緩やかに外反するもの、やや内湾するものがある。５は凹線文

が施されている。１３～１９は胴部で懸垂文などが施されている。２０～２３は底部で、網代底と木葉底

の両者がある。

２１６



２１７

1
2 3

45

6
7

SS

A1 A2

0 1m

＜A1西ベルト＞

9.00m

1 

6 

10a 
11 

12 

4 

8 

3 

13 

2 

9 

5 

7 

15 
14 

1a ～ f 

2a 

10b 

1g 1h 
1i 

2b 
2c 

備考遺物取上げ層位土性土色番号

礫に富む。下部はややグライ化包含層Ⅱ①層砂礫オリーブ褐色(2.5Y4/3)1

泥炭質。炭化物を含む包含層Ⅱ②層シルト質粘土黒色(7.5YR1.7/1)2

上面に人頭大の礫包含層Ⅱ③層砂質シルト極暗褐色(7.5YR2/3)3

泥炭質。炭化物を含む包含層Ⅱa層シルト質粘土黒色(10YR1.7/1)4

人頭大～拳大の礫を含む包含層Ⅱa層下部①層砂礫オリーブ黒色(5Y3/2)5

炭化物を含む包含層Ⅱb①層粘土質シルト暗褐色（7.5YR3/3)6

人頭大の礫を含む。包含層Ⅱb②層砂礫暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)7

第２２５図　SX０１③遺物包含層A１～A２西ベルト断面

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

96-3-8縦レンズ状文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中896-3-1羽状縄文（RL/LR）深鉢・ⅡdSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中1

96-3-9撚糸文(R）→磨消→縦レンズ状文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中996-3-2羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中2

96-3-10撚糸文(R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中10a,b96-3-3縄文（LR/LR）深鉢・ⅡdSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中3

96-3-11縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中1196-3-4縄文（LR）深鉢・Ⅳd2?SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中4

96-3-12縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中1296-3-5縄文（LR）→縦レンズ状文/多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中5a,b

96-3-13底面：網代底→ナデ深鉢・ⅣSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中1396-3-6縄文（LR）→縦レンズ状文/多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中6

96-3-14底面：木葉痕深鉢・ⅣSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中14
96-3-7

縄文（LR）→横位平行沈線文、縦レン
ズ状文

深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中7
96-3-15底面：網代（1本越1本潜）底深鉢・ⅣSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱ①層中15

第２２６図　SX０１③北西側遺物包含層・A１西ベルト・包含層Ⅱ①層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

96-4-2縄文（LR)→懸垂文/沈線文
深鉢・
Ⅳc1？

SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層上面・Ⅱ
③層中

2a～c96-4-1
円形の盲孔、凹線文、弧状文
/沈線文、縄文（LR）

深鉢・Ⅳb
SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層上面、Z1
区・包含層Ⅱ③層中、A1区・包含層Ⅱ①層中

1a～i

第２２７図　SX０１③北西側遺物包含層・A１西ベルト・包含層Ⅱa層上面出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

97-1-9撚糸文(R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中9

97-1-1
撚糸文(LR）→多条沈線による懸
垂文・渦巻文、補修孔

深鉢・Ⅳc1
SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中・Ⅱ
a層上面、Z1区・包含層Ⅱa層中、Z1北ベル
ト・包含層Ⅱ③層上面・包含層Ⅱ③層中

1 97-1-10縄文（LR）→渦巻文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中10

97-1-11撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中11

97-1-12縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1?SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中12

97-1-2縄文（RL）+押圧縄文(RL)深鉢・Ⅳc2

SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中・
Ⅱb層中・Ⅱa層上面、A1区・包含層Ⅱ①
層中、Z1区・包含層Ⅱa層中、Z2区・包
含層Ⅱ①層中

2a～f 97-1-13縄文（LR)→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1?SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中13

97-1-14
ナデ→縄文(LR)→ミガキ（下部）、
6単位

深鉢・Ⅳd2
SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中・
Ⅱb層中・Ⅱ③層中、A1区包含層Ⅱ①層
中、Z1区 包含層Ⅱ③層上面・Ⅱ③層中

1497-1-3無文深鉢・Ⅳc4SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中3

97-1-4無文深鉢・Ⅳd2SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中4

97-1-15
縄文（RLR?）、底面：網代（菱形
状の模様編）底

深鉢・ⅣSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中15
97-1-5無文深鉢・Ⅳc4SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中5

97-1-6横楕円形文深鉢・Ⅳd1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中6

97-1-16底面：木葉痕→一部ミガキ深鉢・ⅣSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中1697-1-7集合沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中7

97-1-8撚糸文(R）→懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層中8

第２２８図　SX０１③北西側遺物包含層・A１西ベルト・包含層Ⅱa層中出土土器

0 10cm



２１９

6 7 

10 

11 12 
14a 

15 16 17 

4a ～ b 

19 

8 

3 

13 

18a 

2 

9 5 

1 

4a 4b 

4c 

14b 
14c 14d 

18b 

20 
21 22 

23 

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

97-2-10無文（ケズリ→ナデ）深鉢・Ⅴc2SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中10
97-2-1凹線文深鉢・Ⅴa1

SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層下部
①層中

1
97-2-11撚糸文(L）深鉢・Ⅴc2SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中11

97-2-12撚糸文(R）深鉢・Ⅴc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中12
97-2-2撚糸文（R？）、沈線文深鉢・Ⅴb1

SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層下部
①層中

2
97-2-13波状懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中13

97-2-14撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中14a～d
97-2-3無文深鉢・Ⅴc1?

SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱa層下部
①層中

3
97-2-15縄文（RL）、懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中15

97-2-16懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中16

97-2-4
口唇：斜位短沈線文、縄文（RLR)、
沈線文

深鉢・Ⅴb1

SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱb①層中・
Ⅱa層中、A1区・包含層Ⅱｂ層中、Z1区・
包含層Ⅱa層中・Ⅰ層上面、Z1区北ベル
ト・包含層Ⅱ③層上面

4a～c
97-2-17縄文（LR)→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中17

97-2-18縄文（LR）、懸垂文/沈線文、補修孔深鉢・ⅤaSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中18a,b

97-2-19縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中19

97-2-20底部：網代（2本越2本潜）底深鉢・ⅤbSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中2097-2-5凹線文深鉢・Ⅴa1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中5

97-2-21底部：木葉底深鉢・ⅤbSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中2197-2-6撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb2SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中6

97-2-22底部：網代底深鉢・ⅤSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中2297-2-7撚糸文(R）深鉢・Ⅴc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中7

97-2-23底面：木葉底深鉢・ⅤSX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中2397-2-8撚糸文(R）深鉢・Ⅴc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中8

97-2-9撚糸文(R）深鉢・Ⅴc1SX01③・A1西ベルト・包含層Ⅱｂ①層中9

第２２９図　SX０１③北西側遺物包含層・A１西ベルト・包含層Ⅱa層下部①層中・Ⅱb①層中出土土器

0 10cm



（３７）SX０１③北西側遺物包含層A１区出土土器（第２３０～２３７図）

　A１区では、SX０１③北西側遺物包含層は包含層Ⅱ①層、Ⅱa層、Ⅱa層下部①層、Ⅱb①層、Ⅱb②層

に分層された。このうち、Ⅱb①層上面にややまとまって土器を検出している。

　①包含層Ⅱ①層中出土土器（第２３０図）

　１は口縁部がやや内湾する深鉢形土器である。幅の短い羽状縄文が施文されている。２は壷形土

器である。刻目文の施される隆線文がめぐり、貼瘤が付されている。３は３つの円窓が配される異形

土器である。細かい縄文が施されている。以下、すべて深鉢形土器である。４・５は平行沈線文が施

されている。６～８は押圧縄文が施されている。８は押圧縄文施文後に、さらに弧状文が描かれてい

る。９は口縁部に１条の沈線文がめぐっている。１０～１２は口縁部に幅の狭い無文帯が設けられてい

る。１３・１４は懸垂文の施された胴部である。１５・１６は底部でともに木葉底である。

　②包含層Ⅱa層上面出土土器（第２３１図）

　１は口縁部がやや内湾する深鉢形土器である。口縁部には幅の狭い無文帯が設けられ、以下にや

や斜走する撚糸文が施されている。２～４はほぼ１と同様の土器である。５は口縁部が外傾する器形

である。口縁部には無文帯は設けられず、全体に横走～斜走する撚糸文が施されている。６は口縁

部がやや内湾する無文土器である。７は口径約３cm程の袖珍土器である。８は懸垂文が施された胴

部である。１０～１２は底部で、網代底と木葉底とがある。

　③包含層Ⅱa層中出土土器（第２３２図１～２５）

　すべて深鉢形土器である。１・２は口頸部に重弧状文や横楕円形文の施される土器である。以下に

は懸垂文が描かれている。３には多条沈線による懸垂文が施されている。４～８は口縁部が緩やかに

外反する器形である。胴部には撚糸文が施されるものがある。９～１３は口縁部が緩やかに内湾する

土器である。口縁部には幅の狭い無文帯が設けられ、以下に撚糸文を施している。１４は横走縄文、

１５は斜走する撚糸文が胴部に施されている。１５は木葉底である。１６は環状把手である。環状部に

は圏線が施されている。１７～２０はやや太い沈線によって縦位の凸レンズ状文、懸垂文などが描か

れている。２１～２３は口唇部に斜位の短沈線文が施されている。２４・２５は懸垂文が施された胴部で

ある。

　④包含層Ⅱa層下部①層中出土土器（第２３２図２６～３０）

　すべて深鉢形土器である。２６は多条沈線による懸垂文が施されている。２７は緩やかに外反する

器形である。外削ぎ状の口端部には連続して縦位短沈線文が施されている。２８・２９は口縁部が緩や

かに内湾する器形である。撚糸文がほぼ横走する。２８は沈線文が１条めぐっている。３０は木葉底で

ある。

　⑤包含層Ⅱb①層上面出土土器（第２３３～２３５図）

　すべて深鉢形土器である。第２３３図１は口縁部が緩やかに外反する器形である。口縁部は肥厚し、

大型の環状把手が付されている。環状把手は３個の環状部を中心に隆線、ボタン状貼付文、沈線に

よって装飾されている。把手の両脇には弧状文・ボタン状貼付文が付され、さらに凹線文が施され

ている。外反する頸部には、波頂部と波底部の位置に縦位の沈線文が３条施されている。ごく細い

２２０



半截竹管によって描かれており、胴部の太い沈線文施文具の截断面側を使用したものと考えられる。

把手下の胴上部には鎖状をなす短沈線文が垂下し、全体を３条１単位とする太描き沈線による弧状文

と斜位文で埋めている。地文の縄文は横走～斜行縄文である。底面はミガキ調整が施されている。

　第２３４図１は頸部で緩やかにくびれる６単位の波状縁土器である。波頂部下には縦位の沈線文が施

され、口唇にも縦位の短沈線文が施されている。波頂部の下には３条１単位の弧状をなす懸垂文が施

され、交点のある頸部には円形竹管文が付されている。波状懸垂文が中央に配されている箇所もあ

る。地文はごく細い糸を軸に密に巻きつけたものを縦位回転施文した撚糸文である。２は口縁部が

緩やかに外反する器形である。頸部に１条の沈線文がめぐり、懸垂文が施されている。３は口縁部が

外傾する波状縁の土器である。４は口縁部が緩やかに外反する器形である。ともに口縁部には無文

帯が設けられ、以下を撚糸文としている。５・６は懸垂文が施された胴部である。７・８は弧状文が施

されている。９は鎖状隆線文、１０は無文帯縁辺に隆線を施したものである。１１は網代底である。

　第２３５図１は頸部が緩やかにくびれ、口縁部がやや内湾気味に立ち上がる器形である。口縁部に

は２個１対の丸山状をした突起が付されている。口唇部には斜位の短沈線文が施されている。口縁

上部には、太描き沈線による渦巻状文様が全体を取り巻いている。波頂部と波底部の位置には、懸

垂文が配されている。沈線と沈線の交点部分の要所には、円形竹管文が施文されている。地文は縦

走撚糸文である。２は口縁部が緩やかに外反する器形である。一部波状をなす懸垂文が施されてい

る。３は弧状文が施された胴部である。

　⑥包含層Ⅱb①層中出土土器（第２３６図）

　すべて深鉢形土器である。１は口縁部が緩やかに内湾するものである。口縁部に幅の狭い無文帯

を設け、斜走する撚糸文を施文している。２～６は懸垂文が施された胴部である。９・１０は底部で、

網代底と木葉底がある。

　⑦包含層Ⅱb②層上面出土土器（第２３７図）

　すべて深鉢形土器である。この面はZ１区のⅡb②層上面から続く面で、より上位の遺物包含層の

廃棄の起点となる面である。１は口縁部が内湾する波状縁の土器である。幅の狭い無文帯の下には

やや斜走する細かい撚糸文が施されている。２は口縁部が緩やかに内湾する平縁の土器である。縦

位櫛描文が施されている。３も縦位櫛描文が施文された胴部である。４は口縁部が外傾する波状縁

の土器である。縦走撚糸文が施されている。５は鎖状隆線文に円形文、円形竹管文が施されている。

６は隆線上及び隆線に沿って、刻目文や刺突文を施した土器である。７は弧状の平行する沈線文内に

鎖状刺突文が施されている。８は細い撚糸文を地に弧状文が描かれ、磨り消されている。
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

98-2-7手ずくね、口径約3cm袖珍・ⅣaＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面7
98-2-1撚糸文（LR）深鉢・Ⅳd2

ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面・
Ⅱ①層中

1a～c
98-2-8縄文（LR）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面8

98-2-9縄文（LR）深鉢・Ⅳ
ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面・
Ⅱa層中・Ⅱ①層中

9
98-2-2撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面2

98-2-3撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面3

98-2-10底面：網代（2本越2本潜）底深鉢・ⅣＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面1098-2-4撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面4

98-2-11底面：木葉底深鉢・ⅣＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面1198-2-5撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面5

98-2-12縄文（LR）、底面：網代底深鉢・ⅣＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面1298-2-6無文深鉢・Ⅳd2ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱa層上面6a,b

第２３１図　SX０１③北西側遺物包含層・A１区・包含層Ⅱa層上面出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

98-1-9沈線文深鉢・Ⅳc1?ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中998-1-1羽状縄文（LR/RL）深鉢・ⅡdＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中1

98-1-10縄文（LR）深鉢・Ⅳc4ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中1098-1-2平行沈線文、隆線文＋刺突列、瘤付壷・Ⅲ?ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中2a～c

98-1-11縄文（RL）深鉢・Ⅳd2ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中1198-1-3縄文（LR）、沈線文、円窓（3孔）異形・Ⅲ?ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中3

98-1-12縄文（LR）深鉢・Ⅳd2ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中1298-1-4縄文（RL-0段多条）→平行沈線文深鉢ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中4

98-1-13撚糸文（R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中1398-1-5羽状縄文（LR/RL）→平行沈線文深鉢ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中5

98-1-14懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1?ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中1498-1-6縄文（LR）、押圧縄文（LR）深鉢・Ⅳｃ2ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中6

98-1-15底面：木葉底深鉢・ⅣＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中1598-1-7縄文（LR)、押圧縄文(LR）深鉢・Ⅳc2ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中7

98-1-16底面：木葉底深鉢・ⅣＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中1698-1-8押圧縄文（LR）→弧状文/沈線文深鉢・Ⅳc2ＳＸ01③・A1区・包含層Ⅱ①層中8

第２３０図　SX０１③北西側遺物包含層・A１区・包含層Ⅱ①層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

98-3-16環状把手、圏線文/沈線文深鉢・Ⅴa
SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中・A1
～B1北ベルトSec.4層中

16
98-3-1重弧状文/多条沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中1

98-3-2横楕円形文、懸垂文/沈線文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中2

98-3-17
円形の盲孔、縦レンズ状文・懸垂文
/沈線文

深鉢・ⅤbSX01③・A1区・包含層Ⅱa層中17
98-3-3撚糸文（R）→多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中3

98-3-4撚糸文（R）深鉢・Ⅳc4SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中4

98-3-18集合沈線文深鉢・ⅤaSX01③・A1区・包含層Ⅱa層中1898-3-5無文深鉢・Ⅳc4SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中5

98-3-19
撚糸文（R）→縦レンズ状文・懸垂
文/沈線文

深鉢・ⅤbSX01③・A1区・包含層Ⅱa層中19
98-3-6撚糸文（R）深鉢・Ⅳc4SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中6

98-3-7撚糸文（R）深鉢・Ⅳc4SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中7

98-3-20撚糸文（LR）、沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1区・包含層Ⅱa層中2098-3-8撚糸文（R）深鉢・Ⅳc4SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中8

98-3-21口唇：斜位短沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中22
98-3-9無文（ケズリ）深鉢・Ⅳd2

SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中・Ⅱa
層上面・Ⅱ①層

9a～
ｃ 98-3-22口唇：斜位短沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中23

98-3-23口唇：斜位短沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中2498-3-10撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中10

98-3-24縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1区・包含層Ⅱa層中2198-3-11撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中11

98-3-25縄文（LR）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1区・包含層Ⅱa層中2598-3-12撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中12

98-3-26多条沈線による懸垂文深鉢・Ⅳc1?SX01③・A1区・包含層Ⅱa層下部①層中26
98-3-13撚糸文（R）深鉢・Ⅳd2

SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中・Ⅱa
層上面

13a,b
98-3-27短沈線文、沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・A1区・包含層Ⅱa層下部①層中27

98-3-28撚糸文（LR）、沈線文深鉢・Ⅴb2SX01③・A1区・包含層Ⅱa層下部①層中28
98-3-14縄文（LR）深鉢・Ⅳd2

SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中・Ⅱa
層上面

14a,b
98-3-29撚糸文（R）深鉢・Ⅴc2SX01③・A1区・包含層Ⅱa層下部①層中29

98-3-30底面：木葉底深鉢・ⅤSX01③・A1区・包含層Ⅱa層下部①層中30
98-3-15

撚糸文（LR）、底面：木葉底、内面：
炭化物付着

深鉢・Ⅳ
SX01③・A1区・包含層Ⅱa層中・Ⅱa
層上面

15a～c

第２３２図　SX０１③北西側遺物包含層・A１区・包含層Ⅱa層中・Ⅱa層下部①層中出土土器
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

99-1-1
環状把手、円形の盲孔、ボタン状貼付文、凹線文、縄文（LR)、鎖状短沈線文、弧状文/沈線
文、底面：ケズリ→ミガキ

深鉢・Ⅴa1
SX01③・A1～B1区・包含層Ⅱb①層上面、A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面、A1区・包含層
Ⅱa層上面、A1～Z1西ベルト・包含層Ⅱa層下部①層中、Z1北ベルト・包含層Ⅱa層下部②
層中、Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中・Ⅱa層中・Ⅱ③層中

1a～
ｊ

第２３３図　SX０１③北西側遺物包含層・A１区・包含層Ⅱb①層上面出土土器（１）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

99-1-6撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面5

99-1-2
撚糸文(R）→弧状懸垂文・波状
懸垂文/沈線文、円形竹管文

深鉢・Ⅴb1

SX01③・A1区・包含層Ⅱb①層上面、Z1
～A1西ベルト・包含層Ⅱa層下部①層中、
Z1区・包含層Ⅱa層中、Z1北ベルト・包含
層Ⅱa層上面・Ⅱ③層中

1a～h
99-1-7撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面6

99-1-8撚糸文(R）、沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面7

99-1-9縄文（LR）、沈線文深鉢・Ⅵb?SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面8

99-1-10縄文（RLR）、鎖状隆線文、沈線文深鉢・Ⅵa?SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面999-1-3撚糸文(R）→懸垂文/沈線文深鉢・Ⅴb1SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面2

99-1-11縄文（RLR）、沈線文深鉢・ⅧcSX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面1099-1-4撚糸文(R）深鉢・Ⅴc2SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面3

99-1-12底面：網代底深鉢・Ⅴ?SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面1199-1-5撚糸文(R）深鉢・Ⅴc1SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面4

第２３４図　SX０１③北西側遺物包含層・A１区・包含層Ⅱb①層上面出土土器（２）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

100-1-3撚糸文（R）→弧状文/沈線文深鉢・Ⅴb
SX01③・A1区・包含層Ⅱb層上面・包含層
Ⅱb①層中、A2区・包含層Ⅱa層中

3a～d100-1-1
口唇：斜位の短沈線文、渦巻文
/沈線文、撚糸文（R）→懸垂文
/沈線文、円形竹管文

深鉢・Ⅴb1

SX01③・A1区・包含層Ⅱb①層上面・包含
層Ⅱb①層中、A1～Z1区・包含層Ⅱb①層中、
A1西ベルト・包含層Ⅱb①層中、Ｚ1～A1
区・包含層Ⅱa層下部①層中、A1区・包含
層Ⅱa層中

1a～o

100-1-2
撚糸文（R）→弧状懸垂文・波
状懸垂文/沈線文

深鉢・Ⅴb1

SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層上面、
A1区・包含層Ⅱb①層上面・Ⅱa層中、Z1
区・包含層Ⅱb①層中、A1西ベルト・包含
層Ⅱb①層中・Ⅱa層中、Z1北ベルト・包含
層Ⅱa下部②層中・Ⅱa層上面

2a～d

第２３５図　SX０１③北西側遺物包含層・A１区・包含層Ⅱb①層上面出土土器（３）
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写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

100-2-7撚糸文（L）→ミガキ深鉢・ⅤSX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層中7100-2-1撚糸文（R）深鉢・Ⅴc2SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層中1

100-2-8縄文（LR）→ミガキ深鉢・Ⅴ
SX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層中・
包含層Ⅱb①層上面

8a,b
100-2-2撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1区・包含層Ⅱb①層中2

100-2-3撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層中3

100-2-9
底面：網代（1本越2本潜）底→一
部ミガキ

深鉢・ⅤSX01③・A1区・包含層Ⅱb①層中9
100-2-4縄文（LRL）→懸垂文・沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1区・包含層Ⅱb①層中4

100-2-5撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1区・包含層Ⅱb①層中5

100-2-10底面：木葉底深鉢・ⅤSX01③・A1～Z1区・包含層Ⅱb①層中10100-2-6撚糸文（R）→懸垂文/沈線文深鉢・ⅤbSX01③・A1区・包含層Ⅱb①層中6

第２３６図　SX０１③北西側遺物包含層・A１区・包含層Ⅱb①層中出土土器

写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号写真図版特徴器形・分類出土遺構・地区・層位番号

100-3-4撚糸文（R）深鉢・ⅥeSX01③・A1区・包含層Ⅱb②層上面4100-3-1細い撚糸文（R）深鉢・ⅥeSX01③・A1区・包含層Ⅱb②層上面1

100-3-5
撚糸文（R）、鎖状隆線文、円形文
/沈線文、円形竹管文

深鉢・ⅥaSX01③・A1区・包含層Ⅱb②層上面5100-3-2縦位櫛描文深鉢・Ⅵe
SX01③・A1区・包含層Ⅱb②層上面・Ⅱ
b①層上面

2

100-3-6
撚糸文（R）、隆線文＋刻目文、刺
突文

深鉢・ⅥaSX01③・A1区・包含層Ⅱb②層上面6

100-3-3縦位櫛描文深鉢・Ⅵe

SX01③・A1区・包含層Ⅱb②層上面、A１
区・包含層Ⅱb①層上面、A1～Z1区・包含
層Ⅱb①層上面、Z1区・北ベルト・包含層
Ⅱa層下部②層中、A2区・包含層Ⅱa層中

3a,b
100-3-7縄文（LR）、弧状文、鎖状刺突文深鉢・ⅥcSX01③・A1区・包含層Ⅱb②層上面7

100-3-8細い撚糸文（R）、沈線文深鉢・ⅥbSX01③・A1区・包含層Ⅱb②層上面8

第２３７図　SX０１③北西側遺物包含層・A１区・包含層Ⅱb②層上面出土土器
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　B．土製品

　出土土製品には、円盤状土製品が３０点ある。その出土状況は旧河道堆積層出土が５点、SX０１①北東

側遺物包含層出土が１点、SX０１②南側遺物包含層出土が２３点、SX０１③北西側遺物包含層出土が１点で

ある。前掲の出土土器同様に、遺物包含層の下層部に関しては概ね混入の問題はないものの、遺物包

含層の上層部や旧河道堆積層あるいは水の影響を受けた遺物包含層では、再堆積による混入と見られ

るものも少なからず含まれている。ここでは、円盤状土製品の出土地区・層位における再堆積による

混入土器の状況、摩滅の状態、土器の胎土を始め、伴出土器との比較も含めて時期を推定した。その

結果、概ね第Ⅰ群（晩期中葉）３点、第Ⅱ群（後期後葉）２点、第Ⅲ群（後期中葉）１点、第Ⅴ～Ⅶ群

（後期前葉～初頭）１７点、第Ⅷ群（中期末葉）７点となり、大半は縄文時代中期末葉～後期前葉にかけ

てのものと考えられる。

２２８

1
6 7

10
11

12
14

15

16 17

4

19 20
21

8

3

18

2

24 25
28

29

22
23

26
27

5

30

9
13

写真図版幅
（mm）

長さ
（mm）

重さ
（ｇ）特徴出土遺構・地区・層位番号

101-1-1403815Ⅰ群周縁敲打・研磨、幅の広い羽状縄文（LR/RL)、海綿状骨針旧河道堆積層中B6区旧河道1
101-1-2454819Ⅴ群？周縁敲打、縄文（LR？)、摩滅旧河道SX03堆積層中B5区SX０１②南側2
101-1-3333812Ⅰ群周縁敲打・若干の研磨、幅の広い羽状縄文（LR/RL)、外面炭化物付着旧河道SX03堆積層中B4区SX０１②南側3
101-1-4353411Ⅱ群周縁敲打・研磨、幅の狭い羽状縄文（LR/RL)包含層ⅰb層中A7区SX０１①北東側4
101-1-5485321Ⅰ群周縁敲打・やや研磨、幅の広い斜行縄文（LR)、内面炭化物付着堆積層（Sec.21層）中A５北ベルト旧河道SX20 5
101-1-6525030Ⅶ群？周縁敲打・若干の研磨、ケズリ→縄文（RL)堆積層上部B3北ベルト旧河道SX236
101-1-7515331Ⅶ群？周縁敲打・若干の研磨、縦走～斜行縄文（RL)包含層2層イカクC区SX０１②南側7
101-1-8364013Ⅴ群？周縁敲打・若干の研磨、大粒の斜行縄文（LR)、やや摩滅包含層2a層中C3北ベルトSX０１②南側8
101-1-9434726Ⅶ群周縁敲打・研磨、隆線文＋2個1対の刻目文、縄文（RL)、やや摩滅包含層2a層中C4区SX０１②南側9
101-1-1022236Ⅶ群？周縁敲打・研磨、縄文（LR)、やや摩滅包含層2a層中C3区SX０１②南側10
101-1-11363213Ⅴ群やや隅丸方形状、周縁敲打・研磨、縄文（LR)、懸垂文/沈線文包含層2a層中C3区SX０１②南側11
101-1-12343513Ⅲ群周縁敲打・研磨、反転平行沈線文、縄文（RL)包含層2a層中C3区SX０１②南側12
101-1-13515227Ⅴ群？周縁敲打・やや研磨、縦走撚糸文（R）包含層2b層中B4区SX０１②南側13
101-1-14303011Ⅴ群？周縁敲打・研磨、縄文（RL)、沈線文包含層2b層中C3区SX０１②南側14
101-1-15555924Ⅶ群周縁敲打・やや研磨、縄文（LR)、横位沈線文包含層2b②層中C３西ベルトSX０１②南側15
101-1-16393917Ⅴ群周縁敲打・やや研磨、撚糸文（R)包含層Ⅱa層下部②層上面Z1区SX０１③北西側16
101-1-174113Ⅶ群？破損、周縁敲打・やや研磨、やや回転方向を変えた縄文（LR)包含層2層下部B5区SX０１②南側17
101-1-18373616Ⅶ群？破損、周縁敲打・やや研磨、縄文（RL)、沈線文包含層2層下部B5区SX０１②南側18
101-1-19394118Ⅶ群周縁敲打・やや研磨、縄文（LR-0段多条）包含層2b́ 層中C4西ベルトSX０１②南側19
101-1-205223Ⅶ群破損、周縁敲打・やや研磨、縄文（LRL)、沈線文包含層2b́ 層中C5区SX０１②南側20
101-1-21394321Ⅱ群周縁敲打・やや研磨、幅の短い羽状縄文（LR/RL)包含層2c層上面BC3北ベルトSX０１②南側21
101-1-22383818Ⅶ群周縁研磨、縄文（RLR)包含層2c層上面C4西ベルトSX０１②南側22
101-1-2330268Ⅶ群周縁研磨、無文包含層2c層中C5西ベルトSX０１②南側23
101-1-24404415Ⅷ群周縁敲打、ケズリ→縄文（LR-0段多条）包含層2d層上面C4西ベルトSX０１②南側24
101-1-25353513Ⅷ群周縁敲打、縄文（LRｒ）包含層2c～d層中C3北ベルトSX０１②南側25
101-1-26474924Ⅷ群周縁研磨、縄文（LR)包含層3層上面C5区SX０１②南側26
101-1-27364317Ⅷ群やや隅丸方形状、周縁敲打、縄文（LR)包含層3a層上面C3北ベルトSX０１②南側27
101-1-28283212Ⅷ群周縁研磨、無文包含層3a層上面C4西ベルトSX０１②南側28
101-1-29323318Ⅷ群周縁敲打、無文包含層3a層上面C4西ベルトSX０１②南側29
101-1-30474729Ⅷ群周縁敲打・研磨、縄文（LR）包含層3a層上面C3北ベルトSX０１②南側30

第２３８図　円盤状土製品
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　特徴としては、周縁部に敲打痕や研磨痕が残されるのみで、とりわけ紐掛けの作られたものやアス

ファルトの付着するものは認められなかった。また、第Ⅰ群（晩期中葉）３点中２点までが、炭化物の

付着したまま製作～廃棄されている。

　

　C．石器

　出土石器には、剥片石器が１２点、礫石器が１１点ある。

　（１）剥片石器

　剥片石器は１２点のみの出土である。調査中に、剥片石器が通常の遺跡の調査に比べて極端に少ない

ことに気付き、微小遺物採取を目的に土嚢袋約２００袋分の２mmメッシュによる土壌洗浄も合わせて

行っている。その結果は微小剥片２点（第２３９図１０・１２）が得られたのみであった。

　①旧河道SX０３・０４堆積層、SX０１①北東側遺物包含層ⅰa②層中出土石器（第２３９図１～４）

　４点の石器が出土している。１は自然面を多く残す鉄石英の剥片である。２は凹基式の石鏃である。

先端と脚部の片側が破損している。側片がややえぐれ、脚部外縁が内湾する形状をしている。黒色

頁岩製である。３は珪質頁岩の石核である。４は剥片剥離の同時割れによって生じた珪質頁岩の剥

片である。旧河道堆積層については再堆積の可能性もあるものの、出土層位から概ね第Ⅰ群土器期

（晩期中葉）に属するものである。

　②SX０１②南側遺物包含層２a層中出土石器（第２３９図５～７）

　５は横長剥片を素材とした珪質頁岩製の石匙である。つまみ部は素材の打面側に作出されている。

剥片縁辺に湾曲した刃部が作られている。他の剥離面に比べて、刃部の２次加工面の風化の度合い

には差があり、新しい。６は幅の広い剥片を素材とした珪質頁岩製の石匙である。打面残置で自然

面素材の左側縁をつまみ部に加工している。剥片背面側に２次加工を施し、湾曲した刃部を形成し

ている。７は自然面を残す幅広の鉄石英製剥片である。

　SX０１②南側遺物包含層２a層は包含層１層（旧河道SX０３堆積層）によって浸食されており、上流

側と下流側とではやや様相が異なる。上流側では２a層１枚のみであったが、下流側では２a層は分層

され、包含層２a①層中までは第Ⅰ群土器期、２a②層上面から下が第Ⅱ群土器期に相当する。

　５・６の珪質頁岩製石匙は上流側のB４区・C４区の包含層２a層出土であり、概ね第Ⅱ群土器期（後

期後葉）に相当する。７の鉄石英製剥片はB～C２北ベルトの包含層２a層の細別は行わずに取り上げ

ており、ここでは第Ⅰ～Ⅱ群土器期（後期後葉～晩期中葉）相当とせざるを得ない。

　③SX０１②南側遺物包含層２b①層上面出土石器（第２３９図８）

　８は末端破損・被熱によるハジケを伴う黒色頁岩製剥片である。C３北ベルト包含層２b①層上面出

土であり、この面はC４西ベルト包含層２b①層上面に続く安定した層理面であることが確認されて

おり、第Ⅱ群土器期（後期後葉）に属するものと考えられる。

　④SX０１③北西側遺物包含層Ⅱa層下部②層中・Ⅱb①層中出土石器（第２３９図９・１０）

　９は一部破損した黒曜石製剥片である。黒曜石は透明度が低く、縞模様を残すものであり、湯の

倉産の可能性が考えられる。１０は破損した石英製剥片である。これらは出土層位から第Ⅴ群土器

２２９
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写真図版重さ
（ｇ）

厚さ
（cm）

幅
（cm）

長さ
（cm）器種・特徴出土遺構・地区・層位番号

101-2-110.50.454.065.28剥片・鉄石英・自然面残存堆積層中B3北ベルト旧河道SX03C1

101-2-20.70.281.32.41石鏃・黒色頁岩・凹基無茎・先端基部破損堆積層（Sec.1層）中A4北ベルト旧河道SX042

101-2-37.41.6626.32.33石核・珪質頁岩包含層ⅰa②層中A6区SX01①北東側3

101-2-47.30.823.584.50剥片・珪質頁岩・縦割れ包含層1a～b層（旧河道SX03堆積層）上面B4区SX01②南側4

101-2-51.30.783.715.50石匙・珪質頁岩包含層2a層中B4区SX01②南側5

101-2-62.60.904.646.70石匙・珪質頁岩包含層2a層中C４区SX01②南側6

101-2-711.20.793.793.60剥片・鉄石英・完形包含層2a層中B～C2北ベルトSX01②南側7

101-2-83.00.472.572.85剥片・黒色頁岩・熱ハジケ・末端破損包含層2b①層上面C３北ベルトSX01②南側8

101-2-91.40.451.91.84剥片・黒曜石・縦割れ包含層Ⅱa層下部②層中Z１区SX01③北西側9

101-2-101.00.421.792.10剥片・石英・打面部破損包含層Ⅱb①層中A1西ベルトSX01③北西側10

101-2-1113.81.504.554.10剥片・珪質頁岩・末端破損・縦割れ、熱ハジケ包含層3層上面B4区SX01②南側11

101-2-120.20.191.142.31剥片・珪質頁岩・側縁破損包含層3a層中C４ベルトSX01②南側12

第２３９図　剥片石器
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期（後期前葉）に属するものと考えられる。

　⑤SX０１②南側遺物包含層３層上面出土石器（第２３９図１１・１２）

　１１は末端破損・被熱によるハジケを伴う珪質頁岩製剥片である。１２は一部破損した珪質頁岩製剥

片である。これらは出土層位から第Ⅷ群土器期（中期末葉）に属するものと考えられる。

　

　（２）礫石器

　礫石器は１１点の出土である。被熱の痕跡のある礫や炭化物の付着する礫も認められたが、これらは

遺物として取り上げなかった。

　①旧河道SX０３堆積層中・SX０６堰状遺構底面出土石器（第２４０図１～３）

　１は砂岩製磨石である。背面に自然面のくぼみが残されている。２は粘板岩製の石棒破片である。

割れ口がやや摩滅している。３は堰状遺構の一部に使用されていた砂岩製擦石破片である。被熱に

よる赤変と炭化物の付着が認められる。これらは出土層位から第Ⅰ群土器期（晩期中葉）に属する

ものである。

　②SX０１②南側遺物包含層２b①層上面出土石器（第２４０図４）

　４は砂岩製磨面を伴う凹石である。C４西ベルト包含層２b①層上面からの出土であり、第Ⅱ群土器

期（後期後葉）のものである。

　③SX０１②南側遺物包含層２b②層中、２b層中出土石器（第２４０図５・６）

　５は砂岩製凹石である。全体に被熱の痕跡が残る破損品である。６は磨石である。これらは水成

堆積の砂礫層中からの出土であり、再堆積の可能性なども考えられ、概ね第Ⅶ～Ⅲ群土器期（後期

初頭～中葉）に属するものと考えられる。

　④SX０１③北西側遺物包含層Ⅱa層中出土石器（第２４０図７）

　７は砂岩製磨石の破片である。側片に若干の敲打痕を伴っている。出土層位から第Ⅳ群土器期

（後期前葉）に属するものである。

　⑤SX０１②南側遺物包含層２c層上面出土石器（第２４０図８・９）

　８は砂岩製磨石である。片面に若干の敲打痕を伴っている。９は砂岩製の台石である。磨面を

伴っている。これらは出土層位から第Ⅶ群土器期（後期初頭）に属するものである。

　⑥SX０１②南側遺物包含層２d層中・３層上面出土石器（第２４０図１０・１１）

　１０は砂岩製磨石である。片面に若干の敲打痕を伴っている。１１は砂岩製の石皿である。磨面を

伴い、破損している。これらは出土層位から第Ⅷ群土器期（中期末葉）に属するものである。

２３１
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写真図版重さ
（ｇ）

厚さ
（cm）

幅
（cm）

長さ
（cm）器種・特徴出土遺構・地区・層位番号

101-3-16365.58.29.4磨石・砂岩堆積層中B6区旧河道SX０３A1

101-3-21412.92.97.9石棒・粘板岩・破損品、やや摩滅包含層1d層(旧河道SX03堆積層）上面B3区SX01②南側2

101-3-313429.69.211.7擦石・砂岩・被熱による赤変、炭化物付着、破損品底面B6区SX06堰状遺構3

101-3-46394.88.511.3凹石・砂岩・磨面を伴う包含層2b①層上面C4西ベルトSX01②南側4

101-3-5239587.8凹石・砂岩・敲打による凹み、全体に被熱、破損品包含層2b②層中C3西ベルトSX01②南側5

101-3-611486.79.911.7磨石・砂岩包含層2b層中C4区SX01②南側6

101-3-7591.34.87.1磨石・砂岩・側辺に敲打痕、破損品Sec.19層(包含層Ⅱa層中）B2西ベルトSX01③北西側7

101-3-88196.1811磨石・砂岩・敲打痕を伴う包含層2c層上面B3区SX01②南側8

101-3-921605.311.716.3台石・砂岩・磨面を伴う包含層2c層上面B4区SX01②南側9

101-3-1011845.910.413磨石・砂岩・端部に敲打痕を伴う包含層2d層中B3北ベルトSX01②南側10

101-3-1123803.718.622.9石皿・砂岩・破損品包含層3層上面B4区SX01②南側11

第240図　礫石器
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　D．木製品

　出土木製品には、カゴ１点、杭１点、截断面のある材１点がある。

　（１）カゴ（巻頭写真１－２・写真図版１０２－１－１）

　SX０６堰状遺構の上部堆積層の掘り下げ中に、多くのトチノキ種子とともに出土した。確認時点か

らすでにカゴの編みは一部解けた断片の状態であった。東北歴史博物館との協議の結果、土ごと固定

することになり、バインダー濃度を少しずつ高めながら取り上げた。結局、かろうじて取り上げるこ

とができたのは３．９×１．９cm、２．２×１．５cmのふたつの部分のみであった。２本単位で１本越２本潜の編

み方になっている。SX０６堰状遺構は旧河道SX０３A底面において検出されており、第Ⅰ群土器期（晩

期中葉）のものである。

　（２）杭（第２４１図１）

　旧河道SX０７の川べりで確認されたSX２１杭跡である。現存長で１４．９cmある。径４．０×３．５cmの丸

材の先端部分に加工を施して杭としたものである。両端部分ともに欠損している。旧河道SX０７は第

Ⅱ群土器期（後期後葉）に相当しており、概ねこの時期に属するものと考えられる。

　（３）截断面のある材（第２４１図２）

　旧河道SX２３堆積層中から出土した柾目取りされた材である。現存長１５．５cm、現存幅１１．４cm、厚

さ２．５cmである。柾目の方向で材が割られ、さらに長軸方向の一端を截断したものである。旧河道

SX２３は第Ⅱ群土器期（後期後葉）に相当しており、概ねこの時期に属するものと考えられる。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　E．自然遺物

　　自然遺物には動物遺存体と植物遺体がある。

　（１）動物遺存体

　動物遺存体には、動物の骨類があり、旧河道堆積層及び遺物包含層から出土した。旧河道堆積層出

土のものは多くは被熱の痕跡のないもので、種別や部位の特定可能なものが含まれていた。遺物包含

　層出土の骨類の多くは炭化や白色化など被熱の痕跡のある小片がほとんどを占め、種別や部位の特

２３３
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写真図版厚さ
（cm）

幅
（cm）

長さ
（cm）器種・特徴出土遺構・地区・層位番号

102-1-10.1(1.9)(3.9)カゴ。2本越1本潜の箇所ありSX06堰状遺構上部B6西ベルトSX06堰状遺構

102-1-23.54.0（14.9）杭。両端破損。先端部に加工痕旧河道SX07川べりで確認B4西ベルトSX２１杭跡1

102-1-32.5（11.4）（15.5）截断面のある材堆積層中B4西ベルト旧河道SX232

第２４１図　木製品
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定は若干を除いてほぼできなかった。焼骨は獣骨・鳥骨からなり、魚骨は確認できなかった。

　①旧河道SX０３堆積層中・SX０６堰状遺構堆積層中出土動物遺存体（写真図版１０２－２－１～９）

　旧河道SX０３堆積層とその底面で確認されたSX０６堰状遺構の堆積層中から確認された動物遺存

体である。すべてシカ（ニホンジカ）である。カットマークの残された資料もある。全体にスパイ

ラル割れしたものが多い。第Ⅰ群土器期（晩期中葉）に相当する。

　②旧河道SX０４堆積層中・SX０５堰状遺構堆積層中出土動物遺存体（写真図版１０２－２－１０～１２）

　旧河道SX０４堆積層とその底面で確認されたSX０５堰状遺構の堆積層中から確認された動物遺存

体である。すべてシカ（ニホンジカ）である。第Ⅰ群土器期（晩期中葉）に相当する。

　③SX０１②南側遺物包含層２a層中出土動物遺存体（写真図版１０２－２－１３～１５）

　１３は包含層２a①層中出土のイノシシである。１４・１５は被熱の痕跡があるイノシシ・シカの上顎骨

である。包含層２a①層は第Ⅰ群土器期（晩期中葉）、包含層２a層は第Ⅰ～Ⅱ類土器期（後期末葉～

晩期中葉）に相当する。

　④旧河道SX２６堆積層中出土動物遺存体（写真図版１０２－２－１６）

　１６はシカの中足骨である。旧河道SX２６堆積層は概ね第Ⅱ群土器期（後期末葉）に相当する。

　⑤SX０１②南側遺物包含層２b①層中出土動物遺存体（写真図版１０２－２－１７・１８）

　SX０１②南側遺物包含層２b①層は砂質シルト層である。シカとイノシシの骨が出土している。う

ち、イノシシの末節骨は被熱により白色化・一部炭化している。水の影響を受けた層であり、概ね

第Ⅵ～Ⅲ群土器期（後期初頭～中葉）に相当する。

　⑥SX０１②南側遺物包含層２b́ 層中出土動物遺存体（写真図版１０２－２－１９）

　SX０１②南側遺物包含層２b́ 層中から任意で採取した獣骨・鳥骨である。概ね２cm以下の焼骨片

である。骨は被熱により白色化・炭化し、細かな亀裂が走っている。いずれも種別や部位の特定は

できなかった。第Ⅶ群土器（後期初頭）に相当する。

　⑦SX０１②南側遺物包含層２b́ 層中出土鳥骨（写真図版１０２－２－２０）

　SX０１②南側遺物包含層２b́ 層中出土の焼けた鳥骨である。第Ⅶ群土器（後期初頭）に相当する。

２３４

写真図版特徴出土遺構・地区・層位番号

102-2-1シカ、角、最大長12.9cm、幅4.8cm堆積層中A6区旧河道SX03 1

102-2-2シカ、中足骨、骨幹、スパイラル割れ、擦痕（カットマーク？）、最大長9.3cm、最大幅1.9cm、摩滅堆積層中A6区旧河道SX03 2

102-2-3シカ、大腿骨、左、遠位端、骨端部、最大長6.3cm、幅5.2cm堆積層中B3北ベルト旧河道SX03 3

102-2-4シカ、下顎骨M2、左、最大長2.1cm、最大幅1.9cm、やや摩滅堆積層中B3西ベルト旧河道SX03 4

102-2-5シカ、橈側手根骨、左、最大長2.4cm、幅1.9cm、やや摩滅堆積層中A6区旧河道SX03 5

102-2-6シカ、上腕骨、左、遠位端、スパイラル割れ、カットマーク、最大長8.1cm、幅4.3cm堆積層中旧河道SX03 6

102-2-7シカ、脛骨、左、遠位端、最大長3.2cm、幅2.8cm堆積層中B3区旧河道SX03 7

102-2-8シカ、中足骨、左、遠位端、最大長5.0cm、幅3.1cm堆積層中B5区旧河道SX03 8

102-2-9シカ、後頭骨＋底蝶形骨、最大長7.3cm、最大幅4.3cm、やや摩滅堆積層中B6区SX06堰状遺構 9

102-2-10シカ、中手骨、左、遠位端、スパイラル割れ、最大長6.7cm、幅3.4cm堆積層下部B3北ベルト旧河道SX0410

102-2-11シカ、中手骨、右、遠位端、スパイラル割れ、最大長8.7cm、幅2.9cm、やや摩滅堆積層中A4区SX05堰状遺構11

102-2-12シカ、基節骨、左右・前後肢不明、長4.8cm、幅2.1cm、やや摩滅堆積層中A4区SX06堰状遺構12

102-2-13イノシシ、尺骨、右、滑車切痕付近、最大長3.9cm、最大幅2.9cm、やや摩滅包含層2a①層中B2～C2北ベルトSX01②南13

102-2-14イノシシ、上顎骨M1、左、最大長1.8cm、最大幅1.5cm、歯冠のみ残存、被熱による炭化包含層2a層中C3区SX01②南14

102-2-15シカ、上顎骨M3、左、最大長2.0cm、最大幅1.8cm、歯冠部は被熱による炭化包含層2a層中C4区SX01②南15

102-2-16シカ、中足骨、左、近位端、最大長8.6cm、最大幅2.8cm堆積層（Sec.6層）中B4北ベルト旧河道SX2616

102-2-17シカ、第3手根骨、右、最大長1.8cm、幅1.5cm、摩滅包含層2b①層中C3区SX01②南17

102-2-18イノシシ、末節骨、最大長2.5cm、幅1.4cm、被熱による白色化・一部炭化包含層2b①層中C3区SX01②南18

第１表　山居遺跡旧河道堆積層・遺物包含層出土動物遺存体



（２）植物遺体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川昌信・吉川純子（古代の森研究舎）

　相原淳一（宮城県教育委員会）

　出土した植物遺体には、大型植物化石群と花粉化石群、土器胎土中に含まれる種子・種実痕、土器

に付着する炭化物がある。化石としての種や部位の自然科学的な同定とともに、出土状況の検討をは

じめ種実の敲打痕の検討など、遺跡や遺構、遺物としての検討もまた欠かせない。ここでは、古代の

森研究舎の自然科学的な分析をベースに、共同で報告する。

Ⅰ．土器付着炭化物の放射性炭素年代測定

　放射性炭素年代測定は、ISK－１、ISK－３～７の６試料について行った。試料は、縄文時代中期後葉か

ら晩期の土器に付着した炭化物である。このうちISK－６が土器外側、それ以外の試料は土器内付着

炭化物である（第２４２図）。試料の前処理は、酸－アルカリ－酸洗浄を行い、加速器質量分析法（AMS

法）により測定した。

　放射性炭素年代測定結果を第２表に、炭素年代から暦年への較正図を第２４３図に示す。縄文中期後

葉から晩期の土器に付着した炭化物試料の放射性炭素年代測定を行った結果、ISK－７（SX０１②包３b

層上面土器）４１８０±４０　y　BP（４８２０，４７５０，４７２０　cal　BP）、ISK－１（SX０１②包３a層上面土器）

４０５０±４０　y　BP（４５２０　cal　BP）、ISK－４（SX０１②包２c層中土器）３８２０±　４０　y　BP（４２３０　cal　BP）、

ISK－３（SX０１③包Ⅱa層中土器）３６６０±４０　y　BP（３９８０　cal　BP）、ISK－５（SX０６A底面土器）２５１０±４０

　y　BP（２７２０　cal　BP）、ISK－６（SX０５底面土器）２４８０±４０　y　BP（２７１０，　２６３０，　２５００　cal　BP）で

あった。

　発掘調査で確認された層序との関係においては、SX０１②南側遺物包含層３b層上面（ISK－７）→

SX０１②南側遺物包含層３a層上面（ISK－１）→SX０１②南側遺物包含層２c層中（ISK－４）→SX０１③北

西側遺物包含層Ⅱa層中（ISK－３）→SX０５堰状遺構（旧河道SX０４内）底面（ISK－６）→SX０６堰状

遺構（旧河道SX０３内）底面（ISK－５）となり、未補正１４C年代では全く矛盾がないが、補正年代では

ISK－６とISK－５との新旧関係が誤差の範囲内ながら逆転している。

２３５

　第２表　山居遺跡試料の加速器質量分析法による放射性炭素年代測定結果

測定番号暦　年　代  ＊4
　（　）内の％は確率

14C年代 ＊3
(y BP)

δ13C ＊2
(permil)

未補正14C年代 ＊1
(y BP)試　料No.

Beta-219640cal BC 2580 (cal BP 4520)4050 ± 40-28.2 4100 ± 40土器内付着炭化物ISK-1
cal BC 2850－2820 (2σ, 95%)（第Ⅷ群土器：縄文中期末葉）　
cal BC 2670－2470 (2σ, 95%)SX01②南側遺物包含層
cal BC 2600－2550 (1σ, 68%)　C4西ベルト包含層3a層上面
cal BC 2540－2490 (1σ, 68%)　

Beta-219642cal BC 2030 (cal BP 3980)3660 ± 40-24.5 3650 ± 40土器内付着炭化物ISK-3
cal BC 2140－1920 (2σ, 95%)（第Ⅳ群土器：縄文後期前葉）　
cal BC 2120－2090 (1σ, 68%)SX01③北西側遺物包含層
cal BC 2050－1960 (1σ, 68%)　B2西ベルト包含層Ⅱa層中

　　　　　　　　　　（Sec.19層中）
Beta-219643cal BC 2280 (cal BP 4230)3820 ± 40-27.8 3870 ± 40土器内付着炭化物ISK-4

cal BC 2430－2140 (2σ, 95%)（第Ⅶ群土器：縄文後期初頭）
cal BC 2310－2200 (1σ, 68%)SX01②南側遺物包含層

　C5西ベルト包含層2c層中
Beta-219644cal BC 770 (cal BP 2720)2510 ± 40-22.6 2470 ± 40土器内付着炭化物ISK-5

cal BC 790－500 (2σ, 95%)（第Ⅰ群土器：縄文晩期中葉）
cal BC 460－430 (2σ, 95%)旧河道SX03内
cal BC 780－750 (1σ, 68%)　B6区SX06A堰状遺構底面
cal BC 700－540 (1σ, 68%)

Beta-219645cal BC 760, cal BC 680, cal BC 550 2480 ± 40-25.3 2480 ± 40土器外側付着炭化物ISK-6
 (cal BP 2710, cal BP 2630, cal BP 2500)（第Ⅰ群土器：縄文晩期中葉）
cal BC 790－410 (2σ, 95%)旧河道SX04内
cal BC 770－520 (1σ, 68%)　A4区SX05堰状遺構底面

Beta-220719cal BC 2870, cal BC 2800, cal BC 2770 4180 ± 40-26.1 4200 ± 40土器内付着炭化物ISK-7
 (cal BP 4820, cal BP 4750, cal BP 4720)（第Ⅹ群土器；縄文中期後葉）
cal BC 2890－2620 (2σ, 95%)SX01②南側遺物包含層
cal BC 2880－2850 (1σ, 68%)　B2～C2北ベルト包含層3b層上面



　近年、AMS法による土器付着炭化物の年代測

定データが充実する中で、小林ほか（２００３）が

縄文時代中期と後期の境を２４７０calBCとした見

解とも矛盾しない。一方、晩期中葉では岩手県

の資料が検討され、大洞C２式が較正年代で

９００calBC～７８０calBC（小林　２００６）とされ、

今回のISK－５、－６の７７０calBC、７６０calBCは、

測定誤差の範囲を考えると、ちょうど大洞C２式

と大洞A式の境界域の年代と考えられよう。

　
＊１　未補正　１４C年代（yBP），（同位体分別未補正）：試料の１４C／１２C比から、単純に現在（西暦１９５０年）から何年前（BP）

かを計算した年代。半減期としてはLibbyの５５６８年を用いた。
＊２　　δ１３C（permil）：試料の測定１４C／１２C比を補正するための１３C／１２C比。この安定同位体比は、下式のように標準

物質（PDB）の同位体比からの千分偏差（‰）で表現する。
　　　　　　　　　　　　　　　　（１３C／１２C）［試料］－（１３C／１２C）［標準］　　　　　　　　δ１３C　（‰）＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×１０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３C／１２C）［標準］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ここで１３C／１２C［標準］＝０．０１１２３７２）
＊３　１４C年代（yBP），（同位体分別補正）：試料の炭素安定同位体比（１３C／１２C）を測定して、試料の炭素の同位体分

別を知り、１４C／１２Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。試料の１３C値を－２５（‰）に基準化することに
よって得られる年代値で、暦年代を得る際にはこの年代をもちいる。

＊４　暦年代：過去の宇宙線強度の変動による大気中１４C濃度の変動に対する補正により、暦年代を算出する。それは年
代既知の樹木年輪の１４Cの測定、サンゴのU-Th年代と１４C年代の比較により補正曲線を作成し、暦年代を算出する。

２３６

ISK-1 ISK-3 ISK-4

ISK-5 ISK-6 ISK-7

第２４２図　年代測定を行った土器付着炭化物の状況（スケール＝1尺）

第２４３図　放射性炭素年代から暦年代への較正



Ⅱ．花粉化石群と大型植物化石群

１．　はじめに

　本遺跡では縄文時代中期後葉から晩期中葉の土器とともに、植物遺体を多く含む遺物包含層や旧河

道堆積層が確認された。この付近では、この時期の発掘調査が少ないため当時の植生や生業に関する

資料は乏しい。こうしたことから、山居遺跡周辺の植生と生業を明らかにすることを目的に、花粉化

石群と大型植物化石群の調査を行った。

　分析試料（第３表・写真図版１０３）は、山居沢の出口部分のⅠ区から採取されたSX０１②南側遺物包

含層３a層上部（No．２）と同３層中（No．１）、同２c層中（No．３）、同２a層（C３西ベルト）（No．５）、SX０１

③北西側遺物包含層Ⅱa層中（No．４）、旧河道内堆積物の砂層（No．６）・１５①層（No．８）・１５②層（No．７）

とSX０６堰状遺構内堆積物（No．９）、及び現地で取り上げた種実である。

　採取試料の年代に関しては、同層中に含まれる土器によって決定される。遺物包含層・旧河道堆積

層ともにその出土土器から、各層の形成時期は概ね明らかになってはいるものの、より確度の高い年

代決定をするために、植物遺体分析試料とともに採取した土壌中に含まれる土器小片に関する調査も

合わせて行っている。

　

　

　①試料No．１　土壌洗浄により、２３点の土器小片が得られた。１は縦走撚糸文、２は縦位斜行縄文、３

は無文帯の両側に２本の沈線文が施されている。他の調査地点同様、第Ⅸ群土器期の縄文時代中期末

葉である。

　②試料No．２　土壌洗浄により、土器小片１５点が得られた。４は口縁部に幅の広い無文帯を設けたも

のである。他の調査地点同様、第Ⅷ群土器期の縄文時代中期末葉である。

　③試料No．３　土壌洗浄により、土器小片４４点が得られた。５は後期初頭に特徴的なLRr縄文である。

７は第７０図１の包含層３a層上面土器と同一個体であり、一部再堆積によると見られるものが含まれて

いる。他の調査地点同様、第Ⅶ群土器期の縄文時代後期初頭である。

　④試料No．４　土壌洗浄により、土器小片４７点が得られた。１１は口縁部に連続して斜位の短沈線文

が施され、１２～１４は懸垂文が施されている。１３は第２２９図１４と同一個体であり、第Ⅴ群土器の再堆積

２３７

備考採取量（ｌ）遺構・層名採取地区採取日試料
黒褐色(*)砂質粘土質シルト、土器小片23点を含む約20SX01②南側遺物包含層3a層中B2～C2北ベルト20050725No.1
褐灰色シルト質粗～細粒砂、土器小片15点を含む約20SX01②南側遺物包含層3a層上部B2～C2北ベルト20050725No.2
黒色有機質砂質シルト、土器小片44点を含む約5SX01②南側遺物包含層2c層中C5西ベルト20050711No.3
黒色有機質粘土質シルト、土器小片47点を含む約20SX01③北西側遺物包含層Ⅱa層中A1区20050706No.4
黒色有機質砂質粘土質シルト、土器小片27点を含む約10SX01②南側遺物包含層2a層中C3西ベルト20050711No.5
灰色シルト質中～粗粒砂、土器小片3点を含む約5旧河道SX03砂質堆積層B5西ベルト20050720No.6
黒褐色有機質シルト質細粒砂、土器小片2点を含む約10旧河道SX07堆積層（Sec.15②層）中B4～5西ベルト20050802No.7
黒褐色シルト質細粒砂、土器小片1点を含む約3旧河道SX07堆積層（Sec.15①層）中B4西ベルト20050720No.8
灰色中粒砂質シルト約3SX06堰状遺構内堆積層中B6区20050729No.9

（＊土色は採取後約1年経過時点の色調。調査時の色調は各土層断面図参照。以下、同じ）
第３表　山居遺跡植物遺存体試料採取データ



と見られる土器が含まれているが、概ね他の調査地点同様、第Ⅳ群土器期の縄文時代後期前葉である。

　⑤試料No．５　土壌洗浄により、土器小片２７点が得られた。２３～２５は幅の短い羽状縄文が施されて

いる。２６はやや幅狭の羽状縄文ながら、胎土には海綿状骨針が含まれている。２９は擬縄文が施され

ている。試料No．５の年代は第Ⅰ～Ⅱ群土器期（縄文時代後期後葉～晩期中葉）と考えられる。

　⑥試料No．６　土壌洗浄により、土器小片３点が得られた。図化できるものはない。他の発掘調査所

見から、第Ⅰ群土器期の縄文時代晩期中葉のものである。

　⑦試料No．７　土壌洗浄により、土器小片２点が得られた。図化できるものはない。他の発掘調査所

見から、第Ⅱ群土器期の縄文時代後期後葉のものである。

　⑧試料No．８　土壌洗浄により、土器小片１点が得られた。図化できるものはない。他の発掘調査所

見から、第Ⅱ群土器期の縄文時代後期後葉のものである。

　⑨試料No．９　土壌洗浄により得られた土器片はない。他の発掘調査所見から第Ⅰ群土器期の縄文

時代晩期中葉のものである。
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第２４４図　採取試料中の土器小片

１～３：試料No.１
４　　：試料No.２
５～１０：試料No.３
１１～２２：試料No.４
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２．　試料と分析方法

　１）　花粉化石群

　花粉化石群の調査は、下位よりSX０１②南側遺物包含層３a層中（No．１）、２c層（No．３）、旧河道SX０７

堆積層１５②層（No．７）・１５①層（No．８）、SX０１②南側遺物包含層C３西ベルト２a層（No．５）の５層準

で行った。花粉化石の抽出は、試料約２gを秤量し体積を測定後、１０％KOH　（湯煎約１５分）処理後に、

傾斜法により粗粒砂を取り除き、４８％HF（約１５分）、重液分離（比重２．１５の臭化亜鉛）、アセトリシ

ス処理（濃硫酸　１：　無水酢酸　９　の混液で湯煎　５分）の順に処理を行った。１５②層については植物遺

体が多いため、傾斜法の後に２５０μmの篩で篩分を行った。プレパラ－ト作製は、残渣を適量に希釈

しタッチミキサ－で十分撹拌後、マイクロピペットで取りグリセリンで封入した。また、堆積物の性

質を調べるために、花粉分析層準において有機物量、泥分（シルト以下の細粒成分）、砂分量、及び生

業の指標となる微粒炭量について調査した。有機物量については強熱減量を測定した。強熱減量は、

電気マッフル炉により７５０℃ で３時間強熱し、強熱による減量を乾燥重量百分率で算出した。微粒炭

量は、デジタルカメラでプレパラートの顕微鏡画像を取り込み、画像解析ソフトのImageJで微粒炭の

水平投影面の積算面積を測定した。

　

　２）大型植物化石群

　分析試料は、縄文時代中期末葉のSX０１②遺物包含層３a層中（No．１）と３a層上部（No．２）、後期初

頭のSX０１②遺物包含層２c層中（No．３）、後期後葉の旧河道SX０７堆積層１５②層中（No．７）・１５①層中

（No．８）、晩期中葉の旧河道SX０３堆積層（砂層）（No．６）、旧河道SX０３流路内に位置しカゴを出土し

たSX０６堰状遺構内堆積層（No．９）、及び発掘調査担当者によりあらかじめ水洗選別されたSX０１②遺

物包含層２a層（C３西ベルト）と現地取り上げ資料（試料）である。

　堆積物試料は０．５mm目の篩で水洗後、残渣から肉眼および実体顕微鏡で同定可能な植物部位を選

別し同定した。利用された痕跡のある果実種子については、破片の大きさがまちまちであるため、個

数以外に目安として乾重を表中に示した。同定計数の終了した炭化種子は乾燥させ、炭化していない

種子は６０％アルコールで液浸標本とし、宮城県教育庁文化財保護課で保管している。

３．　結　果

　１）　花粉化石群（写真図版１０４）

　分析試料の堆積物の全体的な特徴は、主に中粒～細粒砂が２６～４９％と多く占め（第４表）、何らか

の形で水の影響を受けた環境で形成されたことがわかる。特に旧河道SX０７堆積層１５①層・１５②層で

は中粒～細粒砂が５０％近くを占めている。一方、SX０１②遺物包含層２a層・２c層は中粒～細粒砂が

２６％台に留まっており、旧河道堆積層の約半分と明らかな違いが認められる。また発掘調査では、水

の影響を受けた遺物包含層として認識していたSX０１②遺物包含層３a層中はSX０１②遺物包含層２a層・

２c層と異なり、中粒～細粒砂が３３％とやや砂質になっていることが数字の上でも明らかとなった。

　有機物量ではSX０１②南側遺物包含層２c層３６．９％、旧河道SX０７堆積層１５②層３２．３％、包含層２a層

２３９



２７．３％、包含層３a層１５．７％、堆積層１５①層１２．２％の順となった。旧河道堆積層はほとんどの場合、

砂層と未分解植物質を含む有機質層の互層状となっており、旧河道SX０７堆積層１５①層が砂層、１５②

層が有機質層に相当する。旧河道SX０７堆積層１５②層は河道内堆積物で有機物量も多いことから、植

物遺体が掃き溜め的に集積したことが考えられる。旧河道の有機質層以上に有機物が含まれるSX０１

②南側遺物包含層２c層でトチノキ種子の破片が多く含まれることからも明らかなように、有機物の人

為的な廃棄などに起因する可能性が高い。SX０１②南側遺物包含層３a層では、水の影響を受けた粘土

質層となっており、出土土器の器面も全般に荒れたものとなっている。有機物量が旧河道の砂質層並

みの１５．７％にまで低下しているのは、有機物が水の影響によりほとんど流出してしまった結果と考

えられる。

　出現した分類群のリストとその個数を第５表に、主要花粉分布図を第２４５図に示す。出現率は、樹木

は樹木花粉、草本・胞子は花粉胞子数を基数として百分率で算出した。なお、図版に示したAFR．MY

番号は単体標本の番号を示し、これら標本は古代の森研究舎に保管してある。

　

　SX０１②南側遺物包含層では花粉は稀であったが、旧河道SX０７堆積層からは樹木花粉が普通に産出

した。すなわち、樹木花粉は縄文中期末葉のSX０１②南側遺物包含層３a層と縄文後期初頭のSX０１②南

側遺物包含層２c層では２－４個と稀である。縄文後期末葉～晩期中葉のSX０１②南側遺物包含層２a層で

は樹木花粉が２０個と少ないが、コナラ亜属、クリ属、トチノキ属などが産出し、１個体ではあるがウ

２４０

第４表　山居遺跡の花粉分析試料の堆積物の特性

  堆積物の性質（重量％）

強熱減量
（有機物量）    泥　    砂　堆積物の特徴時 期層 位No.

27.3 46.6 26.1 黒色有機質砂質粘土質シルト，10-20㎜の礫混じる縄文後期後葉～晩期中葉包2a層中 (C3西ベルト)5

12.2 39.8 48.0 黒褐色シルト質細粒砂縄文後期後葉堆15①層（SX0７）8

32.3 18.5 49.2 黒褐色有機質シルト質細粒砂，5㎜前後の礫混じる
トチノキ種子破片など植物遺体多く含む縄文後期後葉堆15②層（SX０７）7

36.9 36.2 26.9 黒色有機質砂質シルト，植物遺体多く含む縄文後期初頭包2ｃ層中3

15.7 50.9 33.4 黒褐色砂質粘土質シルト，10㎜前後の礫混じる縄文中期末葉包3a層中1
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第２４５図　山居遺跡の縄文時代晩期層の花粉分布図



ルシが検出された。これらのSX０１②南側遺物包含層に関わる試料では、概して花粉の保存状態も悪

い。

　一方、縄文時代後期後葉の旧河道SX０７堆積層１５①層・１５②層では、花粉の保存状態は良好で、ト

チノキ属が３７－３８％と高率に占め、クリ属、コナラ亜属を比較的高率に、ケヤキ属、クマシデ属－ア

サダ属、クルミ属、カエデ属などの落葉広葉樹を伴う。クリ属は堆積層１５②層（有機質層）では８．３％

であるが、堆積層１５①層（砂層）で３５．６％と高率に占める。草本花粉は稀であるが、堆積層１５①層で

シダ植物胞子が比較的多く産出する。

２４１

表3　山居遺跡の花粉分析結果一覧表
   和       名    学     名 堆15①堆15② 包2a 包3a  
樹   木
マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon 3 3 - - -
マツ属（不明） Pinus  (Unknown) 1 1 - - -
スギ Cryptomeria japonica (L.fil.)D.Don - 1 - - -
ヒノキ型 Chamaecyparis type 2 - - - -
ヤナギ属 Salix 1 - - - -
クルミ属 Juglans 2 4 - - -
クマシデ属－アサダ属 Carpinus - Ostrya 1 10 1 - -
カバノキ属 Betula 1 1 - - -
ハンノキ属 Alnus 5 1 4 1 -
ブナ Fagus crenata Blume - 1 - - -
イヌブネ Fagus japonica Maxim. - 1 - - -
コナラ属コナラ亜属 Quercus  subgen. Lepidobalanus 28 60 3 - -
クリ属 Castanea 80 17 2 2 2
シイノキ属 Ccastanopsis 1 - - - -
ニレ属 Ulmus - 1 - - -
ケヤキ属 Zelkova 12 22 3 - -
ウルシ Rhus verniciflua Stokes - - 1 - -
ヌルデ Rhus javanica var. roxburghii (D.C.) - 1 - - -
カエデ属 Acer 2 1 - - -
トチノキ属 Aesculus 84 76 6 1 -
マタタビ属 Actinidia - 2 - - -
ウコギ科 Araliaceae 1 1 - - -
ミズキ属 Cornus 1 - - - -
トネリコ属 Fraxinus - 2 - - -
草 本 　     
ガマ属 Typha 1 3 - - -
イネ科 Gramineae 2 4 1 - -
カヤツリグサ科 Cyperaceae 1 5 - - -
クワ科 Moraceae - 2 - - -
アカザ科－ヒユ科 Chenopodiaceae-Amaranthaceae 1 - - - -
カラマツソウ属 Thalictrum - 1 - - -
バラ科 Rosaceae - 1 - - -
セリ科 Umbelliferae - - 2 - -
ヨモギ属 Artemisia 3 5 1 - -
タンポポ亜科 Liguliflorae - - 3 - -
シダ植物     
ゼンマイ属 Osmunda 2 1 - - -
他のシダ植物胞子 other Pteridophyta 37 6 7 - 10
 他のパリノモルフ
鞭虫卵 Trichuris 1 - - - -
樹木花粉数 Arboreal pollen 225 206 20 4 2
草本花粉数 Nonarboreal pollen 8 21 7 0 0
シダ植物胞子数 Fern spores 39 7 7 0 10
花粉・胞子数 Pollen and Spores 272 234 34 4 12
不明花粉 Unknown pollen 9 9 7 0 0

樹木花粉量（粒数/cm3） 2600 3973 279 169 42

微粒炭量（mm2/cm3） 670 608 1585 3147 1054

 
第５表 山居遺跡の花粉分析結果一覧表 

包2c
旧河道SX07 SX01②南側遺物包含層



　微粒炭は木炭片と炭化した種実や葉からなり、その量では遺物包含層と旧河道堆積層とでは明確な

違いが認められた。すなわち、SX０１②南側遺物包含層２a層（縄文後期後葉～晩期中葉）・２c層（縄文

後期初頭）・３a層（縄文中期末葉）では１０５４－３１４７爵／寂と多く含まれ、特に包含層２c層には３１４７

爵／寂と夥しい量が含まれている。後期後葉の旧河道SX０７堆積層１５①層・１５②層では、６０８－６７０

爵／寂と多く含まれてはいるものの、遺物包含層よりはるかに少ない微粒炭量となっている。特にほ

ぼ同時期と見られるSX０１②南側遺物包含層２a層（縄文後期後葉～晩期中葉）と比較した場合でも、

約６０％少ない微粒炭量となっている。こうした微粒炭量における遺物包含層と旧河道堆積層との違

いは、遺物包含層には人為的に廃棄された豊富な炭化物が含まれているためと考えられる。

　

　２）大型植物化石群

　a．SX０１②南側遺物包含層、旧河道SX０７・０３堆積層、SX０６堰状遺構堆積層試料

（第６表・写真図版１０５）

　SX０１②南側遺物包含層３a層中・３a層上部（縄文中期末葉）、２c層中（縄文後期初頭）からは、炭化

した種実のみが出土した。炭化物の多くは最大でも１０勺に満たない細かな砕片となっている。包含

層３a層中では、トチノキ炭化種皮破片１５８個・オニグルミ炭化破片８個・コナラ節の炭化果実基部１個

を確認（第２４６図①）した。包含層３a層上部ではトチノキ炭化種皮破片４６個・オニグルミ炭化破片１０

個、包含層２c層中ではトチノキ炭化種皮破片３６２個・オニグルミ炭化破片３４個が検出（第２４６図②）

された。

２４２

9687321試料番号
晩期中葉晩期中葉後期後葉後期後葉後期初頭中期末葉中期末葉時期
SX06SX03SX07SX07SX01②SX01②SX01②遺構
堆積層堆積(砂)層堆15①層堆15②層包2c層中包3a層上部包3a層中層位
200200250200200500800処理量(cc)分類群名
1内果皮半分Juglans ailanthifolia Carr.オニグルミ

1内果皮破片
5134108炭化内果皮破片
(0.35)(0.2)(0.62)(0.07)(0.06)

12果実Ostrya japonica Sarg.アサダ
2果実Fagus crenata Blumeブナ

5幼果Quercus sect. Cerrisクヌギ節
1炭化果実基部

21炭化果実基部Quercus sect. Prinusコナラ節
15301炭化果皮破片Fagaceaeブナ科
(0.14)(0.18)(0.08)

5果実Zelkova serrata (Thunb.) Makinoケヤキ
33種子Morus bombycis Koidz.ヤマグワ

2核Prunus sect. Pseudocerasusサクラ節
2芽Wisteriaフジ属
1果実Acer cf. palmatum Thunb.イロハモミジ近似種

152果実A. mono Maxim.イタヤカエデ
22種子

3果実A. cissifolium (Sieb. et Zucc.) K. Kochミツデカエデ
3112果皮破片Aesculus turbinata Blumeトチノキ

1幼果
224種皮破片
(34.8)
12811336246158炭化種皮破片
(0.03)(2.39)(0.02)(0.12)(1.87)(0.84)(0.78)

4幼種子
1風化種子Hoveniaケンポナシ属

111種子Actinidia polygama (Sieb. et Zucc.) Planch et Maxim.マタタビ
61内果皮Callicarpaムラサキシキブ属

1種子Camellia japonica Linn.ヤブツバキ
1内果皮Acanthopanax cf. sieboldianus Makinoウコギ近似種

3内果皮Aralia elata (Miq.) Seemanタラノキ
131内果皮Cornus controversa Hemsleyミズキ

161内果皮C. brachypoda C. A. Mey.クマノミズキ
2内果皮Styrax obassia Sieb. et Zucc.ハクウンボク

321内果皮Sambucus sieboldiana (Miq.) Blume ex Graebn.ニワトコ
222芽 広葉樹
1果実Cyperaceaeカヤツリグサ科
1果実Polygonum thunbergii Sieb. et Zucc.ミゾソバ

21種子Stellaria alsine Grimm var. undulata (Thunb.) Ohwiノミノフスマ
1果実Ranunculusキンポウゲ属
11種子Violaスミレ属

第６表　山居遺跡縄文時代堆積物より出土した大型植物化石 ()内は重量(g)



　一方、自然流路である旧河道SX０７（縄文後期後葉）や旧河道SX０３（縄文晩期中葉）では、炭化種

子の出土はごく少量であり、人為的な遺物包含層とは明らかに異なる様相を呈している。特にトチノ

キは食用にはならない果皮や幼果、幼種子などが出土している。このほか、旧河道SX０７・０３堆積層

からはオニグルミ、アサダ、ブナ、コナラ節、クヌギ節、ケヤキ、ヤマグワ、サクラ節、イタヤカエ

デ、マタタビ、タラノキ、ハクウンボク、ニワトコなどが出土している。

　旧河道SX０３流路内のSX０６堰状遺構の堆積物からは炭化していないトチノキ・オニグルミと炭化し

たコナラ節がカゴ断片とともに出土している。トチノキは割れた約１個の種子や接合可能と思われる

比較的大きな破片が多い。出土状況（巻頭写真１－２）から、トチノキの種子は本来完形の状態であっ

たものが、後に土圧によって亀裂が入り大きな破片になったものと考えられた。トチノキ約１個の乾

燥重量は３．３gであった。これら以外にはイタヤカエデとミズキが１個ずつ含まれていた。SX０６堰状

遺構内の堆積層の大型植物化石の組成は自然流路の旧河道SX０３堆積層の組成と明らかに異なるもの

であることが確認された。

２４３

0 5cm

(Scale 1:2)

ａ．トチノキ　0.78g

ｂ．オニグルミ　0.06g

ｃ．コナラ節

0 5cm

(Scale 1:2)

ａ．トチノキ　1.87g ｂ．オニグルミ　0.62g

0 5cm

(Scale 1:2)

ａ．トチノキ　20.0g ｂ．オニグルミ　10.38g

ｃ．クヌギ節 ｆ．クリ ｇ．その他

ｄ．コナラ節 ｅ．ブナ科　0.63g

①　試料No．１（800cc）
　　SX01②南側遺物包含層３ａ層中

（中期末葉）
②　試料No．３（200cc）
　　SX01②南側遺物包含層２ｃ層中

（後期初頭）

③　試料No．１１　SX01②南側遺物包含層２ａ層中
（後期後葉～晩期中葉）

第２４６図　SX０１②南側遺物包含層から検出された植物種子



　b．　水洗選別試料（第７表）

　発掘調査担当者があらかじめ水洗選別した

SX０１②南側遺物包含層C３西ベルト包含層２a

層（縄文時代後期後葉～晩期中葉）中からは、

トチノキ炭化種皮破片１２３５個、オニグルミ

炭化破片３１８個のほか、ブナ科炭化果皮破片

１７８個、クヌギ節炭化果実基部８３個、コナラ

節炭化果実基部２６個、ヒシ属炭化果実破片７

個、クリ果実基部破片３個、ブドウ属炭化種

子１個を検出した。ほかの炭化していない種

子・果実ではイタヤカエデ種子１個、ケヤキ２個、アサダ２個を検出した（第２４６図③）。

　SX０１②南側遺物包含層２a層に廃棄された植物種子・果実は、縄文時代中期末葉から後期初頭の２c

層・３a層同様のトチノキ・オニグルミを主体としながらも、ブナやクヌギ、コナラ、ヒシ属、クリ、

ブドウ属と食用植物の種類が多いことがわかる。

　

c．　現地取り上げ試料（第８表・写真図版１０６）

　発掘調査では、土壌のブロックサンプリングのほかにも、任意で植物種子・果実（写真図版１０６）

を取り上げた。

　①旧河道SX０３堆積層中

　縄文時代晩期中葉に相当する旧河道SX０３堆積層中からは、１～３０の植物種子・果実が採取された。

最も多かったのがトチノキ３４個、次いでオニグルミ３１個、ハクウンボク２個、クリ１個、カヤ１個で

ある。トチノキは種皮破片が２５個、種子完形６個、幼果３個である。オニグルミは半分割の痕跡を残

すものが３１個中１９個を占めている。

　②旧河道SX０４堆積層中

　旧河道SX０４は旧河道SX０３より古い旧河道である。時期的には同じく縄文時代晩期中葉である。

トチノキ６個、オニグルミ５個が採取された。トチノキは種皮破片が５個、幼果１個である。オニグル

ミは５個中３個までが半分割の痕跡を残している。

　③SX０５堰状遺構堆積層中

　旧河道SX０４に付属する堰状遺構である。堆積層中からはトチノキ種皮破片６個、幼果１個が採取

されている。

　④旧河道堆積層中

　３６～４０は縄文時代晩期中葉に属すると見られる上部旧河道群堆積層中の試料である。オニグル

ミ８個、トチノキ６個が採取された。オニグルミ８個中６個までが半分割の痕跡を残している。トチ

ノキは種子完形３個、幼果２個、種皮破片１個である。
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第７表　山居遺跡縄文時代の水洗選別試料より出土した大型植物化石（）内は重量（g）
No.11試料番号

後期後葉～晩期中葉時期
SX01②南側遺物包含層遺構

包2a層中層位分類群名
318炭化内果皮破片Juglans ailanthifolia Carr.オニグルミ
(10.38)
2果実Ostrya japonica Sarg.アサダ
83炭化果実基部Quercus sect. Cerrisクヌギ節
(1.04)
26炭化果実基部Quercus sect. Prinusコナラ節
3果実基部破片Castanea crenata Sieb. et Zucc.クリ
178炭化果皮破片Fagaceaeブナ科
(0.63)
2果実Zelkova serrata (Thunb.) Makinoケヤキ
1種子A. mono Maxim.イタヤカエデ
1235炭化種皮破片Aesculus turbinata Blumeトチノキ
(20)
1炭化種子Vitisブドウ属
7炭化果実破片Trapaヒシ属



　⑤SX０１②南側遺物包含層C４西ベルト包含層２a層中

　４１はトチノキ種皮破片である。縄文時代後期後葉～晩期中葉に相当する。

　⑥SX０１③北東側遺物包含層A６北ベルト包含層ⅱb層中

　４２はオニグルミの内果皮半分である。特に敲打痕などは残されていない。

　⑦旧河道SX０７・２３・２４・２６堆積層中

　これらは縄文時代後期後葉に属する下部旧河道群である。トチノキ１３個が採取された。オニグ

ルミは採取されていない。

　⑧SX０１②南側遺物包含層C３区包含層２b層上面

　トチノキ幼果１点が採取された。後期後葉である。

　⑨SX０１②南側遺物包含層C４区包含層３a層中

　トチノキ種皮破片１点が採取された。中期末葉である。

２４５

ハクウンボクトチノキクリオ　ニ　グ　ル　ミカヤ分類群名
試料
番号

内果皮種皮種子幼果果皮果実果実　内　果　皮種子出土部位
完形破片完形破片完形破片破片風化半分割跡半分食痕完形破片地区・層位遺構番号

551晩期中葉A5北ベルト・Sec.7層中旧河道SX03A堆積層1
351晩期中葉B3西ベルト・1層旧河道SX03A堆積層2
561晩期中葉B3西ベルト・2層上面旧河道SX03A堆積層3
2111晩期中葉B6区・粗砂層中旧河道SX03Ｂ堆積層4
162晩期中葉A3北ベルト・堆積層中旧河道SX03B堆積層5
412晩期中葉A4北ベルト・Sec.1層中旧河道SX03Ｂ堆積層6
2845晩期中葉B3西ベルト・堆1層中旧河道SX03Ｂ堆積層7
231晩期中葉B3西ベルト・1層中旧河道SX03C堆積層8
181晩期中葉B4～B5西ベルト・1⑥層中旧河道SX03C堆積層9
202111晩期中葉B4西ベルト・1⑥層中旧河道SX03C堆積層10
4012晩期中葉A3北ベルト・堆積層中旧河道SX03C堆積層11
511晩期中葉A5区・上部層中旧河道SX03C堆積層12
522晩期中葉B4北ベルト・Sec.5層中旧河道SX03C堆積層13
1211111晩期中葉B4西ベルト・堆積層中旧河道SX03C堆積層14
24413晩期中葉B4北ベルト・Sec.2層中旧河道SX03堆積層15
433晩期中葉B4区・1c～e層中旧河道SX03堆積層16
812晩期中葉B3区・1c層中旧河道SX03堆積層17
372晩期中葉B2区・1層中旧河道SX03堆積層18
481晩期中葉B4北ベルト・堆積層中旧河道SX03堆積層19
491晩期中葉B2区・堆3層旧河道SX03堆積層20
44121晩期中葉A3北ベルト・イカク旧河道SX03堆積層21
131晩期中葉A3北ベルト・Sec.1層黄砂中旧河道SX03堆積層22
21晩期中葉A6区・1c層下砂質土上面旧河道SX03堆積層23
571晩期中葉B3区・１d層上面旧河道SX03堆積層24
26211晩期中葉B3区・1e層中旧河道SX03堆積層25
301晩期中葉B4区・包含層1a層中旧河道SX03堆積層26
711晩期中葉B3区・包含層中旧河道SX03堆積層27
3412晩期中葉包含層1層中旧河道SX03堆積層28
441晩期中葉B4区・包含層1層中旧河道SX03堆積層29
4711晩期中葉B2区包含層1層下部青砂層中旧河道SX03堆積層30
61晩期中葉B4西ベルト・Sec.14層中旧河道SX04B堆積層31
155211晩期中葉A4北ベルト・Sec.2～6層中旧河道SX04堆積層32
11晩期中葉A6区・堆積層中旧河道SX04堆積層33
55晩期中葉堆積層中SX05堰状遺構34
50113晩期中葉堆積層中SX05堰状遺構35
531晩期中葉A5区・側溝イカク旧河道堆積層36
113晩期中葉B6区・イカク（側溝）旧河道堆積層37
911111晩期中葉A～Ｃ区・イカク旧河道堆積層38
391115晩期中葉B2区・イカク旧河道堆積層39
4611晩期中葉B5区・イカク旧河道堆積層40

221
後期後葉
～

晩期中葉
C4西ベルト・包含層2a層中SX01②南側遺物包含層41

381後期後葉A6北ベルト・Sec.7層
（包含層ⅱb層）中SX01①北東側遺物包含層42

272後期後葉B4西ベルト・Sec.15層中旧河道SX07堆積層43
422後期後葉B4～B5西ベルト・Sec.15②層中旧河道SX07堆積層44
101後期後葉B3西ベルト・Sec.9層中旧河道SX23堆積層45
363後期後葉B4～B5西ベルト・Sec.16層中旧河道SX23堆積層46
5412後期後葉B2~C2北ベルト・Sec.14層中旧河道SX24堆積層47
3178後期後葉B4区・包含層2③層中旧河道SX26攪乱層48
331後期後葉C3区・包含層2b層上面SX01②南側遺物包含層49
31中期末葉C4区・包含層3a層中SX01②南側遺物包含層50
141（不明）B4西ベルト・イカクSX01②南側遺物包含層51
191（不明）B2区・イカクSX01遺物包含層52
251（不明）B3区・イカクSX01遺物包含層53
3261（不明）B5区・イカクSX01遺物包含層54
453（不明）イカクSX01遺物包含層55

24297241130205011合計

第８表 　山居遺跡現地取り上げ試料



　旧河道堆積層から採取されたオニグルミは、ブロックサンプリングされた試料（No．６～８）では２

個のみで全体の様相は不明であったが、現地取り上げ資料では旧河道堆積層中試料２７個中１９個

（７０％）までが半分割の敲打痕のあるものであった。このことからオニグルミは採取の後、敲打により

半割され、その殻の多くは河道に投棄されていた可能性が考えられよう。時期的な問題としては、後

期後葉以前の下部旧河道群からはオニグルミは現地取り上げ試料では１個もなかったが、ブロックサ

ンプリング試料No．８では旧河道SX０７堆１５②層中から１個の内果皮破片が出土しており、たまたま採

取されなかったに過ぎないものと考えられる。旧河道堆積層中のトチノキには食用にはならない幼果

が含まれるのはブロックサンプリング試料も現地取り上げ試料も同じである。

　人為的な遺物包含層からは、トチノキ種皮破片２個、同幼果１個、オニグルミ半分１個しか採取されて

いない。ブロックサンプリングされた試料（No．１～３）においては、オニグルミは炭化内果皮破片、

トチノキは炭化種皮破片としてのみ、その存在が確認されており、形のわかるような大破片や完形種

子は確認されていない。任意の取り上げではあるが、遺物包含層中から採取された資料が極めて少な

い点は、遺物包含層中における種実のあり方と大きく関連しているものと考えられる。

　

　d．　特筆すべき出土分類群の形態記載

　カヤ：種子破片を出土した。完形であればラグビーボール形で種皮はやや薄く堅く黄褐色から赤褐

色で縦にややねじれた浅い溝状の筋が全面に分布する。

　オニグルミ：内果皮を出土した。完形は球形で上下端が尖り、縦方向の縫合線をもって２つに分割さ

れる。内果皮壁は厚く緻密で堅く、壁には空隙がある。内室は大きく４室に分かれ壁内面は複雑な曲

面で構成される。

　アサダ：果実は縦に長い水滴型で縦方向に３－４本筋があり、表面は平滑で光沢がある褐色である。

上端は尖り、返しのついた突起がある。

　ブナ：果実は３面の三角で面の中央がややへこむ。果皮は薄くやや軟らかい。本遺跡出土の果実は

やや小さい。

　クヌギ節：幼果は殻斗がとれた状態であり、扁平な円盤状で基部中央が丸く突出し、反対側には突

出した柱頭がある。果実基部は円形で中心がへこみ、その外側が隆起していて、紡錘形の隆起が密に

分布する。

　コナラ節：果実基部は円形で中心に向かって膨らみ、クヌギ節より表面が平滑で、同心円上中心方

向に並んだ１－２勺の細い溝が一列ある。

　ブナ科：ブナ科果皮は破片となると属の区別がつかない。薄くやや軟らかく、縦方向に筋が並ぶ。

果皮は約３層の構造があるが、いずれの細胞も縦に並んでいる。

　ケヤキ：果実は厚い円盤の中心をへこましたような形で、全体に不規則なしわが入る。

　ヤマグワ：種子は三角形で黄褐色、種皮は薄く堅い。

　サクラ節：核は丸い紡錘形で方向線で２つに分かれ、表面には上下端に向かってしわが入り、種類

によっては全面にややはっきりしたしわがあるものもある。
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　イロハモミジ近似種：果実はほぼ球形で下端が扁平な着点になっており、全体に荒いしわがはいる。

化石では翼はほとんどとれている。

　イタヤカエデ：果実は扁平な長三角形で翼はとれ、全体にやや細かいしわがある。種子は楕円形扁

平で黒色で細長い楕円形の隆起が全体に密に分布し、光沢がある。

　ミツデカエデ：果実は長い楕円形で縦方向に３本の隆起が走る。

　トチノキ：果実はほぼ球形で縦の縫合線で３つに割れる。表面はざらついて円形の斑点があり褐色

で壁は柵状構造で厚いがもろい。種子は楕円形で下半はおおきなへそで褐色扁平で光沢がなく、上半

は黒色で光沢があり、微細な指紋状または流理状の模様がある。種子壁は薄く不規則に割れる。

　ウコギ近似種：内果皮は扁平な楕円形で一辺はほぼまっすぐ反対側は曲線で褐色、縦に薄く筋が入

る。

　クマノミズキ：内果皮は球形で上下に均等に８本の筋が走る。

　ヒシ属：完形であれば大きな突起が４つ突出する菱形の果実であるが、本遺跡では突起の破片のみ出

土した。果皮は厚いが比較的軟らかい。緩やかな流速もしくは停滞水の水域に生育し、中の種子を食

用とする。

　

４．小　結

　遺跡周辺の古環境を反映する旧河道堆積層と人為的な廃棄物を含む遺物包含層とに分けて、述べて

いきたい。

　旧河道堆積層の調査は、後期後葉の旧河道SX０７及び晩期中葉のSX０３、及びその人為施設SX０６堰

状遺構堆積層を主な対象として行われた。ここではまず、SX０６堰状遺構は除き、自然流路の旧河道

SX０７とSX０３について若干のまとめと考察を施す。

　旧河道堆積層は砂質層と未分解植物質を含む有機質層の互層からなっている。ともに中粒～細粒砂

が約５０％を占め、有機質層では有機物量が約３２％を占めるのに対して、砂層では約１２％を占めるに

過ぎない。旧河道中に含まれる土器の量も少なく、試料においてはわずか数片にも満たないもので

あった。ほとんどの場合、接合もしない。動物遺存体では被熱の痕跡のないスパイラル割れの特徴を

残すシカの各部位が散発的ながら採取されている。

　縄文時代後期後葉の旧河道SX０７の花粉及び大型植物化石群の調査では、流域の植生は沢沿いにト

チノキ林が優勢でオニグルミやハンノキ属を伴い、その後背地の丘陵にはクリやコナラ節、クヌギ節、

ケヤキ、アサダなどを主要な森林構成要素とし、イタヤカエデやブナ、イヌブナ、ムラサキシキブ、

ミズキ、クマノミズキ、ニワトコ、ヤマグワ、つる性植物のマタタビ、フジ属などを伴う落葉広葉樹

林が形成されていたと推定される。わずかながらマツ属複維管束亜属も混交する。晩期中葉の旧河道

SX０３砂層の大型植物化石の調査では、トチノキ林優勢は変わらないものの、ブナ及びブナ科の果実・

果皮破片が比較的多く見つかっており、やや異なる林相となっていたものと考えられる。このほか、

イタヤカエデ、ニワトコ、オニグルミ、アサダ、マタタビ、ウコギ近似種、クマノミズキなどが確認

された。

２４７



　縄文時代中期後葉から晩期中葉に及ぶ遺物包含層（SX０１②南側遺物包含層３a層・２c層・２a層）の

調査では充分な花粉を得ることはできなかった。包含層３a層は水の影響を受けたものと考えられた

粘土層であるが、他の２層は人為的な廃棄物を主とする陸成の黒色土層である。このため、多くの有

機質（特に包含層２c層は３６．９％が有機質からなる）を含みながらも、ほとんどの花粉は分解されてし

まい、残っていない。また、大型植物化石についても炭化したものだけが残存し、炭化していないも

のはすべて腐植・分解してしまったものと考えられる。同様のことは動物遺存体に関しても言うこと

ができ、遺物包含層中には被熱の痕跡を残す種別同定不能の多くの焼骨片が含まれていたことと符合

する。

　わずかながらも遺物包含層から検出された花粉・胞子には以下のものがある。SX０１②南側遺物包含

層３a層（縄文時代中期末葉）ではクリ属２個体・シダ植物胞子１０個体、包含層２c層（後期初頭）では

クリ属２個体・トチノキ属１個体・ハンノキ属１個体、包含層２a層（後期後葉～晩期中葉）ではシダ植

物胞子７個体・トチノキ属６個体・ハンノキ属４個体・コナラ亜属３個体・ケヤキ属３個体・クリ属２個

体・アサダ属１個体・ウルシ属１個体と草本類のタンポポ亜科３個体・セリ科２個体・イネ科１個体・ヨ

モギ科１個体がある。

　縄文時代中期末葉にはクリ属花粉が検出されており、周辺にクリの木が分布していたことは間違い

ない。ただし、他の花粉はすべて分解しており、このデータからではその林相の具体像は不明である。

後期後葉から晩期中葉にかけての花粉・胞子は旧河道堆積層の組成や大型植物化石のデータと概ね一

致しており、トチノキ優勢の林相を読み取ることができる。参考までに、宮戸島の里浜貝塚では縄文

前期にはコナラ亜属、クマシデ属－アサダ属、クリ属、クルミ属などからなり、縄文後期初頭ごろに

はクリ属とニレ属－ケヤキ属が高率を占め、トチノキ属やマツ属複維管束亜属、コナラ亜属を伴い、

縄文後期には入り江の淡水化とともにトチノキ林が拡大したことが明らかにされている（吉川ほか　

２００５）。

　また、ウルシ花粉１個体が遺物包含層２a層から検出されており、縄文後期後葉から晩期中葉にかけ

て周辺に生育していた可能性が考えられる。山居遺跡では晩期中葉に、数は少ないながら赤漆や黒漆

の塗られた皿形土器や壷形土器が出土しており、関連する可能性が考えられる。

　人為的な廃棄層からなるSX０１②南側遺物包含層の調査では、自然流路の数倍に達する微粒炭量が

得られた。包含層３a層中・上部（縄文時代中期末葉）の種実はトチノキ・オニグルミを主にコナラ節

１個、包含層２c層（後期初頭）ではトチノキ・オニグルミのみ、包含層２a層（後期後葉～晩期中葉）

ではトチノキ・オニグルミを主体にブナ・クヌギ節・コナラ節・ヒシ・クリ・ブドウ他が得られてい

る。縄文時代中期末葉から晩期中葉まで、山居遺跡の遺物包含層はその豊富な土器とともに、多くの

トチノキ・オニグルミの砕片に、若干の獣骨・鳥骨を交えながら、人為的な廃棄層として形成されて

きた。今回発見された大きさ１０mmに満たない大量のトチノキ炭化種皮破片は灰汁を用いず、トチの

実を種皮つきのまま粉砕してアクを抜く「発酵系あく抜き」や「水晒し系あく抜き」、「はな（澱粉）

取り系あく抜き」（名久井　２００６）のいずれか、ないしは複合的な関連が考えられよう。オニグルミ

は遺物包含層では破砕小片のみの出土となっており、旧河道における敲打痕を残す半分割された内果
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皮が大方を占める様相とは著しく異なっている。クリは花粉の検出自体は中期まで遡るものの、遺物

包含層に廃棄された果実片が実際に確認されるのは後期後葉～晩期中葉になってからである。

　また、旧河道SX０３流路内のSX０６堰状遺構の堆積物からは、カゴの断片とともに炭化していないト

チノキの果皮を含む比較的大きな種皮破片が出土した。出土状況からこれらは土圧によって壊れたも

ので、本来は完形種子の状態を保っていたものと考えられた。類似の遺構にSX２２堰状遺構があり、

こちらでもトチノキの完形種子を確認することはできたが、カゴに類するものを確認することはでき

なかった。民俗例では、採集した生トチを水に漬けて虫出しする方法や、生トチを１０日間ほど流水に

晒しその後に平らな石の上に載せて叩いて皮をとる方法（名久井　２００６）があるとされており、生ト

チを水に漬けるか晒すかするための施設であったと考えられる。

　山居遺跡では縄文時代中期末葉のSX０１②南側遺物包含層３a層中及び３a層上部からも炭化トチノキ

の種皮砕片が出土しており、少なくとも中期末葉以降、トチノキは重要な食糧資源のひとつとなって

いる。宮城県内におけるトチノキ種子の出土で最も古い例として、縄文時代早期末葉～前期初頭の宮

城県七ヶ宿町小梁川遺跡第５２号住居跡（宮城県教育委員会　１９８７b）がある。同住居跡のピット及び

床面から、木炭片・石器砕片とともに炭化トチノキ（注１）種子砕片（星川・庄司　１９８７）が出土し

ている。このほかに小梁川遺跡では、中期前葉から中葉にかけての炭化トチノキ種子砕片や完形のも

のが木炭片等とともに、フラスコ状土壙の底面などから出土しており、トチノキの植物資源としての

利用は、少なくとも縄文時代早期末葉～前期初頭以降、断続的ながらも行われてきたことを確かめる

ことができる。

（注１）炭化トチノキは被熱によって炭化し、多孔質の消炭状となったものである。被熱の痕跡がない生のト
チノキ種子についても、一見炭化のように見える黒色状を呈するものがあるが、トチノキ種子表面は緻
密な状態のままであり、区別される。小梁川遺跡から出土したトチノキ種子はすべて「焼けているらし
いこと」が指摘された。山居遺跡では遺物包含層から出土した炭化トチノキ種子砕片についても、被熱
の痕跡が残されており、この点においても旧河道堆積層から出土するトチノキ種子とは異なっている。
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Ⅲ．土器圧痕について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．はじめに

　山居遺跡の出土土器接合時に、比較的多くの土器に植物種実ほかの様々な圧痕が残されていること

に気付き、ほぼ土器全点に及ぶスクリーニング的な肉眼による種実圧痕に関する観察を行った。その

結果、炭化物の詰まった比較的良好と思われる種実圧痕も見出され、同定可能と思われるものを選択

して、古代の森研究舎に調査を依頼した。

２．試料と方法

　調査方法は、樹脂によるレプリカ法で、圧痕に水性のシリコン樹脂をペースト状に練ったものを埋

め込み、１時間程度乾燥させてゼリー状に固まった頃に剥がし取り、レプリカを作成した。

３．結果

　１３個体の土器から作成した圧痕のレプリカ試料（写真図版１０７・１０８）は３０点で、実体顕微鏡で観

察・同定し同定結果を第９表に示した。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　①第Ⅰ群土器（１～４）

　SX０１①北東側遺物包含層、旧河道SX０３堆積層、SX０５堰状遺構堆積層から出土した晩期中葉の

第Ⅰ群土器では、４個体６試料を検討した。エゴマ近似種、オニグルミ近似種、不明果実、石が認め

られた。
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　第９表　山居遺跡土器圧痕

試料番号圧痕の種類図版地区・層位遺構番号
17オニグルミ近似種第14図4第Ⅰ群土器A6区・包含層ⅰa②層上面・同層中SX01①北東側遺物包含層1a

15不明果実1b

16木片1c

2エゴマ近似種第21図1～14の土器と共伴第Ⅰ群土器A・B6区・底面旧河道SX0３A2

3石第17図1･2の土器と共伴第Ⅰ群土器A6区・堆積層中旧河道SX03C  3

4石第65図5第Ⅰ群土器A4区・底面SX05堰状遺構4

1木片第13図13第Ⅱ群土器A6北ベルト・包含層ⅱb層（Sec.7層）中SX01①北東側遺物包含層5

9ムラサキシキブ属近似種第99図1第Ⅱ群土器C4西ベルト・包含層2b①層上面・2a層中、B4区・包含
層2b層上面、C3区・包含層2b①層中

SX01②南側遺物包含層6a

8石6b

11石第153図3第Ⅱ群土器
C3西ベルト・包含層2a層中、C3区・包含層2ｂ①層中、
C4区・包含層2a層中、C3区・包含層2a層中

SX01②南側遺物包含層7

10石第155図1第Ⅱ群土器
C3西ベルト・包含層2a層中、C3区・包含層2a層中、C4
区・包含層3a層中

SX01②南側遺物包含層8

7木片第222図1第Ⅴ群土器Z1区・包含層Ⅱb①層上面SX01③北西側遺物包含層9

12草?第102図1第Ⅶ群土器C4西ベルト・包含層2b②層中SX01②南側遺物包含層10

13オニグルミ近似種第59図1第Ⅶ群土器C5区・包含層2b́層下部・2b́層中、C4北ベルト・包含
層2b①層中

SX01②南側遺物包含層11a

14木片11b

6ハリギリまたはコシアブラ第105図3第Ⅶ群土器C4西ベルト・包含層2b́層中・2b②層上面・2a層中、
C4区包含層2c層中

SX01②南側遺物包含層12a

18マメ科12b

19マメ科12c

20マメ科12d

21マメ科12e

22マメ科12f

23木片12g

24木片12h

25マメ科12i

26草?12j

27マメ科12k

28マメ科12l

29マメ科12m

30木片12n

5オニグルミ近似種第95図9第Ⅷ群土器B4区・包含層3層上面SX01②南側遺物包含層13



　②第Ⅱ群土器（５～８）

　SX０１①北東側遺物包含層、SX０２②南側遺物包含層から出土した後期後葉の第Ⅱ群土器では、４

個体５試料を検討した。ムラサキシキブ属近似種、木片、石が認められた。

　③第Ⅴ群土器（９）

　SX０１③北西側遺物包含層から出土した後期前葉の第Ⅴ群土器では、１個体１試料を検討した。木

片が認められた。

　④第Ⅶ群土器（１０～１２）

　SX０１②南側遺物包含層から出土した後期初頭の第Ⅶ群土器では、３個体１７試料を検討した。特に

SX０１②南側遺物包含層C４西ベルト包含層２b́ 層中出土の土器（第９表１２・第２４７図）には、２８ヶ

所の圧痕が認められ、土器残存率から推して、１００粒前後の種実が土器に混和されたものと見られ

る。種実圧痕箇所からのハジケや、土器の割口にかかる圧痕も認められる。また、土器の破片１点１

点で被熱による赤変や黒斑など色調に全く統一性がなく、モザイク状に接合している。底部近くの

破片では、二次加熱の痕跡や炭化物の付着は認められず、この土器は多量の種実を混和したために

土器焼成途中で破損（破裂）したか、あるいは使用開始後間もない時期に破損し、その破片が集め

られ再び火にくべられて廃棄されたものと考えられる。種実の痕跡の多くはマメ科と同定された。

他にハリギリまたはコシアブラ、草？、木片を含んでいる。

　このほかの個体では、オニグルミ近似種、木片が認められた。

　⑤第Ⅷ群土器（１３）

　SX０１②南側遺物包含層から出土した中期末葉の第Ⅷ群土器では、１個体１試料を検討した。オニ

グルミ近似種が認められた。
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１ａ．器外面 １ｂ．器内面

第２４７図　マメ科種子の混和された土器



　４．同定の根拠

　同定できた圧痕にはエゴマ近似種、オニグルミ近似種、ムラサキシキブ属近似種、マメ科があり、

マメ科が最も多かった。同定できなかった圧痕は木片、草のような繊維、不明果実、石があった。以

下に同定の根拠を示す。

　エゴマ近似種：上部が大きい楕円形で炭化果皮が付着し、不明瞭ながら果皮に円形のへこみがある。

　オニグルミ近似種：曲面のある長方形で壁状である。

　ムラサキシキブ属近似種：楕円形で周囲に縁どりがあり、中央部分がへこんでいる。

　マメ科：整った楕円形で皮状の炭化種皮が付着してきた。No．１９は楕円形で種子長の３分の１程度の

へその痕跡が確認された。No．２７はほぼ球形で種子長の３分の１程度のへそが確認された。No．１８～

No．２２とNo．２５、No．２８はやや長い楕円形で、No．２７は球に近いが、いずれもへそが短く、現在のダ

イズ属に似る。ダイズの原種とされるツルマメはだいたい長さ５．５mm～３．５mm程度でへそが種子長

の３分の１程度である。いずれも大きさや形状は近似するが、No．２９は小さくややいびつで扁平のため、

未熟な種子ないしは野生種子と考えられる。

　ハリギリまたはコシアブラ：丸みをおびた三角柱で側面中央部分がへこんでおり、上面もややへこ

んでいる。

　不明果実：付着してきた炭化物に若干柵状組織のようなものが見られるため、果皮と考えられるが、

形が不明で同定できなかった。

　木片：付着した炭化物に細胞が縦横に規則的に並んでいるものや道管組織などが見られる。

　草？：繊維状の細い炭化物が付着あるいはその痕跡が見られた。

　

５．小結

　今回の分析では、オニグルミ近似種の痕跡が縄文時代中期末葉から晩期中葉までの土器に確認され

た。また、栽培種の可能性がある植物（山崎　２００５）としてエゴマ近似種、マメ科があった。特に原

種ダイズのツルマメに類似するマメ科種子はほぼ大きさも揃っており、莢からはずれた状態で１個体

の土器に多量に混和されており、注目されよう。このようなマメ科種子の混和例は現状では見出しが

たいが、ドングリ圧痕の残る土器は縄文時代早期～中期の岡山県高島黒土遺跡（山内　１９６９）から北

海道札幌市S２３９遺跡（札幌市教育委員会　１９７５）に至るまで、広く類例が認められる。東北地方関係

では、秋田県上ノ山Ⅱ遺跡（秋田県教育委員会　１９８９）において縄文時代前期後葉のドングリの混和

された土器１２０点が遺跡の２ヶ所に集中して発見された。その中にはドングリが器壁を突き破って貫

通しているものも３９点含まれていることから、実用性に乏しい祭祀用具と考えられ、何らかの祝祭の

行われた可能性が指摘されている。山居遺跡の多量にマメ科種子の混和された土器も、こうした生産

や収穫といった祭祀と関連する可能性も考えられよう。

　ムラサキシキブの果実には、魚類にだけ毒性を示す成分が含まれ、民族例ではムラサキシキブを用

いた漁が知られるなど、有用植物のひとつに数えられている。

　以上、土器圧痕の分析では、土器製作者に身近な植物種子・種実の混入ないしは混和が認められた。
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第Ⅳ章　総　括

１．はじめに

　前章において、今回の調査によって出土した遺物に関して、その出土状況の詳細について述べた。

ここでは各グリッド区・ベルトにおいて認められた層位に関して遺跡全体の中で再構成し、その分層

成果に基き、遺物と遺跡の年代的な変遷に関して総括する。

２．遺物包含層出土の縄文土器について

　今回の調査で最も多く出土した縄文土器は、人為的な廃棄層である遺物包含層から出土したものと、

遺構や旧河道堆積層から出土したものとがある。この両者の土器の出土状況については、事実記載の

中で詳細に述べてきたとおりである。ここではまず最初に、層位学的な検討に堪える遺物包含層出土

土器を中心に総括し、遺構や旧河道堆積層出土土器に関しては後述する。

（１）遺物包含層出土土器の大別について

　山居遺跡Ⅰ区の遺物包含層と遺構、旧河道堆積層ほかすべての層の堆積関係と出土土器との関係を

示したのが、第２４８図である。炭化物や焼けた動物の骨とともに多くの土器が廃棄された人為的な層

を中心に、その上下関係から遺物包含層出土土器は第Ⅰ～Ⅹ群土器に大別される。

A．第Ⅰ群土器

　SX０１①北東側遺物包含層ⅰa層～ⅰc層中から出土した土器を基準とする。包含層ⅰc層は包含層ⅰ

d層を浸食する旧河道SX０３堆積層上に形成された黒色粘土層で焼けた動物の骨等も含む廃棄物層で

ある。ⅰc層上面では土器が面をなして検出されている。包含層ⅰa層～ⅰb層もやや粘質を帯びる黒

色土層となっており、これらは一連の廃棄行為の下に形成された層と考えることができる。

B．第Ⅱ群土器

　SX０１②南側遺物包含層２a②層上面－２b①層上面から出土した土器を基準とする。包含層２a②層上

面と２b①層上面は不整合によってつながる安定面となっており、夥しい土器が面をなして廃棄されて

いた。第Ⅰ群土器との関係はSX０１①北東側遺物包含層ⅰc層下で検出された旧河道SX０３堆積層が火

山灰層・SX０１②南側遺物包含層２a①層を介してほぼ全体を覆っており、第Ⅰ群土器より古い。

C．第Ⅲ群土器

　SX０１②南側遺物包含層２b②層上面～２b③層中から出土した土器を基準とする。第Ⅲ群土器のみは

他群土器と異なり、廃棄層間の水成堆積の砂礫層からの出土で、遺物の出土状況は良好ではない。

　第Ⅱ群土器との関係では、SX０１②南側遺物包含層２a②層上面－２b①層上面の下層に位置しており

層位的に古い。

D．第Ⅳ群土器

　SX０１③北西側遺物包含層Ⅱa層上面～Ⅱa層中から出土した土器を基準とする。SX０１③北西側遺

物包含層では、包含層Ⅰ層（旧河道SX０８堆積層）が水成堆積の砂礫層、包含層Ⅱa層上部の包含層Ⅱ
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２５４

灰白色火山灰層

上部旧河道層群
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①層～Ⅱ③層が水の影響を受けた遺物包含層で、必ずしも良好な出土状態ではない。包含層Ⅱa層は

やや泥炭質を帯びる黒色土層で炭化物等を含む廃棄層である。第Ⅲ群土器の基準としたSX０１②南側

遺物包含層２b①層～２b③層と直接新旧を示す層位関係は得られていないが、間接的ながら、SX０１③

北西側遺物包含層Ⅱ①層から上位に第Ⅲ群土器は含まれており、Ⅱa層上面～Ⅱa層中から出土する第

Ⅳ群土器は第Ⅲ群土器より古いものと考えられる。

E．第Ⅴ群土器

　SX０１③北西側遺物包含層Ⅱa層下部②層上面～包含層Ⅱb①層上面出土土器を基準とする。第Ⅳ群

土器との関係では、SX０１③北西側遺物包含層Ⅱa層下部①層を介して下位に位置しており、層位的に

第Ⅳ群土器よりも古い。Ⅱa層下部①層はオリーブ褐色～オリーブ黒色の砂礫層で、遺物の出土状態

は良好ではない。Ⅱa層下部②層は粘土質を帯びる黒色土層で炭化物等を含む廃棄層である。

F．第Ⅵ群土器

　SX０１③北西側遺物包含層Ⅱb①層の下のⅡb②層上面から出土した土器を基準とする。Ⅱa層下部

②層の黒色土層下には、暗褐色～灰色粘土層のⅡb①層が南側斜面を中心に分布しており、その下の

暗オリーブ褐色砂礫層のⅡb②層上面が一連の廃棄層の起点と考えられた。第Ⅴ群土器との関係では、

SX０１③北西側遺物包含層Ⅱb①層を介して下に位置しており、層位的に古い。

G．第Ⅶ群土器

　SX０１②南側遺物包含層２b́ 層中～包含層２c層中出土土器を基準とする。包含層２b́ 層はこぶし大

の角礫を多く含む黒褐色土層で沢筋より山側のやや高い位置に広がり、包含層２c層は礫をあまり含ま

ない黒色土層で沢寄りのやや低い位置を中心に広がっている。層相の違いはあるものの、包含層２b́

層と包含層２c層は本来同一の層である可能性が強い。ともに多くの炭化物等を含む廃棄層である。

第Ⅵ群土器との直接的な新旧関係を示す層位はないが、間接的ながら、第Ⅵ群土器はSX０１②南側遺物

包含層２b́ 層上面から上位を中心に散見され、第Ⅵ群土器より古いものと考えられる。

H．第Ⅷ群土器

　SX０１②南側遺物包含層２d層上面～包含層３a層上面出土土器を基準とする。包含層２d層は包含層２

b́ 層～包含層２c層と比べより黒色でやや粘土質を帯び、多くの炭化物等を含む廃棄層である。第Ⅶ

群土器との関係では、SX０１②南側遺物包含層２b́ 層～２c層の下層に位置しており、層位的に第Ⅶ群

土器よりも古い。

I．第Ⅸ群土器

　SX０１②南側遺物包含層３a層中出土土器を基準とする。包含層３a層は水の影響を受けた灰黄褐色粘

土層で遺物の出土状況は必ずしも良好ではない。粘土層中には炭化物や焼けた動物の骨が量的には少

ないものの含まれている。第Ⅷ群土器との関係では、SX０１②南側遺物包含層３a層上面の下に位置し

ており、層位的に第Ⅷ群土器よりも古い。

J．第Ⅹ群土器

　SX０１②南側遺物包含層３b層上面から出土した１個体の土器を基準とする。暗灰黄色粘土層の３b層

上面に炭化物が広がり、１個体の土器が検出された。函渠工事で壊された箇所に隣接して発見されて
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おり、本来は南側に廃棄ブロックは延びていたものと考えられる。第Ⅸ群土器との関係では、SX０１②

南側遺物包含層３a層中の下位に位置しており、層位的に第Ⅸ群土器よりも古く、SX０１②南側遺物包

含層の一連の廃棄層の起点と考えられた。

（２）第Ⅰ群土器（第２４９図）

①土器の分類

　山居遺跡第Ⅰ群土器では深鉢形土器を主体とし、若干の鉢形土器・皿形土器を伴う。口縁部の形状

と文様のあり方から、次の類型がある。

深鉢a類：頸部が緩やかにくびれ、口縁部が短く外反し、口頸部に文様帯が設けられる。文様帯には

数条の平行沈線文が施され、口唇部とくびれ部付近に刻目文がめぐる。器内面上部には沈線文が１条

めぐっている。すべて平縁の深鉢形土器である。
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深鉢b類：頸部が緩やかにくびれ、口縁部が外傾する。頸部には１条ないし２条の横位沈線文がめぐ

る。a類に比べ、やや幅のある口縁部は無文部として残される。口唇部に刻目文、器内面上部には沈

線文がめぐらされている。すべて平縁である。

深鉢c類：口縁部は緩やかに内湾し、上端外側にごく短い粘土帯が継ぎ足される。口縁上部には文様帯

が設けられ、上端の継ぎ足し部分に刻目文、直下に１ないしは２条の横位沈線文がめぐる。口唇部には

沈線文が１条めぐっている。すべて平縁である。

深鉢d類：口縁部は緩やかに内湾する。すべて平縁である。口縁上部に文様帯が設けられ、１ないしは

２条の横位沈線文がめぐっている。口唇部外側に刺突文が連続して施されている。すべて平縁である。

深鉢e類：口縁部は緩やかに内湾する。すべて平縁の地文のみの深鉢である。

　深鉢a～e類では、口径２０～３０cmの中型～小型品が多い。そのほかの器種では、鉢・皿がある。

鉢a類：口頸部が短く外反している。突起が付され、突起には２本の沈線文が施されている。

皿a類：口縁部が緩やかに内湾する。口唇部には小突起が付され渦巻状や三角形状の彫去が施される。

胴部全体に雲形文が施されている。

②第Ⅰ群土器のSX０１①北東側遺物包含層における取上げ層位と土器分類

　第Ⅰ群土器のSX０１①北東側遺物包含層における取上げ層位と土器分類をまとめたのが、第１０表で

ある。

　包含層ⅰa層上面～ⅰc層中まで、特に大きな変化は窺えず、ひとつの土器群と考えることができる。

③第Ⅰ群土器の類例

　山居遺跡第Ⅰ群土器は、宮城県栗原市山王囲遺跡（伊東・須藤　１９８５）、東松島市里浜貝塚西畑地点

（東北歴史資料館　１９８３）、大和町摺萩遺跡（宮城県教育委員会　１９９０）に類例を見出すことができる。

ここでは、連続的な分層成果が明らかにされている東松島市里浜貝塚西畑地点と大和町摺萩遺跡第１

遺物包含層の調査に基いて検討する。

　里浜貝塚西畑地点では微細分層発掘により２２５層に細別された（第１１表）。上位の層では、大洞C２式

後半期と見られる形態の土器も出土しているが、全体としては大洞C２式前半期の範疇で捉えられる

ものと解されている。

２５７

皿鉢深鉢
a類a類e類d類c類b類a類
1包ⅰa層上面

2413ⅰa層中
11131ⅰb層中

112213ⅰc層上面
518ⅰc層中

第１０表　第Ⅰ群土器のSX０１①北東側遺物包含層における取上げ層位と土器分類

山居遺跡第Ⅰ群土器
皿鉢深鉢
a類a類e類d類c類b類a類

○（Ⅰ１（１）類）
１～２２３層

○（Ⅰ４（２）類）
５～２１８層

○（Ⅱ２（１）ａｉ類）
３～２２３層

○（Ⅱ２（２）ａｉ類）
１～２１９層

里浜貝塚
西畑地点

第１１表　里浜貝塚西畑地点との比較



　山居遺跡第Ⅰ群土器の深鉢a・b類は里浜貝塚西畑地点では、上層から下層まで出土している。山居

遺跡深鉢b類とc類は区別されていないが、図示されたものではb類は６～２０２層、c類は１３～１５５層でc

類は中位の層群よりは上層の出土となっている。鉢a類と同様の突起の付されるものは見られない。

皿a類の特に口唇部には小突起が付され渦巻状や三角形状の彫去が施されるものも見られない。逆に、

里浜貝塚西畑地点の深鉢・鉢形土器Ⅰ５（１）類・Ⅰ４（２）類・Ⅰ４（２）類・Ⅰ５（１）類・Ⅰ５（２）類・Ⅱ１（１）類・

Ⅱ１（２）類・Ⅱ１（３）類ほか多くの類型が山居遺跡第Ⅰ群土器では欠落している。

　摺萩遺跡第１遺物包含層では、山居

遺跡第Ⅰ群土器に類する土器は、包１

～６f層のⅦ期と包７～１５層のⅥ期中に

見出すことができる（第１２表）。山居

遺跡深鉢c類は、摺萩遺跡では７層以下

のⅥ期においては全く見出すことがで

きず、山居遺跡第Ⅰ群土器は摺萩遺跡

第１遺物包含層１～６f層の第Ⅶ期の範疇

において概ね把握されよう。ただし、

口唇部に渦巻状・三角形状の彫去を施

す皿a類のみは摺萩遺跡ではⅥ期の包

含層９a層から下の出土で上層では出

土していない。また、鉢a類と同様の

突起の付されるものは見られない。

④第Ⅰ群土器の年代

　以上の比較検討により、山居遺跡第

Ⅰ群土器は、里浜貝塚西畑地点より摺

萩遺跡第１遺物包含層の「摺萩Ⅶ期土器

群」に類似したものとして捉えられよ

う。皿a類の口唇部の渦巻状・三角形状

の彫去は、山居遺跡の層位を見る限り残存するものと考えられる。これらは、縄文時代晩期中葉の「大

洞Ｃ２式」（山内　１９３０）の後半期（藤沼　１９８９・須藤　１９９８）の土器と理解されている。

⑤第Ⅰ群土器の特徴

　第Ⅰ群土器の特徴として、次のものがある。

A．　胎土の特徴

　第Ⅰ群土器の胎土には、白色針状の海綿状骨針の含有するものが認められる。土器胎土中に見られ

る海綿状骨針は、海綿化石を含む粘土層から採取された粘土で作られたことを示しており、土器の原

産地や土器の移動を考える上での一つの指標（西田　１９９４）にされているものである。山居遺跡では、

海綿状骨針の含まれる土器は第Ⅰ群土器にのみ認められ、他群土器には全く認められない。また、第
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山居遺跡第Ⅰ群土器
皿鉢深鉢
a類a類e類d類c類b類a類

○○○○○包1層

摺
萩
遺
跡
第
1
遺
物
包
含
層

○○○○○包2層
○○包3層
○○○○○包4層
○○包4b層
○○○○○包5層
○○○○包6a層
○○○○包6b層
○○○○○包6c層
○○包6e層
○○包6f層
○○包7層
○○○包7b層
○○包8層
○○包8a層
○○○包8b層

○○○包9a層
○○○包9b層
○○包9c層
○包9e層
○○○○包10層

○○○包11a層
○包11b層
○包12a層
○○○包12b層
○○○包12c層
○包13層
○○○包14層

○○○○○包15層
○○○包16層

第１２表　摺萩遺跡第１遺物包含層との比較



Ⅰ群土器のすべてに認められるものではなく、SX０１①北東側遺物包含層の約３分の１の土器にその含

有が認められる。含有の認められる土器に精粗の区別は認められない。東北地方北部３県の晩期前葉

の分析（西田　１９９４）によれば、「傾向としては岩手県ではごく少量しか含まない」とされ、南三陸

の寺前Ⅰ遺跡・上鷹生遺跡では１０％にも満たないものであった。その点、山居遺跡の第Ⅰ群土器の約

３分の１の土器に海綿状骨針が認められるのは、地域的な特色のひとつとして数えられよう。山居遺跡

の場合、精粗の別なく用いられており、搬出・搬入の関係というよりは粘土採取に適した海成粘土層

が近くにあり、随時採取して利用されていたものと考えられよう。

B．土器製作上の特徴

　第Ⅰ群土器の土器製作上の特徴としては、擬口縁をなす粘土積み上げを示すものが少なく、剥落箇

所の観察によれば、多くはごく薄い板状にした粘土を重ね合わせるようにして積み上げ、最後に薄い

器壁に仕上げている。底部は丁寧なミガキが施されている。ミガキの掛けられた底部の粘土剥落下か

ら、網代の痕跡が現れているもの（第２４９図２１）もある。

C．地文の特徴

　第Ⅰ群土器の地文には、縄文が用いられている。深鉢形土器に用いられる縄文は概して１単位の幅

が広いものが用いられ、縄文原体末端が整然と横走するものが多い。縄文の構成には、横位回転に

よって非結束の羽状縄文とするものと単純に帯を重ねる斜行縄文とするものがある。縄文の種類には

通常の２本撚り合わせの単節縄文（LR、RL）のほかに、附加条としたものがある。皿形土器に用いら

れる縄文は概して細かいものが選択的に用いられている。

D．器種組成の特徴

　第Ⅰ群土器の器種組成は、深鉢形土器が約９割以上を占め、若干の皿形土器や鉢形土器を伴うもの

である。参考までに、摺萩遺跡第Ⅶ期土器では約７５％を深鉢・鉢形土器が占め、残りの約２５％を皿・

壷形土器、注口土器が占めている。里浜貝塚西畑地区では約７３％を深鉢・鉢形土器が占め、残りの約

２７％を浅鉢・壷形土器、注口土器、小形土器が占めており、ほぼ同様の傾向性を示している。器種組

成における深鉢形土器の卓越が山居遺跡第Ⅰ群土器の特色のひとつと考えられる。

E．土器の使用痕跡

　深鉢形土器の内外面に、炭化物の付着するものが他類土器と比べて、顕著である。土器に付着する

炭化物は、内面に付着するものは「おこげ」、外面に付着するものは「煤よごれ」に相当するもの（小

林　２００３）である。内面に付着する炭化物では発泡状を呈するものがある。鉢形土器にも炭化物は付

着しており、深鉢形土器と同様に煮沸に用いられたものである。皿形土器には炭化物の付着するもの

はない。

（３）第Ⅱ群土器（第２５０図）

①土器の分類

　山居遺跡第Ⅱ群土器では、深鉢形土器を主体に浅鉢形土器を伴う。器形と文様のあり方から、次の

類型がある。
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深鉢a類：小さな貼瘤の付されるいわゆる「瘤付土器」である。器形は頸部で緩やかにくびれるもの

とくびれ部を持たずに、口縁部が緩やかに内湾するものとがある。文様意匠は入組帯状、凸レンズ状、

鍵の手状としたものがある。連続した小瘤の脇に刻目文を施したもの（３）、沈線間に交互ミガキを施

したもの（２）がある。

深鉢b類：櫛描による文様が施されるものである。器形の全体は明らかではないが、口縁部が緩やか

に内湾する単純な器形と考えられる。櫛描文は横位ないしは入組帯状に施されている。

深鉢c類：胴下部に格子状沈線文が施されるものである。

深鉢d類：口縁部が緩やかに内湾し、縄文または無文のものである。縄文は指幅１、２本分の幅の狭い

ものである。非結束の横位羽状縄文と横帯を重ねる斜行縄文とがある。

浅鉢a類：小型無文の浅鉢である。口縁部は外傾している。底面はやや揚底風に調整されている。

②第Ⅱ群土器の類例

　山居遺跡第Ⅱ群土器に類する土器は、宮城県丸森町岩ノ入遺跡（志間　１９５６）・清水遺跡（志間　１９６０）、

名取市金剛寺貝塚（後藤　１９６０）、東松島市里浜貝塚台囲地区（齋藤　１９６０・１９６８、槇　１９６８、小井川

　１９８０）・風越地点（東北歴史資料館　１９９７、小井川　２００４）、七ヶ浜町二月田貝塚（宮城県塩釜女子

高等学校社会部　１９７０・１９７１）、亘理町畑中貝塚（宮城県教育委員会　１９８６）、田柄貝塚（宮城県教育

委員会　１９８６）、大崎市中沢目貝塚（須藤編　１９９５）、涌谷町ツナギの沢貝塚（涌谷町教育委員会　２００４）

において見出すことができる。特に、近年の田柄貝塚・中沢目貝塚・里浜貝塚風越地点の調査では、

精緻な分層発掘調査が行われ、土器型式の連続的な変化が把握されている。ここでは、１９９１年に発掘

調査が行われ、１９９７年に報告書が刊行され、改めて土器の接合状況による帰属層位の検討結果が公表

された里浜貝塚風越地点（小井川　２００４）に基いて検討する。

　山居遺跡第Ⅱ群土器に類する土器は、里浜貝塚風越地区M区d（８０・８１層）及びN区d（１９３～２１４

層）から出土した「瘤状小突起施文の土器群」（風越Ⅱ群土器）に相当する。風越地区ではN区１９７層

の「刺突刻目」が施された１小片以外はすべて瘤状小突起施文の土器群から成り立っている。少なくと

も山居遺跡第Ⅱ群土器の中には「刺突刻目文」のみによって構成される土器はなく、風越Ⅱ群土器と

同様のものと考えられる。「刺突刻目文」に関しては、山居遺跡第Ⅱ群土器深鉢a類の第２５０図３では連

続する小貼瘤間に部分的にではあるが、連続刺突の施された箇所がある。

③第Ⅱ群土器の年代

　以上の比較検討により、山居遺跡第Ⅱ群土器は風越Ⅱ群土器に相当する。

　これらの土器は縄文時代後期後葉の「金剛寺式」（伊東　１９５７）と呼ばれる土器型式にあたり、近年

の研究成果によるのであれば「宮戸Ⅲa式」（後藤　１９５７・小井川　２００４）に相当する。「宮戸Ⅲa式」

は宮戸島里浜台囲貝塚第一層土器を標式とし、「瘤状小突起を有するもの、入組文・列点刺突・刷毛目

を有するものと細別されたが、これらも同層位中より出土せるもので、時間的な差がなく、同時期の

もの」（後藤　１９５６）とされていたのが、後に「宮戸Ⅲa式」「宮戸Ⅲb式」に細分された。その後の分

層発掘成果によるのであれば、この区分は有効なものであった。山居遺跡の調査もこの区分の有効性

を支持するものであり、山居遺跡第Ⅱ群土器はすべて「宮戸Ⅲa式」の範疇で捉えられるものである。

２６０



２６１

炭化物

炭
化
物

1

2

4c4a 4b

5a

5b

6 7

3
8 9 10 11

12

13
14

15

16

17

18

19b

19a

19c

20

21
24

22

23

深鉢ａ類（１～７） 深鉢ｂ類（８～ 11） 深鉢ｃ類（12）

深鉢ｄ類（13 ～ 19）

浅鉢ａ類（24）
深鉢底部（20 ～ 23）

第２５０図　第Ⅱ群土器の構成　（　　　　　　　　　　　）SX01②南側遺物包含層
　２ａ②層上面－２ｂ①層上面出土

0 10cm

（Scale 1：6）



　④第Ⅱ群土器の特徴

A．　胎土の特徴

　第Ⅱ群土器の胎土には、海綿状骨針の含有は認められなかった。胎土には砂粒をやや多く含む粗粒

のものがほとんどで、なかには３～５mm程の炭末を若干含む土器も見られる。土器圧痕の分析では道

管組織が確認され、木の小片と同定された。これは第Ⅱ群土器の大型品胎土にやや目立つ特徴である

が、他の土器にも少なからず認められる。こうした砂粒の目立つ胎土のほかに、胎土精良のもの（第

２５０図２）がわずかに認められる。胎土精良の土器では外面の火ハジケが顕著となっている。

B．　土器製作上の特徴

　粘土の積み上げ痕を残すものが多い。参考までに大型品では外面に幅１～１．５cmの粘土帯の積み上

げ痕を残すもの（１３）がある。器外面の積み上げ痕は縄文の施文幅にほぼ一致している。粘土の積み

上げ方は粘土帯ないしは粘土紐の上部に単純に積み上げていくもののほかに、断面内削ぎ状をなす上

部に積み上げていくものが認められる。

　底部には深鉢・浅鉢ともにごく低い台が付されるものがある。この台部は粘土紐の貼り付けによる

もののほかに、削り出しによるものも見られる。台の付されないものでも底面はケズリ調整の後にミ

ガキが施されており、木葉や網代の痕跡は認められない。

C．　地文の特徴

　指幅１本分の幅の狭い羽状縄文・斜行縄文を基本としている。附加条の施されるものはなく、２本撚

り合わせの単節縄文である。斜行縄文の中には、まれにLR／LLといった撚り戻し原体（１５）も見ら

れる。撚糸文は認められない。少数の櫛描文が認められる。

D．　器種組成の特徴

　深鉢形土器が９５％以上を占める。深鉢形土器の中には、口径４０cm前後の大型品（１・３・１３・１４・

１５）と中小型品とがある。他に浅鉢を若干伴う。

E．土器の使用痕跡

　大型の深鉢形土器では外面に被熱の痕跡や煤汚れの見られる土器でも、内面に炭化物が付着するも

のは認められなかった。中小型品でも内面に炭化物の付着するものは認められず、炭化物が土器胎土

に沈着したものが認められた。

（４）第Ⅲ群土器（第２５１図）

①土器の分類

　山居遺跡第Ⅲ群土器は深鉢形土器を主体とし、若干の浅鉢・壷形土器を伴う。口縁部の形状と文様

のあり方から、次の類型がある。

深鉢a類：頸部にくびれがあり、口縁部が緩やかに内湾する器形である。縄文地に横位の反転平行沈線

文が施されている。

深鉢b類：頸部にくびれがあり、口縁部が緩やかに内湾する器形である。弧状ないしは直線状の文様

意匠が磨消縄文によって構成されている。磨消は丁寧なミガキによって施され、磨消部がやや低くな
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るものもある。

深鉢c類：口縁部は緩やかに内湾する。地文には斜行～横走する縄文が施されている。

浅鉢a類：口縁部が緩やかに内湾する無文の浅鉢である。

壷a類：胴部にやや幅の広い平行沈線文が配されるものである。無文部は彫去風のミガキが施されて

いる。

②第Ⅲ群土器のSX０１②南側遺物包含層における取上げ層位と土器分類

　第Ⅲ群土器はB２～C２北ベルトの調査において最も多く出土した。B２～C２北ベルトでは、砂礫層包

含層２b②層の上面において安定面が検出され、B２～C２北ベルトでは深鉢b類が出土した。C３西ベル

トでは、深鉢c類・浅鉢a類が同一面から発見されている。砂礫層の包含層２b②層中からは深鉢b類と壷

a類が出土している。同じく砂礫層の包含層２b③層からは深鉢a類が出土している。

③第Ⅲ群土器の類例

　山居遺跡第Ⅲ群土器は、宮城県石巻市宝ヶ峯遺跡（伊東　１９５７、志間・桑月　１９９１）、東松島市里浜

貝塚台囲地区（後藤　１９５６・１９５７）、美里町青島貝塚（加藤・後藤　１９７５）、気仙沼市田柄貝塚（宮城

県教育委員会　１９８６a）、仙台市伊古田遺跡（仙台市教育委員会　１９９５）・王ノ壇遺跡（仙台市教育委員

会　２０００）、涌谷町ツナギの沢貝塚（涌谷町教育委員会　２００４）、登米市坂戸遺跡（迫町教育委員会　

２００５）において見出すことができる。ここでは、１９８９～１９９２年にかけて調査された仙台市王ノ壇遺

跡の分層成果に基いて検討する。
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　王ノ壇遺跡ではⅦ～Ⅹ層の調査でⅠ段階→Ⅱ段階→（Ⅷ層：黄褐色砂層／洪水堆積層）→Ⅲ・Ⅳ段

階の層位別・地点別の資料が得られている。Ⅰ段階は平行沈線文を多用した土器で、反転平行沈線文

の施されるものはない。Ⅱ・Ⅲ段階が反転平行沈線文が特徴的に認められる土器で、山居遺跡第Ⅲ群

土器深鉢a類に相当する。Ⅳ段階がS字状・クランク状の文様意匠に充填縄文を施し、口縁部や文様帯

の上下には刻目文による刺突列を施すものである。これらの土器は山居遺跡第Ⅲ群土器深鉢b類・c類

土器に相当するものと考えられる。

④第Ⅲ群土器の年代

　以上の検討により、第Ⅲ群土器深鉢a類を中心とする土器は王ノ壇遺跡Ⅱ・Ⅲ段階、第Ⅲ群土器深鉢

b類・c類を中心とする土器は王ノ壇遺跡Ⅳ段階に相当し、これらは縄文時代後期中葉の「宝ヶ峯式」

（伊東　１９５７、志間・桑月　１９９１）や「宮戸Ⅱa式・Ⅱb式」（後藤　１９５７）と呼ばれる土器型式に相

当する。

⑤第Ⅲ群土器の特徴

　第Ⅲ群土器の特徴として、次のものがある。

A．　胎土の特徴

　第Ⅲ群土器の胎土には、海綿状骨針の含有は認められなかった。砂粒のほかに、特に顕著な胎土の

特徴は認められない。

B．土器製作上の特徴

　粘土の積み上げ痕を残すものが多い。積み上げ幅は概ね２～２．５cmほどである。壷などを除いて、

粘土帯は下位の粘土帯の上部ないしはやや外側に積み上げている。

C．地文の特徴

　縄文では０段多条の単節縄文が多用され、附加条の施されるものはない。横位斜行縄文、横走縄文、

羽状縄文が施される。羽状縄文では、同一原体の縦回転・横回転によるものと、RL／LRの異種原体

によるものとがある。文様意匠を持つものでは、充填縄文が施され、その後丁寧なミガキが施され、

縄文施文部よりもミガキ部が１段下がるものが多い。撚糸文は確認されなかった。少数の櫛描文が認

められる。

D．器種組成の特徴

　深鉢形土器が約９割を占める。このほか、浅鉢・壷形土器がある。

E．土器の使用痕跡

　炭化物の付着するものが認められる。浅鉢a類の内面下部には炭化物の沈着が認められ、煮沸に用

いられたものである。

（５）第Ⅳ群土器（第２５２図）

①土器の分類

　山居遺跡第Ⅳ群土器では深鉢形土器を主体とし、袖珍土器を伴う。口縁部の形状と文様のあり方か

ら、次の類型がある。
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深鉢a類：頸部で緩やかにくびれ、口縁部は短くやや内湾する。口縁部には凹線文が施されている。

深鉢b類：頸部が緩やかに外反し、口縁部は外傾する。口縁部分は複合口縁状に肥厚する。口縁部に

は円形の盲孔・弧状文・凹線文が施されている。

深鉢c類：口縁部は緩やかに外反する。施される文様の種類によって次の４類に分けられる。

・１類：３～４本を単位とする多条沈線文によって文様が施される土器である。文様は懸垂文を基調と

し、横渦巻文（３）、渦巻文（４）、対角線上の斜行文（４・５）がある。多条沈線の交点部分は小フッ

ク状をなすもの（４）がある。

・２類：押圧縄文を用いた装飾が施される土器である。押圧縄文は口唇直下や口縁部の無文帯直下を

めぐる。

・３類：磨消や充填縄文によって文様が施される土器である。

・４類：口縁部を無文帯とし、地文のみの施されるものである。

深鉢d類：口縁部はわずかに内湾する。施される文様の種類によって次の２類に分けられる。

・１類：文様の施されるものである。横楕円形文（１３・１４）や円文（１５）が施されている。

・２類：地文のみの土器である。口縁部に無文帯が設けられるものと設けられないものとがある。

袖珍土器a類：積み上げ痕を残す口径約３cmほどの袖珍土器である。

②第Ⅳ群土器のSX０１③北西側遺物包含層における分層成果

　第Ⅳ群土器が出土したSX０１③北西側遺物包含層Ⅱa層上面～Ⅱa層中における一括遺物をまとめた

のが、第１３表である。包含層Ⅱa層上面からⅡa層中まで、特に大きな変化は窺えず、ひとつの土器群

と考えることができる。多条沈線文の施される深鉢c１類と地文のみのc４類を主体に、他の類型の土器

を若干伴っている。

③第Ⅳ群土器の類例

　山居遺跡第Ⅳ群土器は、宮城県内では、石巻市南境貝塚（宮城県教育委員会　１９６９b、後藤勝彦　

１９７４・２００４・２００５）、川崎町湯坪遺跡（宮城県教育委員会　１９７８）、大和町金取遺跡（宮城県教育委

員会　１９８０b）、仙台市山口遺跡（仙台市教育委員会　１９８１・１９８４）、蔵王町二屋敷遺跡（宮城県教育委

員会　１９８４a）、川崎町前田遺跡（宮城県教育委員会　１９８７a）・西林山遺跡（宮城県教育委員会　１９８７a）、

仙台市下ノ内浦遺跡（仙台市教育委員会　１９９６）、登米市坂戸遺跡（迫町教育委員会　２００５）ほかにお

いて類例を見出すことができる。特に石巻市南境貝塚では良好な層位関係のもとに本群土器が発見さ

れており、ここで若干の比較検討を行う。

石巻市南境貝塚（第２５３・２５４図）

　遺跡は同じ石巻市の旧北上川の下流部に位置し、山居遺跡とは１３．５km離れているに過ぎない。調

査は１９６７・６８年に行われ、その概報が１９６９年に刊行されている。その時の調査担当者の一人によっ

２６６

底部袖珍深鉢
木葉底網代底a類d2類d1類c4類c3類c2類c1類b類a類

121131Ⅱa層上面
7165732282Ⅱa層中

第１３表　第Ⅳ群土器のＳＸ０１③北西側遺物包含層における取上げ層位と土器分類



て、分層成果の概要が取りまとめられている（後藤　１９７４・２００４・２００５）。特に隣接する７・８トレ

ンチは良好な層位を示しており、７トレンチ第６中層（貝層）と８トレンチ第４層（第１貝層）、７トレン

チ第８層（混貝土層）と８トレンチ第６層（第２貝層）が同一層と捉えられている（後藤　２００５）。

　山居遺跡第Ⅳ群土器は、７トレンチでは第４層～第８層、８トレンチでは第２層～第６層において出土

している。南境貝塚では、十腰内第Ⅰ群土器（今井・磯崎　１９６８）と見られる土器が７トレンチでは第

３層～第７層（第２５３図２２～２３、４２～６２、９２、１０７）、８トレンチにおいては第３層～第４層（第２５４図

２７～４４、６８）において出土しており、山居遺跡では工事排土（第９図１１～１７）内で確認することは

できたが、SX０１③北西側遺物包含層では全く確認することができなかった。特に南境貝塚７トレンチ

第４層（獣魚骨層）と８トレンチ第３層（褐色土層）においては、図示された土器の約半数がこうした

十腰内Ⅰ群土器で占められており、少なくともSX０１③北西側遺物包含層を基準とする山居遺跡第Ⅳ

群土器がこうした段階に相当するものではない。

　一方、十腰内第Ⅰ群土器の伴出状況を基準に南境貝塚７・８トレンチの分層成果を再検討すると、①

十腰内第Ⅰ群土器を伴出しない段階：７トレンチ第８層・８トレンチ第５～６層、②十腰内第Ⅰ群土器を

ごく少数伴出する段階：７トレンチ第５～７層・８トレンチ第４層、③十腰内第Ⅰ群土器がある一定量占

める段階：７トレンチ第４層・８トレンチ第３層、④十腰内第Ⅰ群土器が再びごく少数伴出するに過ぎな

い段階：７トレンチ第３層の一部・８トレンチ第２層下層（注１）の四つの段階に分けることができる。７

トレンチ第４層・８トレンチ第３層で約半数を占めた十腰内第Ⅰ群土器は、その上層（黒色土層）では

再び少数例に戻っており、一時的に増加したに過ぎないことがわかる。

　（注１）　８トレンチQ－R区第２層（黒色土層）下層において「タテ沈線・帯縄文系」土器が出土した旨の記述はあ
るが、第２層下層出土の帯縄文系土器（十腰内第Ⅰ群土器）は図示されなかった。隣接する７トレンチ第３層
（黒土層）では、逆に十腰内第Ⅰ群土器２点のみが図示されている。

④第Ⅳ群土器の年代

　山居遺跡第Ⅳ群土器は後期前葉の南境式（伊東　１９５７）の一部に相当する。南境貝塚７・８トレン

チの分層成果によって土器の分析を行った後藤勝彦は、後期初頭から前葉の土器編年は、８トレンチ

では第９層土器：門前式周辺→第７・８層土器：宮戸Ⅰb式→第４～６層：宮戸Ⅰb式より新しい土器群→

第３層土器：東北北半の影響の強い土器群とし（後藤　２００５）、第７・８層土器の「宮戸Ⅰb式」（注２　

後藤　２００４・２００５）以外は、型式未命名の土器群とした。山居遺跡第Ⅳ群土器は南境貝塚８トレン

チ第４～６層の「宮戸Ⅰb式より新しい土器群」に相当する。

　名取川水系を断続的に調査する仙台市教育委員会では、後期初頭～前葉の土器編年を次の４段階に

細分（仙台市教育委員会　１９９６）する。六反田Ⅰ群→六反田Ⅱ群→下ノ内浦第Ⅲ群→山口遺跡８・１０

層とされ、六反田Ⅰ・Ⅱ群土器は多条沈線文土器を欠く段階とされ、山口遺跡８・１０層は「多条沈線

文を主体とし、十腰内Ⅰ式の新しい部分や堀ノ内２式、加曾利B１式土器が混じってくる段階」と理解

されている。下ノ内浦第Ⅲ群土器は多条沈線文を含む土器群で、第１１層～第１３層までの分層発掘に

よって、層位的な土器の変遷が明らかにされている。その分析によると、第１グループから第２グルー

２６７



プへの変遷が認められ、第２グループにおいて異系統土器がわずかに混在するとされており、下ノ内

浦第Ⅲ群から山口遺跡８・１０層土器への変遷を通して、南境貝塚における異系統土器のあり方がこの地

域においても概ね成立する可能性が高い。しかしながら、異系統土器の出現時期は地域によって異

なっている可能性も一方では否定できず、ここでは細分せずに山居遺跡第Ⅳ群土器は下ノ内浦第Ⅲ群

土器に概ね相当するとだけ捉えておく。

　参考までにSX０１③北西側遺物包含層Ⅱa層出土の第Ⅳ群土器のAMSによる較正年代はcal　

BC２０３０年（ISK－３）であった。

（注２）　「宮戸Ⅰb式」に関しては、後藤の最新の見解（後藤　２００４・２００５）に従う。「宮戸Ⅰb式」（後藤　１９５７）は当
初、里浜貝塚台囲地区の第三層（第３貝層～土層）出土の「第１類：隆線・稜線文土器」・「第２類：渦巻線刻施文土器」
の第２類土器を意味した。調査時の所見（後藤　１９５６）では、第１類・第２類ともに共伴し、同一時期のものとされ、
「第三層土器」は関東地方の堀之内式に相当すると位置づけられた。論文（後藤　１９５７）では、第三層土器は「宮戸Ⅰ
a式」・「宮戸Ⅰb式」に細分され、堀之内Ⅰ・Ⅱ式に相当する編年的序列が考えられるとされた。
　１９６６年の松島町西ノ浜貝塚Aトレンチの調査で「宮戸Ⅰ式の細分は確実になった」（宮城県教育委員会　１９６７）とさ
れ、下部貝層からは宮戸Ⅰ式第１類土器、上部貝層からは宮戸Ⅰ式第２類土器が出土したとされる。報告中、「宮戸Ⅰa
式」・「宮戸Ⅰb式」は用いられず、下部貝層土器は「大木１０式でも新しいもの」、上部貝層土器は宮戸Ⅰ式（２）とされた。
こうした考え方は１９６７・６８年の南境貝塚の調査にも継承され、概報（宮城県教育委員会　１９６９b）では７トレンチの第
４層（獣魚骨層）～第１１層上層（カキ純貝層）までの十腰内系を示す「××」も含めたすべてが「宮戸Ⅰb式」とされ、
「宮戸Ⅰb式」は「大木１０式」に後続する後期初頭～前葉部分すべてを包括する型式名称として用いられた。
　１９７４年に後藤は南境貝塚７トレンチと５・６トレンチの分層成果に基づき、「宮戸Ⅰb式周辺」の再検討（後藤　１９７４）
を行った。この中で後藤は「宮戸Ⅰb式」の範囲を７トレンチの第６層上層～第１１層上層までとし、十腰内系を示す
「××」を含む第４・５層を「宮戸Ⅰb式」から除外した。また「宮戸Ⅰa式」も大木１０式の新しい部分ではなく、後期初
頭に位置づけられるとされ、本文中では型式名は明示されなかったが、７トレンチの第１１層中層～第１２層の「△△」に
「宮戸Ⅰb式」は後続するとした。その上で、後藤は「宮戸Ⅰb式」を第１～１６類に分類し、さらにA・B・Cの３群に分
けられるとした。このうち、層位的にも「A群土器」は７トレンチ第９・１０層出土土器に、「B群土器」は同じく第６・７
層出土土器に相当するとし、このうち上層の多条沈線文土器を含むB群土器を「堀之内Ⅰ式に併行することは確実」で
あり、「宮戸Ⅰb式」はこのB群土器を指すと改めて定義した。C群土器は７トレンチ第４・５層において出土する宮戸Ⅰ
b式に後続する「東北北半十腰内Ⅰ式、大湯式の影響」が強い土器とし、層位的には「B群土器と混在している」とし
た。A群土器は「今までの宮戸Ⅰb式から細分分離することが妥当」とした。
　２００４・２００５年には後藤は改めて南境貝塚７・８トレンチの再検討を行った。両トレンチの層位相関を明らかにした
上で、７トレンチ第９～１１層（８トレンチ第７・８層）が「宮戸Ⅰb式」、７トレンチ第６～８層（８トレンチ第４～６層）が
「宮戸Ⅰb式より新しい一群」とした。１９７４年の群設定に従うのであれば、一転して下層のA群土器を「宮戸Ⅰb式」に
したことになるが、こうした所見はすでに発掘調査日誌にも記されていたことが明かされており（後藤　２００５）、元の
「宮戸Ⅰb式」に戻ったとも言えよう。

⑤第Ⅳ群土器の特徴

　第Ⅳ群土器の特徴として、次のものがある。

A．　胎土の特徴

　第Ⅳ群土器の胎土には、海綿状骨針の含有は認められなかった。砂粒のほかに、特に顕著な胎土の

特徴は認められない。

B．土器製作上の特徴

　粘土の積み上げ痕を残すものが多い。積み上げ幅は概ね３cmほどである。粘土帯は下位の粘土帯の

やや外側に積み上げている。

　底面には網代底・木葉底・無文の３種があり、木葉底が７４％を占める。網代底には、１本越１本潜・

２６８
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第２５３図　石巻市南境貝塚７トレンチ第３～９上層出土土器　（後藤２００４を改変） 第２５４図　石巻市南境貝塚８トレンチ第２～７層出土土器　（後藤２００５を改変）



２本越２本潜のほかに、菱形状の模様編みとしたものがある。

C．地文の特徴

　地文には縄文と撚糸文、櫛描文がある。縄文が約半分を占め、ほかに撚糸文、櫛描文がある。この

うち縄文は２本撚り合わせの単節縄文（LR）がほとんどを占め、附加条の施されるものはない。若干

のRL単節縄文、RLR複節縄文、稀少例としてLRr縄文・RR縄文を伴う。口縁部は横位斜行縄文、胴部

は縦位斜行縄文、横走縄文、縦走縄文が施されるものが多い。胴部には比較的高い頻度で横走縄文が

見られ、中には扇状に施文されたもの（第２５２図１２）もある。意匠文との関係では磨消縄文となるも

のと、充填縄文になるものの双方が認められる。

　撚糸文は細いR撚糸文がほとんどを占める。わずかに細いL撚糸文とやや太目のLR撚糸文が施され

ている。多くは縦走～斜走する撚糸文で走行方向に斉一性の見られるもののほかに、ローラー状に乱

雑に折り返して施文されたものもある。櫛描文はわずかに認められるに過ぎない。まれに器面調整の

縦ケズリの痕跡をそのまま残したものも見られる。

D．器種組成の特徴

　１点の袖珍土器以外は、すべて深鉢形土器である。

E．土器の使用痕跡

　深鉢形土器の内面下部に環状に炭化物が付着するものが多く見られる。外面では底面全体に煤状炭

化物が付着するもの、底面外縁～胴部下端にかけて環状に煤状炭化物が付着するもの、全体に被熱に

よる赤化・脆弱化したものがある。底面外縁～胴部下端にかけて環状に煤状炭化物が付着するもの（注

３）は何らかの支脚が用いられたものと考えられる。

（注３）最も典型的な例は写真図版２８－３－１、６０－２－４参照。底面外縁に煤状炭化物が付着し、底面中央には炭化物は
ほとんど付着していない。

（６）第Ⅴ群土器（第２５５図）

①土器の分類　山居遺跡第Ⅴ群土器は深鉢形土器から構成される。口縁部の形状と文様のあり方から、

次の類型がある。

深鉢a類：口縁部に環状把手が設けられ、口縁部・胴部ともに文様が施されるものである。胴部には

懸垂文を基調とする文様が施される。器形により２種に細分される。

・１類：口頸部が緩やかに外反するものである。

・２類：口縁部が緩やかに内湾するものである。

深鉢b類：環状把手の設けられないものである。胴部には懸垂文を基調とする文様が施される。円形

の盲孔・円形竹管文の施されるものがある。器形により２種に細分される。

・１類：口頸部が緩やかに外反するものである。

・２類：口縁部が緩やかに内湾するものである。

深鉢c類：地文のみのものである。無文帯の設けられるものがある。器形により２種に細分される。

・１類：口頸部が緩やかに外反するものである。
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・２類：口縁部が緩やかに内湾するものである。

②第Ⅴ群土器のSX０１③北西側遺物包含層における取上げ層位と土器分類

　ここでは、第Ⅴ群土器が最も良好な状態で出土した包含層Ⅱa層下部②層上面～Ⅱb①層上面の一括

遺物をまとめたのが、第１４表である。包含層Ⅱa層下部②層上面からⅡb①層上面まで、特に大きな変

化は窺えず、ひとつの土器群と考えることができる。深鉢b類・c類の外反形・内湾形深鉢を主体に、

装飾性に富んだ環状把手が設けられた深鉢a類が若干伴う。

③第Ⅴ群土器の類例

　宮城県内では東松島市里浜貝塚台囲地区（後藤　１９５６）、石巻市南境貝塚（伊東　１９５７、宮城県教育

委員会　１９６９b、後藤　１９７４・２００４・２００５）、松島町西ノ浜貝塚（宮城県教育委員会　１９６７）、美里町

青島貝塚（加藤・後藤　１９７５）、大和町金取遺跡（宮城県教育委員会　１９８０b、大和町教育委員会　２００４）、

仙台市六反田遺跡（仙台市教育委員会　１９８１b・１９８７）、白石市菅生田遺跡（宮城県教育委員会　１９８２b）、

蔵王町二屋敷遺跡（宮城県教育委員会　１９８４a）、色麻町大谷地遺跡（宮城県教育委員会　１９８４b）、気

仙沼市田柄貝塚（宮城県教育委員会　１９８６a）、登米市坂戸遺跡（迫町教育委員会　２００５）ほかにおい

て見出すことができる。また、北上川中流域の岩手県一関市貝鳥貝塚（岩手県花泉町教育委員会　

１９７１）・清水遺跡（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター　２００２）においても貝層や遺物包含層

の分層発掘が行われている。ここでは、北上川中下流域の石巻市南境貝塚・一関市貝鳥貝塚、名取川

水系の仙台市六反田遺跡との若干の比較検討を行う。

A．石巻市南境貝塚

　遺跡の位置や調査の概要は第Ⅳ群土器の項で述べたとおりである。ここでも７・８トレンチ（宮城県
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教育委員会　１９６９b、後藤　２００４・２００５）の分層成果に基いて、概観する。

・７トレンチ第８層・８トレンチ第５～６層土器：多条沈線文を含み、十腰内第Ⅰ群土器を含まない（第

２５３・２５４図参照）。

・７トレンチ第９～１１層・８トレンチ第７～８層土器：特に７トレンチでは純貝層と混貝土層が互層状（カ

キ・ハマグリ貝層、混貝土層、褐色混貝土層、カキ純貝層、混貝土層、ハマグリ純貝層）となり、良

好な層位のもとに、まとまった一群の土器が検出されている。器形は山居第Ⅴ群土器同様、外反形深

鉢と内湾形深鉢の２種からなる。口縁部には環状把手が付されるものもあり、胴部は１・２本単位の各種

懸垂文が主体をなし、３本単位のものも見られる。懸垂文は弧状・波状・鎖状のものがある。こうし

た点も山居遺跡第Ⅴ群土器と共通したあり方と考えることができる。

B．一関市貝鳥貝塚

　遺跡は旧花泉町にあり、山居遺跡の約２４km北北西、北上川の支流迫川水系の夏川流域の広義の仙

台平野最北部に位置している。調査は１９５６年以降断続的に行われ、１９７１年に報告書が刊行されてい

る。ここでは、１９６９年の第４次調査に基く。

　関東地方の称名寺式・堀之内Ⅰ・Ⅱ式と並行関係にあるものとして、貝鳥貝塚第Ⅱ群土器が設定さ

れている。分層成果のすべてが明らかにされたものではないが、実測の行われた主な土器はすべて地

区・層位が明らかにされており、これを手がかりに概観する。

・１８～２９層土器：３～４本の多条沈線文を主体とする土器である。山居遺跡第Ⅳ群土器に相当する。

・３０～３３層土器：１～２本の沈線文によって懸垂文が施される土器である。波頂部には円形の盲孔や

凸レンズ状文が施されるものがある。山居遺跡第Ⅴ群土器に相当するものである。

C．仙台市六反田遺跡

　遺跡は仙台市でも南部の太白区に所在する。山居遺跡の約５６km南西、名取川水系の笊川右岸に位

置している。調査は１９７６年以降度々行われ、１９８７年にこれまでの調査成果が総括（仙台市教育委員会

　１９８７b）されている。後期初頭～前葉の土器群は第Ⅰ群土器（Ⅰ区第９b層出土）、第Ⅱ群土器旧相

（Ⅱ区第９b層出土）、第Ⅱ群土器新相（Ⅱ区第９a層出土）と一応地区と層位によって分けられている。

　Ⅱ区第９a層は暗褐色シルト層で上面には埋設土器などが認められ、第９b層は黒褐色シルト層で人

為的な遺物包含層となっている。第９a層出土土器には少量ながら多条沈線文土器が含まれており、画

然と下ノ内浦第Ⅲ群土器と分離されているわけではない。「Ⅱ区第９a層出土土器は、基本的にはⅡ区

第９b層のものと共通するが、文様に変化がみられる。胴部に単位文としての蕨手文のみを配すると考

えられるものが出現している。」とされ、第９a層出土土器には第９b層出土土器と同様のものが多く、

南境貝塚のような良好な層位は得られていないものの、蕨手文出現の画期とされている。

④第Ⅴ群土器の年代

　山居遺跡第Ⅴ群土器は後期前葉の南境式（伊東　１９５７）の一部に相当する。南境貝塚の分層成果に

よって土器の編年研究を行った後藤勝彦は７トレンチ第９～１１層・８トレンチ第７・８層土器（後藤　

２００４・２００５）を縄文時代後期前葉の「宮戸Ⅰb式」（後藤　２００４・２００５）に位置づけており、山居

遺跡第Ⅴ群土器は「宮戸Ⅰb式」に相当する。
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　名取川水系を調査する仙台市教育委員会の調査成果によるのであれば、六反田Ⅱ群土器新相とされ

た段階に概ね相当する。前述のとおり、六反田遺跡においては必ずしも良好な層位は得られてはいな

いながらも、多条沈線文以前の典型的な蕨手状懸垂文の盛行期（仙台市教育委員会　１９８７b・１９９６）

と解されている。

⑤第Ⅴ群土器の特徴

　第Ⅴ群土器の特徴として、次のものがある。

A．　胎土の特徴

　第Ⅴ群土器の胎土には、海綿状骨針の含有は認められなかった。砂粒のほかに、特に顕著な胎土の

特徴は認められない。

B．土器製作上の特徴

　粘土の積み上げ痕を残すものが多い。積み上げ幅は概ね３cmほどである。壷を除いて、粘土帯は下

位の粘土帯のやや外側に積み上げている。

　底面には網代底・木葉底・無文の３種があり、網代底約６割・木葉底約３割で、大略２：１の比率で網

代底が過半を占める。網代底では、１本越２本潜が最も多く、１本越１本潜・２本越２本潜・４本越２本潜

などがあり、途中で編み方を変えたものや菱形状の模様編みとしたものなど種類は多様である。

C．地文の特徴

　地文には撚糸文と縄文、櫛描文がある。このうち撚糸文が約６割を占め、縄文と若干の櫛描文を伴

う。撚糸文は細いR撚糸文が多用され、わずかにL撚糸文とLR撚糸文が伴う。多くは縦走～斜走する

撚糸文で走行方向に斉一性の見られるもののほかに、ローラー状に乱雑に折り返して施文されたもの

（第２５５図２１）もある。

　縄文は２本撚り合わせの単節縄文（LR・RL）が多用され、附加条の施されるものはない。複節縄文

（RLR・LRL）の施されるものもある。比率的には、LRとRLRが用いられるものが多い。稀少例とし

てLRr縄文の施されたものがある。縦位斜行縄文を基調とし、横走縄文、縦走縄文が施されるものが

ある。意匠文との関係では、沈線文施文後にミガキが施される磨消縄文が見られる。ミガキ残しの箇

所も多い。

　櫛描文は若干認められるに過ぎない（２２）。まれに器面調整の縦ケズリの痕跡をそのまま残したも

のも見られる。

D．器種組成の特徴

　すべて深鉢形土器である。

E．土器の使用痕跡

　深鉢形土器の内面下部に環状に炭化物が付着するものが多く見られる。外面では底面全体に煤状炭

化物が付着するもの、底面外縁～胴部下端にかけて環状に煤状炭化物が付着するもの、全体に被熱に

よる赤化・脆弱化したものがある。底面外縁～胴部下端にかけて環状に煤状炭化物が付着するものは

何らかの支脚状のものが用いられたと考えられる。
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（７）第Ⅵ群土器（第２５６図）

①土器の分類

　すべて深鉢形土器である。器形は内湾形深鉢（１・１３・１５）と外反形深鉢（１１・１４）の２種が存在す

る。文様のあり方から次の類型がある。

深鉢a類：隆線文による装飾を伴うものである。隆線上に連続して刺突が施され、鎖状隆線文となるも

の（２）、断続して刺突の施されるもの（５）、２個１対の刻目文（隆線に平行する方向の刺突）の施され

るもの（３・４）がある。２本の平行する隆線文が施されるものは、間隔が狭い（３・４）。隆線に沿う

沈線文が施されるもの（１）、隆線とは独立に円文や弧状文が施されるもの（２・３）、沈線文を伴わな

いもの（４・５）がある。さらにボタン状貼付文（１）や円形竹管文（２）が施されるものがある。

深鉢b類：弧状の沈線文が施されるものである。２本の平行沈線文の場合、幅は概して狭い（６・７）。

大きな渦巻文が描かれ、さらに小渦巻文で加飾されるもの（６）がある。

深鉢c類：弧状の平行沈線間に１列の連続刺突が施され、鎖状刺突文が施されるもの（１０）である。２

本の平行沈線文の幅は概して狭く、やや広目のものは２列の連続刺突文が充填（９）されている。

深鉢d類：直線状の沈線文が施されるものである。

深鉢e類：地文のみのものである。

②第Ⅵ群土器の類例

　第Ⅳ群土器は宮城県内では、東松島市里浜貝塚袖窪地区（林　１９６５、小笠原　１９９３）、石巻市南境貝

塚（宮城県教育委員会　１９６９b、後藤　１９７４・２００４・２００５）、柴田町向畑遺跡（芳賀　１９７４）、美里町

青島貝塚（加藤・後藤　１９７５）、仙台市六反田遺跡（仙台市教育委員会　１９８１b・１９８７b）、栗原市青木

畑遺跡（宮城県教育委員会　１９８２a）、白石市菅生田遺跡（宮城県教育委員会　１９８２b）、蔵王町二屋敷
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第２５６図　第Ⅵ群土器の構成（　　　　　　　　）
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遺跡（宮城県教育委員会　１９８４a）、色麻町大谷地遺跡（宮城県教育委員会　１９８４b）、七ヶ宿町小梁川

東遺跡（宮城県教育委員会　１９８５）、気仙沼市田柄貝塚（宮城県教育委員会　１９８６a）、大和町金取遺跡

（大和町教育委員会　２００４）、涌谷町ツナギの沢貝塚（涌谷町教育委員会　２００４）、登米市坂戸遺跡（迫

町教育委員会　２００５）、栗原市鰻沢遺跡（築館町教育委員会　２００５）など、広く県内全域において見出

すことができる。

　ここでは、東松島市里浜貝塚袖窪地区・北上川中下流域の一関市清水遺跡、名取川水系の仙台市六

反田遺跡との若干の比較検討を行う。

A．東松島市里浜貝塚袖窪地区

　遺跡は宮戸島里浜貝塚の一部で、山居遺跡の約３０km南南西に位置している。調査は１９６２年に東北

大学教育学部歴史学研究室と宮戸島遺跡調査会によって発掘調査が行われた。１９６５年に「宮戸Ⅰ式

（南境式）」に先行する型式として「袖窪式」（林　１９６５）が設定された。その後、小笠原好彦によって

調査の概要と「袖窪Ⅰ式・Ⅱ式」の提唱（小笠原　１９９３）が行われている。出土地区・層位の詳細は

必ずしも明らかとはなっておらず、ここでは概括的な比較に留めておく。

　里浜貝塚袖窪地区の深鉢形土器の器形は緩い内湾形のものと外反形のもの２種が存在する。文様意

匠は隆線と沈線によって構成される。隆線上には刺突文が施されるものがあり、連続して施され鎖状

隆線文となるものがある。沈線文はやや幅の狭い平行沈線文によって、大きな渦巻文をはじめとする

弧状文やX字状文をはじめとする直線的な文様が施されるものがある。平行沈線間に刺突文が加えら

れ、鎖状刺突文を構成するものもある。単独沈線文によって懸垂文が描かれるものもある。文様意匠

の起点や交点などの要所にはボタン状貼付文が施されるものがある。こうした特徴は山居遺跡第Ⅵ群

土器に共通する特徴となっている。

　一方、山居遺跡第Ⅴ群土器では隆線文的な表現はほぼ把手のみに限定され、胴部に隆線を用いた装

飾を施すものはほとんどなく、里浜貝塚袖窪地区の土器群とは異なる様相を呈している。
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B．一関市清水遺跡（第２５８図）

　遺跡は北上川左岸の磐井川合流点付近、山居遺跡の約４１灼北北西に位置している。調査は１９９８年

～９９年にかけて行われ、２００２年に報告書が刊行されている。縄文時代中期後葉～後期前葉に及ぶ土

器が遺物包含層から出土している。山居遺跡第Ⅵ群土器に関しては、５ベルト－トレンチが最も良好

な層位を示している。ここでは、山居遺跡第Ⅵ群土器～第Ⅶ群土器に相当する１～８層土器について検

討する。

　５ベルト－トレンチの取上げ層位の１～２層から４～６層出土土器（１～３２）は、鎖状隆線文や幅の狭

い平行沈線間の鎖状刺突文が特徴的に見られ、文様意匠の交点等にはボタン状貼付文が付され、器面

全体に展開している。隆線上に２個１対の刻目文が施されるものでは、文様の交点部分にボタン状貼付

文が付され、それに近接して刻目文が施されている（３・２６）。幅の狭い無文帯は大小の渦巻文（１３・

１４・１６）や直線状の文様（２１・３１）が施されるものがあり、全体として山居遺跡第Ⅵ群土器や里浜

貝塚袖窪地区出土土器とほぼ同じ内容の土器と考えることができる。

　取上げ層位６層から８層出土土器（３３～４５）は、文様意匠の交点等には２個１対の刻目文が付され、

器面全体に展開している。ボタン状貼付文は把手や突起の一部に限定的に用いられる（３３）に過ぎず、

上層土器とは異なっている。こうした特徴は山居遺跡第Ⅶ群土器と同じである。

C．仙台市六反田遺跡

　遺跡の概要は前項において述べたとおりである。山居遺跡第Ⅵ群土器に類する土器は、Ⅰ区第９b～

９a層をはじめ、Ⅱ区第９c～９a層まで広汎に含まれており、層位的には明確に分離されない。比較的多

くの山居遺跡第Ⅵ群相当土器が出土するⅡ区第９b層についても、前述のとおり第９a層の土器と混在

している。

③第Ⅵ群土器の年代と地域性について

　山居遺跡第Ⅵ群土器は後期前葉の南境式の一部に相当する。その後の細別研究によれば、「袖窪式」

（林　１９６５、小笠原　１９９３）の範疇において捉えられる土器である。

　これまで袖窪式に関しては、その存否も含め、種々の検討が行われてきた。里浜貝塚袖窪地区にお

いては袖窪式土器の貝層を含む遺物包含層が数枚にわたって形成されていることが明らかとされ、第

２５８図に示した岩手県清水遺跡５ベルト－トレンチほか、６～９ベルト－トレンチおいてようやく層位

的にも袖窪式とその前後の土器型式が捉えられた。山居遺跡においても、袖窪式相当の第Ⅵ群土器が

第Ⅴ群土器の下位から出土することを確かめることができた。

　袖窪式は類例として掲げたように県内全域に分布し、また岩手県においても一関市清水遺跡のほか

に、滝沢村けや木の平団地遺跡（滝沢村教育委員会　１９９５）をはじめとする北上川中流域まで、その

分布をたどることができる。また、宮城県南部の柴田町向畑遺跡（芳賀　１９７４）、蔵王町二屋敷遺跡

（宮城県教育委員会　１９８４a）においては、鎖状刺突文を神奈川県称名寺B貝塚出土の称名寺第２群土器

（吉田　１９６０）と同様の文様意匠の中に充填したものがあり、鎖状刺突文は関東・東北地方に及ぶ広汎

な特徴のひとつとして捉えられよう。

　以上の検討により、袖窪式の編年的な位置づけとその空間的な広がりが、概ね明らかとなった。
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④第Ⅵ群土器の特徴

　第Ⅵ群土器の特徴として、次のものがある。

A．胎土の特徴

　第Ⅵ群土器の胎土には、海綿状骨針の含有は認められなかった。砂粒のほかに、特に顕著な胎土の

特徴は認められない。

B．土器製作上の特徴

　粘土の積み上げ痕を残すものがある。積み上げ幅は概ね２～３尺ほどである。粘土帯は下位の粘土

帯のやや外側に積み上げている。

C．地文の特徴

　点数は少ないものの、一応傾向性のみは把握しておく。地文には縄文・撚糸文・櫛描文があり、そ

れぞれ５：４：１程の割合で、比較的撚糸文が目立つ。縄文には単節・複節・LRr縄文があり、LR縄文

とRLR縄文の比率が高い。撚糸文は細いR撚糸文がほとんどを占める。ごく細い撚糸文も見られる。

櫛描文は縦位である。地文の様相は第Ⅴ群土器に近い内容となっている。

D．器種組成の特徴・土器の使用痕跡

　すべて深鉢形土器である。外面に炭化物の付着するものがある。

（８）第Ⅶ群土器（第２５９図）

　①土器の分類

　山居遺跡第Ⅶ群土器は深鉢形土器からなる。注口部の付く深鉢形土器や小型品がわずかながら認め

られた。口縁部の形状と文様のあり方から、次の類型がある。

深鉢a類：口縁部が胴上部で内湾する器形で、文様が隆線文や沈線文、刺突文で施される土器である。

大型の橋状部のある環状把手が付され、注口部を持つ土器は、口縁部が注口の位置で屈曲して内傾す

る。胴上部には巻き込みの浅い緩やかな４単位の渦巻文が主文様として配される。渦巻文は隆線文・

沈線文によって構成され、通常、縄文部とミガキの施された無文部の幅は概ね１：１で入組むように配

されている。隆線上の交点などには２個１対の刻目文が施されるものが多い。２個１対の刻目文は隆線

に対して直交方向の刻目文や隆線方向の刻目文がある。把手や突起にはボタン状貼付文が付されるも

の（１・３・５）がある。胴下部には懸垂文を伴うものと伴わないものとがある。

深鉢b類：口縁部が緩やかに外反ないしは外傾する器形である。やや内湾しながら外傾するもの（１１）

も本類に含める。胴中位に隆線がめぐり、４ないしは６単位の方形区画文が施されるものが多い。２本

の隆線で方形区画文が構成されるもの（１３・１４）もある。方形区画の中には、縄文部と無文部の面積

比が概ね１：１となるように、鍵形状の文様が沈線文によって描かれるもの（８～１１）がある。単に方

形状の沈線文を配したもの（１２）もある。隆線上には横位・縦位・斜位の２個１対の刻目文が施される

ものが多い。部分的に隆線を配し２個１対の刻目文、ボタン状貼付文を施したもの（１５）もある。胴下

部には懸垂文を伴うものと伴わないものとがある。

深鉢c類：地文のみの土器である。器形により２種に細分される。
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・１類：口縁部が緩やかに内湾ないしは内傾するものである。

・２類：口縁部が緩やかに外反ないしは外傾するものである。胴中位に稜線を伴うものがある。

②第Ⅶ群土器のSX０１②南側遺物包含層における取上げ層位と土器分類

　ここでは第Ⅶ群土器がSX０１②南側遺物包含層における一括遺物をまとめたのが、第１５表である。

　前述のように、包含層２b́ 層と包含層２c層は、層相の違いがあるものの、本来同一の層である可能

性が強い。第Ⅶ群土器は、概ね深鉢a類・b類・c１類・c２類ともに安定的な土器組成として遺物包含層

を形成していることが確かめられる。

③第Ⅶ群土器の類例

　第Ⅶ群土器は宮城県内では、東松島市里浜貝塚台囲地区（後藤　１９５６）、石巻市南境貝塚（宮城県教

育委員会　１９６９b、後藤　１９７４・２００４・２００５）、七ヶ浜町大木囲貝塚（原・馬目　１９６８）、石巻市沼津
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貝塚（藤沼　１９６８、石巻市教育委員会　１９７６）、美里町青島貝塚（加藤・後藤　１９７５）、石巻市天雄寺貝

塚（邊見　１９７６）、栗原市青木畑遺跡（宮城県教育委員会　１９８２a）、色麻町大谷地遺跡（宮城県教育委

員会　１９８４b）、気仙沼市田柄貝塚（宮城県教育委員会　１９８６a）、涌谷町ツナギの沢貝塚（涌谷町教育

委員会　２００４）、登米市坂戸遺跡（迫町教育委員会　２００５）、栗原市鰻沢遺跡（築館町教育委員会　２００５）

などの県北部を中心に見出すことができる。

　一方、県南部の柴田町向畑遺跡（芳賀　１９７４）、仙台市六反田遺跡（仙台市教育委員会　１９８７）、蔵

王町二屋敷遺跡（宮城県教育委員会　１９８４a）では、山居遺跡第Ⅶ群土器において顕著な２個１対の刻目

文を持つ土器は搬入品と見られるものが稀に出土しているだけに過ぎない。七ヶ宿町大梁川遺跡（宮

城県教育委員会　１９８８）においては、後期初頭の住居跡２軒・石敷遺構１基と遺物包含層起源の堆積層

１箇所が検出され、第２６０図２に示す土器が出土した。遺跡の西側に形成された遺物包含層起源の堆積

層には、他群土器は含まれておらず、概ねこの時期の様相を知ることができる。隆線文で加飾された

大型把手（１～５）を伴い、把手や突起にはボタン状貼付文や円形の盲孔が付されるものがある。胴部

文様も隆線によって構成されるもの（７・８・１９）が少なからず、存在する。カエリのつく連続刺突文

の施されるもの（１４）もある。二屋敷遺跡では南側遺物包含層から後期初頭～前葉の他群土器ととも

に第２６０図１に示した土器が出土している。大梁川遺跡とほぼ同じ深鉢形土器で、胴部文様は縄文部

と無文部の比率が１：１になるように構成されたもの（１・３）等がある。

　こうした特徴を持つ土器は、福島県いわき市愛谷遺跡（福島県いわき市教育委員会　１９８５）や田村

市越田和遺跡（福島県教育委員会　１９９６）等においても検出されており、関東地方の称名寺A貝塚出

土の称名寺第１群土器（吉田　１９６０）とも共通した特徴となっている。
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④第Ⅶ群土器の年代

　山居遺跡第Ⅶ群土器に類する土器の編年的な位置付けをめぐって、縄文時代中期末葉から後期初頭

の間を揺れ動いてきた。従来「門前式（小友式）」（江坂　１９５６・江坂ほか１９５９、吉田　１９６０）や「宮

戸Ⅰa式」（隆線・稜線文土器）（後藤　１９５７）、「観音堂式」（大迫町教育委員会　１９８６、本間　１９９４）、

あるいは大木１０式の一部（藤沼　１９６８、原・馬目　１９６８、宮城県教育委員会　１９６９b、宮城県　１９８１、

須藤　１９８５）などとさまざまな型式名で呼ばれて来た土器ではある。

　宮城県七ヶ浜町大木囲貝塚の「大木１０式」（山内　１９３７）の標式資料（早瀬ほか　２００６）中には、２

個１対の刻目文が施される土器が確かに存在（第２６１図）する。

　第２６１図１の注口部のつく深鉢形土器の注口下の大きな渦巻文の中心部の隆線上に２個１対の刺突が

施されている。他の部位の隆線上にはこうした刺突は加えられていない。同図２の橋状部のつく環状

把手の橋状部から延びる隆線上には、やや間延びした２個１対と見られる小刻目文が施されている。こ

れらの２個１対の刻目文は山居遺跡第Ⅶ群土器のように、隆線に対して直交方向・隆線方向・斜方向と

定型化し、文様意匠の交点を中心に器面全体に及ぶといったものではない。大木１０式においては装飾

性の高い土器の一部位に、ごくまれに２個１対の刻目文が見られるに過ぎず、またその刻目文の刺突の

あり方なども大きく異なっている。山居遺跡第Ⅶ群土器の把手や突起に散見されるボタン状貼付文に

関しては、大木１０式では全く見ることはできず、山居遺跡第Ⅶ群土器を中期末葉の「大木１０式」の範

疇で捉えることはできないであろう。むしろ山居遺跡第Ⅶ群土器は後期初頭の「門前式」や「称名寺

第１群土器」との共通性の方が高いと考えられる。

　参考までにSX０１②南側遺物包含層２c層中の第Ⅶ群土器のAMSによる較正年代はcalBC２２８０年

（ISK－４）であった。中期と後期の画期はcalBC２４７０（小林ほか　２００３）とされており、矛盾しない。

２８４

1

6

7

10

4

8

3

2

5
9

大木囲貝塚

第２６１図　大木１０式土器における２個１対の刻目文（早瀬ほか　２００６を改変）



⑤第Ⅶ群土器の特徴

　第Ⅶ群土器の特徴として、次のものがある。

A．　胎土の特徴

　第Ⅶ群土器の胎土には、海綿状骨針の含有は認められなかった。砂粒のほかに、特に顕著な胎土の

特徴は認められない。

B．土器製作上の特徴

　粘土の積み上げ痕を残すものがある。積み上げ幅は概ね２～３cmほどである。粘土帯は下位の粘土

帯のやや外側に積み上げている。マメ科種子が多量に混和された深鉢形土器が１個体（第２４７図参照）

ある。

　底面には網代底・木葉底・無文の３種があり、網代底約８割・木葉底約２割弱で、網代底が圧倒的に

多い。網代底では、１本越２本潜が最も多く、２本越２本潜・３本越３本潜などがあり、途中で変則的に

編み方を変えたものなどがある。菱形状の模様編みとしたものはなかった。

C．地文の特徴

　第Ⅶ群土器の地文には縄文と撚糸文、櫛描文がある。縄文が約８割を占め、撚糸文が約２割弱、櫛描

文がわずかに伴う。

　縄文は２本撚りの単節縄文が約８割、複節縄文が約２割弱、LRr縄文も散見される。単節縄文ではLR

縄文が約６割、RL縄文が約４割で、双方ともに０段多条のものが若干伴う。複節縄文ではRLR縄文が約

９割、LRL縄文が約１割で、若干の１段多条・０段多条のものもある。また、縄文末端に結節を施し、回

転したものが少数例ある。縄文の回転方向は縦位斜行を基調とし、横走・縦走気味のものや回転方向

に統一性の見られないものがある。口縁部に横位斜行、胴部に縦位斜行縄文を施したものや、方形区

画文などでは縦位斜行の後に部分的に横位斜行縄文が加えられ、同一原体による一部羽状としたもの

もある。文様との関係では、磨消縄文と充填縄文の両者がある。隆線文の施される土器では、下描沈

線文が施されるものが少なからず観察され、この時点で縄文が施文され、後に磨り消されるものと、

隆線貼付後さらに縄文が施文し直されるものがある。

　撚糸文は１段撚りが約２割、２段撚りが約８割を占める。１段撚りではR撚糸文が約８割、L撚糸文が約２

割である。２段撚りではLR撚糸文がほとんどを占めている。稀少例では撚糸の結縛部を回転施文した

ものも見られる。施文ではほとんどが縦走撚糸文で斜走するものがわずかにある。縄文と同様に、口

縁部に横回転、胴部に縦回転としたものも見られる。櫛描文はすべて縦位のもののみである。

D．器種組成の特徴

　すべて深鉢形土器である。なかには深鉢形土器で注口部のつくものや小型品がある。

E．土器の使用痕跡

　深鉢形土器の内面下部に環状に炭化物が付着するものが多く見られる。外面では底面全体に煤状炭

化物が付着するもの、底面外縁～胴部下端にかけて環状に煤状炭化物が付着するもの、全体に被熱に

よる赤化・脆弱化したものがある。底面外縁～胴部下端にかけて環状に煤状炭化物が付着するものは

何らかの支脚状のものが用いられたと考えられる。
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（９）第Ⅷ群土器（第２６２図）

①土器の分類

　すべて深鉢形土器である。器形は大きく口縁部が内湾するものと緩やかに外反するものに分けられ

る。口縁部の形状と文様のあり方から、次の類型がある。

深鉢a類：口縁部が内湾する器形である。環状把手が付されるものが多い。胴上部には大きな楕円形

区画文（１・２）や緩い渦巻文（３）が施される。意匠文はミガキの施された無文部が展開して構成さ

れ、末端部分や交点部分にはヒレ状隆線文が配される。

深鉢b類：口縁部が緩やかに外反するものである。山形状の波状縁で波頂部下には楕円形区画文が施

される。意匠文はミガキの施された無文部が展開して構成され、末端部分や交点部分にはヒレ状隆線

文が配される。口縁部の無文帯が弧状ないしは連弧状に分割されるもの（８～１０）、その弧状部が連続

刺突文によって充填されたもの（１０）がある。

深鉢c類：口縁部が緩やかに外反するものである。胴上部には方形区画文ないしは方形区画文を基調

とする文様が施されている。文様意匠には以下の３類がある。

・１類：方形区画文が展開するものである。無文部の末端や交点部分にはヒレ状隆線文が施されるも

のが多い。埋め文様として抱球文が施されるもの（１４）がある。５単位となるもの（１１）もある。

・２類：横位波濤文が配されるものである。ミガキ残しの部位や縄文部に方形区画の下描沈線文が残

されているもの（１５）がある。横位波濤文を作る無文部はややフック状に巻き上がり、無文部と無

文部の交接する部分にはヒレ状隆線文が付されるものが多い。

・３類：連鎖状隆線文が施されるものである。１６は内面にヒレ状隆線文が施され、胴上部には方形区

画文が配されている。１７は無文部の交点部分にやや長大なヒレ状隆線文が付され、連続刺突文が施

されている。山居遺跡第Ⅵ群土器の鎖状隆線文とは施文具の形状が異なっている。

深鉢d類：口縁部が緩やかに外反するものである。ほぼ同一幅の無文部がフック状、渦巻状あるいは円

文の周囲を取り巻くものである。

深鉢e類：意匠文を持たないものである。大型品が多く、器形は口縁部が緩やかに外反するものとやや

内湾もしくは内傾するものがある。次の３類がある。

・１類：口縁部にやや幅の広い無文帯がめぐるもので、沈線文を伴うものである。埋め文様の抱球文

の一種と見られる半円形文が施されるもの（２４）がある。

・２類：口縁部に無文帯がめぐり、沈線文を伴わないものである。

・３類：口縁部に無文帯がないものである。

　深鉢形土器の把手はすべて環状把手で橋状部と組み合うものはない。次の３種類がある。

把手①類：環状把手の環状部がメビウスの環のようにひねりがはいり、外面と内面がつながっている

ものである。さらにヒレ状隆線文による装飾の加えられるものがある。

把手②類：単純な環状把手である。

把手③類：環状部に連続刺突文の装飾の施されるものである。

　深鉢形土器の底面は木葉底・網代底・無文がある。
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②第Ⅷ群土器のSX０１②南側遺物包含層における取上げ層位と土器分類

　第Ⅷ群土器のSX０１②南側遺物包含層における一括遺物をまとめたのが、第１６表である。

　基本組成は楕円形区画文の施されるa類・b類と、方形区画文の施されるc１類、意匠文の無文部が

フック状、渦巻状あるいは円文の周囲を取り巻くd類に意匠文を持たないe類となっている。

③第Ⅷ群土器の類例

　第Ⅷ群土器は宮城県内でも数多くの類例が知られ、県北部だけでも七ヶ浜町大木囲貝塚（第２６１図・

山内　１９２９・１９３７・１９６１、山内先生没後２５年記念論集刊行会　１９９６、早瀬ほか　２００６）はじめ、松島

町西ノ浜貝塚（宮城県教育委員会　１９６７、松島町史編纂委員会　１９８９）、東松島市里浜梨木囲貝塚（芳

賀　１９６８）、石巻市沼津貝塚（藤沼　１９６８、石巻市教育委員会　１９７６）、涌谷町長根貝塚（宮城県教育委

員会　１９６９a）、石巻市南境貝塚（宮城県教育委員会　１９６９b、後藤　１９７４・２００４・２００５）、美里町青

島貝塚（加藤・後藤　１９７５）、石巻市天雄寺貝塚（邊見　１９７６）、大崎市玉造遺跡（宮城県教育委員会　

１９８０a）、登米市坂戸遺跡（迫町教育委員会　２００５）、栗原市鰻沢遺跡（築館町教育委員会　２００５）、石

巻市細谷B遺跡（宮城県教育委員会　２００６）などにおいて見出すことができる。

　特に山居遺跡第Ⅷ群土器の基本組成は、西ノ浜貝塚Aトレンチ第４層や梨木囲貝塚上部貝層（灰層・

キサゴ層・アサリ層・純貝層）、長根貝塚第１号住居跡埋設土器群の組成や、細谷B遺跡遺物包含層か

ら出土した土器とほぼ同一である。

　一方、大木囲貝塚の「大木１０式」土器の標式資料ともほぼ同類型と考えられるが、前述した大木１０

式における２個１対の刻目文は、山居遺跡第Ⅷ群土器及び他の遺跡においても確認することができない。

　県南部では、白石市菅生田遺跡（宮城県教育委員会　１９８２b）、蔵王町二屋敷遺跡（宮城県教育委員

会　１９８４a）、仙台市山田上ノ台遺跡（仙台市教育委員会　１９８７a）、七ヶ宿町大梁川遺跡（宮城県教育

委員会　１９８８）、仙台市下ノ内遺跡（仙台市教育委員会　１９９０）において同時期の遺跡が調査され、基

本的に山居遺跡第Ⅷ群土器と同様に楕円形区画文と方形区画文の深鉢形土器を主体とすることが明ら

かにされている。また、口縁部の連続刺突文や深鉢d類は県南部には見られず、逆にフック状に巻き

上がらない横位波濤文は県北部では明確ではなく、地域性のひとつと考えられる。

④第Ⅷ群土器の年代

　第Ⅷ群土器は縄文時代中期末葉の「大木１０式」（山内　１９３７）に相当し、近年の検討では「大木１０

式」は前半期と後半期に２分され、さらに前半期がふたつに分かれることが指摘（宮城県教育委員会　

１９８８、迫町教育委員会　２００５、築館町教育委員会　２００５）されている。このうち、山居遺跡第Ⅷ群

土器は、大木１０式の後半期に相当する。
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底部環状把手深鉢
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第１６表　第Ⅷ群土器のSX０１②南側遺物包含層における取上げ層位と土器分類



　参考までに、SX０１②南側遺物包含層３a層上面の第Ⅷ群土器のAMSによる較正年代はcalBC２５８０年

（ISK－１）であった。中期と後期の画期はcalBC２４７０（小林ほか　２００３）とされており、矛盾しない。

⑤第Ⅷ群土器の特徴

　第Ⅷ群土器の特徴として、次のものがある。

A．　胎土の特徴

　第Ⅷ群土器の胎土には、海綿状骨針の含有は認められなかった。砂粒のほかに、特に顕著な胎土の

特徴は認められない。

B．土器製作上の特徴

　粘土の積み上げ痕を残すものが多い。積み上げ幅は概ね２～３cmほどである。粘土帯は下位の粘土

帯のやや外側に積み上げている。

　底面には網代底・木葉底・無文の３種があり、網代底２割・木葉底３割強・無文４割強である。ミガキ

やケズリ調整が入りほとんど無文に等しい底部でも、網代や木葉の痕跡を残す底面は、網代底や木葉

底として計数しており、実際は調整の入った無文底はもっと多い。こうした調整は胴最下部～底面に

かけて、地文施文後にミガキ調整として施されるものが最も多い。網代底では、１本越１本潜１点・１本

越２本潜４点が認められた。他は調整によって磨り消されており、編み方は不明である。

C．地文の特徴

　地文には縄文と撚糸文がある。縄文が約９割強を占め、撚糸文が約１割弱、櫛描文は確認できなかっ

た。

　縄文は２本撚りの単節縄文が約６割、複節縄文が約４割である。単節縄文ではLR縄文が約７割強、RL

縄文が約３割弱で、双方ともに０段多条のものが若干伴う。複節縄文ではRLR縄文が約７割強、LRL縄

文が約２割強で、若干の０段多条のものがある。太細の同一原体２種使用とRLRとLRLの異種原体使用

のものが１点ずつある。また、繊維束による他条結縛の認められるものが１点あった。通常の結節回転

によるものは確認されなかった。縄文は縦位斜行縄文によるものである。文様との関係では、下描沈

線文の痕跡を残すものが認められ、下描沈線文→充填縄文→沈線文の引き直しの手順によっており、

縄文の全面施文→沈線文→磨消の手順によるいわゆる磨消縄文の存在は確認されなかった。

　撚糸文は１段撚りが約２割、２段撚りが約８割を占める。１段撚りではR撚糸文が約７割弱、L撚糸文が

約３割強である。細い撚糸文はない。２段撚りではLR撚糸文のみが認められた。いずれもすべて縦走

撚糸文である。

D．器種組成の特徴

　すべて深鉢形土器である。注口部の付くものは認められなかった。

E．土器の使用痕跡

　深鉢形土器の中小型品では内面下部に環状に炭化物が付着するものが多く見られる。外面では底面

全体に煤状炭化物が付着するもの、底面外縁～胴部下端にかけて環状に煤状炭化物が付着するもの、

全体に被熱による赤化・脆弱化したものがある。底面外縁～胴部下端にかけて環状に煤状炭化物が付

着するものは何らかの支脚状のものが用いられたと考えられる。
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　深鉢e類の大型品には内面に炭化物が付着しないものが認められた。また、喫水線（小林　２００３）

の認められる土器があり、２４の大型の深鉢では口縁下２２cmに喫水線が残されている。

（１０）第Ⅸ群土器（第２６３図）

①土器の分類

　すべて深鉢形土器である。器形は大きく口縁部が内湾するものと緩やかに外反するものに分けられ

る。口縁部の形状と文様のあり方から、次の類型がある。

深鉢a類：口縁部が内湾する器形である。次の２類がある。

・１類：隆線による弧状文が口縁部に展開する。波状縁（１）、平縁（２・３）がある。

・２類：沈線による弧状文が施されている。

深鉢b類：口縁部が緩やかに外反ないしは外傾する器形である。

・１類：環状把手の環状部がメビウスの環のようにひねりがはいり、外面と内面がつながっているも

のである。

・２類：環状把手に連続刺突文が施されるものである。

・３類：楕円形区画文が施されるものである。

・４類：口縁部に無文帯がめぐり、頸部に沈線文を伴うものである。

・５類：口縁部に無文帯がめぐり、沈線文を伴わないものである。

・６類：口縁部に無文帯がなく、地文の施されるものである。

このほか、胴部の文様には次の種類がある。

・①類：隆線によって無文帯が作られ、２列の刺突文を伴うものである。
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第２６３図　第Ⅸ群土器の構成（　　　　　　　）SX01②南側遺物包含層
３ａ層中出土土器
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・②類：隆線によって無文帯が作られるものである。

・③類：ヒレ状隆線文を伴うものである。

・④類：沈線によって無文帯が構成されるものである。２１は抱球文を伴っている。２１～２４は横位に

文様が展開している。

②第Ⅸ群土器の年代

　第Ⅸ群土器深鉢b１～b３類・③類は第Ⅷ群土器に類似した土器であり、大木１０式後半期に相当する。

深鉢a１類や深鉢①・②類に見られる隆線文や、２列の刺突文を伴うものは大崎市玉造遺跡第７号住居跡

（宮城県教育委員会　１９８０a）や登米市丸森山遺跡遺物包含層（宮城県教育委員会　２００７）において良

好な資料が得られており、大木１０式前半期後半に相当するものである。遺物包含層３a層は水の影響を

受けた粘土層であり、大木１０式前半期～後半期相当の土器を含んでいるものと考えられる。

（１１）第Ⅹ群土器（第２６４図）

　SX０１②南側遺物包含層３b層上面に炭化物の広がりがあり、１個体

の土器が出土している。工事箇所隣接地点からの出土であり、本来

この廃棄面はもっと広がっていたものと考えられる。

　３b層以下は無遺物層となっている。

①土器の分類

　深鉢形土器が１個体ある。

　深鉢a類：口縁部が緩いS字状をなす波状口縁土器である。口縁部

にはなだらかな凹線状に無文帯が設けられている。胴部には逆U字

状の文様が太い沈線文と隆線文で形作られ、全体に配されている。

②土器の年代

　第Ⅹ群土器は宮城県内では、七ヶ浜町大木囲貝塚（山内　１９２９・１９３７・１９６１、山内先生没後２５年

記念論集刊行会　１９９６・早瀬ほか　２００６）をはじめ、県北部だけでも東松島市里浜梨木囲貝塚（芳賀

　１９６８）、涌谷町長根貝塚（宮城県教育委員会　１９６９a）、石巻市南境貝塚（宮城県教育委員会　１９６９b、

後藤　１９７４・２００４・２００５）などにおいて見出すことができ、縄文時代中期後葉の「大木９式」（山内

　１９３７）に相当する。参考までにこの土器のAMSによる較正年代はcalBC２８７０年（ISK－７）であった。

３．そのほかの土器について（第２６５図）

　遺物包含層出土の第Ⅰ～Ⅹ群土器以外の土器が、わずかながら旧河道堆積層や遺物包含層への流れ

込みとして出土している。

　第２６５図１は広口壷形土器である。口縁部下端には細い円形竹管状工具による２方向からの密な刺突

が加えられている。口縁部には丸棒状工具による眼鏡状文が描かれている。類例は宮城県加美町道下

遺跡遺物包含層（宮崎町教育委員会　２００１）にあり、弥生時代後期天王山式土器の初期段階とされて

いる。

２９２

炭
化
物

0 10cm

（Scale 1：6）

第２６４図　第Ⅹ群土器

（　　　　　　　　）SX01②南側遺物包含層
３ｂ層上面出土土器



　同図２は深鉢形土器である。胴上部には工字文と連続刺突文が施されている。類例は登米市山王囲

遺跡（伊東・須藤　１９８５）Ⅴc－７・m・n層中に見られ、縄文時代晩期後葉大洞A式中段階とされている。

　同図３～５は深鉢形土器である。縦位の連続する刺突刻目文が施されている。類例は東松島市里浜

貝塚風越地点（東北歴史資料館　１９９７）の風越Ⅲ群土器（小井川　２００４）にあり、縄文時代後期後葉

宮戸Ⅲb式（後藤　１９６０・小井川　２００４）に相当する。

　同図６は深鉢形土器である。やや幅の狭い横位平行沈線文が多段にわたって施されている。出土し

たのはB２～C２北ベルト第１７９図１６層で、上層の同図１５層（SX０１②南側遺物包含層２b③層）中からは

山居遺跡第Ⅲ群土器、下層の同図１７層（旧河道SX２９堆積層）中からは山居遺跡第Ⅳ群土器が出土し

ている。類例は宮城県仙台市王ノ壇遺跡（仙台市教育委員会　２０００）Ⅹ層中～Ⅹ層上面の土器があり、

縄文時代後期前葉末～中葉初頭に位置づけられている。

　

４．遺構・旧河道の形成時期について

　SX０１①～③の遺物包含層の形成時期は、縄文時代晩期中葉の第Ⅰ群土器期から縄文時代中期後葉

の第Ⅹ群土器期に及ぶことが明らかになった。第２４８図に掲げた新旧関係と堆積層中に含まれる土器

の特徴から、その他の遺構・旧河道の形成時期は以下のように捉えられる。

・　旧河道SX０２堆積層：第Ⅰ群土器期

・　旧河道SX０３堆積層：第Ⅰ群土器期

・　SX０６堰状遺構：第Ⅰ群土器期

・　旧河道SX０４堆積層：第Ⅰ群土器期

・　SX０５堰状遺構：第Ⅰ群土器期

・　旧河道SX２０堆積層：第Ⅰ群土器期

・　SX２１杭跡・旧河道SX０７堆積層：第Ⅱ群土器期

・　土壙SK４・ピットPit３（SX０１②遺物包含層・C３西ベルト包含層２b①層上面検出）：第Ⅱ群土器期

・　旧河道SX０８堆積層：第Ⅱ群土器期

・　旧河道SX２３・２６堆積層：第Ⅱ群土器期

・　旧河道SX２４堆積層：第Ⅲ群土器期

２９３

1 2 3
4a 4b 5

6a
6b 6c

1 旧河道 SX02
　堆積層中

2 旧河道 SX03
　堆積層中 5 SX01②

　南側包含層 2a 層上面
4 SX01①
　北東側包含層 iia 層中

3 SX01②
　南側包含層 1c 層中

6 旧河道 SX29 堆積層中

第２６５図　そのほかの土器
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・　SX２２堰状遺構：第Ⅲ群土器期

・　旧河道SX２９・SX３０堆積層：第Ⅲ群土器期～第Ⅳ群土器期

・　旧河道SX２７堆積層：第Ⅷ群土器期

５．山居遺跡における土器組成と用途

　以上、山居遺跡では第Ⅰ群土器と第Ⅱ群土器の間には空白期があり、第Ⅱ～第Ⅹ群土器までは波は

あるものの大きな間隙なく、ほぼ継続的に使用されている。山居遺跡の土器組成と用途に関する通時

的な変化は第１７表のようにまとめられる。

　第Ⅰ群土器においては、９割以上をしめる深鉢・鉢の炭化物の付着が著しい。内面の炭化物では発泡

状を呈するものがある。また、漆塗を含む皿を若干伴っている。同時期の大和町摺萩遺跡第Ⅶ期土器

では、約７５％を深鉢・鉢が占め、約２５％を皿・壷・注口土器が占めている。ほぼ同時期の東松島市里

浜貝塚西畑地点の土器組成も、約７３％を深鉢・鉢、残りを浅鉢・壷・注口土器ほかが占めており、摺

萩遺跡とほとんど変わらず、山居遺跡遺物包含層の著しく煮沸に偏る土器組成とは対照的である。

　第Ⅱ～Ⅹ群土器においても深鉢が主体で、特に第Ⅴ～Ⅹ群土器においては深鉢のみの土器組成と

なっている。第Ⅱ～Ⅳ群土器において、煮沸以外の土器をわずかに伴っている。大型の深鉢内面には

炭化物の付着は認められない。中小型深鉢の内面下部には、環状に炭化物が付着するものが多く、い

わゆる「おこげ」に相当するものと考えられる。また底面外縁から胴部下端にかけて環状に煤状炭化

物が付着するものがあり、これらは何らかの支脚状のものが用いられたと考えられた。山居遺跡第Ⅷ

群土器と同じ中期末葉の七ヶ宿町大梁川遺跡第Ⅰ層土器においては、深鉢８６％、浅鉢１０％ほか、鉢、

台付鉢、器台、袖珍土器の組成から成り立っている。浅鉢の中には、炭化物の付着する注口付のもの

や小皿状のものがあり単純な計数はできないものの、９０％以上は煮沸用と見られる。宮城県北部では

統計処理に適する調査例はないものの、大木囲貝塚・坂戸遺跡・鰻沢遺跡・細谷B遺跡・丸森山遺跡

等において、浅鉢や袖珍土器などがわずかずつではあるが出土しており、基本的には大梁川遺跡の土

２９４

特徴器種主な出土層
海綿状骨針含有土器約1/3、深鉢・鉢に炭化物付着顕著－内面に発泡
状炭化物、皿・壷に漆塗土器

深鉢（9割以上）、鉢・皿
(若干）

遺物包含層・
旧河道堆積層

晩期中葉第Ⅰ群土器

口径40cm前後の大型深鉢を伴う。大型品胎土に炭末（木小片）を含
むものがある。炭化物は付着するものなく、沈着するものがある

深鉢（9割以上）、浅鉢（若
干）

遺物包含層・
旧河道堆積層

後期後葉第Ⅱ群土器

深鉢・浅鉢ともに炭化物の付着や沈着があり、煮沸用。
深鉢（約9割）、浅鉢・壷
(若干）

旧河道堆積層後期中葉第Ⅲ群土器

深鉢には大中小の別がある。通常、大型品内面には炭化物は付着しな
い。中小型品では、内面下部に環状に炭化物が付着するものが多い。
底面外縁～胴部下端にかけて環状に煤状炭化物の付着するものがある

深鉢のほかに、袖珍土器
1点

遺物包含層・
旧河道堆積層

後期前葉

第Ⅳ群土器

深鉢遺物包含層第Ⅴ群土器

深鉢遺物包含層第Ⅵ群土器
深鉢のうち、4点に注口
部付き

遺物包含層後期初頭第Ⅶ群土器

深鉢遺物包含層
中期末葉

第Ⅶ群土器

深鉢遺物包含層第Ⅸ群土器
深鉢内面下部に環状に炭化物付着する。深鉢1個体単独出土遺物包含層中期後葉第Ⅹ群土器

第１７表　山居遺跡の土器組成と用途の通時的な変化



器組成と変わらないものと推測される。山居遺跡遺物包含層における煮沸に供する深鉢のみの構成は、

土器組成におけるひとつの特色と言えよう。

６．その他の人工遺物について

　縄文土器以外の人工遺物では、円盤状土製品が３０点、剥片石器１２点、礫石器１１点、木製品３点があ

る。円盤状土製品の多くは遺物包含層に廃棄された縄文時代中期末葉～後期前葉のものであった。晩

期中葉第Ⅰ群土器では炭化物の付着した土器をそのまま円盤状土製品に加工しているものがあった。

　剥片石器では後期後葉以降、石匙２点・石鏃１点が出土したのみで、後期中葉以前のトゥールは出土

していない。石核や剥片は各期に１、２点ずつが出土している。石材では中期後葉～晩期中葉まで珪質

頁岩を素材とするものがある。後期前葉に黒曜石（湯の倉産？）、後期後葉～晩期中葉に鉄石英・在地

産と見られる黒色頁岩が用いられたものがある。

　礫石器では磨石・凹石・石皿・台石類が中期末葉～晩期中葉にかけて出土している。各期１、２点ず

つの出土で他の遺跡の遺物包含層と比較すると、極めて少ない量といえる。そのほか、被熱の痕跡や

炭化物が付着しただけの礫が出土したが、これらは一部取り上げただけであった。また、晩期中葉の

旧河道では、石棒破片１点が出土している。石材は磨石・凹石・石皿・台石類が砂岩、石棒が粘板岩で

いずれも在地産のものである。

７．自然遺物について

　自然遺物は動物遺存体・植物遺体がある。人為的な廃棄層からなる遺物包含層と旧河道堆積層とで

は内容に違いが認められた。

　遺物包含層では、動物遺存体は鳥骨を含む獣骨類の白色化・炭化した焼骨が主に出土した。焼骨は

概ね２cm以下の大きさで、細かな亀裂が走っており、軟部が付着した状態で焼かれたものと考えられ

る（茂原ほか　１９８６）。いずれも種別や部位の特定にはいたらなかった。遺物包含層にこうした獣骨類

２９５

材質器種主な出土遺構・層
珪質頁岩1点石核1点遺物包含層晩期中葉第Ⅰ群土器
珪質頁岩1点、鉄石英1点、黒色頁岩1点、
粘板岩１点、砂岩1点

円盤状土製品3点
石鏃1点、剥片2点、磨石１点、
石棒１点

旧河道堆積層

竹1点、砂岩1点カゴ1点、擦石１点（被熱）堰状遺構
鉄石英1点剥片1点遺物包含層（第Ⅰ～Ⅱ群土器）
珪質頁岩2点、黒色頁岩1点円盤状土製品2点石匙2点・剥片1点（熱ハジケ）遺物包含層　　後期後葉第Ⅱ群土器
木1点杭1点旧河道川べり
木1点截断面のある材1点旧河道堆積層
砂岩2点凹石1点（被熱）、磨石1点旧河道堆積層（第Ⅲ類～第Ⅵ群土器）

円盤状土製品1点遺物包含層後期中葉第Ⅲ群土器
砂岩１点磨石１点遺物包含層　　

後期前葉

第Ⅳ群土器

黒曜石（湯の倉産？）１点、石英１点

円盤状土製品17点

剥片２点遺物包含層第Ⅴ群土器

遺物包含層第Ⅵ群土器
砂岩2点磨石１点・台石１点遺物包含層後期初頭第Ⅶ群土器

珪質頁岩1点、砂岩2点円盤状土製品7点剥片１点（熱ハジケ）、磨石1
点・石皿1点

遺物包含層中期末葉第Ⅷ群土器

珪質頁岩1点剥片1点遺物包含層第Ⅸ群土器
遺物包含層中期後葉第Ⅷ群土器

第１８表　山居遺跡におけるその他の人工遺物の通時的な変化



の焼骨が廃棄された例は宮城県内では、中期初頭の栗原市嘉倉貝塚（宮城県教育委員会　２００３）、中期

初頭～前葉の七ヶ宿町小梁川遺跡（宮城県教育委員会　１９８６c）などが知られている。

　植物遺体ではおびただしい微粒炭が遺物包含層から得られ、それらは最大でも１０亜に満たない砕片

となっており、その多くはトチノキ炭化種皮破片と若干のオニグルミ炭化破片であった。後期後葉～

晩期中葉にかけては、これらを主体にブナ・クヌギ節・コナラ節・ヒシ・クリ・ブドウ等と種類が豊

富になっている。今回発見された大きさ１０亜に満たない大量のトチノキ炭化種皮破片は、東北地方だ

けでも、縄文時代前期中葉の秋田県池内遺跡（名久井　２００６）、縄文時代中期の青森県近野遺跡（青森

県教育委員会　２００６）、縄文時代後期の秋田県上谷地遺跡（秋田県教育委員会　２００５）・柏子所Ⅱ遺跡

（秋田県教育委員会　２００５）、縄文時代後期～晩期の山形県高瀬山遺跡（山形県埋蔵文化財センター　

２００５）、縄文時代晩期の青森県是川中居遺跡（八戸市教育委員会　２００２）での出土が知られている。

これらの遺跡は大掛かりな木組や木枠を用いた水さらし場を伴っており、山居遺跡例と必ずしも同一

視できるとは限らない。この中で２００２年に調査された秋田県能代市柏子所Ⅱ遺跡では、沢べりの捨

て場（遺物包含層）Ⅳ層が、水さらし場遺構（SX４２）によって切られ、さらに全体が捨て場（遺物

２９６

植物遺体
動物遺存体

主な出土
遺構・層 花粉種子・種実ほか

オニグルミ内果皮半分1採取イノシシ1点遺物包含層晩期中葉第Ⅰ群土器
SX03-ブナ科炭化果皮破片30・トチノキ炭化種皮破片
28・イタヤカエデ果実5・ニワトコ3・ブナ科2・イタヤ
カエデ種子2・広葉樹2・オニグルミ内果皮破片1・アサ
ダ果実1・トチノキ果皮破片1・トチノキ幼果1・マタタ
ビ種子1・ウコギ近似種1・クマノミズキ1・カヤツリグ
サ1・ミズソバ1・キンポウゲ1・スミレ属1）ほか、ト
チノキ34・オニグルミ31・ハクウンボク2・クリ1・カ
ヤ1（SX03）、トチノキ6・オニグルミ5（SX04)を採取

シカ9点旧河道堆積層

SX06-トチノキ種皮破片224・ブナ科炭化果皮破片15・
オニグルミ炭化内果皮破片5・トチノキ果皮破片3・コナ
ラ節炭化果実基部2・オニグルミ内果皮半分1・イタヤカ
エデ果実1・トチノキ炭化種皮破片1ミズキ内果皮1）、
SX05（トチノキ種皮破片6・幼果1）

シカ3点堰状遺構

少ない（樹木20個体/トチノキ属6・ハンノキ属4・コナ
ラ亜属3・ケヤキ属3・クリ属2・クマシデ属－アサダ属
1・ウルシ1、草本7個体/イネ科1・セリ科2・ヨモギ科
1・タンポポ亜科1、シダ植物胞子7）

微粒炭量多い/1585m㎡（2a層－トチノキ炭化種皮破片
1235・オニグルミ炭化内果皮破片318・ブナ科炭化果皮
破片178・クヌギ節炭化果実基部83・コナラ節炭化果皮
果実基部26・ヒシ属炭化果実破片7・クリ果実基部破片
3・アサダ2・ケヤキ2・ブドウ属炭化種子1・イタヤカ
エデ1）ほかトチノキ種皮破片1を採取

イノシシ1点
（被熱）・シカ
1点（被熱）

遺物包含層後期後葉～
晩期中葉

（第Ⅰ～Ⅱ
群土器）

遺物包含層後期後葉第Ⅱ群土器
多い（SX07・15①層-樹木225個体/トチノキ属84・ク
リ属80・コナラ亜属28・ケヤキ属12・ハンノキ属5・マ
ツ属複維管束亜属3・ヒノキ型2・クルミ属2・カエデ属
2・マツ属（不明）1・ヤナギ属1・クマシデ－アサダ属1・
カバノキ属1・シイノキ属1・ウコギ科1・ミズキ属1、
草本8個体/ヨモギ属3・イネ科2・ガマ属1・カヤツリグ
サ科1・アカザ科－ヒユ科1・シダ植物胞子37）、鞭虫卵1

微粒炭量少ない/670・608m㎡（SX07・15①層-マタ
タビ11・ムラサキシキブ属6・クマノミズキ6・ヤマグ
ワ3・タラノキ3・ミズキ3・ニワトコ2・広葉樹2・ノミ
ノフスマ2・オニグルミ炭化内果皮破片1・トチノキ炭化
種皮破片1・ケンポナシ属風化種子1・スミレ属1）ほか、
トチノキ13採取

シカ1点旧河道堆積層

トチノキ幼果1採取
シカ1点、
イノシシ1点
（被熱）

旧河道堆積層（第Ⅲ群～
第Ⅵ群土器）

旧河道堆積層後期中葉第Ⅲ群土器
遺物包含層

後期前葉
第Ⅳ群土器

遺物包含層第Ⅴ群土器
遺物包含層第Ⅵ群土器

まれ（樹木4個体/クリ属2・トチノキ属1・ハンノキ属1）微粒炭量多い/3147m㎡ －2c層＝トチノキ炭化種皮破
片362・オニグルミ炭化破片34

焼骨（獣骨含
鳥骨）

遺物包含層後期初頭第Ⅶ群土器

遺物包含層
中期末葉

第Ⅷ群土器
まれ（樹木2個体/クリ属2、シダ植物胞子10）微粒炭量多い/1054m㎡ －3a層中＝トチノキ炭化種皮

破片46・オニグルミ炭化破片10
遺物包含層第Ⅸ群土器

遺物包含層中期後葉第Ⅹ群土器

第１９表　山居遺跡における自然遺物の通時的な変化



包含層）Ⅱa層によって覆われている状況が確認された。Ⅳ層が縄文時代後期前葉～末葉、SX４２が後

期末葉、Ⅱa層が後期末葉～晩期の遺物包含層である。出土遺物のほとんどがこの遺物包含層から出

土しており、Ⅳ層では土器・石器とともに動物・魚類の焼骨、トチの種皮砕片が大量に検出されてい

る。Ⅱ層の遺物包含層では、こうした動植物遺体はほとんど出土していない。柏子所Ⅱ遺跡が沢の出

口付近に立地する点や、遺物包含層の形成箇所、出土遺物の組成、トチノキ種皮破片の出土状況など

において、山居遺跡に極めて類似した様相となっている。山形県寒河江市高瀬山遺跡の中では、晩期

石組遺構の北東に形成された炭化種子集中部のトチノキ種皮破片が最も類似する。高瀬山遺跡の石組

遺構は５～２５唖の約１，５００個を超える礫が隙間なく敷き詰められた「足場的な施設」で、木組遺構と

同時期に存在した一連の施設と考えられている。この石組遺構で加工された残滓が廃棄されたのが炭

化種子集中部と捉えられている。作業場的なスペースと認識された石組遺構内からは、磨石１点・凹石

１点の出土が見られたのみである点も、山居遺跡の遺物包含層に類似している。

　山居遺跡遺物包含層から出土した多量のトチノキ種皮砕片は、トチの実を種皮つきのまま粉砕して

アクを抜く方法による廃棄残滓と考えられた。こうしたトチの実の搗き砕きには、民俗例では「木槌」

が報告（名久井　２００６）されており、必ずしも敲石や磨石－石皿といった石製の道具が使用されると

は限らない。山居遺跡における礫石器の稀少性を考えると、むしろ何らかの木製敲打具によってこう

した作業が行われた可能性も考慮しなければならないだろう。

　遺物包含層中の花粉や胞子はほとんど分解しており、残っていないものの、中期後葉ではクリ、後

期初頭ではクリ・トチノキ・ハンノキ、後期後葉～晩期中葉では明らかにトチノキ優勢の林相となっ

ている。この中にはウルシ花粉１個体が含まれており、晩期中葉の漆塗土器との関連が考えられた。

　砂礫層と植物遺体を多量に含む有機質層の互層からなる旧河道堆積層では、被熱の痕跡のないスパ

イラル割れの特徴を示すシカの各部位が散発的ながら採取されている。これらは解体作業後、そのま

ま河道に投棄されたものと考えられた。旧河道の種皮や種実の調査においては、炭化種子・種実の出

土はごく少量であり、遺物包含層とは明らかに異なる様相を呈している。特にトチノキでは食用にな

らない果皮や幼果、幼種子などが一緒に出土している。このほか、調査時に旧河道から取り上げたオ

ニグルミの中には敲打痕を残すものが７０％を占めていた。このことから、オニグルミは敲打によって

半割され、その殻の多くは河道に投棄された可能性が考えられた。

　山居遺跡の旧河道堆積層における遺物

の出土状況は、１９９７年に調査された東松

島市里浜貝塚西畑地区J４３地点（鳴瀬町教

育委員会　１９９８）に類似している。J４３

地点は、ちょうど現海岸線の浜堤の後背

湿地にあたる標高２．７mの場所にあたり、

海抜０m付近まで調査が行われた。この

うち６層が有機質層、７層が無遺物の純粋

な砂層、８・９層（南境式～大木１０式期）

２９７

9層8b層８a層下部8a層上部産出部位分類群名
1内果皮完形オニグルミ
321完形食痕
111半分
11半分食痕
23202119半分割跡
34563318破片
133種子完形トチノキ
747136種子破片
1果実完形
3261914果実破片

43幼果
多葉先端クロマツ

1114球果

第２０表　里浜貝塚西畑地区J４３－１４におけるオニグルミ・トチノキ・クロマツの
　　　　　　　現地取り上げ状況　　（吉川　１９９９）を改変



が大量の植物遺体を含む粘土層となっている。出土土器は少なく、６層中の１個体が５片接合したのみ

で、他は全く接合していない。発掘調査における植物遺体現地取り上げ資料（第２０表）では、トチノ

キは食用にならない幼果や果実破片を多く含んでおり、やはり食用にはならないクロマツ球果も比較

的多く含んでいる。オニグルミは山居遺跡の旧河道堆積層と同様に半分割の痕跡を残すものや破片が

多く確認されている。また、山居遺跡遺物包含層で確認された多量のトチノキ種皮砕片は、J４３地点

の試料１００ccあたりの分析では、９層上部からわずか１点が確認されたに過ぎず、人為的な遺物包含層

とは著しく異なる様相を呈している。

　後期後葉の山居遺跡旧河道堆積層では、トチノキ・オニグルミの他にマタタビ・ムラサキシキブ属・

クマノミズキ・ヤマグワ等、晩期中葉ではブナ科・イタヤカエデ・ニワトコ等の炭化種子・種実が検

出された。旧河道堆積層には花粉や胞子が多く含まれ、後期後葉の旧河道の花粉分析では、トチノキ

属・クリ属・コナラ亜属・ケヤキ属・ハンノキ属・マツ属などが見つかっており、旧河道堆積層の花

粉の調査においてもトチノキ林優勢の林相が明らかになった。

　

８．遺構の性格について

　山居遺跡Ⅰ区においては、遺物包含層に掘り込まれた土壙１基とピット１個、旧河道においては堰状

遺構３基と杭跡１箇所が検出された。

　土壙とピットはSX０１②遺物包含層・C３西ベルトの包含層２b①層上面において検出された。ともに

堆積土は黒褐色～黒色シルトの自然堆積層であった。土壙の堆積層中には第Ⅱ群土器が含まれており、

概ね縄文時代後期後葉の第Ⅱ群土器期に相当するものと考えられる。周囲には安定した層理面の包含

層２a②層上面－２b①層上面が広がっており、この面が掘り込み面と考えられた。

　旧河道からは、堰状遺構SX０５・０６・２２と杭跡SX２１が検出された。SX０５・０６は旧河道SX０４・SX０３

内で確認され、出土土器から縄文時代晩期中葉の第Ⅰ群土器期に属するものである。このうち、

SX０５では、下流側に深鉢形土器の大破片や被熱による赤変の認められる礫などが立てられたように

並んで検出された。堆積層上部は浮遊物と見られる木の枝やトチの実、クルミを含む有機質層となっ

ていた。遺構の東側は旧河道SX０３によって壊されていた。SX０６では、上流側に裁断面のある材が旧

河道を横切るように並び、下流側には被熱による赤変の認められる礫を含む拳大の礫が集中して確認

された。その間の黒褐色粘土層から炭化していない生トチとカゴ断片が発見され、下流側の礫は本来

堰状を成していたものと考えられた。植物遺体の分析からも、SX０６堆積層中から出土した生トチは

他の旧河道堆積層中から出土したものとは異なる態様であることが指摘されており、果皮を外した状

態で人為的に持ち込まれたものと考えられた。SX２２は旧河道SX２４内で確認され、SX２２堆積層中か

らは第Ⅳ群土器の小片が１点発見されたが、SX２４堆積層中には第Ⅲ群土器が含まれており、縄文時代

後期中葉に属するものと考えられた。SX０６と同様に下流側に被熱による赤変の認められる礫を含む

拳大の礫が集中して確認され、上流側の黒色土層中に完形を含むトチノキ種子が確認され、これらに

ついても果皮を外した状態で人為的に持ち込まれたものと考えられた。民俗例では、採集した生トチ

を水に漬けて虫出しする方法や生トチを１０日間ほど流水に晒しその後に平らな石に載せて叩いて皮

２９８



をとる方法（名久井　２００６）が知られており、生トチを水に漬けるか晒すかするための施設であった

と考えられる。１本だけ確認された木杭跡SX２１も流路にこうした生トチが流出してしまわないように

するための施設の一部であった可能性も考えられよう。

９．遺跡の性格について

　以上、山居遺跡における個々の人工・自然遺物、遺構などの分析を通じて、その時期や用途などに

ついて明らかにすることができた。おわりに山居遺跡全体の性格に関して総括し、むすびとしたい。

　剥片石器では遺物包含層から、後期後葉の石匙が２点出土しているのみである。全時代を通じてご

く少数の石核や剥片が出土しているに過ぎず、この遺跡が本格的な石器製作の場であったとは考えに

くい。剥片類では他の遺物包含層出土遺物同様、被熱の痕跡を残すものがあるのも特色のひとつであ

ろう。磨石・凹石類や石皿・台石類も遺物量に比べて、ほとんどまれにしか出土していないと言え、

この場において、本格的な製粉作業が行われたとも考えにくい。旧河道堆積層からは石鏃１点・石棒１

点が出土しているものの、特に石棒は割口まで摩滅したものであり、これらはさらに上流部から流さ

れて来た可能性があろう。こうした点から、狩猟や石棒祭祀の場であったとも考えられない。また、

土偶や土版・岩版、装身具の類は全く出土しておらず、そうした呪術ないしは葬送とも、山居遺跡は

関わりがないものと考えられる。

　山居遺跡遺物包含層の炭化物砕片の多くはトチノキ炭化種皮破片であった。また旧河道中の堰状遺

構からは出土状況から本来完形であったと考えられる生トチとカゴ断片が出土している。これらのこ

とから、山居遺跡はトチの実の採集～水漬けないしは水晒し～搗き砕きによるアク抜き～加工及び残

滓の廃棄が主として行われた遺跡と考えられた。土器の使用の痕跡では、深鉢の多くはいわゆるおこ

げの跡と考えられる炭化物－特に晩期中葉では発泡状－が残っており、調理具と考えられる。焼けた

獣骨・鳥骨も出土しており、何らかの調理や食事もこの場で行われたものと考えられる。炭化物の痕

跡が見られない大型の深鉢は湯沸しに使われたと見られ、トチの加工のどこかの工程で用いられた可

能性があろう。

　以上、山居遺跡は縄文集落という観点からは、余りにも欠落しているものや、極端に偏っている部

分があり、この遺跡だけをもって当時の生活が完結していたとは考えにくい。また、谷底の沢べりに

は小平地が認められるものの、集落を構成するには狭過ぎ、恒常的に集落を営むには物理的にほとん

ど不可能なものと考えられる。現在、山居沢は近世絵図にも描かれている昆布沼に注いでおり、その

沼のほとりの独立丘陵には山居遺跡とほぼ同時代の大木１０式～大洞Á 式に及ぶ深山貝塚が知られて

いる（加藤　１９６１）。桃生町教育委員会による桃生小学校保管の伝深山貝塚出土土器の調査では大木８b

式土器も確認（桃生町町史編纂委員会　１９９６）されており、遺跡の開始時期は中期中葉まで遡る可能

性もある。深山貝塚では後期各期、大洞B旧式、大洞C２式、大洞A式の土器も発見されており、深山

貝塚と山居遺跡の継続期間は概ね重複している。また、深山貝塚には土偶や石器などの多様な出土遺

物（桃生町史編纂委員会　１９８８・１９９６）があり、縄文集落としての要件はほぼ満たしていると言える。

この深山貝塚を拠点集落とする季節的な労働が、山居遺跡では行われていたものと考えられよう。

２９９



第Ⅴ章　まとめ

１．山居遺跡（Ⅰ区）は主として縄文時代中期後葉から晩期中葉に関わる遺跡である。

２．発見された遺構には土壙１基、ピット１個、堰状遺構３基、杭跡１ヶ所、遺物包含層３ヶ所があり、

旧河道堆積層も検出された。

３．遺物包含層からは大量の土器とともに、主としてトチノキ炭化種皮破片が多量に出土した。旧河

道中の堰状遺構SX０６からは生トチとカゴ断片が出土している。

４．土器組成や石器組成をはじめとし、縄文時代の遺物組成から見て、大きな偏りがあり、近接する

深山貝塚との関連が考えられた。

３００
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秋田県教育委員会　２００５a『上谷地遺跡・新谷地遺跡』秋田県埋蔵文化財調査報告書第３９５集
秋田県教育委員会　２００５b『柏子所Ⅱ遺跡』秋田県埋蔵文化財調査報告書第３９８集
石巻市教育委員会　１９７６『沼津貝塚保存管理計画策定事業報告書』
伊東信雄　１９５７「古代史」『宮城県史』宮城県史刊行会
伊東信雄・須藤　隆　１９８５『山王囲遺跡調査図録』宮城県一迫町教育委員会
今井富士雄・磯崎正彦　１９６８「十腰内遺跡」『岩木山』pp．３１６～３８８
岩手県花泉町教育委員会　１９７１『貝鳥貝塚』
岩手県文化振興事業団　２００２『清水遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第３８２集
植田房雄　１９５４ 「宮城県樫崎貝塚の地質学的研究先史日本人類の時代について（予報）」（『桃生町史』第２巻資料編pp．

６５４～６６５に再録）
江坂輝彌　１９５６「各地域の縄文式土器　東北」『日本考古学講座』３　pp．９１～１２４　河出書房
江坂輝彌ほか　１９５９「日本各地の縄文式土器形式編年と推定文化圏」『世界考古学大系１　日本Ⅰ』巻末折込　平凡社
大迫町教育委員会　１９８６『観音堂遺跡－第１次～６次発掘調査報告書－』大迫町埋蔵文化財報告１１
小笠原好彦　１９９３ 「袖窪貝塚出土の縄文後期初頭土器」『宮城史学』特別号（第１４・１５・１６号）宮城歴史教育研究会

pp．４～２２
加藤　孝　１９６１「考古学上よりみた桃生村内の古代遺跡」『桃生村誌』附録pp．１～１８
加藤　孝・後藤勝彦　１９７５「登米郡南方町青島貝塚発掘調査報告」『南方町史』資料編２巻　宮城県南方町
小井川和夫　２００４「里浜貝塚風越地点出土土器の検討」『東北歴史博物館研究紀要』５　pp．１７～５１　東北歴史博物館
後藤勝彦　１９５６ 「宮城県宮戸島里浜台囲貝塚の研究」『宮城県の地理と歴史』１
後藤勝彦　１９５７ 「陸前宮戸島里浜台囲貝塚出土の土器編年について」『塩竈市教育論文』２
後藤勝彦　１９６０ 「宮城県名取市高館金剛寺貝塚出土縄文式土器の研究」『宮城県の地理と歴史』２　pp．１０９～１２２　地

域社会研究会
後藤勝彦　１９６２ 「陸前宮戸島里浜台囲貝塚出土の土器について－陸前地方後期縄文式文化の編年的研究－」『考古学

雑誌』４８－１　日本考古学会
後藤勝彦　１９７４ 「縄文後期宮戸Ⅰb式周辺の吟味－南境貝塚出土の土器をもととして－」『東北の考古・歴史論集』　pp．

７９～１１０　平重道先生還暦記念会
後藤勝彦　２００４ 「南境貝塚調査の層位的成果Ⅰ　７トレンチの場合－陸前地方縄文中期から後期の編年学的研究－」

『宮城考古学』６　pp．６３～１１０　宮城県考古学会
後藤勝彦　２００５ 「南境貝塚調査の層位的成果Ⅱ　８トレンチの場合－陸前地方縄文中期から後期の編年学的研究－」

『宮城史学』２４　pp．１～２９　宮城教育大学歴史研究会
小林謙一ほか　２００３　「AMS１４C年代による縄紋土器型式の変化の時間幅」『日本考古学協会第６９回大会総合研究発

表要旨』
小林謙一　２００６ 「東日本の縄文晩期の年代」『弥生農耕の起源と東アジア』News　Letter　No．４　国立歴史民俗博物館
小林正史　２００３ 「使用痕跡からみた縄文・弥生土器による調理方法」『石川県考古学研究会会誌』４６　pp．６７～９６
齋藤良治　１９６０ 「宮城県鳴瀬町宮戸台囲貝塚の研究－昭和３０年度Cトレンチ－」『宮城県の地理と歴史』２
齋藤良治　１９６８ 「陸前地方縄文文化後期後半の土器編年について－宮戸台囲貝塚及び西ノ浜貝塚出土の土器を中心

として」『宮城県の地理と歴史』３
札幌市教育委員会　１９７５『S２３９遺跡』札幌市文化財調査報告書Ⅸ
茂原信生・桜井秀雄・小野寺　覚　１９８６ 「小梁川遺跡出土の人骨および獣骨」『小梁川遺跡　遺物包含層土器編』pp．

６４３～６４６宮城県文化財調査報告書第１１７集
志間泰治　１９５６「宮城県伊具郡岩ノ入遺跡」『日本考古学年報』９　日本考古学協会
志間泰治　１９６０「丸森町清水遺跡の調査」『宮城県の地理と歴史』２　pp．９８～１０８　地域社会研究会
志間泰治・桑月　鮮　１９９１『宝ヶ峯』財団法人齋藤報恩会編
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須藤　隆　１９８５ 「東北地方における縄文集落の研究」『東北大学考古学研究報告』１　pp．１～３６　東北大学文学部考
古学研究室

須藤　隆　１９９２ 「東北地方における晩期縄文土器の成立過程」『東北文化論のための先史学歴史学論集』pp．６５５～
７０８　加藤稔先生還暦記念会編

須藤　隆編　１９９５『縄文時代晩期貝塚の研究２　中沢目貝塚Ⅱ』東北大学文学部考古学研究室
須藤　隆　１９９８『東北日本先史時代文化変化・社会変動の研究　縄文から弥生へ』
仙台市教育委員会　１９８１a『山口遺跡発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第３３集
仙台市教育委員会　１９８１b『六反田遺跡発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第３４集
仙台市文化財調査報告書　１９８４『山口遺跡Ⅱ』仙台市文化財調査報告書第６１集
仙台市教育委員会　１９８７a『山田上ノ台遺跡』仙台市文化財調査報告書第１００集
仙台市教育委員会　１９８７b『六反田遺跡Ⅲ』仙台市文化財調査報告書第１０２集
仙台市教育委員会　１９９０『下ノ内遺跡－仙台市高速鉄道関係遺跡調査報告書Ⅱ－』仙台市文化財調査報告書第１３６集
仙台市教育委員会　１９９５『伊古田遺跡－仙台市高速鉄道関係遺跡調査報告書Ⅲ－』仙台市文化財調査報告書第１９３集
仙台市教育委員会　１９９６『下ノ内浦遺跡・山口遺跡』仙台市文化財調査報告書第２０７集
仙台市教育委員会　２０００『王ノ壇遺跡』仙台市文化財調査報告書第２４９集
大和町教育委員会　２００４『金取遺跡ほか』大和町文化財調査報告書第１４集
滝沢村教育委員会　１９９５『けや木の平団地遺跡』岩手県滝沢村文化財調査報告書第３０集
築館町教育委員会　２００５『鰻沢遺跡』築館町文化財調査報告書第１８集
東北歴史資料館　１９８３『里浜貝塚Ⅱ』東北歴史資料館資料集７
東北歴史資料館　１９９７『里浜貝塚Ⅹ』東北歴史資料館資料集４３
名久井文明　２００６「トチ食料化の起源－民俗例からの遡源的考察－」『日本考古学』第２２号　pp．７１～９３　日本考古学

協会
鳴瀬町教育委員会　１９９８『里浜貝塚　平成９年度発掘調査概報』鳴瀬町文化財調査報告書第３集
鳴瀬町教育委員会　１９９９『里浜貝塚　平成１０年度発掘調査概報』鳴瀬町文化財調査報告書第５集
西田泰民　１９９４ 「東北北部における海綿骨針含有土器」『平成４年度科学研究費補助（総合A）研究成果報告書（課題

　０４３０１０４９）縄紋晩期前葉－中葉の広域編年』pp．２２～２４　北海道大学文学部
芳賀寿幸　１９７４ 「向畑遺跡調査概報」『柴田町郷土研究会会報』７（柴田町　１９８３『柴田町史』資料篇Ⅰに再掲）
芳賀良光　１９６８ 「宮城県宮戸島貝塚梨木囲遺跡の研究」『仙台湾周辺の考古学的研究』pp．４５～５３
迫町教育委員会　２００５『坂戸遺跡』迫町文化財調査報告書第４集
八戸市教育委員会　２００２『是川中居遺跡Ⅰ』八戸市埋蔵文化財調査報告書第９１集
林　謙作　１９６５「縄文文化の発展と地域性　東北」『日本の考古学』Ⅱ　河出書房新社
早瀬亮介・菅野智則・須藤隆　２００６ 「東北大学文学研究科考古学陳列館所蔵大木囲貝塚出土基準資料」『東北大学総

合学術博物館研究紀要』５　pp．１～４０
原　信行・馬目順一　１９６８「宮城県大木囲貝塚発見の遺物について」『古代』５１　pp．３１～４２
福島県いわき市教育委員会　１９８５『愛谷遺跡』いわき市埋蔵文化財調査報告書第１２冊
福島県教育委員会　１９９６『三春ダム関連遺跡発掘調査報告８　』福島県文化財調査報告書第３２２集
藤沼邦彦　１９６８『石巻市沼津貝塚調査概報』
藤沼邦彦　１９８９「亀ヶ岡式土器様式」『縄文土器大観』４　pp．３１８～３２４
邊見鞆高　１９７６『天雄寺貝塚』１　南三陸先史文化研究会
星川清親・庄司駒男　１９８７ 「小梁川遺跡より出土の植物遺体の鑑定」『七ヶ宿ダム関連遺跡発掘調査報告書Ⅲ　小梁

川遺跡』宮城県文化財調査報告書第１２２集　pp．４７１～４７６
槇　要照　１９６８「陸前地方縄文文化後期末遺物に研究－台囲出土の土器についての一考察」『宮城県の地理と歴史』３
松島町史編纂委員会　１９８９『松島町史（資料編Ⅰ）』松島町
宮城県　１９８１　『宮城県史』３４（資料篇１１）　宮城県史刊行会
宮城県塩釜女子高等学校社会部　１９７０「宮城県七ヶ浜町二月田貝塚発掘調査報告」『貝輪』６
宮城県塩釜女子高等学校社会部　１９７１「宮城県七ヶ浜町二月田貝塚第二次発掘調査報告」『貝輪』７
宮城県教育委員会　１９６７ 「西ノ浜貝塚緊急発掘調査概報」『新産業都市指定地区埋蔵文化財緊急発掘調査等報告書』

宮城県文化財調査報告書第１３集
宮城県教育委員会　１９６９a『埋蔵文化財緊急発掘調査概報－長根貝塚－』宮城県文化財調査報告書第１９集
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宮城県教育委員会　１９６９b『埋蔵文化財第４次緊急調査概報－南境貝塚』宮城県文化財調査報告書第２０集
宮城県教育委員会　１９７８『湯坪遺跡発掘調査概報』宮城県文化財調査報告書第５４集
宮城県教育委員会　１９８０a 『玉造遺跡』宮城県文化財調査報告書第６８集
宮城県教育委員会　１９８０b 『金取遺跡』宮城県文化財調査報告書第７０集
宮城県教育委員会　１９８２a 『青木畑遺跡』宮城県文化財調査報告書第８５集
宮城県教育委員会　１９８２b 『東北自動車道遺跡調査報告書Ⅶ』宮城県文化財調査報告書第９２集
宮城県教育委員会　１９８４a 『東北自動車道遺跡調査報告書Ⅸ』宮城県文化財調査報告書第９９集
宮城県教育委員会　１９８４b 「大谷地遺跡」『宮城県営穂圃場整備等関連遺跡詳細分布調査報告書（昭和５８年度）』宮城

県文化財調査報告書第１００集
宮城県教育委員会　１９８５「小梁川東遺跡」『七ヶ宿ダム関連遺跡発掘調査報告書Ⅰ』宮城県文化財調査報告書第１０７集
宮城県教育委員会　１９８６a『田柄貝塚』宮城県文化財調査報告書第１１１集
宮城県教育委員会　１９８６b『亘理町畑中貝塚－黒森沢砂防流路工事関連調査報告書－』宮城県文化財調査報告書第１１５集
宮城県教育委員会　１９８６c『小梁川遺跡遺物包含層土器編』宮城県教育委員会第１１７集
宮城県教育委員会　１９８７a 『中ノ内A遺跡・本屋敷遺跡他－東北横断自動車道遺跡調査報告書Ⅱ－』宮城県文化財調

査報告書第１２１集
宮城県教育委員会　１９８７b『七ヶ宿ダム関連遺跡発掘調査報告書Ⅲ　小梁川遺跡』宮城県文化財調査報告書第１２２集
宮城県教育委員会　１９８８『大梁川遺跡・小梁川遺跡』宮城県文化財調査報告書第１２６集
宮城県教育委員会　１９９０『摺萩遺跡』宮城県文化財調査報告書第１３２集
宮城県教育委員会　２００３『嘉倉貝塚』宮城県文化財調査報告書第１９２集
宮城県教育委員会　２００６『桃生城跡　細谷B遺跡』宮城県文化財調査報告書第２０５集
宮城県教育委員会　２００７『早風遺跡ほか』宮城県文化財調査報告書第２１３集
宮崎町教育委員会　２００１『君ヶ袋遺跡　道下遺跡』宮崎町文化財調査報告書第１２集
桃生町史編纂委員会　１９８８『桃生町史』第２巻　資料編
桃生町史編纂委員会　１９９６『桃生町史』第５巻　通史編
山形県埋蔵文化財センター　２００５『高瀬山（HO地区）発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査センター調査報告書

第１４５集
山崎純男　２００５「土器圧痕から見た食と生業」『土器研究の新視点』pp．７９～９３
山内清男　１９２９「関東北に於ける繊維土器」『史前学雑誌』１－２、pp．１１７～１４６
山内清男　１９３０「所謂亀ヶ岡式土器の分布と縄紋式土器の終末」『考古学』１－３　pp．１３９－１５７
山内清男　１９３７「縄紋土器型式の細別と大別」『先史考古学』１－１
山内清男　１９６４「縄文式土器・総論」『日本原始美術』１　pp．１４８～１５８　講談社
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附編　縄文時代晩期の火山灰層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川昌伸（古代の森研究舎）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相原淳一（宮城県教育委員会）

１．はじめに

　山居遺跡の調査では、火山灰層が３層確認された。一番上位で検出された火山灰層は十和田aテフラ

（To－a）で、山居遺跡Ⅱ区では、To－aが堆積する古代の遺構が確認されている。最下層で確認され

た縄文時代後期以前の火山灰層は、岩手県一関市清水遺跡（岩手県文化振興事業団　２００２）の層序を

参考にすると、同じく十和田カルデラを噴源とする十和田中掫テフラ（To－Cu　約５，４００年前）に

相当するものと考えられる。宮城県内では、仙台市富沢遺跡第１０４次調査（仙台市教育委員会　１９９９）

の２４層の黒褐色～黒色シルト質粘土層中にブロック状に含まれていた火山灰が、火山ガラスの屈折

率測定から十和田中掫テフラ（To－Cu）の可能性が非常に高い点が指摘されている。

　旧河道SX０３堆積層（砂礫層）とSX０１②南側遺物包含層２a①層（黒色粘土層）の間で斑状に確認さ

れた中位の火山灰（検出状況：図版１－３参照）はその堆積層準から縄文時代晩期大洞C２式期のもので

ある。ところで、大洞C２式期のテフラは現在宮城県内では知られておらず、未知のテフラの可能性と

ともに、宮城県里浜貝塚では廃棄された貝灰ブロックが知られており、貝灰ブロックの可能性も考え

られた。

２．試料・方法・結果

　試料は、主に灰白色のシルトサイズの粒子からなる。試料中には礫や砂も含まれるため、篩で礫、

砂、シルト以下の細粒成分に分け、礫サイズは肉眼観察、砂とシルト以下の細粒粒子は実体顕微鏡と

偏向顕微鏡による観察を行った。

　試料の粒度組成は、礫１４．５％、砂２７．４％、シルト以下５８．１％からなる。礫は２～１３勺の扁平な亜円

礫からなり、砂は中～細粒砂を主とする。また、３φ（０．２５-０．１２５勺）の粒子は白色軽石を主とし火

山ガラスを伴い、４φ（０．１２５-０．０６３勺）は軽石と火山ガラスを多く含む（図１）。火山ガラスは、バ

ブル型（平板状、Y字型）と軽石型（繊維状）からなる。さらに、シルト以下には光学的等方体鉱物

が多く含まれる。一方で、貝の破片は確認されず、僅かに骨片が含まれていた。

３．考察

　試料のシルト以下の粒子には、光学的等方体鉱物（非結晶の火山ガラスや植物珪酸体、等軸晶系の

結晶（蛍石など））が多く含まれ、平板状の火山ガラスを示すものが目立つ。貝殻は方解石（CaCO３）

とアラレ石（アラゴナイト；CaCO３）の炭酸カルシウムを主体とした結晶からなり、リン酸塩である

リン灰石（３Ca３（PO４）２・CaF２）などを含む貝殻もある（富岡１９９９）。つまり、結晶質の粒子が稀で光

学的等方体鉱物を主とし、さらに非結晶の火山ガラスが多く含まれることから、試料は軽石質テフラ

を主とするとみられる。参考までに、試料をフッ化水素酸処理したときの減量は７２．６％（重量％）、

塩酸処理の減量は１４．６％であったことからも、試料が珪酸塩鉱物を主とする物質であることは明らか
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である。

　縄文時代晩期の火山灰としては、東北地方北部では十和田bテフラ（To－b）が知られている（町

田・新井　２００３）が、東北中部では明確には把握されていない。全く未知の火山灰である可能性も含

めて、今後の類例の増加を待ちたい。なお、ブロックサンプリングした試料は最下層テフラ、中位テ

フラともに宮城県教育委員会において保管する。

参考文献
岩手県文化振興事業団　２００２『清水遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第３８２集
仙台市教育委員会　１９９９『富沢遺跡　第１０４次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第２３５集
富岡直人　１９９９「貝類」『考古学と自然科学②　考古学と動物学』pp．８９－１１８．同成社
星　雅之　２００７「十和田中掫テフラの考古学的年代についてー課題などを中心にしてー」『岩手県における縄文文化の諸相　資
料集』pp．２７～３６　２００７年岩手考古学会第３８回研究大会
町田　洋・新井房夫　２００３『新編　火山灰アトラス』東京大学出版会

図1　試料の状態と3φ以下の粒子の状況
１．塊状の試料　　２．塊状試料を崩した状況　　３－４．細粒砂（０．２５－０．１２５mm）粒子の状況
５．極細粒砂（０．１２５－０．０６３mm）粒子の状況　６．シルト以下の粒子の状況
No.１－２スケール１０mm，No.３－６スケール＝０．１mm
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１．山居沢（西から）
　　沢幅約1mの水流がある
　　調査期間中、洗い場として利用

２．遺跡発見時の状況
　　中央白色帯が古代の灰白色火山灰

３．黒色土層上面の火山灰
　　（縄文晩期）
　　斑状に砂礫層下に認められた

図版１



１．SX01①北東側遺物包含層
A7区包含層ⅰc層上面

（東から）

２．SX01①北東側遺物包含層
　　A6区包含層ⅰc層上面

（東から）

３．SX01①北東側遺物包含層
A6北ベルト断面（南から）

図版２



１．SX０１②南側遺物包含層
　　B3区包含層1～2a層確認状況

（西から）

２．SX01②南側遺物包含層
　　B3区包含層1b層（東から）

３．SX01②南側遺物包含層
　　C3北ベルト包含層2a層上面

（南から）　

図版３



１．SX01②南側遺物包含層
　　C3西ベルト包含層2a①層上面

（東から）

２．SX01②南側遺物包含層
　　B3区包含層2a②層上面

（西から）

３．SX01②南側遺物包含層
　　C4西ベルト包含層2b①層上面

（西から）

図版４



１．SX01②南側遺物包含層
　　B3区包含層2b①層上面

（西から）

２．SX01②南側遺物包含層
　　B2区包含層2b②層上面

（東から）

３．SX01②南側遺物包含層
　　C4西ベルト包含層2b②層上面

(南から)

図版５



１．SX01②南側遺物包含層
C4西ベルト包含層2b②層上面～
2b́ 層上面（西から）
左側黒色土層が2b́ 層

２．SX01②南側遺物包含層
C4区包含層2b́ 層上面～
2b́ 層中（写真右側・南から）

３．SX01②南側遺物包含層
C5区包含層2b́ 層上面～
2b́ 層中（西から）

図版６



１．SX01②南側遺物包含層
　　C4区包含層2c層上面

（西から）

２．SX01②南側遺物包含層
B4区包含層2c層上面

（東から）

３．SX01②南側遺物包含層
　　B3～C3北ベルト
　　包含層2c層上面（南から）

図版７



１．SX01②南側遺物包含層
　　C4区包含層2d層上面（西から）

２．SX01②南側遺物包含層
　　B4区包含層2d層上面（南から）

３．SX01②南側遺物包含層
B4～C4北ベルト
包含層2d層上面（東から）

図版８



１．SX01②南側遺物包含層
　　B5区包含層2層下部

（西から）

２．SX01②南側遺物包含層
B4～C4北ベルト
包含層2d層上面（南から）

３．SX01②南側遺物包含層
　　B3北ベルト
　　包含層2d層上面（南から）

図版９



１．SX01②南側遺物包含層
　　B3区包含層3層上面（西から）

２．SX01②南側遺物包含層
　　B4区包含層3層上面（北から）

３．SX01②南側遺物包含層
　　C4西ベルト
　　包含層3a層上面（南から）

図版１０



１．SX01②南側遺物包含層
　　C4西ベルト断面（東から）

２．SX01②南側遺物包含層
　　B3北ベルト（南から）

３．SX01②南側遺物包含層
　　B2～C2北ベルト（南から）

図版１１



１．SX01③北西側遺物包含層
A1西ベルト　　　　　　
包含層Ⅱ③層上面（南から）
写真右下隅の黒土層がⅡa層

２．SX01③北西側遺物包含層
Z1区　　　　　　　
包含層Ⅱ③層上面（南から）

３．SX01③北西側遺物包含層
　　A2区包含層Ⅱa層上面

（南から）

図版１２



１．SX01③北西側遺物包含層
　　Z1区包含層Ⅱa層下部②層上面

（南東から）

２．SX01③北西側遺物包含層
　　Z1区包含層Ⅱa層下部②層上面

（南東から）

３．SX01③北西側遺物包含層
　　Z1区包含層Ⅱb①層上面

（南から）

図版１３



１．SX01③北西側遺物包含層
　　Z1北ベルト包含層Ⅱb①層上面

（東南から）

２．SX01③北西側遺物包含層
　　A2区包含層Ⅱb②層上面

（東から）

３．SX01③北西側遺物包含層
　　Z1区北ベルト断面

（南から）

図版１４



１．SX05堰状遺構確認
（東から）

　　A4区旧河道SX04中

２．SX05堰状遺構上部堆積層
（東から）

　　木の枝などの浮遊物を検出

３．SX05堰状遺構底面
（北東から）

　　被熱痕のある礫や土器を検出

図版１５



１．SX06堰状遺構確認（西から）
　　B6区旧河道SX03中

２．SX06A堰状遺構上部堆積層
（西から）

　　カゴとトチノキ種子を検出

３．SX06A堰状遺構底面
（西から）

図版１６



１．SX06B堰状遺構完掘（東から）

２．SX22堰状遺構上部堆積層
（東から）

　　A5区旧河道SX24中

３．SX22堰状遺構底面（東から）
　　トチノキ種子が出土

図版１７



１．Pit3・土壙4平面形確認
（東から）

　　C3西ベルト包含層2b①層上面

２．Pit3・土壙4完掘（東から）
　　C3西ベルト包含層2b①層上面

３．SX21杭跡（南から）
　　B5西ベルト旧河道SX07

図版１８



１．旧河道SX０７上面（東から）
　　木の枝等を含む有機質層

２．旧河道群（SX03・26・27）
　　B4北ベルト断面（南から）

３．旧河道SX25堆積層（東から）
　　火山灰（縄文後期以前）が堆積する

図版１９
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１．工事排土回収土器

２．遺構確認時出土土器

（縮尺１：３）

（縮尺１：３）
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１．SX01①北東側遺物包含層・Ａ７区・包含層ｉｂ層中～ｉｄ層上面出土土器 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 

２．SX01①北東側遺物包含層・Ａ６北ベルト・包含層ｉａ層中～ｉｉｂ層中出土土器 

３．SX01①北東側遺物包含層・Ａ６区・包含層確認～ｉｂ層中出土土器 
（縮尺１：３） 
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１．SX01①北東側遺物包含層・A6区・包含層 ic 層上面出土土器

２．SX01①北東側遺物包含層・A6区・包含層 ic 層中出土土器

３．SX01①北東側遺物包含層・A6区・包含層 ic 層下旧河道～ ie 層中出土土器

（縮尺１：３）

（縮尺１：３）

（縮尺１：３）
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１．SX01①北東側遺物包含層・A6区・包含層下旧河道SX04 堆積層中出土土器 

２．旧河道・B6区・堆積層中出土土器 

３．旧河道SX03A・B6区・堆積層中出土土器 

４．旧河道SX03A・A－B6区・底面出土土器 
（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 
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１．SX06 堰状遺構・B6区・堆積層中～底面出土土器 

２．旧河道SX03B・B6区・堆積層中出土土器 

３．旧河道SX24・B6区・堆積層中出土土器 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 
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１．旧河道SX02・03・04・20・A5北ベルト・堆積層中出土土器 

２．旧河道SX03B・B5北ベルト・堆積層中出土土器 

３．旧河道SX02・03・23・24・SX22 堰状遺構・A5区・堆積層中出土土器 

４．旧河道SX02・03B・B5西ベルト・堆積層中出土土器 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 
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１．旧河道SX04A・07・23・B5西ベルト・堆積層中出土土器

２．SX01②南側遺物包含層・B5区・包含層１層（旧河道SX03 堆積層）・２層上面出土土器

３．SX01②南側遺物包含層・B5区・包含層２層中出土土器

（縮尺１：３）

（縮尺１：３）

（縮尺１：３）
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１．SX01②南側遺物包含層・B5区・包含層２層下部出土土器（１） 

（縮尺１：３） 
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２．SX01②南側遺物包含層・B５区・包含層２③層～２④層上面出土土器

３．SX01②南側遺物包含層・B５区・包含層２ｃ層上面・埋もれ木ピット出土土器
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１．SX01②南側遺物包含層・B5区・包含層３層上面出土土器 

２．SX01②南側遺物包含層・C5西ベルト・包含層 2a層中出土土器 

３．SX01②南側遺物包含層・C5西ベルト・包含層 2b′層中出土土器 

４．SX01②南側遺物包含層・C5西ベルト・包含層 2c層上面出土土器（１） 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 
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１．SX01②南側遺物包含層・C5西ベルト・包含層 2c層上面出土土器（２） ２．SX01②南側遺物包含層・C5西ベルト・
　　包含層 2c層中出土土器（１）

３．SX01②南側遺物包含層・C5西ベルト・包含層 2c層中出土土器（２）
（縮尺１：３）

（縮尺１：３）
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３．SX01②南側遺物包含層・C5西ベルト・包含層２ｄ層上面出土土器

２．SX01②南側置物包含層・C5西ベルト・包含層 2c～ｄ層（黒色土層）中出土土器
（縮尺１：３）

３

（縮尺１：３）

2b

１．SX01②南側遺物包含層・C5西ベルト・包含層２c層中出土土器（３）

（縮尺１：３）
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１．SX01②南側遺物包含層・C5西ベルト・包含層２ｄ層中出土土器 

（縮尺１：３） 

２．SX01②南側遺物包含層・C5西ベルト・包含層３a層上面・３ａ層中出土土器 
１～ 23: 包含層３a層上面、24 ～ 27：包含層３a層中 

（縮尺１：３） 

３．SX01②南側遺物包含層・C5区・包含層 2a層中・２b層上面・２ｂ層中出土土器 
１～４：包含層２a層中、23：包含層２b層上面、24 ～ 33: 包含層２b層中 

（縮尺１：３） 
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１．SX01②南側遺物包含層・Ｃ５区・包含層２b～ c層上面出土土器

（縮尺１：３）

２．SX01②南側遺物包含層・Ｃ５区・包含層２b′層上面・２b′層中出土土器（１）

（縮尺１：３）
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２．SX01②南側遺物包含層・Ｃ５区・包含層２b′層下部出土土器 

１．SX01②南側遺物包含層・Ｃ５区・包含層２b′層中出土土器（２） 

３．SX01②南側遺物包含層・Ｃ５区・包含層２c～ d層（黒色土層）中出土土器 

４．SX01②南側遺物包含層・C5区・包含層３a層上面・３a層中出土土器 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 
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１．旧河道SX03B・SX04・A4北ベルト・堆積層中出土土器 
（縮尺１：３） 

２．SX05 堰状遺構・旧河道SX03B・SX04・A4区・堆積層中～底面出土土器 
（縮尺１：３） 

３．旧河道SX03C・26・27・B4北ベルト・堆積層中出土土器 

（縮尺１：３） 

４．SX01②南側遺物包含層・B4北ベルト・包含層１層～ 2b′層中出土土器 
（縮尺１：３） 
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１．SX01②南側遺物包含層・B4北ベルト・包含層２c層上面～２d層中出土土器
（縮尺１：３）

２．SX01②南側遺物包含層・B4北ベルト・包含層３a層上面出土土器（１）
（縮尺１：３）
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1

１．SX01②南側遺物包含層・B4北ベルト・包含層３a層上面出土土器（２）
（縮尺１：３）
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１．SX01②南側遺物包含層・C4北ベルト・包含層２a層中～２b層中出土土器

（縮尺１：３）

２．SX01②南側遺物包含層・C4北ベルト・包含層２b′層中・2c層上面出土土器
（縮尺１：３）
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１．SX01②南側遺物包含層・C4北ベルト・包含層２c層中出土土器

（縮尺１：３）

２．SX01②南側遺物包含層・C4北ベルト・包含層２c～ d層中・２d層中出土土器 （縮尺１：３）

３．SX01②南側遺物包含層・C4北ベルト・包含層３a層上面出土土器 （縮尺１：３）
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１．旧河道SX02・03・04・07・B4西ベルト・堆積層中・SX21 杭跡断面確認時出土土器 （縮尺１：３） 

（縮尺１：３） 
２．旧河道 02・03・Ｂ３～５区・包含層１層（上部砂礫層）中出土土器 
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３．SX01②南側遺物包含層・C4西ベルト・包含層２d層中出土土器 
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1．SX01②南側遺物包含層・C4区包含層２c層上面～２d層上面出土土器

（縮尺１：３）

２．SX01②南側置物包含層・C4区・包含層２d層中出土土器 （縮尺１：３）

３．SX01②南側置物包含層・C4区・包含層３a層上面出土土器（１）

（縮尺１：３）
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１．SX01②南側遺物包含層・C4区・包含層３a層上面（２）・３a層中出土土器

（縮尺１：３）

２．旧河道SX03・04・23・24・A3～ B3北ベルト・堆積層中出土土器
（縮尺１：３）
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３．SX01②南側遺物包含層・B3北ベルト・包含層２d層中出土土器

（縮尺１：３）
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１．SX01②南側遺物包含層・B3北ベルト・包含層３a層上面出土土器 （縮尺１：３）
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１．SX01②南側遺物包含層・B3北ベルト・包含層３a層上面・３a層中出土土器
（縮尺１：３）

２．SX01②南側遺物包含層・C3北ベルト・包含層２a層上面・２a層中出土土器
（縮尺１：３）
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１．SX01③北西側遺物包含層・A3区・包含層Ⅰ～Ⅱ層中出土土器 
（縮尺１：３） 

２．旧河道SX03・04・23・B3西ベルト・堆積層中出土土器 
（縮尺１：３） 

３．SX01②南側遺物包含層・B3区・包含層１a～１c層中出土土器 
（縮尺１：３） 
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１．SX01②南側物置包含層・B3区・包含層２ａ①層中～３ａ層中出土土器
（縮尺１：３）
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2. SX01②南側遺物包含層・C3西ベルト・包含層２ｃ層中出土土器 
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394

図版８６



1

2

3

１．SX01③北西側遺物包含層・Z1北ベルト・包含層Ⅱb①層上面出土土器（２）

1

( 縮尺１：３）

395

図版８７



1a

1c

2 3
4

1b

1d

5

6

1a 1b
1c

1 2a 3

4
5

6

7

8 9 10

11
12

13 14
15 16

17 18

19
20

21
22

23 24

25

26

27
28

29 30
31

１．SX01③北西側遺物包含層・Z1北ベルト・包含層Ⅱb①層上面出土土器（３）
（縮尺１：３）
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１．SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱ①層中・Ⅱ②層中出土土器 （縮尺１：３）

２．SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱ③層上面出土土器（１）
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１．SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱ③層上面出土土器（２） （縮尺１：３）
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１．SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱ③層中出土土器

（縮尺１：３）

２．SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱa層上面・Ⅱa層中出土土器（１）
（縮尺１：３）
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１．SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱa層中出土土器（２） （縮尺１：３）

２．SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱa層下部①層中出土土器
（縮尺１：３）
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2. SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層中出土土器

（縮尺１：３）

１．SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱa層下部②層出土土器

（縮尺１：３）
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１．SX01③北西側遺物包含層・Z1区・包含層Ⅱｂ①層上面出土土器（１） （縮尺１：３） 
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４．SX01③北西側遺物包含層・A1西ベルト・包含層Ⅱａ層上面出土土器

（縮尺１：３）
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１．SX01③北西側遺物包含層・A1西ベルト・包含層Ⅱａ層中出土土器 （縮尺１：３） 

２．SX01③北側遺物包含層・A1西ベルト・包含層Ⅱａ層下部①層中・Ⅱb①層中出土土器 

（縮尺１：３） 
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１．SX01③北西側遺物包含層・A1区・包含層Ⅱ①層中出土土器
（縮尺１：３）

２．SX01③北西側遺物包含層・A1区・包含層Ⅱａ層上面出土土器
（縮尺１：３）

３．SX01③北西側遺物包含層・A1区・包含層Ⅱa層中・Ⅱａ層下部①層中出土土器
（縮尺１：３）
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1. SX01③北西側遺物包含層・A1区・包含層Ⅱb①層上面出土土器（１）
（縮尺１：３）
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１．SX01③北西側遺物包含層・A1区・包含層Ⅱb①層上面出土土器（２）

（縮尺１：３）

３．SX01③北西側遺物包含層・A1区・包含層Ⅱb②層上面出土土器

（縮尺１：３）

（縮尺１：３）
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２．SX01③北西側遺物包含層・A1区・包含層Ⅱb①層中出土土器
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１. 木製品 

２.  動物遺存体 
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１ａ（×５勺メッシュ） ２ａ（×５勺メッシュ） ３ａ（×５勺メッシュ） ４ａ（×５勺メッシュ）

１ｂ（×１勺メッシュ） ２ｂ（×１勺メッシュ） ３ｂ（×１勺メッシュ） ４ｂ（×１勺メッシュ）

試料添１
SX01②南側
遺物包含層

B2～C2北ベルト
包3a層中

試料添２
SX01②南側
遺物包含層

B2～C2北ベルト
包3a層上部

試料添３
SX01②南側
遺物包含層
C5西ベルト
包2c層中

試料添４
SX01③北西側
遺物包含層
A1区

包Ⅱa層中

５ａ（×５勺メッシュ） ６ａ（×５勺メッシュ） ７ａ（×５勺メッシュ） ８ａ（×５勺メッシュ）

５ｂ（×１勺メッシュ） ６ｂ（×１勺メッシュ） ７ｂ（×１勺メッシュ） ８ｂ（×１勺メッシュ）

試料添５
SX01②南側
遺物包含層
C3西ベルト
包2a層中

試料添６
旧河道SX03
B5西ベルト
砂質堆積層

試料添７
旧河道SX07
B4～5西ベルト
堆15②層

（有機質堆積層）

試料添８
旧河道SX07
B4西ベルト
堆15①層

（砂質堆積層）

土壌分析試料添１～添８　水洗選別状態（scale　1:1）

図版１０３
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山居遺跡SX０１②南側遺物包含層・旧河道SX０７堆積層から産出したパリノモルフ
（包＝遺物包含層、堆＝旧河道堆積層）

１−２：コナラ亜属（Quercus　subgen.Lepidobal），SX０７　堆　１５②層、AFR．MY　１６６９．　３−５：トチノキ属
（Aesculus），SX０７　堆　１５②層、AFR．MY　１６６４．　６：クリ属（Castanea），SX０７　堆　１５②層、AFR．MY
　１６６９．　７：マタタビ属（Actinidia），SX０７　堆　１５②層，　AFR．MY　１６６２．　８−１０：ウルシ（Rhus　
verniciflua），SX０１②C３　西包　２a層，AFR．my　１６６７．　　１１−１２：ウコギ科（Araliaceae），SX０７　堆
　１５②層，AFR．MY　１６６５．　　１３：鞭虫卵（Trichuris），SX０７　堆１５①層，AFR．MY　１６６６．　１４−１６：
プレパラートの状況，１４（SX０１②C３西包２a層，　１５（包２c層），　１６（包３a層中）．

パリノモルフスケール１０鎖．状況スケール＝１００鎖．　　　

図版１０４
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山居遺跡旧河道堆積層から出土した大型植物化石
（堆＝旧河道堆積層資料、堆取＝旧河道堆積層現地取り上げ資料）

１．カヤ、種子（堆取４８）　　２．オニグルミ、内果皮半割跡（堆取１）　　３．オニグルミ、内果皮食痕（堆取３５）
４．ブナ、果実（堆６）　　５．クヌギまたはアベマキ、炭化果実基部（堆１１）　　６．コナラ節、炭化果実基部（堆
１１）　　７．ヤマグワ、種子（堆８）　　８．イタヤカエデ、果実（堆６）　　９．トチノキ、果実（堆１０）　　１０．ト
チノキ、果実断面（堆取４０）　　１１．トチノキ、種子（堆７）　　１２．ブドウ属、炭化種子（堆１１）　　１３．ムラサ
キシキブ属、内果皮（堆８）　　１４．ヤブツバキ、種子（堆７）　　１５．マタタビ、種子（堆６）　　１６．ミズキ、
内果皮（堆９）　　１７．ハクウンボク、内果皮（堆取１６）　　１８．ニワトコ、内果皮（堆６）　　１９．カヤツリグサ
科、果実（堆６）　　２０．ミゾソバ、果実（堆６）　　２１．ノミノフスマ、種子（堆８）　　２２．キンポウゲ属、果
実（堆６）　２３．ヒシ属、果実破片（堆１１）　　２４．スミレ属、種子（堆６）

（スケールは１亜ただし１，２，３，９，１０，１１，１４，１７は１唖

図版１０５
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発掘調査による現地取り上げ試料（scale1:2）

図版１０６
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試料２試料１ 試料３ 試料４

試料６試料５ 試料７ 試料８－９

試料１１試料１０ 試料１２ 試料１３

試料１５試料１４ 試料１６ 試料１７

試料１９試料１８ 試料２０ 試料２１

試料２３試料２２ 試料２４ 試料２５

試料２７試料２６ 試料２８ 試料２９－３０

図版１０７

山居遺跡土器圧痕分析試料（円形シールは直径９勺）
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2 
3 4 

5 
6 7 

8 9 10 

11 12 13 

14 
15 

山居遺跡より出土した土器付着痕のレプリカ写真
１，２．オニグルミ近似種（１：№５，２：№１３）３．ハリギリまたはコシアブラ（№６）
４．ムラサキシキブ属近似種（№９）　５～１３．マメ科（５～９：№１８～№２２，１０：№２５，１１～１３：№２７～№２９）
１４．エゴマ近似種（№２）１５．不明果実（№１５）
　スケールは１㎜、５～１３は共通

図版１０８
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小　山　遺　跡

調　　査　　要　　項

遺 跡 名：小山遺跡（宮城県遺跡登載番号５３０３６）

所 在 地：宮城県登米市東和町字小山地内

調査原因：三陸縦貫自動車道（一般国道登米志津川道路）建設工事

調査主体：宮城県教育委員会

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

調査期間：平成１９年４月２３・２４・２５日、７月９日

対象面積：約４，０００㎡

調査面積：約２，９５０㎡

調 査 員：佐藤則之、柳澤和明、須田良平、尾形祐之、生田和宏、初鹿野博之



調査に至る経緯と概要
　本遺跡は登米市東和町米谷の中心街から南東約１娃、登米市東和町字小山に所在し、北上川中流域左

岸の独立丘陵上に立地する。三陸縦貫自動車道（一般国道登米志津川道路）建設に伴い、平成１５年３

月１１日に実施した分布調査で発見された。古代の土師器破片が表面採集され、古代の遺跡として宮城

県遺跡地図・遺跡登録台帳に登録された（第１図）。周辺には中世の城館跡が多く分布するが、古代の

遺跡はきわめて希薄である。調査前、本遺跡の遺物の分布は稀少であり、小規模な古代の遺跡とみら

れた。

　遺跡は北上山地の東縁部から西に延びる丘陵端部の独立丘陵上の東側斜面に立地している。この独

立丘陵は東西約１００ｍ、南北約６０ｍの広がりをもち、最高点が標高１６．２ｍ、周囲の水田面の標高が１０

ｍ前後で、その比高差６ｍ前後となっている。

　平成１４年度の分布調査では、この小山の南東側の鞍部状の畑地とその斜面で土師器破片が採集され

た。今回の確認調査前にも同じ地点より９世紀代とみられるロクロ調整の土師器甕口縁部破片１点が

表面採集された（第３図）。

　事業者の国土交通省東北地方整備局仙台河川国道事務所との協議の結果、工事に先立って平成１９年

度当初に確認調査を実施することになり、平成１９年４月２３・２４・２５日、７月９日に工事施工区域にか

かる範囲を対象に確認調査を実施した（第２図）。

　確認調査の結果、遺構・遺物はまったく検出されなかった。地山は中生代ペルム系の米谷層群に属

する粘板岩岩盤やその風化層であった（宮城県企画部土地対策課編集・発行，１９９５，『土地分類基本

調査　志津川』）。小山の上部での表土は５～１０ｃｍと薄く、周囲の斜面下方に向かって厚くなり、北

東トレンチを設定した北側斜面では湿地に移行していた。また、南西トレンチでは宅地造成前の盛土

が１～２ｍ程厚く堆積し、さらにその下層は自然堆積層となって、斜面上方の地山の傾斜がそのまま続

いていた。

　南東部の畑地のある地点は、北西部の小山から続く南西向き斜面がそのまま続き、空き缶を含む新

しい盛り土がこの上に分厚くなされていたことが判明し、これまで発見されていた土器片はこの盛り

土かその上の表土に含まれていたと推定された。

　確認調査区の北東部は畑地造成とみられる過去の開発で、地山面下１～２ｍ程掘削されていた。また、

確認調査区の南隣接地には宅地があってやはり地山面下１～２ｍ程掘削されていた。南東部は平成１８

年度当初に事業者が錯誤して、確認調査前に地山面を大きく掘削して工事用仮設道路を敷設してし

まっていた（第３図）。

　本遺跡は南東部の畑地を中心に古代の土器片が表面採集されたことから、古代の遺跡として登録さ

れたが、今回の確認調査の結果、調査対象地区内では遺跡がほぼ壊滅していたことが判明した。

　壊滅の原因は不明確だが、南東部・北東部の畑地造成、南西部の宅地造成、工事用仮設道路による

掘削などが原因となったものと考えられる。

　なお、確認調査の期間中に周辺の分布調査を併せて実施し、新たに本遺跡南東約２００ｍの地点で縄

文時代の散布地１箇所を発見した。地形的にみて本遺跡とは別の遺跡とみられたことから、この遺跡

を小山Ｂ遺跡（宮城県遺跡登載番号５３０３７）として宮城県遺跡地図・遺跡登録台帳に登録した。

４１８



４１９

国土地理院発行のＣＤ－ＲＯＭ版『数値地図２５０００　一関』『数値地図２５０００
石巻』を使用して作成



４２０

YA３-５の国家座標は
世界測地系第Ｘ系
X=－143829.697
Y= 40474.628



４２１

（　　　　）世界測地系
第Ⅹ系

X=－143829.697
Y= 40474.628



４２２

確認調査区と登米志津川道路建設工事の状況（北東から）

確認調査区と登米志津川道路建設工事の状況（北東から）

確認調査区南東部（北東から）
小山遺跡の確認調査
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みやぎけん とめし

 東和町  字  小山 
とうわちょう あざ こやま 小山  遺跡 

こやま いせき

世界測地系
特記事項主な遺物主な遺構主な時代種別所収遺跡名

縄文時代中期後
葉から晩期中葉
の水辺に関わる
作業場とその廃
棄層が検出され
た。

縄文土器（中期・後期・晩期）、
円盤状土製品・石器（石鏃・
石匙・石核・剥片・石棒・磨
石・擦石・凹石・石皿・台石）、
木製品（カゴ・杭・截断面の
ある材）、動物遺存体（シカ・
イノシシ・鳥骨ほか）・植物遺
体（トチノキ・オニグルミほ
か）

弥生土器（後期）
土師器・須恵器

堰状遺構３基、土壙１基、
ピット１個、杭跡１ヶ所、
遺物包含層３ヶ所、ほか
に旧河道跡

縄文時代

弥生時代
古代

低湿性遺跡

散布地

山居遺跡
（Ⅰ区）

なしなし古代散布地小山遺跡
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